
本書の見かた

本書ではお車の各装置や装備の正しい取り扱いかたと、快適ド
ライブ情報やお手入れのしかた、万一のときの応急処置などを
記載しています。

◎ お車を安全･快適にお使いいただくため、ご使用前に必ず
お読みください。

◎ 「警告」「注意」は安全のために特に重要です。
よく読んでお守りください。

●

●

●

●

●

●

●

コントロールパネルのスイッチは＜＊＊＊＊＞、操作画面に表示
されるメニューや項目は［＊＊＊＊］と表示しています。
参照して読んでいただきたいページなどを、　マークで表示し
ています。
本書では、メーカーオプションのNissanConnectインフォテ
イ ン メ ン ト シ ス テ ム を 装 着 し た 車 両 の こ と を
「NissanConnectインフォテインメントシステム装着車」と
示しています。
日産販売会社で取り付けられた装備（ディーラーオプション）
については、その装備に付属の取扱説明書をお読みください。
点検･整備、保証については別冊のメンテナンスノートをお読
みください。
NissanConnectインフォテインメントシステム装着車は、別
冊のNissanConnectインフォテインメントシステム取扱説明
書も合わせてお読みください。
その他、ご不明な点はカーライフアドバイザー（営業部員）に
お申しつけください。

　　本書の中で使用しているマークと意味は次のようになってい
ます。

●

守らないと装備品や車両の破損につながる
おそれがあります。

安全のために守っていただきたいこと。
守らないと生命の危険または重大な傷害
につながるおそれがあります。
守らないと傷害につながるおそれがあり
ます。

お車のために守っていただきたいこと。

お車を使ううえで知っておいていただきたいこと。
知っておくとお車の性能を十分にお使い
いただけるとともに、いろいろな装備を
上手に使うことができます。
安全のためにしてはならない行為。
（イラスト内に表示されています）

知識

アドバイス

警告

注意

●

●

●

●

●

交通ルールやマナーを守って運転しましょう。
自然環境保護に配慮してください。
本書と別冊のメンテナンスノートはお車の中に保管してく
ださい。
お車をゆずられるときは次に所有される方のために、本書
をお車に付けておいてください。
車両の仕様変更やソフトウェア更新により、本書の内容が
実車と一致しない場合がありますのであらかじめご了承く
ださい。
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イラスト目次外観フロント（ハイウェイスター車以外）



外観フロント（ハイウェイスター車以外）
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3☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

マルチセンシングフロントカメラ（ P.160、 P.322）
ドライブレコーダーカメラ★（ P.238）
ワイパー（ P.145）
ボンネット（ P.309）
フロントレーダー（ P.157、 P.322）
フロントビューカメラ★（ P.212、 P.323）
ソナー（ P.70、 P.157、 P.220、 P.323）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（側面）（フェンダータイプ）（ P.143、 P.300、 P.329）
ドアミラー（ P.105）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（側面）（ミラータイプ）（ P.143、 P.300、 P.329）
パワーウインドー（ P.107）
燃料補給口（ P.109）
サイドビューカメラ★ （ P.212、 P.323）
サイドアンダーミラー★（ P.106）
スライドドア（ P.86）
オートスライドドア★（ P.89）
フロントドア（ P.83）
ヘッドランプ（前照灯）（ P.137、 P.300、 P.329）
車幅灯（ P.137、 P.300、 P.329）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（前面）（ P.143、 P.300、 P.329）
タイヤ（ P.312）
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外観フロント（ハイウェイスター車）



外観フロント（ハイウェイスター車）
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5☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

マルチセンシングフロントカメラ（ P.322）
ドライブレコーダーカメラ★（ P.238）
ワイパー（ P.145）
ボンネット（ P.309）
フロントレーダー（ P.157、 P.322）
フロントビューカメラ★（ P.212、 P.323）
ソナー（ P.70、 P.157、 P.220、 P.323）
フォグランプ（ P.144、 P.300、 P.329）
サイドレーダー★（ P.322）
ドアミラー（ P.105）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（側面）（ P.143、 P.300、 P.329）
パワーウインドー（ P.107）
フロントドア（ P.83）
燃料補給口（ P.109）
サイドビューカメラ★ （ P.212、 P.323）
サイドアンダーミラー★（ P.106）
ヘッドランプ（前照灯）（アダプティブLEDヘッドライトシステム付車）（ P.137、 P.300、 P.329）
車幅灯（アダプティブLEDヘッドライトシステム付車）（ P.137、 P.300、 P.329）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（前面）（アダプティブLEDヘッドライトシステム付車）（ P.143、 P.300、 P.329）
スライドドア（ P.86）
オートスライドドア（ P.89）
タイヤ（ P.312）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（前面）（ハイビームアシスト付車）（ P.143、 P.300、 P.329）
ヘッドランプ（前照灯）（ハイビームアシスト付車）（ P.137、 P.300、 P.329）
車幅灯（ハイビームアシスト付車）（ P.137、 P.300、 P.329）
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外観リヤ



外観リヤ
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7☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ハイマウントストップランプ（ P.300、 P.329）
ドライブレコーダーカメラ★（ P.238）
リヤウインドーデフォッガー（ P.296）
リヤワイパー（ P.146）
後退灯（ P.300、 P.329）
リヤビューカメラ★ （ P.212、 P.323）
番号灯（ P.137、 P.300、 P.329）
バックドア（ P.97）
ソナー（ P.70、 P.157、 P.220、 P.323）
アンテナ（ P.119）
制動灯（ P.300、 P.329）
尾灯（ P.137、 P.300、 P.329）
チャイルドセーフティドアロック（ P.87）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（後面）（ P.143、 P.300、 P.329）
リヤフォグランプ★（ P.144、 P.300、 P.329）
サイドレーダー★（ P.157、 P.322）
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車室内



車室内
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9☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

マップランプ（ P.230）
SOSコールスイッチ★（ P.235）
サンバイザー（ P.250）
チケットホルダー（ P.251）
ルームミラー★（ P.104）
ディスプレイ付自動防眩式ルームミラー★（ P.104）
ロックノブ（ P.85）
パワーウインドースイッチ（ P.107）
ドアミラースイッチ（ P.105）
コンビニフック（ P.249）
前席シート（ P.99）
SRSサイドエアバッグ（前席）（ P.27）
アシストグリップ（ P.251）
SRSカーテンエアバッグ（ P.28）
リヤシーリングファン★（ P.113）
ラゲッジランプ（ P.230）
シートベルト（ P.20）
ロールサンシェード★（ P.248）
ボトルホルダー（ P.233）
パーソナルテーブル★（ P.248）
- カップホルダー
- コンビニフック
工具★（ P.305）
ジャッキ★（ P.305）
タイヤ応急修理キット（ P.259）
後席シート（ P.101）
USB電源ソケット★（ P.247）
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運転席まわり



運転席まわり
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11☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ステアリングスイッチ（右）
- アドバンスドドライブアシストディスプレイ（ P.46）
- オーディオ★（ P.120、別冊※）
- ハンズフリーフォン★（別冊※）
- 音声操作★（別冊※）
NissanConnectインフォテインメントシステム★（別冊※）
ワイパー・ウォッシャースイッチ（ P.145）
カップホルダー（ P.233）
ステアリングスイッチ（左）★
- プロパイロット★（ P.164）
- オーディオ★（ P.120、別冊※）
パーキングブレーキ★（ P.130）
キースイッチ★（ P.124）
ライトスイッチ（ P.137）
方向指示器スイッチ（ P.143）
フォグランプスイッチ★（ P.144）
リヤフォグランプスイッチ★（ P.144）
インスト運転席アッパーボックス（ P.232）
イルミネーションコントロールスイッチ（ P.73）
ヘッドランプレベライザースイッチ★（ P.144）
TRIP RESETスイッチ（ P.40）
アイドリングストップOFFスイッチ（ P.150）
VDC OFFスイッチ★（ P.155）
ハンドル支援スイッチ★（ P.168）
オートドアメインスイッチ★（ P.91）
オートスライドドア運転席スイッチ★（ P.93）
ETCユニット★（別冊※）

※ NissanConnectインフォテインメントシステム取扱説明書をお読みください。
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インストルメントパネル



インストルメントパネル
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13☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

CAMERAスイッチ★（ P.212）
オーディオスイッチ★（別冊※）
ドライブモードセレクター（ P.148）
助手席SRSエアバッグ（ P.25）
非常点滅表示灯スイッチ
エアコン（ P.111）
- ヒーターシートスイッチ★（ P.246）
- ステアリングヒータースイッチ★（ P.246）
- リヤウインドーデフォッガースイッチ（ P.296）
インスト助手席スライドボックス（ P.232）
発炎筒（ P.255）
グローブボックス（ P.232）
インストセンタースライドボックス（ P.233）
電源ソケット（ P.246）
USB電源ソケット（ P.247、別冊※）
HDMI端子★（別冊※）
セレクトレバー（ P.128）
電動パーキングブレーキスイッチ★（ P.130）
メーター（ P.38）
運転席SRSエアバッグ（ P.25）
フューエルフィラーリッドオープナー（ P.109）
ボンネットオープナー（ P.309）
ハンドル位置調節レバー（ P.103）
オートブレーキホールドスイッチ★（ P.132）
エンジンスイッチ★（ P.122）

※ NissanConnectインフォテインメントシステム取扱説明書をお読みください。
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安全なドライブのために
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運転する前に
運転前の準備 P.16
運転するときに注意すること P.17
心臓ペースメーカーなどをご使用の方の注意事項 P.18
盗難防止機能 P.19

シートベルト
3点式シートベルト P.20
シートベルトの注意事項 P.21

エアバッグ
SRSエアバッグ P.23
SRSエアバッグ（前席） P.25
SRSサイドエアバッグ（前席） P.27
SRSカーテンエアバッグ P.28

お子さまの安全のために
お子さまを乗せるときに注意すること P.29
チャイルドシート P.30
15



運転する前に

安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
の
た
め
に

16

運転する前に

運転前の準備
正しい運転姿勢がとれるよう、ハンドル（ P.103）、シート（ P.99）、ミラー（ P.104）
を調節し、 シートベルトを着用してください。

正しい運転姿勢について
シートベルトの着用
●走行前に必ずシートベルトを正しく着用
してください。
シートベルト  (P.20)

●小さなお子さまを乗せるときは、お子さ
まの年齢や体格に合ったチャイルドシー
トをご使用ください。
チャイルドシート  (P.30)

 警告
● ハンドル、シート、ミラーの調節は、
必ず走行前に行う。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● ハンドルやシートを調節したあとは、
確実に固定されていることを確認す
る。
固定されていないと運転姿勢が突然
変わり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● 背もたれと背中の間にクッションな
どを入れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。
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17☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ミラーの調節
●ハンドル、シートを調節したあと、ミ
ラーを調節します。確実に後方確認がで
きる位置に、ミラーを調節してください。
ドアミラー  (P.105)
ルームミラー★  (P.104)
ディスプレイ付自動防眩式ルームミ

ラー★  (P.104)

運転するときに注意すること

 警告
排気ガスには十分注意する
● 排気ガスには無色無臭で有害な一酸
化炭素が含まれています。一酸化炭
素を吸い込むと一酸化炭素中毒にな
り、重大な健康障害におよぶか、死
亡につながるおそれがあります。

● 次の状況では、暖機運転をしたりエ
ンジンをかけたままにしたりしない。
排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりするおそれがあ
ります。
― 雪が積もった場所に駐停車すると
き

― 降雪時に駐停車するとき
― 車庫や屋内、壁などに囲まれた換
気が悪い場所に駐停車するとき

― 仮眠や長時間の駐車をするとき
― 排気管が腐食または損傷している
おそれがあるとき

― 他車の排気口が近くにあるとき
● 走行する前に、バックドアが確実に
閉まっていることを確認する。
走行中に排気ガスが侵入するおそれ
があります。

● 車室内に排気ガスが侵入したと感じ
たときは、窓を開けて十分に換気を
する。

● 排気管に穴や亀裂がある場合や排気
音に異常があるときは、日産販売会
社で点検を受ける。
排気ガスが車室内に侵入するおそれ
があり危険です。

車室内に人やペットを残さない
● お子さま、介護を必要とされる方、
ペットを車室内に残さない。
炎天下では車室内が高温になり、生
命にかかわるおそれがあり危険です。

診断機接続用のコネクターにはご注意を
● 診断機接続用のコネクターには、後
付け用品を取り付けないでください。
バッテリーがあがったり、警告灯が
点灯したりするなど、思わぬトラブ
ルを招くおそれがあります。

燃料が入った容器やスプレー缶などを積
まない
● ガソリンや可燃性ガスの入ったスプ
レー缶などは積まない。
引火や爆発するおそれがあり危険で
す。

火気には十分注意する
● 操作部が露出しているガスライター
をグローブボックスなどの小物入れ
に入れない。また、床やシートのす
き間に落としたままにしない。
荷物を押し込んだときやシートを動
かしたときに、ライターの着火ボタ
ンが押されてガスが噴出し、火災に
つながるおそれがあります。また、
ライターを使用したあと、すぐに収
納すると火災を起こすおそれがあり
ます。

● 灰皿を使ったあとは、マッチやタバ
コの火が消えていることを確認し、
必ずふたを閉める。
紙くずなど燃えやすいものは入れな
いでください。出火するおそれがあ
ります。

故障や破損したまま走行しない
● 排気音が大きくなったときは、日産
販売会社で点検を受ける。
排気管が腐食したり路面干渉などで
損傷したりしているおそれがありま
す。また、排気管に穴が開いたまま
走行を続けると、高温の排気ガスが
漏れ、排気ガスが車室内に侵入し、
火災につながるおそれがあります。

● 事故などでランプが破損したまま走
行しない。
内部に水などが入ると、発煙し火災
につながるおそれがあります。
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心臓ペースメーカーなどをご使用
の方の注意事項

心臓ペースメーカーなどをご使用の方は、次
のことにご注意ください。

 警告
空ぶかしをしたり、エンジンをかけたま
ま仮眠をしない
● 万一、セレクトレバーが 以外だと、
急発進し、思わぬ事故につながるお
それがあります。また、無意識にセ
レクトレバーを操作したり、アクセ
ルペダルを踏み込んだりして思わぬ
事故やエンジン過熱による火災など
につながるおそれがあり危険です。

 注意
ウインドーにアクセサリーを取り付けな
い。
● 視界の妨げになったり、吸盤がレン
ズの働きをしたりして火災を起こす
おそれがあります。また、SRSエア
バッグが作動したときアクセサリー
が飛んでケガをするなど、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

改造しない
● 市販の不適合品のマフラー取り付け
や、日産純正部品以外の車両の性能
や機能に適さない部品を使用しない。
正常な性能を発揮できないだけでな
く、故障や火災など思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

● 電装品などを取り付けるときは、必
ず日産販売会社にご相談ください。
不適切な取り付けや誤った配線は、
故障や火災など思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

● ハンドルの取り外しや交換を不適切
に行うと、SRSエアバッグが正常に
作動しなかったり、不意に作動した
りして、思わぬ傷害を受けるおそれ
があります。

 アドバイス
改造しない
● バッテリーの端子に電装品やアース
線などを直接つながないでください。
バッテリーがあがるおそれがありま
す。

● 日産自動車が国土交通省に届け出を
した部品以外を装着すると、違法改
造になることがあります。

無線送信機の取り付けについて
● お車に無線送信機を取り付けると、
電装システムに影響をおよぼす可能
性があります。悪影響を防ぐための
措置や取り付け方法については、必
ず日産販売会社にご相談ください。
お客さまのご要望により、無線送信
機の取り付けに関する詳しい情報
（周波数帯域・電力レベル・アンテナ
位置・取り付け条件）を日産販売会
社にてご提供します。

性能を十分に引き出すため、ならし運転
を行う
● エンジン本体、駆動系などこの車両
の持っている性能を十分に引き出す
ためには、ならし運転が必要です。 
走行距離約1,600kmまでは適度な
車速、エンジン回転数で運転してく
ださい。

 警告
インテリジェントキーについて★
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盗難防止機能

イモビライザー（盗難防止装置）に
ついて

車両の盗難に対する防御性能を高めるため
に、あらかじめ登録されているキー以外で
の始動を禁止するシステムです。
●キーに登録された信号は、キーごとに異
なります。

カーアラーム★について
●ドアが不正な方法で解錠されたり、バッ
クドアやボンネットを開けられたりした
ときに周囲に異常を知らせるシステムで
す。

●車室内に人が乗っている状態や、窓ガラ
スが開いた状態でもシステムは作動しま
す。
システム本来の目的以外の作動はまわり
の迷惑となるため作動させないでくださ
い。

■ セットのしかた

1. 全ての窓ガラスを閉めたあと、電源
ポジションをOFFにし、全ドア、
バックドア、ボンネットを閉めます。

2. ドアにあるスイッチ、またはインテ
リジェントキーのスイッチで施錠し
ます。（システムが準備状態になりま
す。）

●約30秒経過すると、自動的にセット状態
になります。

●内蔵キー（メカニカルキー）で施錠した
場合、カーアラームはセットされません。

●準備状態またはセット状態のときに次の
操作を行うと、準備状態またはセット状
態を解除します。
― いずれかのドアをドアにあるスイッチ
またはインテリジェントキーのスイッ
チで解錠する

― 電源ポジションをONにする

■ アラームの作動

●不正な行為が行われると、約30秒間ホー
ンを鳴らすと共に非常点滅表示灯を点滅
させ、周囲に異常を知らせます。

●次の不正な行為が行われると、盗難のお
それがあると判断し作動します。
― ドアにあるスイッチまたはインテリ
ジェントキーのスイッチ以外で解錠し
てドアを開けたとき

― ボンネットを開けたとき
●内蔵キー（メカニカルキー）で解錠して
からドアを開けると、カーアラームが作
動します。

■ アラームを停止するには

●カーアラーム作動中に次の操作を行うと、
作動を停止します。
― いずれかのドアをドアにあるスイッチ
またはインテリジェントキーのスイッ
チで解錠する

― 電源ポジションをONにする
●約30秒経過し、アラーム作動が終了する
と、再びセット状態になります。

●インテリジェントキーの電池が切れてい
る場合は、キーの裏面を＜エンジンス
イッチ＞に接触させてから電源ポジショ
ンをONにしてください。

 警告
● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）を使用さ
れている方は、アンテナから約
22cm以下の範囲に装着部位を近づ
けない。
ドアおよびバックドア開閉時、ドア
にあるスイッチ操作時、エンジン始
動時などに発生するキーの電波が植
込み型心臓ペースメーカーおよび植
込み型除細動器（ICD）の作動に影
響を与えるおそれがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）以外の医
療電気機器を使用されている方は、
医療電気機器製造業者などへ影響を
確認してから使用する。
キーの電波が医療電気機器の動作に
影響を与える場合があります。

SOSコール★について
● SOSコールは無線通信機能を利用し
ているため、心臓ペースメーカーや
その他医療用電気機器を使用する場
合は、当該の各医療用電気機器メー
カー、もしくは販売業者に電波によ
る影響について必ず確認する。
SOSコールの電波が医療用電気機器
の動作に影響を与える場合がありま
す。
先進事故自動通報システム★  

(P.235)
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シートベルト

3点式シートベルト
シートベルトは、シートに身体を固定するこ
とで安全を確保するための安全装置です。
走行するときは、必ずシートベルトを正しく
着用してください。

ELR（緊急固定）付シートベルトに
ついて（前席／後席）

●身体の動きに合わせて伸縮し、衝突時な
ど強い衝撃を受けると、ベルトがロック
し身体を固定します。

プリテンショナーシートベルト★に
ついて

●衝突などで車両前方、後方、側方から強
い衝撃を受けたときに、装着したシート
ベルトを瞬時に巻き取り、乗員の拘束性
能を高めます。

●前突または側突時は、SRSエアバッグと
同時に作動します。
後突時は、プリテンショナーのみ作動し
ます。

SRSエアバッグ  (P.23)
●前席にはダブルプリテンショナー機構が
付いています。車両前方から強い衝撃を
受けたとき、肩からシートベルトを巻き
上げると同時に腰側からも巻き上げ、乗
員の拘束性能を高めます。

シートベルトの着用のしかた

 注意
● プリテンショナーシートベルトの部
品や配線を修理しない。また、電気
テスターを使ってプリテンショナー
のシステムの回路診断をしない。
誤って作動したり、正常に作動しな
くなったりするおそれがあります。

 警告
● SRSエアバッグ警告灯が点灯してい
るときは走行しない。
キースイッチ（電源ポジション）を
ONにしてから約7秒間はシステム
チェックを行うため、プリテンショ
ナーが作動しません。必ずSRSエア
バッグ警告灯が消灯してから走行し
てください。

 注意
● 廃車にするときやプリテンショナー
シートベルトを廃棄するときは、必
ず日産販売会社に相談する。

 アドバイス
● プリテンショナーが作動したとき作
動音や白煙が出ますが、火災ではあ
りません。

● プリテンショナーは、一度作動する
と再使用できません。衝突を起こし
たときは必ず日産販売会社で点検を
受け、作動済みの場合は交換してく
ださい。

 警告
● ベルトが肩に確実にかかる位置にア
ンカーの高さを調節する。また、ア
ンカーが確実に固定されていること
を確認する。
万一のときに肩からベルトが外れる
など、シートベルトが十分な効果を
発揮せず、重大な傷害につながるお
それがあります。
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1. 正しい姿勢でシートに座り、タング
を持ってベルトをゆっくり引き出し
ます。
ベルトを腰骨のできるだけ低い位置
に掛け、たるみがないように密着さ
せます。

2. ベルトがねじれないようにして、タ
ングをバックルに “カチッ” と音
がするまで確実に差し込みます。

3. 肩ベルトのアンカー位置の高さを調
節します。（前席シートのみ）
ノブを引きながらアンカー部を上下
させ、ベルトが肩に確実に掛かる位
置に調節し手を離します。手を離し
たあと、“カチッ” と音がするまで
動かし固定させます。

4. 外すときは、バックルのボタンを押
し、タングを持ってゆっくり戻しま
す。

●ベルトがロックして引き出せないときは、
一度ベルトを強く引いてからゆるめ、再
度ゆっくり引き出してください。

シートベルトの注意事項

 警告
● 走行する前に全員がシートベルトを
着用する。

着用しないと、万一の事故時や急ブ
レーキ時に、生命にかかわる重大な
傷害につながるおそれがあります。

● シートベルトを着用するときは、次
のことを必ず守る。
シートベルトを正しく着用しないと、
万一のとき重大な傷害につながるお
それがあります。
― 運転者は正しい運転姿勢で、同乗
者は正しい着座姿勢で着用してく
ださい。

― 2人以上で1本のベルトを使用しな
いでください。

― ベルトはねじれた状態で着用しな
いでください。ねじれがあるとベ
ルトの幅が狭くなり、万一のとき
衝撃力が分散できず、局部的に強
い力を受けることがあります。

― 腰部ベルトは腰骨のできるだけ低
い位置にぴったりと着用してくだ
さい。ベルトが腰骨からずれてい
ると、腰部に強い圧迫を受けるこ
とがあります。

― 肩ベルトは脇の下を通さず、確実
に肩に掛けてください。肩に十分
に掛かっていないと、上半身が拘
束できないことがあります。

― クリップなどで故意にベルトにた
るみをつけ、身体から浮いた状態
に調節しないでください。ベルト
にたるみがあると、十分な効果が
発揮できないことがあります。

● シートの背もたれを倒したまま走行
しない。
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 警告
シートベルトが効果を十分発揮せず、
衝突時などに身体がシートベルトの
下に入り込み、ベルトにより重大な
傷害を受けるおそれがあります。

● バックルや巻き取り装置の中に異物
を入れない。
シートベルトが正常に機能を発揮せ
ず、万一のとき重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● 妊娠中や疾患のある方も、万一のと
きのためにシートベルトを着用する。
ただし、局部的に強い圧迫を受ける
おそれがあるため医師に相談し、注
意事項を確認してください。妊娠中
の方は、腰ベルトを腹部から避け腰
部のできるだけ低い位置にぴったり
と着用してください。肩ベルトは確
実に肩を通し、腹部を避けて胸部に
掛かるように着用してください。

● お子さまにも必ずシートベルトを着
用させる。
お子さまをひざの上に抱いていると、
衝突時などにお子さまを支えること
ができず、お子さまが重大な傷害を
受けるおそれがあります。

● シートベルトが首や顔に当たるなど、
適正な着用ができない小さなお子さ
まには、チャイルドシートを使用す
る。
チャイルドシート  (P.30)

● 事故などで衝撃を受けたり傷がつい
たりしたシートベルトは、日産販売
会社に点検を依頼する。
一度強い衝撃を受けたシートベルト
やベルト部分に傷がついたり破れた
りしているシートベルトは、機能を
十分に発揮しないことがあります。

 注意
● シートベルトの清掃にベンジンやガ
ソリンなどの有機溶剤は絶対に使用
しない。
ベルトの性能が落ち、シートベルト
が機能を十分に発揮できないことが
あります。シートベルトの清掃は中
性洗剤かぬるま湯で行い、乾かして
からお使いください。
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エアバッグ

SRSエアバッグ
SRSエアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けたときにふくらみ、乗員へ
の衝撃を緩和します。シートベルトと併用することで安全性を高めるため、シートベルトは必
ず着用してください。

SRSエアバッグの種類
23

●SRSエアバッグは高温のガスにより高速
でふくらむため、事故の状態によっては、
擦過傷、打撲、やけどなどを負うことが
あります。

●SRSエアバッグがふくらむとき、作動音
や白煙が出ますが火災ではありません。
また、発生するガスによりむせることが
ありますが毒性はありません。

●SRSとは、「Supplemental Restraint 
System」の略でシートベルトの補助拘
束装置の意味です。

 アドバイス
● 廃車にするときやSRSエアバッグを
廃棄するときは必ず日産販売会社に
ご相談ください。

● SRSエアバッグは、一度ふくらむと
再使用できません。日産販売会社で
交換してください。
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SRSエアバッグの作動

SRSエアバッグは、キースイッチ（電源ポ
ジション）がONのときに作動可能です。
キースイッチ（電源ポジション）をONに
したあと、約7秒間はSRSエアバッグ警告
灯が点灯します。このとき、システム
チェックを行うため、SRSエアバッグは作
動しません。警告灯が消灯してから走行し
てください。
SRSエアバッグは、正面衝突や側面衝突で
衝撃を受けたときに作動します。ただし、
衝撃が車体で吸収または分散され、車両の
損傷は大きくても乗員への衝撃が強くなら
ないときは、作動しないことがあります。
SRSエアバッグが作動するような衝撃を感
知すると、非常点滅表示灯が自動的に点滅
します。＜非常点滅表示灯スイッチ＞を押
すと消灯しますが、二次災害を防ぐため、
安全が確保できるまでは消灯しないことを
おすすめします。また、衝撃の大きさに
よっては、点滅しないことがあります。

●助手席SRSエアバッグ、助手席側のSRS
サイドエアバッグおよびSRSカーテンエ
アバッグは、乗員がいなくても作動しま
す。

SRSエアバッグの注意事項

 警告
● SRSエアバッグ警告灯が次の状態の
ときは走行しない。
― キースイッチ（電源ポジション）
をONにした直後、SRSエアバッ
グ警告灯が約7秒間点灯しないと
き（消灯したままのとき）

― SRSエアバッグ警告灯が点灯し続
けるとき

SRSエアバッグが正常に作動せず、
重大な事故につながるおそれがあり
ます。日産販売会社にご相談くださ
い。

● 正しい姿勢でシートベルトを正しく
着用する。
SRSエアバッグはシートベルトを補
助する装置です。SRSエアバッグだ
けでは、身体の飛び出しなどを防止
することはできません。また、SRS
エアバッグの効果が発揮されないお
それがあります。

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強
い衝撃を受け、死亡または重大な傷
害につながるおそれがあります。や
むをえず助手席に取り付けるときは、
シートをできるだけ後ろに下げ、必
ず前向きに取り付けてください。
チャイルドシート  (P.30)

● 必ず次のことを守る。
SRSエアバッグが誤って作動したり
正常に作動しなくなったりし、重大
な傷害につながるおそれがあります。
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SRSエアバッグ（前席）
車両前方から強い衝撃を受けたときSRSエア
バッグが瞬時にふくらみ、乗員の頭部にかか
る衝撃を緩和します。

格納場所

運転席SRSエアバッグは、ハンドル部に格
納されています。
助手席SRSエアバッグは、助手席側インス
トルメントパネル部に格納されています。

SRSエアバッグが作動するとき
●次のような衝撃が強いときに作動します。

― 25km/h以上の速度で厚いコンクリー
トのような壁に正面衝突したとき

― 車両前方左右、約30°以内の方向か
ら強い衝撃（上記と同等）を受けたと
き

●次のような車両下部に強い衝撃を受けた
ときも作動することがあります。（車両の
損傷は少なくても乗員への衝撃は強いと
き）
― 高速で縁石などに衝突したとき
― 深い穴や溝に落ち込んだとき
― ジャンプして地面にぶつかったとき

●助手席SRSエアバッグが作動した衝撃で
フロントガラスが割れることがあります。

●運転席、助手席SRSエアバッグはふくら
んだあとすぐにしぼむので、視界の妨げ
になることはありません。

SRSエアバッグが作動しにくいとき
次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。
●停車している同クラスの車に約50km/h
以下の速度で衝突したとき

●衝突時に折れない電柱などに約30km/h
以下の速度で正面衝突したとき

●トラックなどの荷台の下にもぐり込んだ
ようなとき

 警告
― SRSエアバッグ格納部を修理する
ときは、日産販売会社にご相談く
ださい。また、SRSエアバッグ格
納部に傷がついているとき、およ
びひび割れがあるときは、そのま
ま使用せず日産販売会社で交換し
てください。
SRSエアバッグ（前席）の格納場
所は（ P.25）をお読みくださ
い。
SRSサイドエアバッグ（前席）の
格納場所は（ P.27）をお読みく
ださい。
SRSカーテンエアバッグの格納場
所は（ P.28）をお読みくださ
い。

― SRSエアバッグ格納部に過度の衝
撃を与えないでください。

― 電気テスターを使用したSRSエア
バッグの回路診断、または、回路
を変更しないでください。

― エアロパーツなどの取り付けや、
サスペンションを改造するときは、
日産販売会社にご相談ください。
不適正な改造をすると衝撃を正し
く検知できません。

● SRSエアバッグが作動したときは、
30分経過するまでエアバッグに触ら
ない。
高温になるため、やけどをするおそ
れがあります。

● SRSエアバッグ作動時の残留物（カ
ス）などが目や皮膚に付着したとき
は、できるだけ早く水で洗い流す。
皮膚の弱い方などは、まれに皮膚に
刺激を感じることがあります。

 知識
● エアバッグが作動したときは、自動
で先進事故自動通報システム★
（ P.235）が作動します。
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●斜め前方からガードレールなどに衝突し
たとき

SRSエアバッグが作動しないとき
一度、SRSエアバッグが作動したあとに衝
突しても作動しません。また、次のような
ときは作動しません。
●横方向や後ろから衝突されたとき
●横転、転覆したとき

SRSエアバッグ（前席）の注意事項

 警告

● SRSエアバッグ格納部に身体を近づ
けない。また、内がけでのハンドル
操作はしない。
ハンドルから顔をできるだけ（約
30cm以上）離し、ハンドルにもた
れかかるなど、手や顔、胸などを不
必要に近づけないでください。SRS
エアバッグ作動時に強い衝撃を受け、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● 不適正なハンドルに交換したり、
SRSエアバッグ格納部にステッカー
などを貼ったりしない。
SRSエアバッグ作動時に正常に作動
しなくなり、重大な傷害につながる
おそれがあります。

● フロントガラスにアクセサリーなど
を付けない。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害
につながるおそれがあります。

● SRSエアバッグ格納部に身体を近づ
けない。また、お子さまを近づかせ
ない。
SRSエアバッグ作動時に強い衝撃を
受け、重大な傷害につながるおそれ
があります。
SRSエアバッグ格納部に手や足を置
いたり、顔や胸などを不必要に近づ
けたりしないでください。また、お
子さまをSRSエアバッグ格納部の前
に立たせたり、ひざの上に抱いたり
せず、後席シートに乗せてください。

● チャイルドシートは後席シートに取
り付ける。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害
につながるおそれがあります。
やむをえず助手席シートに取り付け
るときは、シートをできるだけ後ろ
に下げ、必ず前向きに取り付けてく
ださい。乳児用チャイルドシートな
ど後ろ向きにしか使用できないシー
トは必ず後席シートに取り付けてく
ださい。

● チャイルドシートは走行する前に確
実に固定されていることを確認する。
固定方法および取り扱いかたは、
チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってください。
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SRSサイドエアバッグ（前席）
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃を
受けた側のSRSサイドエアバッグが瞬時にふ
くらみ、乗員の主に胸部にかかる衝撃を緩和
します。

格納場所

SRSサイドエアバッグは、運転席、助手席
ともにシート背もたれ側面（外側）に格納
されています。

SRSサイドエアバッグが作動すると
き

次のような衝撃が強いときに作動します。
●一般的な乗用車に25km/h以上の速度で
側面に真横から衝突されたとき

SRSサイドエアバッグが作動しにく
いとき

次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。

●側面に斜め方向から衝突されたとき
●側面にバイクが真横から衝突したとき
●エンジンルームまたはラゲッジルームに
衝突されたとき

●横転、転覆したとき
●斜め前方から衝突したとき
●電柱などに衝突したとき

SRSサイドエアバッグが作動しない
とき

一度、SRSエアバッグが作動したあとに衝
突しても作動しません。また、次のような
ときは作動しません。
●停車中や走行中の車に正面衝突したとき
●後ろから衝突されたとき

SRSサイドエアバッグの注意事項

 警告

● SRSエアバッグ格納部およびその周
辺にステッカーなどを貼ったり、ア
クセサリーや芳香剤などを置いたり
しない。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害
につながるおそれがあります。

 知識
● エアバッグが作動したときは、自動
で先進事故自動通報システム
（ P.235）が作動します。

 警告
● SRSサイドエアバッグの格納部に近
づかない。
ドアにもたれるなど、前席シートの
背もたれ側面（外側）に近づかない
でください。特にお子さまが窓から
腕を出したり、前席シートの背もた
れを抱えたりしないように注意して
ください。万一のとき重大な傷害を
受けるおそれがあります。

● 前席シートのSRSサイドエアバッグ
格納部付近に傘やカバンなどを置か
ない。

● シートカバーは、前席シート背もた
れ側面を覆わないものを使用する。
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SRSカーテンエアバッグ
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃を
受けた側のSRSカーテンエアバッグが瞬時に
ふくらみ、乗員の主に頭部にかかる衝撃を緩
和します。

格納場所

SRSカーテンエアバッグは、運転席側、助
手席側ともに窓側の天井部に格納されてい
ます。

SRSカーテンエアバッグが作動する
とき

次のような衝撃が強いときに作動します。
●一般的な乗用車に25km/h以上の速度で
側面に真横から衝突されたとき

SRSカーテンエアバッグが作動しに
くいとき

次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。
●側面に斜め方向から衝突されたとき
●側面にバイクが真横から衝突したとき
●エンジンルームまたはラゲッジルームに
衝突されたとき

●横転、転覆したとき
●斜め前方から衝突したとき
●電柱などに衝突したとき

SRSカーテンエアバッグが作動しな
いとき

一度、SRSエアバッグが作動したあとに衝
突しても作動しません。また、次のような
ときは作動しません。

●停車中や走行中の車に正面衝突したとき
●後ろから衝突されたとき

SRSカーテンエアバッグの注意事項

 警告
SRSサイドエアバッグが正しく作動
しないおそれがあります。

 注意
● ドアをガラスが割れるほど強く閉め
ない。
SRSサイドエアバッグが誤作動する
おそれがあります。  知識

● エアバッグが作動したときは、自動
で先進事故自動通報システム
（ P.235）が作動します。

 警告
● SRSカーテンエアバッグの格納部に
近づかない。
万一のとき重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

● センターピラー（ロックピラー）ま
わり、ルーフサイド部などのSRS
カーテンエアバッグ格納部付近に、
アクセサリーやハンガーなどを取り
付けない。
SRSカーテンエアバッグが作動した
ときに重大な傷害を受けるおそれが
あります。

 注意
● ドアをガラスが割れるほど強く閉め
ない。
SRSカーテンエアバッグが誤作動す
るおそれがあります。
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お子さまの安全のために

お子さまを乗せるときに注意する
こと

お子さまを乗せるときは、次のことに注意し
てください。

 警告
お子さまにもシートベルトを着用する
● お子さまにも必ずシートベルトを着
用させる。
お子さまをひざの上に抱いていると、
衝突時などにお子さまを支えること
ができず、お子さまが重大な傷害を
受けるおそれがあります。

3点式シートベルト  (P.20)

小さなお子さまにはチャイルドシートを
使用する
● シートベルトが首や顔に当たるなど、
適正な着用ができない小さなお子さ
まには、チャイルドシートを使用す
る。
チャイルドシート  (P.30)

チャイルドシートは後席シートに取り付
ける
● チャイルドシートは後席シートに取
り付け、走行する前に確実に固定さ
れていることを確認する。
固定方法および取り扱いかたは、
チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってください。

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強
い衝撃を受け、死亡または重大な傷
害につながるおそれがあります。や
むをえず助手席に取り付けるときは、
シートをできるだけ後ろに下げ、必
ず前向きに取り付けてください。

● チャイルドシートは使用していない
ときでもシートにしっかりと固定す
るか、ラゲッジルーム（荷室）など
に収納する。
車室内に放置したままにすると、急
ブレーキ時などに思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

お子さまは後席シートに乗せる
● お子さまを助手席に乗せるのは避け
る。
お子さまの動作が気になったり、ス
イッチ、レバー類のいたずらなど安
全運転の妨げになったりするおそれ
があります。

また、助手席SRSエアバッグの格納
部に近づいていると、万一の事故な
どでSRSエアバッグが作動したとき
に強い衝撃を受け、重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

ドア、ウインドーなどは大人が操作する
● ドアやウインドーなどの開閉は、お
子さまには操作させない。
開閉時に手、首、足などを挟んだり
して、重大な傷害につながるおそれ
があります。

● チャイルドセーフティドアロック
（ P.87）や＜パワーウインドー
ロックスイッチ＞（ P.107）を使
用し、お子さまが操作できないよう
にしてください。

窓から手や顔を出さない
● お子さまが腕や顔を出さないように
注意する。
急ブレーキ時に窓枠などにぶつかっ
たり、車外の障害物に当たったりし
て、重大な傷害につながるおそれが
あります。

車室内にお子さまだけを残さない
● 車から離れるときは、必ずお子さま
を一緒に降ろす。
炎天下では車室内が高温になり、生
命にかかわるおそれがあり危険です。

● お子さまのいたずらで車の発進、火
災など、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
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チャイルドシート
お子さまの年齢や体格にあわせたチャイルド
シートを選択し、車両に適切に取り付けてく
ださい。

チャイルドシートについて

●乳児用チャイルドシート、チャイルド
シート、ジュニアチャイルドシートを総
称してチャイルドシートと呼んでいます。

●UN R44またはR129はチャイルドシー
トに関する国際法です。UN R44または
R129の基準に適合した汎用（ユニバー

サル）チャイルドシートには、認可マー
クが貼られています。

●チャイルドシートには、乳児用チャイル
ドシート、チャイルドシート、ジュニア
チャイルドシートの3種類があります。
お子さまの年齢や体格に合わせて、適切
なチャイルドシートをお選びください。

●チャイルドシートの固定方法および取り
扱いかたは、チャイルドシートに付属の
取扱説明書に従ってください。

●この車はUN R44またはR129の基準に
適合したi-Sizeチャイルドシート対応
ISO FIXアンカーを標準装備しています。

チャイルドシートの選びかた
この車両には、シートベルトで取り付ける
チャイルドシートと、i-SizeおよびISO FIX
対応チャイルドシートを取り付けることが
できます。i-SizeおよびISO FIX対応チャイ
ルドシートは、シートベルトを使わずに固
定するため、簡単に取り付けることができ
ます。

■ シートベルト固定タイプのチャイルド
シート

シートベルトを使ってチャイルドシートを
固定します。
シートベルト固定タイプのチャイルド

シートの取り付けかた  (P.35)

 警告

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強
い衝撃を受け、死亡または重大な傷
害につながるおそれがあります。や
むをえず助手席に取り付けるときは、
シートをできるだけ後ろに下げ、必
ず前向きに取り付けてください。
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■ i-SizeおよびISO FIX対応チャイルド
シート

後席シートに付属しているi-Sizeチャイル
ドシート対応ISO FIX用アンカー（固定装
置）で固定します。

i-SizeおよびISO FIX対応チャイルド
シートの取り付けかた  (P.35)
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使用できるチャイルドシートについて
チャイルドシートの取り付け位置により、使用できるチャイルドシートが異なります。

※1：チャイルドシートを装着する際は、背もたれを前に倒し、元に戻すときに一番最初にロックする位置に調節してください。
※2：ベルト固縛のチャイルドシートを装着する際は、背もたれを前に倒し、元に戻すときに一番最初にロックする位置に調節してくだ

さい。
※3：チャイルドシートを装着する際は、シートの前後調節（スライド）を最後端位置に調節してください。
●チャイルドシートがヘッドレストに干渉し安定して取り付けられない場合は一番上に調節してください。上げても安定しない場合には
取り外してください。
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幼児拘束装置メーカーに関する詳細情報

シート位置番号
助手席 後席

汎用ベルト式に適する着席位置（〇/×） 〇
（前向きのみ） 〇 〇

i-Size着席位置（〇/×） × 〇 〇
横向き固定具に適する着席位置（L1/L2） - - -

適する最大の後ろ向き固定具（R1/R2X/R2/R3） - R3 R3

適する最大の前向き固定具（F2X/F2/F3） - F3 F3

適する最大のブースター固定具（B2/B3） B3 B3 B3
33

 知識
● ISO FIX対応のチャイルドシートを
すでにお持ちの場合、ご使用前に
UN R44またはR129の基準に適合
していることを確認してください。
詳しくは、チャイルドシートに付属
の取扱説明書を参照してください。
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■ 推奨チャイルドシート

日産自動車が推奨するチャイルドシートです。詳しくは日産販売会社にご相談ください。

●チャイルドシートがヘッドレストに干渉し安定して取り付けられない場合は一番上に調整してください。上げても安定しない場合には
取り外してください。

年齢
（目安）

体重
（目安）

身長
（目安） 推奨チャイルドシート

座席位置

0-18か月 <13kg <100cm 日産i-Sizeチャイルドシート
（後向き）

X 〇 〇

9か月-4歳 9-18kg 76-100cm 日産i-Sizeチャイルドシート
（前向き、後向き）

X 〇 〇

4-6歳 15-25kg 100-125cm 日産ジュニアシートevo
（前向き） 〇（ベルト取付のみ） 〇 〇

6-12歳 22-36kg 125-150cm 日産ジュニアシートevo
（前向き） 〇（ベルト取付のみ） 〇 〇
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シートベルト固定タイプのチャイル
ドシートの取り付けかた

1. ヘッドレストを外し（ヘッドレスト
とチャイルドシートが干渉してチャ
イルドシートを正しく取り付けられ
ない場合）、チャイルドシートを座席
に置きます。
シートベルトをチャイルドシートに
通し、タングをバックルに “カ
チッ” と音がするまで確実に差し込
みます。

ヘッドレストの調節のしかた  
(P.100)

2. チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従って固定します。
チャイルドシートを前後左右にゆす
り、しっかり固定されていることを
確認します。

i-SizeおよびISO FIX対応チャイル
ドシートの取り付けかた

1. i-Sizeチャイルドシート対応ISO FIX
ロアアンカレッジは、後席シート左
右背もたれのマーク下側にあります。
ヘッドレストを外して（ヘッドレス
トとチャイルドシートが干渉して
チャイルドシートを正しく取り付け
られない場合）、チャイルドシートを
座席に置き、チャイルドシートに付

 警告
● チャイルドシートが確実に固定され
ていることを確認する。
確実に固定されていないと、急ブ
レーキや衝突などでチャイルドシー
トが飛び出し、重大な傷害を受ける
おそれがあります。必ずチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従って
取り付けてください。

 警告
● i-SizeおよびISO FIX対応チャイルド
シートを取り付けるときは、後席
シートのヘッドレストを取り外す。
（ヘッドレストとチャイルドシートが
干渉してチャイルドシートを正しく
取り付けられない場合）

● チャイルドシートが確実に固定され
ていることを確認する。

確実に固定されていないと、急ブ
レーキや衝突などでチャイルドシー
トが飛び出し、重大な傷害を受ける
おそれがあります。必ずチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従って
取り付けてください。

● チャイルドシートを取り付けるとき
は、アンカー部周辺に異物がないこ
とやシートベルトなどがかみ込んで
いないことを確認する。
チャイルドシートが確実に固定され
ず、急ブレーキや衝突などでチャイ
ルドシートが飛び出し、重大な傷害
を受けるおそれがあります。
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属の取扱説明書に従ってロアアンカ
レッジに固定します。
ヘッドレストの調節のしかた  

(P.100)

2. テザーアンカレッジは、後席シート
左右背もたれ裏側にあります。
フロアカバーを開きながら、テザー
アンカレッジにフックを固定し、テ
ザーベルトを締めます。
チャイルドシートを前後左右にゆす
り、しっかり固定されていることを
確認します。

●シートカバーを装着するときは、スリッ
トがあるものを使用してください。
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計器類
各部名称 P.38
メーター P.39

警告灯・表示灯
警告灯の表示位置 P.41
表示灯の表示位置 P.42
表示灯がついたときは P.43

アドバンスドドライブアシストディスプレイ
アドバンスドドライブアシストディスプレイとは
（メインメニュー） P.46
車両情報画面 P.48
アドバンスドドライブアシストディスプレイとは
（ショートカットメニュー） P.56
各種設定画面 P.58
タイヤアングルガイド P.70
その他の表示機能 P.70

メーターの明るさの調節
イルミネーションコントロール P.73
37
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計器類

各部名称
キースイッチ（電源ポジション）をONにすると、計器類が表示されます。
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メーター
メーターには、スピードメーター（速度計）、
燃料計、ポジションインジケーターなどがあ
ります。キースイッチ（電源ポジション）を
ONにすると表示します。

スピードメーター（速度計）
●走行速度を表示します。

タコメーター（エンジン回転計）
1分間あたりのエンジン回転数を表示しま
す。

燃料計／航続可能距離表示

燃料計
●燃料の残量を表示します。
●燃料タンクの容量は約27ℓです。
航続可能距離表示
●現在の燃料残量と平均燃費から、走行可
能な距離を表示します。

●燃料残量警告灯（ P.274）が点灯した
あとも燃料を補給しないと［---］と表示
します。

時計
●時刻を表示します。
●NissanConnectインフォテインメント
システム装着車は、インフォテインメン
トシステムの時計と連動しており、時刻
は自動的に調整されます。

●NissanConnectインフォテインメント
システム非装着車は、アドバンスドドラ
イブアシストディスプレイで［設定］⇒
［時計］⇒［時計設定］を選択すると、時
刻の設定をすることができます。

設定の詳細については時計をお読みくださ
い。

アドバンスドドライブアシストディスプ
レイとは（メインメニュー）  (P.46)

時計  (P.61)
●NissanConnectインフォテインメント
システム装着車の時計は、バッテリーを
接続後しばらく走行すると、自動的に調
整されます。

●時刻の表示は、12時間表示または24時
間表示を選択できます。

外気温度表示
●外気温を表示します。
●外気温センサー取付部の温度を表示する
ため、実際の外気温とは異なることがあ
ります。

●外気温度表示が3℃以下になると、温度
の周辺に凍結注意表示［ ］が点灯ま
たは点滅します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［凍結
注意］を選択すると、機能のON・OFF
を切り替えることができます。
設定の詳細については、アドバンスドドラ
イブアシストディスプレイとは（ P.46）、
運転支援（ P.58）をお読みください。

 アドバイス
● レッドゾーン（赤色表示部）ではエ
ンジンが過回転となり故障の原因に
なります。レッドゾーンに入らない
ように運転してください。

 知識
● の矢印は燃料補給口が車両左側
にあることを示しています。

● 坂道やカーブなどでは、タンク内の
燃料が移動するため、正しく表示さ
れない場合があります。燃料が少な
くなってきたら、早めの給油を心が
けてください。
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オドメーター（積算距離計）／トリッ
プメーター（区間距離計）

●＜TRIP RESET＞スイッチを押すごと
に、オドメーター⇒トリップメーター
［A］⇒トリップメーター［B］⇒オド
メーターの順に切り替わります。
オドメーター（積算距離計）
●総走行距離をkmで表示します。
トリップメーター（区間距離計）
●リセットしてからの走行距離をkmで表示
します。［A］と［B］でそれぞれ使い分
けることができます。

●リセットするときは0にしたいほうを表
示させ、＜TRIP RESET＞スイッチを1
秒以上押します。

●トリップメーター［A］、［B］ともに
9999.9kmまで計測することができま
す。
9999.9kmを超えると0.0kmに戻りま
す。

●バッテリーを外したときは、トリップ
メーターの［A］と［B］の記憶が消去さ
れ0に戻ります。

ポジションインジケーター
●セレクトレバーの位置を表示します。

セレクトレバーの操作  (P.128)

ドライブモードインジケーター
●現在選択されているドライブモードが表
示されます。ドライブモードは次のモー
ドがあります。
― SPORT
― STANDARD
― ECO
ドライブモードセレクター  (P.148)

最高速度標識検知表示
●フロントガラス上部にあるマルチセンシ
ングフロントカメラにより最高速度標識
を検知し、アドバンスドドライブアシス
トディスプレイに表示します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［速度
標識表示］を選択すると、機能のON・
OFFを切り替えることができます。

設定の詳細については、アドバンスドドラ
イブアシストディスプレイとは（ P.46）、
運転支援（ P.58）をお読みください。

アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで、様々な機能の作動状態を表示し
たり、設定したりすることができます。

アドバンスドドライブアシストディスプレ
イについては、（ P.46）をお読みくださ
い。
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警告灯・表示灯

警告灯の表示位置
次のイラストは、説明のためすべての警告灯を表示しています。通常は警告すべき事象がおこったときに該当の警告灯のみ点灯または点滅しま
す。

各警告灯については、（ P.268）をお読みください。
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表示灯の表示位置
次のイラストは、説明のためすべての表示灯を表示しています。通常は事象がおこったときに該当の表示灯のみ点灯します。
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表示灯がついたときは
表示灯は、何らかのシステムが作動していることなどをお知らせするものです。
点灯している理由は、次の説明をお読みください。
メーター内の警告や表示は、グレード、オプションなどにより異なります。 

表示灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法

方向指示表示灯

● ＜非常点滅表示灯スイッチ＞を押すと左
右同時に点滅します。

● キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、方向指示器を作動させると、作
動させた側のみ点滅します。

● 点滅が速くなった場合は、日産販売会社
で点検を受けてください。
方向指示器の使いかた  (P.143)

ヘッドランプ上向き
表示灯

● ヘッドランプのハイビーム（上向き）を
点灯させると点灯します。

ハイビーム（上向き）への切り替えかた  
(P.142)

テールランプ表示灯
● 車幅灯、尾灯、番号灯を点灯させると点
灯します。

ライトスイッチの使いかた  (P.137)

フォグランプ表示
灯★

● フォグランプを点灯させると点灯します。 フォグランプの使いかた  (P.144)

リヤフォグランプ表
示灯★

● リヤフォグランプを点灯させると点灯し
ます。

リヤフォグランプ★の使いかた  (P.144)

O/D OFF表示灯
● キースイッチ（電源ポジション）がON
でセレクトレバーが のとき、オーバー
ドライブをOFFにすると点灯します。

オーバードライブスイッチの使いかた  
(P.129)
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VDC OFF表示灯

● キースイッチ（電源ポジション）をON
にすると点灯し、数秒後に消灯します。

● キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、VDCをOFFにしていると点灯し
ます。

VDC（ビークルダイナミクスコントロー
ル）  (P.154)

アダプティブLED
ヘッドライト表示
灯★

● アダプティブLEDヘッドライトシステム
をONにすると点灯します。

アダプティブLEDヘッドライトシステ
ム★  (P.141)

ハイビームアシスト
表示灯★

● ハイビームアシストシステムをONにす
ると点灯します。

ハイビームアシスト★  (P.139)

オートブレーキホー
ルド表示灯（白
色）★

● オートブレーキホールドが待機状態のと
き白色に点灯します。

オートブレーキホールド★  (P.132)

オートブレーキホー
ルド表示灯（緑
色）★

● オートブレーキホールドが作動している
とき緑色に点灯します。

オートブレーキホールド★  (P.132)

低水温表示灯

● エンジン冷却水温が低いと点灯します。
● キースイッチ（電源ポジション）をON
にすると、数秒間点灯して消灯します。
エンジン冷却水温が低いときは、低水温
表示灯（緑色表示）が消灯せずに点灯し
続けますが、エンジンの暖機により、し
ばらくすると既定の水温以上に達して、
消灯します。

 アドバイス
 

●しばらく走行したあとも点灯し続けると
きは、水温センサーの異常が考えられま
す。すみやかに日産販売会社で点検を受
けてください。

アイドリングストッ
プ表示灯（緑色）

● アイドリングストップ中に点灯します。
● アイドリングストップシステムに異常が
あると点滅します。

● 点滅したときは、すみやかに日産販売会
社で点検を受けてください。
アイドリングストップ  (P.149)

表示灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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アイドリングストッ
プ表示灯（白色）

● アイドリングストップ中にボンネットが
開いたときに点灯します。

● 車両停止時にアイドリングストップが作
動しない場合に点灯します。

● ボンネットが開いていないか確認してく
ださい。ボンネットが開いていると、通
常のエンジン停止状態となります。その
場合は、ボンネットを閉めてエンジンを
かけ直してください。
アイドリングストップ  (P.149)

アイドリングストッ
プOFF表示灯

● アイドリングストップ作動停止中に点灯
します。

アイドリングストップ  (P.149)

ソナー検知表示灯

● ソナーにより障害物を検知したときに点
滅します。

● 車両が障害物に近づくと、ソナー検知表
示灯の色が緑→黄→赤の順に切り替わり
ます。

● 障害物をよけてください。

表示灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法



アドバンスドドライブアシストディスプレイ

メ
ー
タ
ー
の
見
か
た

46

アドバンスドドライブアシストディスプレイ

アドバンスドドライブアシストディスプレイとは（メインメニュー）
アドバンスドドライブアシストディスプレイで、様々な機能の作動状態を表示したり、設定したりすることができます。キースイッチ
（電源ポジション）がONのとき、ハンドルにある＜ ＞スイッチを押すと、ホーム、エコグループ、走行支援グループ、オーディオ情
報★、ナビゲーション情報★、タイヤアングルガイド、警告、設定の順で表示項目が切り替わります。車種により表示できる項目が異な
る場合があります。
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ステアリングスイッチ
タイプA

タイプB

上下スイッチ
上下の項目を選択します。

スクロールダイヤル／OKスイッチ
上下に回して項目を選択します。押
すと決定することができます。
戻るスイッチ
前のメニューに戻ります。
メニュー操作スイッチ（左）
スイッチが点灯しているときは、ス
テアリングスイッチで
NissanConnectインフォテインメ
ントシステムの操作ができます。
左右スイッチ
現在の表示画面カテゴリーから次の
画面表示カテゴリーに移動します。
メニュー操作スイッチ（右）
スイッチが点灯しているときは、ス
テアリングスイッチでメーター画面
の操作ができます。また、スイッチ
が点灯しているときにもう一度押す
と、ショートカットメニューを表示
します。
ショートカットメニュースイッチ
よく使用する設定項目画面をすばや
く表示することができます。
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車両情報画面
様々な車両情報を表示したり、各種設定をしたりすることができます。

ホーム
キースイッチ（電源ポジション）がONのとき、ステアリングスイッチの＜  ＞スイッチでホームを選択し、＜  ＞スイッチを押す
かスクロールダイヤルを回すと項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.46 ）をお読みください。

画面表示 項目 概要 詳細説明

スピードメーター表
示変更

● スピードメーター表示のタイプを切り替えます。 ● スピードメーター+タコメーター
⇒スピードメーターのみの順で切
り替わります。
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エコグループ
キースイッチ（電源ポジション）がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチでエコグループを選択し、＜ ＞スイッチを
押すかスクロールダイヤルを回すと項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.46）をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで［設定］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

燃費情報

● ドライブモードがECO以外のときに表示し
ます。

● 現在の瞬間燃費、リセットしてからの平均燃
費を表示します。
ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを
押すと［燃費情報1］、［燃費情報2］、［給油
後燃費情報］の順で画面が切り替わります。
表示している情報をリセットするときは、リ
セットしたい画面を表示中にステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを長押しします。
リセット画面が表示されるので、「はい」を
選択し、再度＜OK＞スイッチを押すとリ
セットされます。
画面の切り替えかたについては（ P.46）
をお読みください。

● ドライブモードの詳細については、
（ P.148）をお読みください。

● 平均燃費は、バッテリー交換後やリセッ
ト後は［---］と表示します。

● 平均燃費は約30秒ごとに更新されます。
● 平均燃費をリセットすると、ドライブ情
報の平均燃費も連動してリセットされま
す。
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エコペダルガイド

● ドライブモードがECOのときに表示します。
● ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを
押すと［平均燃費1］、［平均燃費2］、［給油
後平均燃費］の順で画面が切り替わります。
表示している情報をリセットするときは、リ
セットしたい画面を表示中にステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを長押しします。
リセット画面が表示されるので、「はい」を
選択し、再度＜OK＞スイッチを押すとリ
セットされます。
エコペダルガイド

● 走行しているとき、アクセルペダルの踏み加
減を表示します。
エコインジケータ

● アドバンスドドライブアシストディスプレイ
で［設定］ ⇒［エコ］⇒［エコ情報設定］⇒
［エコインジケータ］の設定をONにしてい
るとき、アクセルペダル操作に応じてエコイ
ンジケータが3段階で点灯します。

● ドライブモードの詳細については、
（ P.148）をお読みください。

● エコインジケータ、エコペダルガイドの
詳細については、エコインジケータ
（ P.52）、エコペダルガイド（ P.52）
をお読みください。

ドライブ情報

● ドライブ情報を表示します。
ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを
押すと［ドライブ情報1］、［ドライブ情報
2］、［給油後ドライブ情報］の順で画面が切
り替わります。
リセットするときは、この画面を表示中に、
ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを
長押しします。その後リセットメニューから
リセットする項目を選択し、再度ステアリン
グスイッチの＜OK＞スイッチを押すとリ
セットされます。

● ドライブ情報の項目
― 平均燃費
― 平均車速
― 走行距離
― 走行時間

● ドライブ情報の平均燃費をリセットする
と、燃費情報の平均燃費もリセットされ
ます。

画面表示 項目 概要 詳細説明
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アイドリングス
トップ（時間・節
約燃料）

● エンジン始動時からの、アイドリングストッ
プが作動した積算時間と、節約された燃料の
積算量を表示します。

● アイドリングストップについては、
（ P.149）をお読みください。

アイドリングス
トップ（積算時
間・積算節約燃料）

● 前回リセット時からの、アイドリングストッ
プが作動した積算時間と、節約された燃料の
積算量を表示します。リセットするときは、
この画面を表示中に、ステアリングスイッチ
の＜OK＞スイッチを長押しするとリセット
されます。

● アイドリングストップについては、
（ P.149）をお読みください。

画面表示 項目 概要 詳細説明
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■ エコインジケータ

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイでエコペダルガイドを表示して走行
しているとき、アクセルペダル操作に応
じてエコインジケータ が3段階で点灯
します。

●エコドライブするほど、点灯範囲が大き
くなります。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［エコ］⇒［エコ情報
設定］⇒［エコインジケータ］を選択す
ると、エコインジケータのON・OFFを
切り替えられます。
設定の詳細については、エコ（ P.61）
をお読みください。

●セレクトレバーが のときは、点灯しま
せん。

■ エコペダルガイド

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイでエコペダルガイドを表示して走行
しているとき、アクセルペダルの踏み加
減を に表示します。

●アクセルペダルの踏み加減をエコ運転領
域 に入るように調整することで、燃費
向上につながります。
アクセルペダルの踏み加減を の範囲内
に調整することでさらなる燃費向上につ
ながります。

●セレクトレバーが のときは、点灯しま
せん。
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走行支援グループ（表示項目）
キースイッチ（電源ポジション）がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチで走行支援グループを選択し、＜ ＞スイッ
チを押すかスクロールダイヤルを回すと項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.46）をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで［設定］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

プロパイロット★

● プロパイロットの作動状態を表示します。
ステアリングスイッチの＜プロパイロッ
トスイッチ＞を押すと、プロパイロット
画面に切り替わります。

● この画面を表示中に、ステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを押すと、プロ
パイロットのメニュー画面を表示し、ハ
ンドル支援のON・OFFを設定できます。

● プロパイロットについては、（  P.164）
をお読みください。

● ＜ハンドル支援スイッチ＞でもハンドル
支援のON・OFFを切り替えることがで
きます。

運転支援

● 運転支援のON・OFF状態を表示します。
● この画面を表示中に、ステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを押すと、走行
支援システムのメニュー画面を表示し、
各システムのON・OFFを設定できます。
詳しくは運転支援（ P.58）の中の該当
項目をお読みください。

● 詳しくは、各走行支援システムの説明を
お読みください。
― インテリジェント エマージェン
シーブレーキ  (P.176)

― 踏み間違い衝突防止アシスト  
(P.183)

― BSW（後側方車両検知警報）★／
インテリジェント BSI（後側方衝突防
止支援システム）★  (P.189)

― LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援システ
ム） (P.197)

― インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）  (P.200)
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オーディオ情報★
電源ポジションがONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチでオーディオ情報を選択します。ステアリングスイッチの使い
かたは（ P.46）をお読みください。

ナビゲーション情報★
電源ポジションがONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチでナビゲーション情報を選択します。ステアリングスイッチの
使いかたは（ P.46）をお読みください。

水温計

● エンジン冷却水の温度を表示します。  警告
 

●オーバーヒートを示したときは、ただち
に安全な場所に車を停めて処置をする。
そのまま走行を続けると、エンジン故障
の原因となり、火災につながるおそれが
あります。詳しくは、オーバーヒートし
たときは（ P.296）をお読みください。

画面表示 項目 概要 詳細説明

画面表示 項目 概要 詳細説明

オーディオ

● 現在使用中のオーディオ情報を表示します。
● この画面を表示中に、ステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチを押すと、オーディオソースを
切り替えることができます。

● オーディオの取り扱いについては、
別冊のNissanConnectインフォ
テインメントシステム取扱説明書
をお読みください。

画面表示 項目 概要 詳細説明

ナビゲーション

● ナビゲーション機能で目的地を設定していると、
次の右左折までの距離などを表示します。

● 目的地を設定していないときは、黒画面が表示
されます。

● インフォテインメントシステムの
取り扱いについては、別冊の
NissanConnectインフォテイン
メントシステム取扱説明書をお読
みください。
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タイヤアングルガイド
キースイッチ（電源ポジション）がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチでタイヤアングルガイドを選択します。ステ
アリングスイッチの使いかたは（ P.46）をお読みください。

警告
警告について
●異常を検知するとマスターウォーニング［ ］が点灯し、アドバンスドドライブアシストディスプレイに警告を表示します。警告を
一時的に消すときは、＜OK＞スイッチを押します。

●警告が表示されたときは、すみやかに適切な処置をしてください。放置すると故障や思わぬ事故につながるおそれがあります。
確認のしかた
異常を検知している場合、キースイッチ（電源ポジション）がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチで警告を選択する
と、異常を検知している警告が確認できます。
警告メッセージの表示画面については、（ P.278）をお読みください。
ステアリングスイッチの使いかたは（ P.46）をお読みください。

画面表示 項目 概要 詳細説明

タイヤアングルガイ
ド

● 前進時や後退時のタイヤの方向や角度と
進行方向を一目で確認することができま
す。

● タイヤアングルガイドについては、
（ P.70）をお読みください。
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アドバンスドドライブアシストディスプレイとは（ショートカットメニュー）
キースイッチ（電源ポジション）がONのとき、ステアリングスイッチの＜メニュー操作スイッチ（右）＞が点灯中にスイッチを押す、ま
たは＜ ＞スイッチを押すと、よく使用する設定項目画面をすばやく表示することができます。オーディオソース、運転支援のいずれ
かの表示項目を選択できます。

画面の切り替えかた（ショートカットメニュー）
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オーディオソース★
ステアリングスイッチの＜メニュー操作スイッチ（右）＞が点灯中にスイッチを押す、または＜ ＞スイッチを押してから＜ ＞ス
イッチを押すかスクロールダイヤルを回して［オーディオソース］を選択し、＜OK＞スイッチを押して決定することができます。

運転支援
●ステアリングスイッチの＜メニュー操作スイッチ（右）＞が点灯中にスイッチを押す、または＜ ＞スイッチを押してから＜ ＞ス
イッチを押すかスクロールダイヤルを回して［運転支援］を選択し、＜OK＞スイッチを押して決定することができます。

●設定の詳細については、［設定］（各種設定画面）の運転支援をお読みください。
運転支援（ P.58）

項目1 詳細説明
AM ● オーディオの取り扱いについては、別冊のNissanConnectインフォテイン

メントシステム取扱説明書をお読みください。
● 機器接続状況により表示は異なります。

FM

交通情報
TV1
TV2
USB1
USB2
iPod1
iPod2

Bluetoothオーディオ
Apple CarPlay
Android Auto
HDMI
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各種設定画面
運転支援のON・OFF設定をはじめ、時計の調整やアラームの設定などができます。
ステアリングスイッチの使いかたは（ P.46）をお読みください。

設定（各種設定画面）
各種設定画面では、次の機能の設定ができます。ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチで［設定］を表示し、＜OK＞スイッチを押
して設定画面を表示させ＜ ＞スイッチを押すかスクロールダイヤルを回して選択します。＜OK＞スイッチを押して決定することが
できます。
設定例1（メインメニュー選択）  (P.69)

設定例2（タイヤ）  (P.69)

■ VDC設定★

■ 運転支援

項目 機能
システム ● VDC機能のON・OFFを設定します。

VDCのON・OFFのしかた  (P.155)

項目1 項目2 機能
プロパイロット★ ハンドル支援設定 ● ハンドル支援のON・OFFを設定します。

プロパイロット★  (P.164)
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側方支援 車線逸脱警報 ● LDW（車線逸脱警報）のON・OFFを設定します。
LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント LI（車線逸脱防

止支援システム）  (P.197)

車線逸脱防止支援 ● インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）のON・
OFFを設定します。

LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント LI（車線逸脱防
止支援システム）  (P.197)

警報感度 ● 警報感度を、［高い］、［標準］、［低い］から選択します。
ステアリング振動 ● ステアリング振動を、［大］、［中］、［小］から選択します。

後側方支援★ 後側方車両検知警報 ● BSW（後側方車両検知警報）のON・OFFを設定します。
BSW（後側方車両検知警報）★／インテリジェント BSI

（後側方衝突防止支援システム）★  (P.189)

後側方衝突防止支援 ● インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システム）の
ON・OFFを設定します。

BSW（後側方車両検知警報）★／インテリジェント BSI
（後側方衝突防止支援システム）★  (P.189)

緊急支援 前方衝突防止支援 ● インテリジェント エマージェンシーブレーキ、インテリジェ
ント FCW（前方衝突予測警報）のON・OFFを設定します。
インテリジェント エマージェンシーブレーキ  (P.176)
インテリジェント FCW（前方衝突予測警報）  (P.200)

踏み間違い衝突防止アシスト ● 踏み間違い衝突防止アシストのON・OFFを設定します。
踏み間違い衝突防止アシスト  (P.183)

速度標識表示 ● 最高速度標識検知のON・OFFを設定します。
標識検知機能  (P.207)

標識検知支援 ● 進入禁止標識検知／一時停止標識検知のON・OFFを設定し
ます。
標識検知機能  (P.207)

項目1 項目2 機能
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駐車支援 移動物検知★ ● 移動物検知のON・OFFを設定します。
移動物 検知機能について  (P.219)

表示設定 ● 障害物に近づいたときの、割り込み表示のON・OFFを設定
します。
ソナー表示  (P.70)

フロントソナー ● フロントソナーのON・OFFを設定します。
ソナー表示  (P.70)

ソナー検知距離 ● ソナー検知距離を［遠距離］、［中距離］、［近距離］から選択
します。障害物までの最長距離が110％（［遠距離］）、
100％（［中距離］）、90％（［近距離］）で変更できます。
中距離を選択したときの障害物までの最長距離は、
（ P.220）をお読みください。
ソナー表示  (P.70)

ソナー音量 ● ボリューム（警告音（ブザー））を、［大］、［中］、［小］から
選択します。
ソナー表示  (P.70)

後退時車両検知警報★ ● RCTA（後退時車両検知警報）のON・OFFを設定します。
RCTA（後退時車両検知警報）★  (P.203)

ふらつき警報 ● インテリジェント DA（ふらつき警報）のON・OFFを設定
します。
インテリジェント DA（ふらつき警報）  (P.206)

走行時間 ---分／---分 ● 設定した時間まで連続走行したことをお知らせします。
＜ ＞スイッチを押すかスクロールダイヤルを回すと「分」
が切り替わり、＜OK＞スイッチを押すと決定します。
― 最大360分まで設定できます
― 設定時間は30分単位で切り替わります
（＜ ＞スイッチを押すと設定前の画面に戻ります）

リセット ● ＜はい＞を選択すると、走行した時間をリセットできます。

項目1 項目2 機能
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■ エコ

■ 時計

走行中は操作できません。
NissanConnectインフォテインメントシステム装着車

凍結注意 ● 外気温度表示が3°C以下になったときに表示する凍結注意
表示のON・OFFを設定します。

先行車発進お知らせ ● 先行車発進お知らせの設定を、［OFF］、［遅め］、［標準］、
［早め］から選択します。
先行車発進お知らせ  (P.210)

項目1 項目2 機能
エコモード設定 クルーズコントロール★ ● ECOモード使用時に燃費を優先する機能に設定するかしないか

を、項目ごとにON・OFF設定することができます。
ドライブモードについて  (P.148)

アイドリングストップ
空調

エコ情報設定 エコインジケータ ● エコインジケータのON・OFFを設定します。
OFFにすると、エコインジケータが表示されなくなります。
エコインジケータ（ P.52）

エコドライブレポート ● エコドライブレポートのON・OFFを設定します。
OFFにすると、エコドライブレポートが表示されなくなります。
エコドライブレポート（ P.71）

燃費履歴リセット ● 燃費履歴画面を表示します。
● リセットするときは、この画面を表示中にステアリングスイッチ
の＜OK＞スイッチを押します。リセット画面が表示されるの
で、［はい］を選択し、再度ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチを押すとリセットされます。

項目 機能
時計 ● 表示のON・OFFを設定します。

項目1 項目2 機能
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NissanConnectインフォテインメントシステム非装着車

■ 車両設定

走行中は操作できません。

項目1 項目2 機能
表示 ● 表示のON・OFFを設定します。
時計設定 ● 時刻を設定します。

 ＜OK＞スイッチを押すと「時」調整画面に切り替わります。
 ＜ ＞を押すかスクロールダイヤルを回して「時」を調整します。
 ＜ ＞スイッチを押すと「分」調整画面に切り替わります。
 ＜ ＞を押すかスクロールダイヤルを回して「分」を調整します。
 ＜OK＞スイッチを押すと時刻が設定されます。
（＜ ＞スイッチを押すと前の調整画面に戻ります）

時間表示 ● ＜OK＞スイッチを押すと12時間表示、24時間表示を切り替えま
す。

項目1 項目2 機能
ライト/照明 ウエルカムヘッドライト ● ウェルカムライト機能のON・OFFを設定します。

ウェルカムライト機能（フェアウェル機能付）（ P.143）
オートライト感度調整 ● オートライトの感度を4段階で設定できます。

ドアロック 降車時オートロック★ ● 降車時オートロック機能のON・OFFを設定します。
降車時オートロック機能（ P.78）

接近時アンロック★ ● 接近時アンロック機能のON・OFFを設定します。
接近時アンロック機能（ P.77）

keyエントリー★ ● ドアにあるスイッチでの施錠・解錠機能のON・OFFを設定しま
す。
ドアハンドルのスイッチでの施錠・解錠のしかた（インテリ

ジェントキー付車）  (P.83)
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ワイパー 車速連動 ● 車速連動のON・OFFを設定します。
フロントワイパーの使いかた  (P.145)

リバース連動 ● リバース連動機能のON・OFFを設定します。
リヤワイパーの使いかた  (P.146)

ドリップ拭き取り ● ドリップ拭き取り機能のON・OFFを設定します。
ウォッシャーの使いかた  (P.146)

後席リマインダー ● 後席リマインダーのON・OFFを設定します。
後席リマインダー  (P.98)

ドアミラー 自動開閉OFF ● ドアロック連動格納機能がOFFになります。
ドアロック連動格納機能について  (P.106)

エンジンスイッチON連動 ● ドアロック連動格納機能がONになります。キースイッチ（電源
ポジション）をONにしたときにドアミラーが開く設定になりま
す。
ドアロック連動格納機能について  (P.106)

ドアアンロック連動 ● ドアロック連動格納機能がONになります。リモコンまたは、ド
アハンドルのスイッチで解錠すると、ドアミラーが開く設定にな
ります。
ドアロック連動格納機能について  (P.106)

情報提示音量 方向指示 ● ボリューム（方向指示）を［大］、［中］、［小］から選択します。
リバース警報 ● ボリューム（リバース警報）を［大］、［中］、［小］から選択しま

す。
オートスライドドア★ 閉作動中ブザー ● オート閉作動中のブザーのON・OFFを設定します。

オートスライドドアについて  (P.89)

項目1 項目2 機能
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■ メンテナンス

走行中は操作できません。

項目 機能
オイルコントロールシステム ● 車両システムが自動で設定したエンジンオイル交換までの距離を表示します。

― エンジンオイル交換までの距離は、走行状況に応じてシステムにより自動で設定さ
れます。手動で設定することはできません。

― エンジンオイル交換時期が近づくと、メーターにオイル交換までの残り距離が表示
されます。

― エンジンオイル交換時期になると、キースイッチ（電源ポジション）をONにする
と、オイル交換警告画面を表示します。

― エンジンオイル交換後は、必ず表示をリセットしてください。リセットするとき
は、この画面を表示中にステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを押すとリセッ
ト画面が表示されます。［はい］を選択し、再度＜OK＞スイッチを押すと走行した
距離をリセットできます。リセットしなかった場合、オイル交換残り距離が誤って
表示されます。その場合、標準距離の半分の距離でオイル交換してください。標準
距離については別冊のメンテナンスノートをお読みください。

● 走行状況によっては、オイル交換距離表示画面が表示されるまでの距離が短くなる場
合があります。

 アドバイス
 

●エンジンオイル交換時以外にリセットはしないでください。
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■ 画面カスタマイズ

オイル／オイルフィルター ● 次回メンテナンスを行うまでの距離を設定できます。設定値を超えるとメンテナンス
する距離がきたことを表示で知らせます。（定期交換部品等の交換距離については、別
冊のメンテナンスノートをお読みください。）
― ＜ ＞スイッチかスクロールダイヤルで距離が切り替わり、＜OK＞スイッチを押
すと決定します。（＜ ＞スイッチを押すと設定前の画面に戻ります）

― 500km～30,000kmまでの範囲内で距離を設定できます。
― 設定距離は500km単位で切り替わります。
― ［リセット］を選択して＜OK＞スイッチを押すとリセット画面が表示されます。
［はい］を選択し、再度＜OK＞スイッチを押すと走行した距離をリセットできま
す。

● 機能を停止することができます。
― 停止する場合は、距離表示を［---］に合わせ＜OK＞スイッチを押して決定します。

タイヤ
ユーザー

航続可能距離表示 航続可能距離のリセットができます。
［リセット］を選択して＜OK＞スイッチを押すとリセット画面が表示されます。［はい］
を選択し、再度＜OK＞スイッチを押すと航続可能距離をリセットできます。

項目1 項目2 機能
メインメニュー選択 ● メーター画面で表示させたい項目を選択することができます。

ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチかスクロールダイヤ
ルで項目を切り替えて、表示させたい項目で＜OK＞スイッチ
を押します。

ナビゲーション設定★ 自動割込み設定 ● 走行中、次の右左折点に接近したとき、メーター内にポップ
アップでお知らせする機能のON・OFFを設定します。

クルーズ画面切替★ ● プロパイロット画面切替のON・OFFを設定します。
ONにすると、プロパイロットのシステムをONにしたとき、自
動的に画面がプロパイロット画面に切り替わります。
プロパイロット★  (P.164)

項目 機能
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メーター演出 ディスプレイ演出 ● ディスプレイ演出のON・OFFを設定します。
OFFにすると、エンジン始動時のアニメーションがOFFになり
ます。

オペレーションガイダンス ライトモード ● ライトスイッチを回したとき、スイッチ位置をメーター内に
ポップアップで表示する機能のON・OFFを設定します。

ハイビームアシスト★ ● ライトスイッチが＜AUTO＞の位置以外でハイビームアシスト
のスイッチを押したときに、オペレーションガイダンスをメー
ター内にポップアップで表示する機能のON・OFFを設定しま
す。
ハイビームアシスト★  (P.139)

アダプティブヘッドライト★ ● ライトスイッチが＜AUTO＞の位置以外でアダプティブLED
ヘッドライトシステムのスイッチを押したときに、オペレー
ションガイダンスをメーター内にポップアップで表示する機能
のON・OFFを設定します。
アダプティブLEDヘッドライトシステム★  (P.141)

フロントワイパーモード ● ワイパースイッチを操作したとき、スイッチ位置をメーター内
にポップアップで表示する機能のON・OFFをフロントとリヤ
の個別に設定します。

アイドリングストップ アイドリングストップガイダン
ス

● アイドリングストップが作動したときに、オペレーションガイ
ダンスをメーター内にポップアップで表示する機能のON・
OFFを設定します。
アイドリングストップ  (P.149)

項目1 項目2 機能
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■ 日付設定

走行中は操作できません。

■ スケジュール

日付設定で日付を設定していない場合は、設定することができません。走行中は操作できません。

機能
● 日付を設定します。

 ＜OK＞スイッチを押すと「年」調整画面に切り替わります。
 ＜ ＞スイッチを押すかスクロールダイヤルを回して「年」を調整します。
 ＜ ＞スイッチを押すと「月」調整画面に切り替わります。
 ＜ ＞スイッチを押すかスクロールダイヤルを回して「月」を調整します。
 ＜ ＞スイッチを押すと「日」調整画面に切り替わります。
 ＜ ＞スイッチを押すかスクロールダイヤルを回して「日」を調整します。
 ＜OK＞スイッチを押すと日付が設定されます。
（＜ ＞スイッチを押すと前の調整画面に戻ります。）

項目1 項目2 機能
誕生日 ● 誕生日や各種記念日の設定ができます。

● 設定した日付になると、表示で知らせます。
 ＜OK＞スイッチを押すと「月」調整画面に切り替わります。
 ＜ ＞スイッチを押すかスクロールダイヤルを回して「月」を
調整します。

 ＜ ＞スイッチを押すと「日」調整画面に切り替わります。
 ＜ ＞スイッチを押すかスクロールダイヤルを回して「日」を
調整します。

 ＜OK＞スイッチを押すと日付が設定されます。
（＜ ＞スイッチを押すと前の調整画面に戻ります。）

記念日 記念日1

記念日2
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■ 単位／言語

走行中は操作できません。

車検日 ● 車検日や点検日の設定ができます。
● 設定した日付の約1か月前から表示で知らせます。

 ＜OK＞スイッチを押すと「年」調整画面に切り替わります。
 ＜ ＞スイッチを押すかスクロールダイヤルを回して「年」を
調整します。

 ＜ ＞スイッチを押すと「月」調整画面に切り替わります。
 ＜ ＞スイッチを押すかスクロールダイヤルを回して「月」を
調整します。

 ＜ ＞スイッチを押すと「日」調整画面に切り替わります。
 ＜ ＞スイッチを押すかスクロールダイヤルを回して「日」を
調整します。

 ＜OK＞スイッチを押すと日付が設定されます。
（＜ ＞スイッチを押すと前の調整画面に戻ります。）

点検日

表示設定 誕生日 ● それぞれの設定したスケジュール表示のON・OFFを設定しま
す。記念日1

記念日2

車検日
点検日

リセットメニュー ● それぞれの設定したスケジュールのリセットができます。
リセット画面が表示されるので、［はい］を選択し、再度ステア
リングスイッチの＜OK＞スイッチを押すとリセットされます。

項目 機能
温度 ● 温度の単位を ℃ または ℉ に切り替えます。
言語 ● 表示言語を日本語またはEnglishに切り替えます。

項目1 項目2 機能
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■ 工場出荷設定

走行中は操作できません。

設定例1（メインメニュー選択）

1. ステアリングスイッチの＜ ＞ス
イッチを数回押し、［設定］画面を表
示して＜OK＞スイッチを押します。

2. ステアリングスイッチの＜ ＞ス
イッチを押すかスクロールダイヤル
を回して、［画面カスタマイズ］を選
択し、＜OK＞スイッチを押して決
定します。

3. ステアリングスイッチの＜ ＞ス
イッチを押すかスクロールダイヤル
を回して、［メインメニュー選択］を

選択し、＜OK＞スイッチを押して
決定します。

4. 表示させたい項目を、ステアリング
スイッチの＜ ＞かスクロールダ
イヤルで選択し、＜OK＞スイッチ
を押して決定すると表示できるよう
になります。

設定例2（タイヤ）

1. ステアリングスイッチの＜ ＞ス
イッチを数回押し、［設定］画面を表
示して＜OK＞スイッチを押します。

2. ステアリングスイッチの＜ ＞ス
イッチを押すかスクロールダイヤル
を回して、［メンテナンス］を選択
し、＜OK＞スイッチを押して決定
します。

3. ステアリングスイッチの＜ ＞ス
イッチを押すかスクロールダイヤル
を回して、［タイヤ］を選択し、
＜OK＞スイッチを押して決定しま
す。

4. ［タイヤ］画面でステアリングスイッ
チの＜OK＞スイッチを押して、次
回メンテナンスを行う距離の［設定］

画面に進みます。（［---km/---km］の
右側の表示）
※［---km/---km］の左側は、設定以
降走行した距離を表示します。

●手順4でリセットを選択してステアリン
グスイッチの＜OK＞スイッチを押すと
走行した距離をリセットできます。（［---
km /---km］の左側の表示）

5. 次回メンテナンスを行う距離を設定
できます。（手順4［---km/---km］
右側の表示）
ステアリングスイッチの＜ ＞ス
イッチを押すかスクロールダイヤル
を回して距離を切り替え、＜OK＞
スイッチを押して決定します。
設定距離は500km単位で切り替わ
ります。
※機能を停止する場合は、距離表示
を［---］にあわせ＜OK＞スイッチを
押して決定します。

機能
工場出荷時の設定にリセットすることができます。
● ［はい］を選択すると、各種設定が初期化されます。
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タイヤアングルガイド

タイヤアングルガイドについて
●前進時や後退時のタイヤの方向や角度と
進行方向を一目で確認することができま
す。

現在のセレクトレバー位置と前輪タ
イヤの向きで自車が進む方向を表示
します。
前輪タイヤが向いている方向を表示
します。
自車を表します。

●バッテリーを外したときや、バッテリー
があがったときは、タイヤアングルガイ
ドを正しく作動させるために以下の操作
を行ってください。
― 1. 周囲の安全を確認し、エンジンを始
動します。

― 2. 停車したままハンドルを右にいっぱ
いに切り、その後左にいっぱいに切り
ます。

― 3. 正常に作動することを確認します。
正常に作動しないときは、再度上記の
操作を行ってください。

タイヤアングルガイドの表示例

●例1：セレクトレバーが 、 、 以外で
ハンドルを左に切っているとき、自車が
左前方向に進むことを示しています。

●例2：セレクトレバーが でハンドルを
左に切っているとき、自車が左後ろ方向
に後退することを示しています。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［駐車
支援］⇒［表示設定］をONにしていると
きに、ソナーが障害物を検知する、また
はセレクトレバーを にした場合、ソ
ナー画面が割り込み表示します。
ソナー表示中にステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチを押すと、一時的にソ
ナー機能を停止できます。
ソナー表示  (P.70)

その他の表示機能

ソナー表示

●車両が障害物に近づくと、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイのソナー
表示色が緑→黄→赤の順に切り替わり、
警報音（ブザー）が鳴ります。
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●次の場合にソナー機能が作動します。
― セレクトレバーを にしたとき
― セレクトレバーが または で障害物
を検知したとき（約10km/h以下）

●ソナー表示中にステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチを押すと一時的にソ
ナー機能を停止できます。

●ただし次の場合は、一時停止が解除され
ます。
― セレクトレバーを 、 にしたとき
― 約12km/h以上で走行したとき

●ソナーについては、（ P.220）をお読
みください。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［駐車
支援］を選択すると、ソナー機能の各種
設定が行えます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.46)
運転支援  (P.58)

●セレクトレバーを または にしたとき、
ソナーが障害物を検知すると、ソナー画
面が割り込み表示します。割り込み表示
はOFFにすることができます。
運転支援  (P.58)

●セレクトレバーを にしたとき、ソナー
画面が割り込み表示します。

●ソナーのお手入れについては、
（ P.323）をお読みください。

●障害物の検知は前方4個、後方4個のソ
ナーセンサーを使用して検知をします。

エコドライブレポートについて
キースイッチ（電源ポジション）をOFFに
すると、エコドライブレポート画面を表示
します。
エコドライブレポートの結果は、約500m
以上走行したときのみ表示します。

今回の評価
エコドライブするほど★が増えます。
★は1～5段階で表示されます。
最高値
過去のベスト燃費を表示します。
履歴
過去5回分の平均燃費を表示します。

現在値
今回の平均燃費を表示します。

●キースイッチ（電源ポジション）をOFF
にしてから、約30秒間表示されます。

●表示中に警告メッセージが表示された後、
再度エコドライブレポートを表示すると、
表示時間が30秒延長されます。

●キースイッチ（電源ポジション）をOFF
にして、運転席ドアを開けると、表示が
消えます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［エコ］⇒［エコ情報
設定］⇒［エコドライブレポート］を選
択すると、エコドライブレポートの表
示・非表示を切り替えることができます。
設定の詳細については、エコをお読みく
ださい。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.46)
エコ  (P.61)

着信表示★
●携帯電話をハンズフリー接続していると
きに、着信すると表示します。
ハンズフリーフォンについては、別冊の
NissanConnectインフォテインメント
システム取扱説明書をお読みください。

表示色 警報音
緑 ピッ、ピッ、

ピッ・・・
黄 ピピピピピ・・・
赤 ピー
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通話表示★
●携帯電話をハンズフリー接続していると
きに、通話すると表示します。
ハンズフリーフォンについては、別冊の
NissanConnectインフォテインメント
システム取扱説明書をお読みください。

音声操作表示★
●NissanConnectインフォテインメント
システムで音声操作を行うと、アドバン
スドドライブアシストディスプレイに音
声操作表示をします。
音声操作については、別冊の
NissanConnectインフォテインメント
システム取扱説明書をお読みください。
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メーターの明るさの調節

イルミネーションコントロール

メーターの明るさ調節のしかた

キースイッチ（電源ポジション）がONの
とき、メーター照明の明るさを調節できま
す。
●スイッチを押して調節します。
●明るさのレベル表示は、アドバンスドド
ライブアシストディスプレイに表示され
ます。

●明るさのレベルが最大または最小に達す
ると、音が鳴ります。
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MEMO



各部の操作

各
部
の
操
作

キー
キー（インテリジェントキー）★ P.76
キー（インテリジェントキー）★に関する注意事項 P.78
キー（リモートコントロールエントリーシステム）★ P.80
キー（リモートコントロールエントリーシステム）★
に関する注意事項 P.81

ドアの施錠と解錠
ドア P.83
フロントドア P.85
スライドドア P.86
オートスライドドア★ P.89
バックドア P.96
後席リマインダー P.98

シート・ハンドルの調節
前席シート P.99
後席シート P.101
ハンドル P.103

ミラーの調節
ルームミラー★ P.104
ディスプレイ付自動防眩式ルームミラー★ P.104
ドアミラー P.105
サイドアンダーミラー★ P.106

窓ガラスの開閉
パワーウインドー P.107

燃料補給口の開閉
燃料補給口 P.109

エアコンの操作
オートエアコン P.111
リヤシーリングファン★ P.113
吹き出し口 P.115
エアコンを使うときに注意すること P.117

オーディオ
オーディオ★の使いかた P.119
ステアリングスイッチ★ P.120
75
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キー

キー（インテリジェントキー）★
キーを携帯するだけでドアの施錠・解錠、ス
ライドドアの開閉およびエンジンの始動操作
ができます。ドアの施錠・解錠のしかたは
（ P.83）、スライドドアの開閉のしかたは
（ P.89）、始動操作は（ P.122）をお読
みください。

各部名称と機能

作動表示灯
～ のいずれかのスイッチを押す
と、赤く点滅します。
ドア施錠スイッチ
スイッチを押すと、全ドアが施錠し
ます。
ドア解錠スイッチ
スイッチを押すと、全ドアが解錠し
ます。
ワンタッチオートスライドドア開閉
スイッチ（運転席側）
解錠後、スイッチを約1秒以上押す
と、スライドドアが自動で開閉しま
す。
ワンタッチオートスライドドア開閉
スイッチ（助手席側）
解錠後、スイッチを約1秒以上押す
と、スライドドアが自動で開閉しま
す。
内蔵キー（メカニカルキー）
キーの電池が切れたときや、バッテ
リーがあがったときなどにドアの施
錠・解錠ができます。
キー番号タグ
キーを紛失した場合、キー番号から
日産販売会社でスペアキーを作成で
きますので、大切に保管してくださ
い。

 知識
● キーは2個ついています。

● キーは同じ車両で最大4個まで使う
ことができます。ご購入やご使用開
始方法については、日産販売会社に
ご相談ください。

● キーの電池が切れても、ドアの施
錠・解錠やエンジンの始動を行うこ
とができます。
内蔵キー（メカニカルキー）での

ドアの開けかた  (P.263)

インテリジェントキー★で始動で
きないときは  (P.263)

● オートスライドドア がオート作動中
に＜ワンタッチオートスライドドア
開閉スイッチ＞を押すと、その位置
でオート作動を停止します。再度、
＜ワンタッチオートスライドドア開
閉スイッチ＞を約1秒以上押すと、
停止前の作動方向と反対の方向に動
き、全開または全閉して停止します。

● インテリジェントキー機能のON・
OFFを切り替えることができます。
詳しくは日産販売会社にご相談くだ
さい。
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ドアの施錠・解錠の作動範囲

作動範囲は各ドアにあるスイッチから周囲
約80cm以内です。作動範囲は球状になっ
ているため、地面近くや高い場所では作動
しないことがあります。
インテリジェントキーが作動範囲内にある
場合は、キーを携帯している人以外でもド
アにあるスイッチを押して施錠・解錠でき
ます。
●ドアにあるスイッチを押してドアを施錠
したあとは、作動確認のためブザーまた
は非常点滅表示灯のアンサーバック機能
で施錠されたことを確認してください。

●ドアハンドルのスイッチを押す前にドア
ハンドルを引かないでください。ドアは
解錠されますが、開きません。一度ドア
ハンドルを離してから再び引いて開けて
ください。

●車から離れるときは、盗難や事故防止の
ため、必ず電源ポジションをOFFにして
施錠してください。

キー（インテリジェントキー）に関
する機能について

■ アンサーバック機能

●ドアの施錠・解錠時に、作動確認のため
のブザーと非常点滅表示灯が作動します。
（施錠時1回、解錠時2回）
アンサーバック機能のブザーを停止する
ことができます。日産販売会社にご相談
ください。

■ ウェルカムライト機能（フェアウェル
機能付）

●ドアの施錠・解錠時に、車幅灯、尾灯、
番号灯が点灯します。（施錠時約10秒、
解錠時約30秒）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［車両設定］⇒［ライ
ト/照明］⇒［ウエルカムヘッドライト］
を選択すると、ウェルカムライト機能
（フェアウェル機能付）の設定を変更する
ことができます。
設定の詳細については、車両設定
（ P.62）をお読みください。

■ キー連動室内照明システム

●ドアを解錠すると、室内照明が約20秒間
点灯します。
詳しくは、室内灯( P.230)をお読みく
ださい。

■ オートロック機能

●＜ドア解錠スイッチ＞を押してから約30
秒以内にいずれかのドアを開けなかった

ときは、盗難防止のため自動的に全ドア
が施錠されます。
（施錠されるまでの間に、再度＜ドア解錠
スイッチ＞を押すと、その時点から約30
秒後に施錠されます）

■ 接近時アンロック機能

●インテリジェントキーを携帯して車に近
づくと自動で車両が解錠されます。作動
範囲はドアミラーから車両後方にかけて
車両から約1mの範囲です。

●アドバンスドドライブアシストディスプ 
レイで次の操作をすると、接近時アン
ロック機能のON・OFFを切り替えるこ
とができます。（工場出荷時はOFFに設
定されています。）
［設定］⇒［車両設定］⇒［ドアロック］
⇒［接近時アンロック］
設定の詳細については、車両設定
（ P.62）をお読みください。

●次の場合は作動しません。
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― キーを車室内に置き忘れているとき
― 一定時間、キーを車両周辺に置いたま
まのとき（ドアを解錠後、再度ドアを
施錠すると、接近時アンロック機能が
再度作動可能になります）

― 施錠してから8日間経過したとき
― 車室内の＜ドアロックスイッチ＞で施
錠したとき

■ 降車時オートロック機能

●エンジンを停止したあと、ドア開閉をし
てからインテリジェントキーを携帯して
車から離れると自動で車両が施錠されま
す。車両から約2mを境界とし の範囲
から の範囲へ移動すると作動します。

●オートスライドドア付車は、オート閉作
動中に車から離れても、すべてのドアが
閉まると自動で施錠されます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで次の操作をすると、降車時オート
ロック機能のON・OFFを切り替えるこ

とができます。（工場出荷時はOFFに設
定されています。）
［設定］⇒［車両設定］⇒［ドアロック］
⇒［降車時オートロック］
設定の詳細については、車両設定 
（ P.62）をお読みください。

●次の場合は作動しません。
― キーを車室内に置き忘れているとき
― いずれかのドアが開いているとき
― 一定時間、キーを車両周辺に置いたま
まのとき（ドアを開閉すると、降車時
オートロック機能が再度作動可能にな
ります）

― エンジンがかかっているとき
― キーのスイッチで解錠したとき
― ドア開閉時にインテリジェントキーが
車両から2m以内にないとき

■ スリープモード

ドアにあるスイッチでの施錠・解錠、およ
びエンジンの始動を一時的に停止するモー
ドです。
●インテリジェントキーの＜ドア施錠ス
イッチ＞を押したまま＜ドア解錠スイッ
チ＞を2回押します。
キーの作動表示灯が、一定時間点灯しま
す。作動表示灯が点灯したらすぐに＜ド
ア施錠スイッチ＞を離して再度押すと、
作動表示灯が2回点滅しスリープモード
になります。

●スリープモードを解除するときは、キー
のいずれかのスイッチを押してください。

パーソナルアシスタント機能★
あらかじめユーザー情報を登録しておくと、
インテリジェントキーを携帯して車両へ乗
り込んだとき、 ユーザーを認識します。

パーソナルアシスタント機能★の設
定方法

ユーザー情報の登録、設定については、別
冊のNissanConnectインフォテインメン
トシステム取扱説明書をお読みください。

キー（インテリジェントキー）★に
関する注意事項

 警告



キー
各
部
の
操
作

79☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

 警告

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）を使用さ
れている方は、アンテナから約
22cm以下の範囲に装着部位を近づ
けない。
ドアおよびバックドア開閉時、ドア
にあるスイッチ操作時、エンジン始
動時などにキーの電波が植込み型心
臓ペースメーカーおよび植込み型除
細動器（ICD）の作動に影響を与え
るおそれがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）以外の医
療電気機器を使用されている方は、
医療電気機器製造業者などへ影響を
確認してから使用する。
キーの電波が医療電気機器の動作に
影響を与える場合があります。

● 航空機内ではキーのスイッチを押さ
ない。

万一スイッチが押されると電波が発
信され、航空機の運航に支障をきた
すおそれがあるため、バッグなどに
収納するときは、荷物などでスイッ
チが押されないようにしてください。

 アドバイス
● キーは運転者が必ず携帯してくださ
い。

● キーは、必ず内蔵キー（メカニカル
キー）を内蔵した状態で携帯してく
ださい。

● キーはドアポケットに入れないでく
ださい。ドアを閉めるときの衝撃に
より破損するおそれがあります。ま
た、ドアポケット内に一緒に入れて
おいた物がドアを閉めた衝撃で当た
るなどして勝手にスイッチが入り、
キーを車室内に封じ込めるおそれが
あります。

● インストルメントパネル上面、ドア
ポケット付近、グローブボックス内、
インスト運転席アッパーボックス内、
フロア上では、キーが正常に作動し
なかったり、車外から施錠されて、
キーを車室内に封じ込めたりするお
それがあります。

● キーを紛失したときは、盗難などを
防ぐため、ただちに日産販売会社に
ご相談ください。

● キーは微弱な電波を使用しています。
次のような使用環境では機能に障害
が起こるため、ドアにあるスイッチ
やキーのスイッチが正常に作動しな
い場合があります。

― 近くにテレビ塔や発電所、放送局
など強い電波やノイズを発生する
設備があるとき

― 無線機や携帯電話などの無線通信
機器を一緒に携帯しているとき

― キーが金属製の物に接したり、覆
われていたりしているとき

― 近くで電波式のリモコンスイッチ
を操作しているとき

― キーをパソコンなどの電化製品の
近くに置いたとき

― コインパーキングに駐車したとき
（車両検出用の電波の影響があるた
め）

― 近くで電波式侵入警報装置を使用
しているとき

― 極端に気温が低いとき（電池の性
能が低下するため）

● キーは電波法の認証に適合していま
す。次のことを必ずお守りください。
― 電池を交換するとき以外は分解し
ない（分解、改造したものを使用
することは法律で禁止されていま
す）

― 日本国内のみで使用する
● キーは車両との通信のために常時受
信動作をしているため、常に電池を
消耗しています。電池の寿命は使用
状況によりますが約2年です。電池
が切れた場合、新しい電池と交換し
てください。
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●キーの認証技適マークはキーの裏面で確
認できます。

●キーのスイッチを押しても作動しないと
きは、電池の消耗または故障が考えられ
ます。日産販売会社にご相談ください。
キー（インテリジェントキー） ★ の電

池交換  (P.316)
●キーの電池が切れ、施錠・解錠ができな
いときは、内蔵キー（メカニカルキー）
で施錠・解錠ができます。
ドアが開かないときは  (P.262)

●次のような場合は、作動しません。
― エンジンが始動しているとき

― ドアが完全に閉まっていない（半ド
ア）とき

― 車から離れすぎているとき
― キーの電池が切れているとき

キー（リモートコントロールエン
トリーシステム）★

キーは離れたところ（約1m）から全ドアの施
錠・解錠ができます。

各部名称と機能

 アドバイス
キー（インテリジェントキー） ★ 

の電池交換  (P.316)

● キーの電池が消耗しているときや、
強い電波、ノイズのある場所では、
作動範囲が狭くなったり、作動しな
かったりすることがあります。

● キーは送信機を内蔵している精密機
械です。故障を防止するため、次の
ことをお守りください。
― 長時間高温になる場所に置かない
― 分解しない
― 無理に曲げたり、落としたり、強
い衝撃を与えたりしない

― 水にぬらさない
― 超音波洗浄器などにかけない
― 磁気を帯びたキーホルダーなどを
付けない

― テレビ、オーディオなど、磁気を
帯びた機器の近くに置かない

● 車両盗難防止のために、インテリ
ジェントキーは車両から2m以上離
して保管してください。

● インテリジェントキーの操作をしな
くても、車両周辺にキーがあると電
池の消耗が早くなります。電池の寿
命を長くするためにも、車両周辺に
キーを持ったまま長時間滞在しない
ことをおすすめします。

● 降車時オートロック機能で車両を施
錠した場合、施錠されたことをアン
サーバック機能（ P.77）で確認し
てください。アンサーバック機能が
作動しない場合、正しく施錠できて
いません。
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ボタン
ボタンを押して、内蔵キー（メカニ
カルキー）を出します。元に戻すと
きは、ボタンを押してロックを解除
してからキーを元の位置にカチッと
音がするまで押し込みます。
内蔵キー（メカニカルキー）
エンジンの始動時だけでなく、キー
の電池が切れたときや、バッテリー
があがったときなどにドアの施錠・
解錠ができます。
作動表示灯
スイッチを押すと点滅します。
ドア施錠スイッチ
スイッチを押すと、全ドアが施錠し
ます。
ドア解錠スイッチ
スイッチを押すと、全ドアが解錠し
ます。
キー番号タグ
キーを紛失した場合、キー番号から
日産販売会社でスペアキーを作成で
きますので、大切に保管してくださ
い。

キー（リモートコントロールエント
リーシステム）に関する機能につい

て
アンサーバック機能
●ドアの施錠・解錠時に、作動確認のため
の非常点滅表示灯が作動します。（施錠時
1回、解錠時2回）

キー連動室内照明システム
●ドアを解錠すると、室内照明が約15秒間
点灯します。
詳しくは、室内灯（ P.230）をお読み
ください。

オートロック機能
●解錠スイッチを押してから約30秒以内に
いずれかのドアを開けなかったとき、ま
たはキースイッチにキーを差し込まな
かったときは、盗難防止のため全ドアが
施錠されます。
（施錠されるまでの間に、再度解錠スイッ
チを押すと、その時点から約30秒後に施
錠されます。）

キー（リモートコントロールエン
トリーシステム）★に関する注意事

項

 アドバイス
● 内蔵キーを戻すときは、ボタンを押
してから戻してください。無理に戻
そうとすると、破損するおそれがあ
ります。

 知識
● キーは2個ついています。

● リモコンは同じ車両で最大4個まで
使うことができます。ご購入やご使
用開始方法については、日産販売会
社にご相談ください。

● 作動表示灯が点滅しない場合は、電
池の消耗が考えられます。電池が切
れた場合は、新しい電池と交換して
ください。
キー（リモートコントロールエン

トリーシステム）★の電池交換  
(P.317)

 警告
● 航空機内ではリモコンのスイッチを
押さない。
万一スイッチが押されると電波が発
信され、航空機の運航に支障をきた
すおそれがあるため、バッグなどに
収納するときは、荷物などでスイッ
チが押されないようにしてください。

 アドバイス
● 周囲の状況によっては、作動する距
離が変わることがあります。確実に
作動させるためには、車両から約
1mまで近づいてください。

● 極端に気温が低いとき、電池の性能
が低下するため、システムが作動し
ない場合があります。

● リモコンは精密電子機器です。故障
を防止するため、次のことをお守り
ください。
― 長時間高温になる場所に置かない
― 無理に曲げたり、落としたり、強
い衝撃を与えたりしない

― 水に濡らさない
● キーを紛失したときは、盗難などを
防ぐため、ただちに日産販売会社に
ご相談ください。
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 アドバイス
● キーの認証技適マークはキーの側面
で確認できます。
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ドアの施錠と解錠

ドア
ドアにあるスイッチやキー（インテリジェン
トキー）のスイッチで施錠・解錠します。
ドアを施錠したあとは、作動確認のためブ
ザーまたは非常点滅表示灯のアンサーバック
機能で施錠されたことを確認してください。

ドアハンドルのスイッチでの施錠・
解錠のしかた（インテリジェント

キー付車）
●キーを携帯し、運転席、助手席ドアハン
ドルまたはバックドアにあるスイッチを
押すと、すべてのドアが施錠・解錠しま
す。

●キーが各スイッチから周囲80cm以内に
あるときに作動します。

●施錠・解錠したときは、ブザーおよび非
常点滅表示灯が次のように作動します。
（アンサーバック機能）

●車両に近づきすぎている場合などは作動
しないことがあります。

●急にドアハンドルを操作すると、ドアハ
ンドルが引かれていることにより、施錠
できないことがあります。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［車両設定］⇒［ドア
ロック］⇒［keyエントリー］を選択す
ると、ドアにあるスイッチでの施錠・解
錠機能のON・OFFを切り替えることが
できます。
keyエントリー機能をOFFにすると、ス
ライドドアの＜ワンタッチスイッチ＞に
よる解錠機能および降車時オートロック
機能もOFFになります。
設定の詳細については、車両設定
（ P.62）をお読みください。

●次のような場合は、作動しません。

― エンジンが始動しているとき
― ドアが完全に閉まっていない（半ド
ア）とき

― キーが施錠・解錠の作動範囲内にない
とき

― キーの電池が切れているとき

■ オートロック機能

●盗難防止のため、自動的に施錠する機能
です。ドアにあるスイッチを押して解錠
したあと、約30秒間ドアを開けないと再
び全ドアが施錠されます。

キーのスイッチでの施錠・解錠のし
かた

●全ドアを施錠するときは、ドア施錠ス
イッチ を押します。

●全ドアを解錠するときは、ドア解錠ス
イッチ を押します。

●作動範囲は、車両から約1mです。

ブザー音 非常点滅表示灯
施錠 ピッ 1回点滅
解錠 ピピッ 2回点滅
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インテリジェントキー付車
●施錠・解錠をしたときは、ブザーおよび
非常点滅表示灯が次のように作動します。

リモートコントロールエントリーシステム
付車
●施錠・解錠をしたときは、非常点滅表示
灯が次のように作動します。

キーを使用しない施錠のしかた

■ 助手席ドア

●ロックノブを押し込み、そのままドアを
閉めます。

■ スライドドア

●ロックノブを車両前方へ動かし、そのま
まドアを閉めます。

ブザー音 非常点滅表示灯
施錠 ピッ 1回点滅
解錠 ピピッ 2回点滅

非常点滅表示灯
施錠 1回点滅
解錠 2回点滅

 知識
● キーのスイッチを押しても作動しな
いときは、電池の消耗または故障が
考えられます。日産販売会社にご相
談ください。
キー（インテリジェントキー） ★ 

の電池交換  (P.316)

キー（リモートコントロールエン
トリーシステム）★の電池交換  
(P.317)

● キーの電池が切れ、施錠・解錠がで
きないときは、内蔵キー（メカニカ
ルキー）で施錠・解錠ができます。
ドアが開かないときは  (P.262)

● 次のような場合は、キーのスイッチ
を押しても作動しません。
― 電源ポジションがONのとき（イ
ンテリジェントキー付車）

― ドアが完全に閉まっていない（半
ドア）とき
（解錠のみできます）

― 車から離れすぎているとき
― キーの電池が切れているとき

オートロック機能
● 盗難防止のため、自動的に施錠する
機能です。ドア解錠スイッチを押し
て解錠したときは、約30秒間ドアを
開けないと再び全ドアが施錠されま
す。
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■ キー封じ込み防止機能★

●インテリジェントキーを車室内に置き忘
れたまま施錠することを防ぐ機能です。
ドアを閉めたときや施錠しようとしたと
きに、キーが車室内に残っているとブ
ザーでお知らせし、全ドアを自動的に解
錠します。

ドアに関する注意事項

フロントドア

ドアロックスイッチでの施錠・解錠
のしかた

●＜ドアロックスイッチ＞を押すと、全ド
アが施錠または解錠します。

●施錠するときは、施錠側 の＜ドア
ロックスイッチ＞を押します。

●解錠するときは、解錠側 の＜ドア
ロックスイッチ＞を押します。

●ドアが開いているときは、＜ドアロック
スイッチ＞での施錠はできません。

ロックノブでの施錠・解錠のしかた

●運転席のロックノブで全ドアが施錠また
は解錠します。

●運転席ドアは、施錠したままでもドアハ
ンドルを引くとドアが開けられます。そ
のとき、全ドアが同時に解錠します。

●施錠するときは、施錠するドアのロック
ノブを施錠側に押し込みます。

●解錠するときは、解錠するドアのロック
ノブを解錠側に引きます。

●運転席ドアが開いているときは、運転席
ロックノブで施錠できません。

 アドバイス
● キー封じ込み防止のため、キーを携
帯していることを確認してから施錠
してください。

 警告
● ドアの開閉はお子さまにはさせない。
手、首、足などを挟んだりして、重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● ドアを開けるときは、周囲の安全を
確認する。
後続車や通行人にぶつかるおそれが
あります。風が強いときは特に注意
して開けてください。

● 走行する前にドアを確実に閉める。
走行中に突然ドアが開き、思わぬ事
故につながるおそれがあります。
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スライドドア

ロックノブでの施錠・解錠のしかた

●施錠するときは、ロックノブを車両前方
に動かします。

●解錠するときは、ロックノブを車両後方
に動かします。

キーを使用しない施錠のしかた
●スライドドアのロックノブを車両前方に
動かし、そのままスライドドアを閉めま
す。

●キー封じ込み防止のため、キーを携帯し
ていることを確認してから施錠してくだ
さい。

スライドドアの開閉のしかた

車外から開閉するには
●ドアハンドルを引きながら、スライドド
アを開閉します。

車室内から開閉するには
●動かしたい方向にドアハンドルを操作し
て、スライドドアを開閉します。

 知識
● スライドドアを全開すると全開位置
でロックします。ロックしていると
きに、外側のドアハンドルを斜めに
引いてもロックが外れず閉められま
せん。ドアハンドルはスライドドア
に対して垂直に引いてください。ま
た、ロックは内側のドアハンドルを
操作しても外れます。
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チャイルドセーフティドアロック

後席に乗せたお子さまなどが、誤ってスラ
イドドアを開けないようにロックできます。

■ ロックするには

●左右のスライドドアにあるロックレバー
をLOCK位置にしてスライドドアを閉め
ます。

■ ドアを開けるには

●チャイルドセーフティドアロックがか
かっているときは、車外のドアハンドル
を引いて開けます。

●万一、車室内から開ける場合は、窓ガラ
スを下げ、手を外に出して車外のドアハ
ンドルを引きます。

オートクロージャーについて

オートクロージャーは、自動的にスライド
ドアを全閉させる機能です。
閉めるとき、半ドア状態まで閉めると自動
的に全閉します。

スライドドアに関する注意事項

 注意
● スライドドアを閉めるときは、スラ
イドドアや車体側に手を触れていた
り、乗降用グリップを握ったりしな
い。また、スライドドアのふちやそ
の周辺に手をかけない。
手を挟まれてケガをするおそれがあ
ります。

 アドバイス
● ドアハンドルを開方向に引いたまま
スライドドアを閉めると、オートク
ロージャーは作動しません。

● バッテリーが弱っているとオートク
ロージャーが作動しないことがあり
ます。その場合は、手で強く閉める
かエンジンを始動してから閉め直し
てください。

● オートクロージャーの故障によりス
ライドドアが閉まりきらないときは、
スライドドアを一旦開け、再度手で
閉めてください。

● オートクロージャーの故障によりス
ライドドアが開かなくなった場合は、
すみやかに日産販売会社で点検を受
けてください。

 注意
● スライドドアを開閉するときは、次
のことを必ず守る。
― 必ずドアハンドルを持って開閉し
てください。

― スライドドアを開けるときは、
ロックするまで確実に開けてくだ
さい。

― スライドドアを強く開けないでく
ださい。
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●燃料補給口を開けているときに助手席側
のスライドドアを開けると、リッドとの
干渉を防ぐために途中までしか開きませ
ん。

 注意
― ドアハーネスやブラケットに手や
足などをかけないでください。

― スライドドアを閉めるときは、ス
テップの上に物が無いことを確認
してください。

 アドバイス
● 助手席側のスライドドアが全開して
いるとき、燃料補給口を開けるとス
ライドドアと干渉するので開けない
でください。
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オートスライドドア★
オートスライドドアは、スライドドアを自動的に開閉することができます。

オートスライドドアについて
オートスライドドアは、＜オートドアメインスイッチ＞がONのとき、次の方法でスライドドアを自動的に開閉できます。
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運転席スイッチ：
（ P.93）
ドアハンドルによる開閉：
（ P.92）
ワンタッチスイッチ：
（ P.94）
ワンタッチオートスライドドア開閉スイッチ：
（ P.93）

また、オートスライドドアには、次の機能があります。
挟み込み防止機構：
オート作動中に手を挟むなど、挟み込みや引っかかりを検知すると、安全のため反対方向に少し作動して停止します。（ P.95）
オートクロージャー：
スライドドアを半ドア状態まで閉めると、自動的に全閉します。（ P.87）
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オートスライドドアの作動について

●オート作動は、＜オートドアメインス
イッチ＞が＜ON＞、車速が約3km/h以
下のときに作動させることができます。
ただし、電源ポジションがONのときは、
次の条件のうちいずれか1つ以上を満た
す必要があります。
― セレクトレバーが  に入っている
― フットブレーキを踏んでいる
― パーキングブレーキをかけている
条件を満たしていない状態で作動させよ
うとすると、ブザーが鳴り作動しません。

●オートブレーキホールド機能★だけで停
車しているときは作動しません。
オートブレーキホールドについては、
（ P.132）をお読みください。

●オート作動中に作動可能条件が満たされ
なくなると、作動が停止しオート作動し
なくなることがあります。その場合、作
動可能条件を再度満たすとオート作動さ
せることができます。

●バッテリーが弱っている（電圧が11V未
満）ときは作動しません。

オートスライドドアの使いかた

＜オートドアメインスイッチ＞で自動開閉
機能のON・OFFを切り替えることができ
ます。
●スイッチの ＜ON＞側を押すと、自動開
閉機能はすべてONになります。

●スイッチの＜OFF＞側を押すと、自動開
閉機能のすべての機能がOFFになりま
す。

●＜オートドアメインスイッチ＞をOFFに
してもオートクロージャーは作動します。

●オート作動中に＜オートドアメインス
イッチ＞をOFFにすると、スライドドア
が途中で止まります。

 知識
● ＜オートドアメインスイッチ＞が

ONのとき、スライドドアを開けた
まま車を動かすとブザーが鳴ります。
（停車またはスライドドアを閉めると
ブザーは止まります）

● オート作動の開始時とオート閉作動
中は、ブザーが鳴ります。

● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイで［設定］⇒［車両設定］
⇒［オートスライドドア］⇒［閉作
動中ブザー］を選択すると、オート
閉作動中のブザーのON・OFFを切
り替えることができます。 設定の詳
細については車両設定（ P.62）
をお読みください。

● 燃料補給口が開いているときは、
リッドとの干渉を防ぐため助手席側
スライドドアのオートスライド（自
動開閉）機能が作動しません。
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■ オートドアメインスイッチの作動

※：エンジンが始動しているときは作動しません。

スイッチ位置
ドアハン
ドルによ
る開閉操
作

運転席スイッ
チによる開閉

操作

ワンタッチオートスラ
イドドア開閉スイッチ
による開閉操作

ワンタッチス
イッチによる開

閉操作

ON 作動 作動 作動※ 作動
OFF 非作動 非作動 非作動 非作動
ドアハンドルによる開閉のしかた
オートスライドドアは、通常のスライドド
アと同様にドアハンドルを使用しても開閉
できます。

■ 車外のドアハンドル

スライドドアを解錠してから操作します。
●スライドドア全閉時にドアハンドルを引
くと、自動的に開きます。

●スライドドア全開時にドアハンドルを引
くと、自動的に閉まります。

●オート作動中にドアハンドルを引くと、
その位置でオート作動を停止します。
再度、ドアハンドルを引くと反対の方向
に動き、全閉または全開して停止します。
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■ 車室内のドアハンドル

スライドドアを解錠してから操作します。
●スライドドア全閉時にドアハンドルを車
両後方側へ操作すると、自動的に開きま
す。

●スライドドア全開時にドアハンドルを車
両前方側へ操作すると、自動的に閉まり
ます。

●オート作動中にドアハンドルを開または
閉方向に操作すると、その位置でオート
作動を停止します。再度、ドアハンドル
を任意に操作した方向に、全閉または全
開して停止します。

●チャイルドセーフティドアロックを
LOCK側にしているときは、車室内のド
アハンドルでは開けることができません。
チャイルドセーフティドアロック  

(P.87)

運転席スイッチによる開閉のしかた

スライドドアを解錠してから操作します。
●スライドドア全閉時にスイッチを約1秒
間押すと、自動的に開きます。

●スライドドア全開時にスイッチを約1秒
間押すと、自動的に閉まります。

●オート作動中にスイッチを押すと、その
位置でオート作動を停止します。再度、
スイッチを約1秒間押すと作動していた
方向と反対の方向に動き、全閉または全
開して停止します。

ワンタッチオートスライドドア開閉
スイッチによる開閉のしかた

スライドドアを解錠してから操作します。
●スライドドア全閉時にスイッチを約1秒
間押すと、自動的に開きます。

●スライドドア全開時にスイッチを約1秒
間押すと、自動的に閉まります。

●オート作動中にスイッチを押すと、その
位置でオート作動を停止します。再度、
スイッチを約1秒間押すと作動していた
方向と反対の方向に動き、全開または全
閉して停止します。

●エンジンが始動しているときは、＜ワン
タッチオートスライドドア開閉スイッ
チ＞での開閉はできません。

 注意
● 開閉操作をするときは、スライドド
ア周囲の安全を確認してください。
挟まれたり、スライドドアに当たり
ケガをするおそれがあります。
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ワンタッチスイッチによる開閉のし
かた

●スイッチを押すだけで、スライドドアを
開閉することができます。

●施錠時でもインテリジェントキーを携帯
していれば、スイッチを押すだけでスラ
イドドアを開けることができます。この
とき全ドアが同時に解錠されます。キー
がスイッチから周囲20～80cm以内に
あるときに作動します。

●オート作動中に＜ワンタッチスイッチ＞
を押すと、その状態で停止します。再度、
＜ワンタッチスイッチ＞を押すと作動し

ていた方向と反対の方向に動き、全開ま
たは全閉して停止します。

● Keyエントリー機能をOFFにすると、ス
ライドドアの＜ワンタッチスイッチ＞に
よる解錠機能もOFFになります。
車両設定（ P.62）

予約ロック機能
●スライドドアが閉まると同時に全ドアを
施錠することができます。

1. スライドドア全開時にインテリジェ
ントキーを携帯して、ドアハンドル
かバックドアのリクエストスイッチ、
またはインテリジェントキーの施錠
スイッチを押して、予約ロック機能
をセットします。（ブザーが鳴りま
す）

2. 次の手順でスライドドアを閉めます。
- ＜ワンタッチスイッチ＞を押す
- インテリジェントキーの＜ワンタッ
チオートスライドドア開閉スイッ
チ＞を約1秒押す
- ドアハンドルを引く

3. スライドドアが自動的に閉まり、全
閉すると全ドアが施錠され、ブザー
が鳴ります。

●予約ロック機能はインテリジェントキー
が車両から20～80cmの範囲内にある
とき、作動させることができます。

●電源ポジションがONのときは、施錠操
作後OFFになります。

●操作するスライドドア以外のドアが開い
ているときは、ブザーが鳴り予約ロック
機能はONにできません。

●予約ロック機能で車両を施錠したときは、
施錠されたことをアンサーバック機能
（ P.77）で確認してください。アン
サーバック機能が作動しない場合、正し
く施錠できていません。

●セット後に予約ロック機能をOFFにする
ときは、インテリジェントキーを携帯し
てもう一度ドアハンドルかバックドアの
リクエストスイッチを押すか、インテリ
ジェントキーの解錠スイッチを押してく
ださい。また、操作するスライドドア以
外のドアを開けても予約ロック機能は
OFFになります。（ブザーが鳴ります）

 アドバイス
● ＜ワンタッチスイッチ＞でスライド
ドアを閉めただけでは、施錠状態に
なりません。
車を離れるときは、必ず施錠してく
ださい。
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●予約ロック機能がONの状態でスライド
ドアがオート作動中に次の操作をすると、
予約ロック機能はOFFになります。
- ＜ワンタッチスイッチ＞を押す
- インテリジェントキーの＜ワンタッチ
オートスライドドア開閉スイッチ＞を約
1秒押す
- ドアハンドルを引く
そのままスライドドアを閉めても施錠さ
れないため、スライドドア全閉後に施錠
してください。

正常に作動しないとき
スライドドアがオートで動かないときは、
次の方法で対処してください。
●連続作動後に動かないときは、スライド
ドアを約5分間以上作動させずに放置し
たあと、作動させます。

●バッテリーが弱っている（電圧が11V未
満）ときは、スライドドアがオート開閉
できません。その場合は、エンジンを始
動させてから作動させます。

●＜ワンタッチスイッチ＞を使うときは、
インテリジェントキーが＜ワンタッチス
イッチ＞から20～80cm以内にあるか
確認してください。

●スライドドアが全閉になっていることを
確認してください。

●＜オートドアメインスイッチ＞がONに
なっていることを確認してください。

● Keyエントリー機能をOFFにすると、ス
ライドドアの＜ワンタッチスイッチ＞に
よる解錠機能もOFFになります。
ドアハンドルのスイッチでの施錠・解

錠のしかた（インテリジェントキー付車）  
(P.83)

挟み込み防止機構

●スライドドアのオート作動中に物や人が
挟み込まれたり、引っかかるような動き
を感知すると、ドアが作動方向と反対の
方向に少し動いたあとに停止します。

●スライドドアがオート作動中にスライド
ドアのタッチセンサーに触れると、ドア
が作動方向と反対の方向に少し動いたあ
とに停止します。

オートスライドドアに関する注意事
項

 注意
● 確実に停車している状態で開閉操作
をする。

● 開閉操作をするときは、スライドド
ア周囲の安全を十分確認する。
周囲の人の身体がスライドドアや車
体側に触れたままオート作動させる
と、手や腕などを挟まれたり、頭や
腕を引き込まれて思わぬケガをする
おそれがあります。

● 車が大きく傾いている状態ではオー
ト作動をしない。

● オート作動中にスライドドアを押し
たり引いたりしない。
反転して挟まれたり、スライドドア
に当たりケガをしたりするおそれが
あります。

● スライドドアレール部には手を入れ
ない。
レール部のケーブルに触れると、ス
ライドドアがオート作動するおそれ
があります。

● バッテリーを接続していないときは、
スライドドアをゆっくり開閉する。

 アドバイス
● エンジン停止時に何回も作動させな
いでください。バッテリーがあがり
エンジンの始動ができなくなります。
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バックドア

バックドアに関する注意事項

 アドバイス
● オート作動中にエンジンを始動させ
ないでください。正常に作動しなく
なることがあります。

● 車を発進させるときは、スライドド
アが全閉していることを確認してく
ださい。

● 次の場合は、＜オートドアメインス
イッチ＞をOFFにしてください。
― スライドドアを長時間開いたまま
にするとき

― 洗車（ワックスがけ）や整備を行
うとき

― 手動で使用するとき
● 全開時には、車外または車室内のド
アハンドルに不用意に手を掛けたり、
＜ワンタッチスイッチ＞に触れない
でください。ドアハンドルまたはス
イッチを操作すると自動でドアが閉
まります。

● スライドドア前端部のタッチセン
サーを傷つけないようにしてくださ
い。センサーが切断されると、オー
トスライド機能は作動しなくなりま
す。

● バッテリーあがりやバッテリーの脱
着を行ったあと、スライドドアが開
いている状態で再びバッテリーをつ
ないだときは、必ず一旦手動でドア
を全閉してからオート作動を行って
ください。全閉位置以外からは、
オートスライドドア機能がはたらき
ません。

● バッテリーを外しているときは、勢
いよくスライドドアを全開したり全
閉したりしないでください。

● オートスライドドアの故障によりス
ライドドアが正常に作動しなくなっ
た場合は、すみやかに日産販売会社
で点検を受けてください。

 警告
● バックドアの開閉はお子さまにはさ
せない。
手、首、足などを挟んだりして、重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● バックドアを開けるときは、周囲の
安全を確認する。
後続車や通行人にぶつかるおそれが
あります。風が強いときは特に注意
して開けてください。

● 走行する前にバックドアを確実に閉
める。
走行中に突然バックドアが開き、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● ラゲッジルーム（荷室）に人を乗せ
て走行しない。
急ブレーキをかけたときなど、重大
な傷害につながるおそれがあります。

● 走行前にバックドアが確実に閉まっ
ていることを確認する。
バックドアを開けたまま走行すると、
車室内に排気ガスが侵入し、一酸化
炭素中毒になるおそれがあります。
一酸化炭素を吸い込むと、意識が薄
れて事故につながるおそれがあるほ
か、死亡または重大な傷害につなが
るおそれがあります。
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バックドアの開けかた
インテリジェントキー付車
●解錠されているときは、バックドアオー
プナースイッチを押し、バックドアを持
ち上げます。

●施錠されているときは、キーを携帯して
バックドアオープナースイッチを押し、
バックドアを持ち上げます。（ドアも同時
に解錠します。）
リモートコントロールエントリーシステム
付車
●解錠後、バックドアオープナースイッチ
を押し、バックドアを持ち上げます。

 注意
● バックドアや車体側に手を触れたま
まバックドアを閉めない。
手を挟まれてケガをするおそれがあ
ります。

● バックドアを閉めるときは、バック
ドアのふちやその周辺に手をかけな
い。
手を挟まれてケガをするおそれがあ
ります。必ず外から押して閉めてく
ださい。

● バックドアを開ける前に、バックド
アに付着した雪や氷、ゴミなどの重
量物を取り除く。
重量物が付いたままバックドアを開
けると、重みで突然閉まるおそれが
あります。

● バックドアを開けるときは、必ず全
開にする。
途中で止めると突然閉まるおそれが
あります。

● 風が強いときにバックドアを開ける
場合は特に注意する。
風にあおられ、急に閉まることがあ
ります。

● バックドアを閉めるときは、手など
を挟まないように注意する。

バックドアガスステーについて

● バックドアのガスステーは、バック
ドアの重量を支えるために取り付け
られています。ガスステーの損傷や
作動不良を防ぐため、次のことを守
る。
― ガスステーに手やひもなどをかけ
たり、横方向に力をかけたりしな
い

― ビニール片、ステッカー、接着剤
などの異物をロッド部に付着させ
ない

● ガスステーを持って、バックドアを
閉めたり、ぶら下がったりしない。
手や腕を挟んだりして思わぬケガを
するおそれがあります。

 アドバイス
● バックドアオープナースイッチを押
したまま、リモコンでドアを施錠・
解錠しないでください。故障の原因
になります。

● 手を添えないと全開にならない場合
は、ガスステーの保持力が低下して
いるおそれがあります。お近くの日
産販売会社にて、早めの点検を受け
てください。
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バックドアの閉めかた
●ドアグリップに手を掛け、バックドアを
降ろし確実にロックするまで押し付けま
す。

後席リマインダー
後席リマインダーは、後席への人や荷物の
置き去りを防ぐために、運転者が降車する
前にお知らせする機能です。

後席リマインダーについて
●スライドドアを開閉してから15分以内に
車両を発進させると、走行後にキース
イッチ（電源ポジション）をOFFにした
とき、ブザーとともにアドバンスドドラ
イブアシストディスプレイにメッセージ
が表示されます。（ P.291）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［車両設定］⇒［後席
リマインダー］を選択すると、後席リマ
インダーのON・OFFを切り替えること
ができます。（工場出荷時はONに設定さ
れています。）
設定の詳細については、車両設定
（ P.62）をお読みください。

 アドバイス
● バックドアを閉めるときは、ストラ
イカーに異物を挟まないようにして
ください。ストライカーやバックド
アのロックが破損し、バックドアが
閉まらなくなるおそれがあります。

 知識
● 後席リマインダーは、スライドドア
の開閉状況に応じ、後席に人や荷物
を置き去りにする可能性がある場合
にお知らせする機能なので、後席に
人や荷物を乗せていなくても作動す
る場合があります。

● 次の例のような状況では、後席リマ
インダーが作動しません。
― 前席ドアのみを開閉し、車内で後
席に荷物などを置いた場合

― 走行後、キースイッチ（電源ポジ
ション）をOFFにしたあと、後席
に人や荷物を乗せた場合

― スライドドアの開閉後に車両が走
行しなかった場合
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シート・ハンドルの調節

前席シート

シートの調節のしかた
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 警告
● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● シートを調節したあとは、確実に固
定されたことを確認する。
固定されていないと突然運転姿勢が
変わり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走
行しない。
シートベルトが効果を十分に発揮せ
ず、衝突時などに重大な傷害を受け
るおそれがあります。

● 背もたれと背中の間にクッションな
どを入れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 注意
● シートを調節するときは、動いてい
る部分に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● 背もたれの角度を調節するときは、
背もたれを支えながら調節する。
顔や身体に当たり、思わぬケガをす
るおそれがあります。

● シートの下に手を入れるときは注意
する。
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ヘッドレストの調節のしかた

ヘッドレストの中心が、耳の高さになる位
置に調節します。
●高くするときは、ヘッドレストを引き上
げます。

●低くするときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを下げます。

■ ヘッドレストの外しかた、付けかた

●取り外すときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを引き上げます。

●取り付けるときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを差し込みます。

アームレストの使いかた

●使うときはアームレストを前に倒します。
格納するときは引き上げます。

 注意
車室内を清掃するときやシートの下
に落としたものを拾うときなどは、
シートレールやシートフレームに当
たり、ケガをするおそれがあります。

 アドバイス
● シートを操作するときは、USB電源
ソケット★にUSB端子がささってい
ないことを確認してください。
USB電源ソケットやモバイル機器が
破損するおそれがあります。

USB電源ソケットの使いかた  
(P.247)

● 助手席にお子さまや小柄な方を乗せ
たり、クッションなどを使用したり
すると、シートベルトリマインダー
が正常に作動しないおそれがありま
す。
シートベルトリマインダー
（ P.272）

 警告
● ヘッドレストを外したまま走行しな
い。
万一のとき、頭部への衝撃を防ぐこ
とができなくなり、重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

 注意
● ヘッドレストを取り付けるときは、
前後の向きを間違えない。
万一のとき、ヘッドレストが効果を
十分に発揮せず、思わぬケガをする
おそれがあります。

● ヘッドレストを取り付けたあとは、
ヘッドレストを持ち上げ、抜け出さ
ないことを確認する。
万一のとき、ヘッドレストが効果を
十分に発揮せず、思わぬケガをする
おそれがあります。
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後席シート

シートの調節のしかた
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●約15km/h以上で走行中、後席の乗員が
着用しているシートベルトを外すと、後

 警告
● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● シートを調節したあとは、確実に固
定されたことを確認する。
固定されていないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走
行しない。
シートベルトが効果を十分に発揮せ
ず、衝突時などに重大な傷害を受け
るおそれがあります。

 注意
● シートを調節するときは、動いてい
る部分に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● 背もたれの角度を調節するときは、
背もたれを支えながら調節する。
顔や身体に当たり、思わぬケガをす
るおそれがあります。

● シートの下に手を入れるときは注意
する。
車室内を清掃するときやシートの下
に落としたものを拾うときなどは、
シートレールやシートフレームに当
たり、ケガをするおそれがあります。
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席シートベルトリマインダー
（ P.272）が作動します。後席の乗員
がシートベルトを着用していない状態で
走行すると（約15km/h以上）、後席
シートベルトリマインダーが作動します。

シートの折りたたみかた
1. シートベルトをクリップで留めます。

2. 折りたたみたいシートの背もたれの
角度調節レバーを引きながら、背も
たれを前に倒します。

3. 元に戻すときは、背もたれを起こし、
手で後方に押し付けてロックします。

ヘッドレストの使いかた
●ヘッドレストは、格納位置からロックす
る位置まで上げた状態で使います。

 警告
● シートは必ず固定する位置で使用す
る。

 注意
● シートを折りたたんだとき、折りた
たんだ背もたれの上に乗らない。
シートを損傷したり、転んだりして
思わぬケガをするおそれがあります。

● 背もたれを起こすときは、背もたれ
を手で押さえ、ゆっくり戻す。
急に戻すと顔や身体などに当たり、
思わぬケガをするおそれがあります。

● 背もたれを起こすときは、シートベ
ルトを背もたれで挟み込んでいない
ことを確認する。
挟み込まれていると、シートベルト
が正しく着用できません。

 アドバイス
● 物や飲物などを置いたままシートを
折りたたむと、物を壊したり車室内
を汚すおそれがあります。シートを
倒すときは十分に注意してください。

● ラゲッジルーム（荷室）に荷物を積
むときは、シートベルトに傷をつけ
ないように注意してください。

● 前席シートに当たりシートが折りた
ためないときは、ヘッドレストを格
納するか、前席シートの前後位置を
調節してください。
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― 上げるときは、そのままヘッドレスト
を引き上げます。

― 下げるときは、ボタンを押しながら下
げます。

■ ヘッドレストの外しかた、付けかた

●脱着のしかたは、前席シートと同じです。
ヘッドレストの調節のしかた  

(P.100)

ハンドル
適切な運転姿勢で無理なくハンドルを握れる
ように、ハンドル位置を調節します。

ハンドル位置の調節のしかた

●ハンドル左下のレバーを押し下げ、ハン
ドルを上下に動かします。

●適切な位置で止め、レバーを引き上げて
固定します。

ホーンの鳴らしかた

ホーンを鳴らすには、ハンドル中央のパッ
ド面を押します。

 アドバイス
● 後席シートのヘッドレストは、格納
状態では機能が十分に発揮できませ
ん。ロックする位置まで上げ、確実
に固定されていることを確認してく
ださい。

 警告
● ハンドルの調節は、必ず走行前に行
う。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● 調節したあとは、確実に固定された
ことを確認する。
ハンドル位置が固定されていないと
突然運転姿勢が変わり、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
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ミラーの調節

ルームミラー★
ルームミラーは、後方が十分確認できるよう
に、正しい運転姿勢で座ってから調節します。

ルームミラーの調節のしかた

●ミラー本体を持ち、角度を調節して適切
な位置に合わせます。

ディスプレイ付自動防眩式ルーム
ミラー★

ディスプレイ付自動防眩式ルームミラーは、
後続車両のヘッドランプの明るさに応じて反
射率を調整します。電源ポジションをONにす
ると作動します。

ディスプレイ付自動防眩式ルームミ
ラーの使いかた

●システムが作動状態になるとインジケー
ター が点灯し、後続車両のヘッドラン
プによる眩しさを軽減します。

●スイッチ を約3秒間押すと、ルームミ
ラーは標準作動状態になり、インジケー
ターが消灯します。スイッチを再び約3
秒間押すと、自動防眩システムが作動し
ます。

●スイッチ を押すか、セレクトレバーを
に入れると、モニターには車両周辺が

映し出されます。
インテリジェント アラウンドビューモ

ニター（移動物 検知機能付）★  (P.212)

 警告
● ミラーの調節は、必ず走行前に行う。
走行中にミラーを調節すると、前方
不注意となり思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 警告
● ミラーの調節は走行前、防眩への切
り替えは必要なときのみ行う。
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

● ルームミラーに物をかけたり、ガラ
スクリーナーを使用したりしない。
センサー の感度が低下し、作動不
良の原因となる場合があります。

 アドバイス
● ミラーを90度以上回転させないでく
ださい。配線が断線するおそれがあ
ります。

 知識
● インテリジェント アラウンドビュー
モニターまたはバックビューモニ
ターを表示中は、防眩システムの作
動、非作動の切り替えはできません。

● 自動防眩システムを非作動状態にし
てエンジンを停止しても、再度エン
ジンを始動すると自動防眩システム
は作動状態になります。

● ミラー裏側にあるセンサーをドライ
ブレコーダーなどでふさがないでく
ださい。防眩機能が作動しない場合
があります。
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ドアミラー
キースイッチ（電源ポジション）がONま
たはOFFでACC状態のときに操作できま
す。
ACC状態については、オートACC機能
（ P.126）をお読みください。

ドアミラーの注意事項

ドアミラーの角度調節のしかた

●調節したいミラー側の＜左右切り替えス
イッチ＞を押します。
（スイッチの表示灯が点灯）

●＜角度調節スイッチ＞を前後左右に押し
て、鏡面角度を調節します。

ドアミラーの格納のしかた

●＜格納スイッチ＞を押すと、左右のミ
ラーが格納されます。

●＜格納スイッチ＞をもう一度押すと、元
の位置に戻ります。

●スイッチ操作を連続して行うと、途中で
停止することがありますが、故障ではあ
りません。しばらくしてから作動させて
ください。

●手動で開閉するとキースイッチ（電源ポ
ジション）をONにしたとき、＜格納ス
イッチ＞の位置によりミラーが動き出す
ことがあります。

●手動でミラーを開閉しないでください。
手動で開閉すると、走行中にミラーが規
定位置より前方または後方に倒れ、後方
確認ができなくなるおそれがあります。
手動で開閉してしまったときは、走行前
に＜格納スイッチ＞で開閉操作を行って
ください。

 警告
● ミラーの調節は、必ず走行前に行う。
走行中にミラーを調節すると、前方
不注意となり思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 注意
● ミラーが動いているときは手を触れ
ない。
手を挟む、またはミラーが故障する
おそれがあります。

● ミラーを格納したまま走行しない。
後方確認ができないため危険です。

 アドバイス
● ミラーの映像は実際より遠くに見え
るので注意してください。

● 凍結したままミラーを作動させない
でください。

寒冷時にドアミラーが正常に作動し
ない場合は、ドアミラー内部が凍結
している可能性があるため、そのま
ま作動を繰り返すと故障の原因とな
ります。
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ドアロック連動格納機能について
ドアの施錠に連動させ、ミラーを格納する
ことができます。
●リモコンまたは、ドアにあるスイッチで
施錠すると、左右のミラーが格納されま
す。

●リモコンまたは、ドアにあるスイッチで
解錠すると、左右のミラーが開きます。
（アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで、キースイッチ（電源ポジション）
をONにすると左右のミラーが開く設定
に変更できます）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［車両設定］⇒［ドア
ミラー］を選択すると、ドアロック連動
格納機能の設定を変更することができま
す。
設定の詳細については、車両設定
（ P.62）をお読みください。

ドアミラーヒーター★の使いかた
エンジンがかかっているとき、＜リヤウイ
ンドーデフォッガースイッチ＞
（ P.111）を押すと、ドアミラーに内蔵

されたヒーターが作動し霜やくもりが取れ
ます。

サイドアンダーミラー★

サイドアンダーミラーについて

●発進時や停車時に、車両の左側すぐ下の
状況を確認するために使います。
※インテリジェント アラウンドビューモ
ニター付車には付きません。

 アドバイス
● ドアミラーが正常に作動しない寒冷
時は、ドアロック連動格納機能を
OFFにしてください。
寒冷時にドアミラーが正常に作動し
ない場合は、ドアミラー内部が凍結
している可能性があるため、そのま
ま作動を繰り返すと故障の原因とな
ります。

 注意
● 発進時や停車時にはサイドアンダー
ミラーだけでなく、直接目視で周囲
の安全を確認する。

● 走行中に後方を確認するときは、
ルームミラーまたはドアミラーで確
認する。
サイドアンダーミラーは車の近くを
確認するため、角度が下向きにセッ
トされています。

 アドバイス
● サイドアンダーミラーは固定式です。
破損するおそれがあるため無理に動
かさないでください。
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窓ガラスの開閉

パワーウインドー
キースイッチ（電源ポジション）がONの
ときに操作できます。

パワーウインドーの注意事項

パワーウインドーの開けかた、閉め
かた

運転席のスイッチで、各席の窓ガラスの開
閉ができます。助手席のスイッチおよび後
席のスイッチでは自席の窓ガラスの開閉が
できます。

■ 開けるには

●スイッチを軽く押すと、押している間だ
け開きます。

■ 閉めるには

●スイッチを軽く引き上げると、引き上げ
ている間だけ閉まります。

■ 自動開閉するには

運転席の窓ガラスはワンタッチで自動開閉
できます。
●スイッチを強く押すと全開します。
●スイッチを強く引き上げると全閉します。
●途中で止めたいときは、スイッチを操作
した反対側に軽く押すか引き上げます。

 警告
● 乗員の操作を含めすべての窓ガラス
開閉操作は運転者に責任があるため、
次のことを必ず守る。
― 走行中は顔や腕、物などを車外に
出さないでください。車外の物に
当たったり、急ブレーキ時に重大
な傷害につながったりするおそれ
があります。

― 窓ガラスを開閉するときは、窓か
ら手や顔などを出したり、故意に
挟み込み防止機構を働かせたりし
ないでください。手や顔、腕など
を窓ガラスに挟まれたり巻き込ま
れたりすると、重大な傷害につな
がるおそれがあります。

― お子さまにはパワーウインドーを
操作させないでください。重大な
傷害につながるおそれがあるため、
＜パワーウインドーロックスイッ
チ＞を押し込んでください。

― 窓ガラスを開閉するときはお子さ
まに声をかけ、手や腕などが窓ガ
ラス付近にないことを確認してか
ら操作を行ってください。

― 車から離れるときはキースイッチ
（電源ポジション）をOFFにし、
キーとお子さまを車室内に残さな
いでください。いたずらなどの
誤った操作によって思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

 注意
● 指などを挟まれないように注意する。
窓ガラスには挟み込み防止機構があ
りますが、窓ガラスを確実に閉める
ため、閉め切る直前の部分では挟み
込みを感知できない領域があります。
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■ 開閉操作をロックするには

お子さまが誤って窓ガラスを開閉すること
を防止できます。
●＜パワーウインドーロックスイッチ＞を
押すと、運転席以外の窓ガラスの開閉が
できなくなります。（スイッチの表示灯が
点灯）

●スイッチをもう一度押すとロックが解除
されます。（スイッチの表示灯が消灯）

■ キーOFF後作動機構

●窓ガラスは、キースイッチ（電源ポジ
ション）をOFFにしたあとでも、約45
秒間は開閉することができます。ただし、
その約45秒間に運転席ドアまたは助手席
ドアを開けると、窓ガラスの開閉はでき
なくなります。

挟み込み防止機構

●窓ガラスを閉めているとき、車体と窓ガ
ラスの間に異物が挟まると、窓ガラスの
上昇が停止し、自動で少し開きます。

●環境や走行条件により、異物を挟んだと
きと同じような衝撃や荷重が窓ガラスに

加わると挟み込み防止機構が作動するこ
とがあります。

●故障などで挟み込み防止機構が作動して
しまい、窓ガラスを閉めることができな
いときは、次の手順で挟み込み防止機構
を解除して、窓ガラスを閉めてください。

挟み込み防止機構が作動するまでス
イッチを引き上げます。
の手順を2回繰り返します。

スイッチを引き続けて窓ガラスを閉
めます。

●挟み込み防止機構の解除は次の場合に終
了し、通常の作動に戻ります。
― 一定時間（約10秒）経過する
― 窓ガラスを全閉する

正常に作動しないとき
運転席窓ガラスのワンタッチ開閉、挟み込
み防止機構、キーOFF後作動機構が正常に
作動しないときは、次の操作を行い初期設
定してください。

エンジンを始動します。
スイッチを押して、窓ガラスを全開
にします。
スイッチを引き上げ続け、窓ガラス
が全閉して3秒以上たってから手を
離します。
正常に作動することを確認し、正常
に作動しないときは、早めに日産販
売会社で点検を受けてください。

 警告
● 窓ガラスを閉める前に乗員の手や顔
などが窓から出ていないことを確認
する。
挟み込み防止機構を解除すると、自
動開作動と挟み込み防止機構が作動
しません。確認せずに窓ガラスを閉
めると重大な傷害につながるおそれ
があります。

 アドバイス
● 初期設定を行うときは、ドアを閉め
て操作してください。
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燃料補給口の開閉

燃料補給口
燃料補給口は助手席側の車両後方にあります。

燃料の補給
燃料タンクの容量は約27ℓです。

開けかた、閉めかた
1. 運転席右下にあるオープナーを引き

リッドを開けます。

2. キャップを左にゆっくり回して開け
ます。
補給時、キャップのひもはリッド裏
側のホルダーに引っ掛けます。

3. 閉めるときは、キャップを “カチッ、
カチッ ” と、3回以上音がするまで右
に回して閉めます。

4. リッドを閉めます。

燃料補給時の注意事項

エンジン型式 指定燃料
BR06DE

（ターボ無車） 無鉛レギュラーガソ
リンBR06DET

（ターボ付車）

 アドバイス
● 指定以外の燃料は補給しないでくだ
さい。

 警告
● キャップは確実に閉める。
閉まっていないと走行中に燃料が漏
れ、火災につながるおそれがありま
す。

● 日産純正品以外のキャップは使用し
ない。

 警告
● 燃料補給時は、次のことを必ず守る。
― エンジンを止める
― 車のドアや窓を閉める
― タバコなどの火気を近づけない
― 気化した燃料を吸わない

● 補給作業を行う前に、金属部分に触
れて身体の静電気を除去する。



燃料補給口の開閉

各
部
の
操
作

110

 警告
放電による火花でやけどをしたり、
燃料に引火したりするおそれがあり
ます。

● 補給作業はひとりで行う。
作業中に車室内に戻ったり、帯電し
ている人や物に触れると再帯電する
おそれがあります。

● キャップを開けるときはゆっくり回
し、燃料タンク内の圧力を下げてか
ら外す。
急に開けると、燃料が補給口から吹
き返すおそれがあります。

● 給油ノズルは確実に給油口へ挿入す
る。
給油ノズルの挿入が浅いと、給油の
自動停止が遅れるため、燃料が吹き
こぼれ火災につながるおそれがあり
ます。

● 給油ノズルの自動停止後は、給油の
継ぎ足しをしない。
継ぎ足しをすると、燃料があふれて
火災につながるおそれがあります。

● ガソリンスタンド内に掲示されてい
る注意事項を守る。
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エアコンの操作

オートエアコン
吹き出し温度、吹き出し口、風量を自動で制御し、設定した温度に保ちます。また、内気循環／外気導入を自動制御モードに設定することで、自
動制御に切り替えます。

各スイッチの名称と機能
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ON・OFFスイッチ
オートエアコンシステムのON・OFFを切り替えます。
デフロスタースイッチ（ P.296）
フロントガラスのくもりが取れます。
リヤウインドーデフォッガースイッチ（ P.296）
バックドアガラスのくもりが取れます。また、ドアミラーヒーター付車はドアミラーに内蔵されたヒーターが作動し、霜やくもり
が取れます。
A/Cスイッチ
冷房・除湿機能のON・OFFを切り替えます。
AUTOスイッチ
自動制御に切り替えます。吹き出し温度、吹き出し口、風量の切り替えを自動で制御して設定した温度に保ちます。
吹き出し口切り替えスイッチ （ P.115）
吹き出し口を切り替えます。
風量調節スイッチ
風量を切り替えます。
ヒーターシートスイッチ★ （ P.246）
内外気切り替えスイッチ
スイッチをタッチするごとに、内気循環、外気導入が切り替わります。（内気循環のとき、スイッチの表示灯が点灯します。）
ステアリングヒータースイッチ★ （ P.246）
温度調節スイッチ
設定温度を切り替えます。（Lo 18.0°C～32.0°C HI）
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オートでの使いかた
1. ＜AUTOスイッチ＞をタッチしま

す。（スイッチの表示灯が点灯）
2. ＜温度調節スイッチ＞をタッチして、

設定温度を調節します。
： 設定温度を上げる
： 設定温度を下げる

3. ＜A/Cスイッチ＞の表示灯が消灯し
ているときは、＜A/Cスイッチ＞を
タッチします。（スイッチの表示灯が
点灯）
A/Cスイッチ点灯時：冷房・除湿機
能ON

4. ＜内外気切り替えスイッチ＞を約2
秒間タッチし続けます。
作動音とともにスイッチの表示灯が
2回点滅し、自動制御モードに切り
替わります。

●オートで使用中に風量の調節または吹き
出し口の切り替えを行うと＜AUTOス
イッチ＞の表示灯は消灯しますが、操作
した機能以外については引き続き自動制
御されます。また、内気循環／外気導入
が自動制御モード中に＜内外気切り替え
スイッチ＞をタッチするとマニュアル
モードに切り替わります。（点灯の場合は
内気循環、消灯の場合は外気導入の状態
になります。）

送風運転のしかた
1. ＜A/Cスイッチ＞をタッチし、表示

灯を消灯させます。

2. ＜風量調節スイッチ＞で風量を調節
します。

●送風で使用すると、冷房、暖房、除湿機
能が作動せず、ファンのみがまわって車
室内の空気を循環させます。

●エアコンシステムOFFのときに＜風量調
節スイッチ＞をタッチすると送風になり
ます。

タッチスイッチ感度の調整のしかた
1. エンジンを始動します。
2. ＜ON・OFFスイッチ＞を約10秒間

タッチします。
ブザーが鳴り、設定温度表示部に感
度が表示され、タッチスイッチ感度
調整モードになります。

3. ＜温度調節スイッチ＞をタッチして
感度を調整します。
タッチスイッチ感度調整モードに
なってから約20秒経過するとブザー
が鳴り、感度が設定されます。

●感度は5段階（1～5）に調整できます。
― 1：低い（反応しにくい）
― 5：高い（反応しやすい）

●タッチスイッチ感度調整モードになって
から約20秒以内にキースイッチ（電源ポ
ジション）をOFFにすると、感度は設定
されず調整前の状態に戻ります。

●工場出荷時の感度は「2」に設定されて
います。

プラズマクラスター技術搭載オート
エアコン★

●送風中は常時作動し、高濃度プラズマク
ラスターイオンをエアコンの吹き出し風
に含ませ、除菌とともに内装に染みつい
たにおいを低減します。
さらに肌の保湿効果をプラスしました。

●本商品には、シャープ株式会社のプラズ
マクラスター技術を搭載しています。プ
ラズマクラスターマークおよびプラズマ
クラスター、Plasmaclusterはシャープ
株式会社の商標です。

リヤシーリングファン★
後席シートの乗員に風を送る装置です。電源
ポジションがONのときに使用できます。

リヤシーリングファンの使いかた
●天井にある風量調節レバーを操作して風
量を調節します。
（1：風量少ない～3：風量多い）
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●止めるときは風量調節レバーをOFFにし
ます。

 アドバイス
● 吸い込み口に物を入れないでくださ
い。正常に作動しないおそれがあり
ます。

 知識
● 前席中央吹き出し口を上向きにする
と、前席エアコンの風を後席に送る
ことができるため、より効果的です。
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吹き出し口
吹き出し口切り替えスイッチまたはデフロスタースイッチをタッチするごとに吹き出し口が切り替わります。
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エアコンを使うときに注意するこ
と

エアコンに関する注意事項

●オートエアコンの自動温度調節は、日射
センサーと温度センサーで行っています。
センサーをふさいだり、クリーナーなど
を吹きかけたりしないでください。セン
サーの感度が低下し、正常に作動しなく
なります。

●ほこり、花粉、粉じんなどを集じんする
ためのクリーンフィルターを装着してい
ます。集じん性能を維持するため、ク

リーンフィルターは定期的に交換してく
ださい。
交換時期：1年ごとまたは12,000km走
行ごと

●クリーンフィルターが交換時期に満たな
い場合でも、吹き出し風量が極端に減少
したり、窓ガラスがくもりやすくなった
りした場合は交換してください。なお、
取り付け、交換などについては、日産販
売会社にご相談ください。

●外気導入に固定していると、夏場など外
気温が高いときは、冷房の効きが悪くな
る場合があります。その場合は、一時的
に内気循環にしてください。

●エアコン装置のオイル循環を切らさない
ために、ときどき＜A/Cスイッチ＞を
ONにしてください。なお、外気温が0℃
近くまで下がるとエアコン装置が作動し
ないことがあるため、暖かい日に行って
ください。

●エアコンガスは必ず指定のものをご使用
ください。エアコンガスの詳細について
は、ボンネットの裏にあるエアコンラベ
ルをご確認ください。

●エアコンの修理、メンテナンスは日産販
売会社にご相談ください。

●冷房時、吹き出し口から霧が吹き出した
ように見えることがありますが、これは
湿った空気が急に冷やされたときに発生
するもので、異常ではありません。

●外気温が0℃近くまで下がると、＜A/C
スイッチ＞が点灯していてもエアコンが
作動しないことがあります。

●エアコンがONのとき、またはOFFにした
直後に、“カチカチ”、“シュー ”、“コツン” 

 警告
● 内気循環で長時間使用しない。
窓ガラスがくもりやすくなり、視界
が損なわれ危険なため、一時的にご
使用ください。

 注意
● 吹き出し風を長時間連続して身体に
当てない。
特に皮膚の弱い方、乳幼児、病人、
お年寄り、身体の不自由な方などに
は、吹き出し風が長時間当たらない
ように運転者が注意してください。
低温やけどや思わぬ傷害を受けるお
それがあります。

● ＜デフロスタースイッチ＞をONに
しているときに、エアコンの設定温
度を低くしない。
フロントガラスの外側に露が付き、
視界を妨げるおそれがあります。
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などの音が聞こえることがありますが、
異常ではありません。

●始動直後で吹き出し風の温度が低いとき
は、足元への吹き出し風量が少なくなり
ます。

●エアコンの運転中または運転後などに車
両の下に水が垂れることがあります。

●外気温が高く車速が低いときは、冷房を
維持するために風量を制限する場合があ
ります。

●外気温が低いときは、外気温に応じてフ
ロントデフロスターからの風量が多くな
ります。

●通電するもの（コード、USBなど）を近
づけると、スイッチが反応することがあ
ります。
エアコンのにおいについて
●エアコン装置は、空気中のいろいろなに
おいが混ざり合うため、吹き出し風から
においを感じることがあります。

●エアコン作動時のにおいを抑えるため、
駐車時などは外気導入にしておくことを
おすすめします。



オーディオ
各
部
の
操
作

119☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

オーディオ

オーディオ★の使いかた

安全運転のために

●運転中は車外の音が聞こえる程度の音量
でお聞きください。

ラジオの受信について
●ラジオの受信は、車両の移動に伴う電波
の変動、障害物や電車、信号機などの影
響により、最良な受信状態を維持するこ
とができない場合があります。

●オーディオを聞いているとき、車室内ま
たは車の近くで携帯電話や無線機を使う
と、ノイズ（雑音）が入ることがありま
す。

アンテナについて

調節のしかた
●アンテナの角度は無段階に調節できます。
●アンテナの根元を持って動かします。
外しかた
●アンテナの外しかたについては、
（ P.320）をお読みください。

 警告
● 走行中のオーディオ操作は、絶対に
しない。
前方不注意となるおそれがあります。

● 音量を大きくしない。
大きすぎると車外の状況がわからな
いため、思わぬ事故の原因となりま
す。

 アドバイス
● アンテナに雪が積もっている場合は、
雪を落としてください。受信感度が
低下し、雑音が入るおそれがありま
す。

● ルーフに載せた荷物が電波を遮り、
受信感度が下がる場合があります。
可能であれば、アンテナの近くに荷
物を載せないでください。

 注意
● アンテナの調節や脱着時は、周囲の
安全を十分に確認してから行う。

 アドバイス
● アンテナを調節するときや脱着する
ときは、アンテナの根元を持って
行ってください。

● 次のような場合には、必ずアンテナ
を取り外してください。破損するお
それがあります。
― 洗車機を使うとき
― ボディーカバーを掛けるとき
― 降雪時に長時間駐車するとき

 知識
● 屋根の低い車庫や立体駐車場など、
アンテナが当たるような場所ではア
ンテナを倒してください。

 アドバイス
● アンテナが当たるような場所以外で
は倒したままにしないでください。
車体に当たり、塗装面を傷つけるお
それがあります。
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ガラスアンテナ★について

●アンテナ線は、リヤサイドガラスの内側
にあります。

ステアリングスイッチ★
NissanConnectインフォテインメントシス
テム、または日産オリジナルナビゲーション
システムを操作することができます。

音量スイッチ（＋／－）
音量を調節できます。
＋：音量を上げる
－：音量を下げる
押したままにすると連続して音量の
増減ができます。
音声操作スイッチ
音声操作画面に切り替えます。
選曲／選局スイッチ
曲や放送局などの切り替えができま
す。
通話開始／終了スイッチ
着信中に押すと電話を受けます。通
話中に押すと電話を切ります。

●取り扱いについては、NissanConnect
インフォテインメントシステム取扱説明
書（別冊）、または日産オリジナルナビ
ゲーションシステム取扱説明書（別冊）
も合わせてお読みください。

●日産純正品以外のナビゲーションシステ
ムでは作動の保証はいたしません。

 アドバイス
● リヤサイドガラスにミラータイプの
フィルムや金属物（市販のアンテナ
など）を貼り付けないでください。
受信感度が低下し、ノイズ（雑音）
などが入るおそれがあります。

● リヤサイドガラスの内側を清掃する
ときは、アンテナ線を切らないよう
に、水を含ませた柔らかい布でアン
テナ線にそって軽くふいてください。

● アンテナ線は、手荷物などで傷つけ
ないようにしてください。
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始動する
エンジンスイッチ（インテリジェントキー付車） P.122
キースイッチ（リモートコントロールエントリー
システム付車） P.124
オートACC機能 P.126

運転する
セレクトレバー P.128
パーキングブレーキ★ P.130
電動パーキングブレーキ★ P.130
オートブレーキホールド★ P.132
発進・走行 P.134
停車・駐車 P.135

ランプをつける、ワイパーを使う
ライトスイッチ P.137
フォグランプスイッチ★ P.143
ヘッドランプレベライザースイッチ★ P.144
ワイパー・ウォッシャースイッチ P.145

運転支援機能
ドライブモードセレクター P.148
アイドリングストップ P.149
4WD車★の扱いかた P.152
エマージェンシーストップシグナル P.153
ABS（アンチロックブレーキシステム） P.153
VDC（ビークルダイナミクスコントロール） P.154

ヒルスタートアシスト P.156
走行支援機能 P.157
プロパイロット★ P.164
インテリジェント エマージェンシーブレーキ P.176
踏み間違い衝突防止アシスト P.183
BSW（後側方車両検知警報）★／インテリジェント 
BSI（後側方衝突防止支援システム）★ P.189
LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント LI
（車線逸脱防止支援システム） P.197
インテリジェント FCW（前方衝突予測警報） P.200
RCTA（後退時車両検知警報）★ P.203
インテリジェント DA（ふらつき警報） P.206
標識検知機能 P.207
先行車発進お知らせ P.210

駐車支援システム
インテリジェント アラウンドビューモニター
（移動物 検知機能付）★ P.212
インテリジェント アラウンドビューモニター★に
関する注意事項 P.222
121
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始動する

エンジンスイッチ（インテリジェ
ントキー付車）

始動のしかた
1. インテリジェントキーを携帯して車

両に乗り込みます。
アクセルペダルとブレーキペダルの
位置を確認し、正しい運転姿勢
（ P.16）がとれるようにハンドル、
シート、ミラーを調節します。

2. パーキングブレーキがかかっている
ことと、セレクトレバーが に入っ
ていることを確認します。

3. ブレーキペダル をしっかりと踏み
込みながら、＜エンジンスイッチ＞
を押します。

●キーが作動範囲（車室内）にあるときに、
エンジンを始動することができます。

●ブレーキペダルを踏んだり離したりした
とき、“カチッ” と音が聞こえることが
ありますが異常ではありません。

●システム始動前のペダル操作などにより、
ブレーキペダルが硬くなっている場合が
あります。この場合、ペダルを軽く踏ん
だ状態ではペダル踏み込み操作が検知さ
れず、エンジンが始動しませんので、ブ
レーキペダルを通常よりも強く踏み込ん
でください。

●エンジンの始動を連続して行うと保護機
能が作動し、エンジンがかからなくなる
ことがあります。その場合は、3分以上
待ってから再度＜エンジンスイッチ＞を
押して始動してください。

 警告
● エンジンを始動する前にペダルの位
置を確認する。
ペダルの踏み間違いは思わぬ事故に
つながります。右足でアクセルペダ
ルとブレーキペダルを交互に踏み、
その位置を確実に覚えてください。

● 換気の悪い場所では、暖機運転をし
たりエンジンをかけたままにしたり
しない。
排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりすることで、一
酸化炭素中毒になるおそれがありま
す。一酸化炭素を吸い込むと、意識
が薄れて事故につながるおそれがあ
るほか、死亡または重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

● エンジンを始動するときは、必ず運
転席に座る。
運転席以外から行うと、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

● セレクトレバーの操作は必ずエンジ
ンが始動したことを確認してから行
う。 

スターターモーターが回転中にセレ
クトレバーを操作すると、エンジン
始動が中止され、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
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エンジンがかかりにくいときは
●ブレーキペダルを踏みながら、アクセル
ペダルをいっぱいに踏み込んで＜エンジ
ンスイッチ＞を一度押してください。
ブレーキペダル、アクセルペダルは離さ
ず、約5秒後にもう一度＜エンジンス
イッチ＞を押してください。その後、再
度手順3の操作をしてください。

エンジンが暖まっているときの始動
●高速走行後や登坂走行後などエンジンが
かかりにくいときは、アクセルペダルを
少し（踏み込み量の約1/5）踏み込んだ
状態でエンジンを始動し、エンジンがか
かったら、アクセルペダルをエンジン回
転数の上昇に合わせて戻します。

停止のしかた

1. ブレーキペダルを踏んで、車両を完
全に停車させます。

2. ブレーキペダルを踏んだままパーキ
ングブレーキをかけます。
電動パーキングブレーキのかけか

た  (P.130)
3. セレクトレバーを に入れます。
4. ＜エンジンスイッチ＞を1回押すと、

エンジンが停止します。

●インテリジェントキーの電池が切れてい
る、または車室内にキーがない場合にエ
ンジンを停止するときは、＜エンジンス
イッチ＞を長押ししてください。

電源ポジションの切り替えかた
●インテリジェントキーを携帯していると
きに、次の作動をします。
― ブレーキペダルを踏まずに＜エンジン
スイッチ＞を押すと、電源ポジション
が切り替わります。

― ブレーキペダルを踏みながら＜エンジ
ンスイッチ＞を押すと、エンジンが始
動します。

― エンジン回転中に＜エンジンスイッ
チ＞を押すと、エンジンが停止しま
す。

非常停止のしかた

 警告
● 電源ポジションをOFFにするとき
は、パーキングブレーキを確実にか
け、セレクトレバーが であること
を確認する。
車両が動き出し、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、
電装品（NissanConnectインフォ
テインメントシステム★や電源ソ
ケットなど）はエンジンを始動した
状態でご使用ください。電装品を長
時間使用することや同時に複数使用
することは避けてください。

● 次の条件がそろった状態でしばらく
すると自動的に電源ポジションが
OFFになります。
― 電源ポジションがONの状態のと
き

― 停車しているとき
● 電源ポジションがOFFのとき、ハン
ドルロック（ステアリングロック）
がかかっていない場合は、いずれか
のドアを開けるか、または閉めると
ハンドルロック（ステアリングロッ
ク）が作動します。
ハンドルがロックし、エンジンの

始動ができないときは  (P.264)

● 電源ポジションがOFFの位置でも、
ACC状態のときは電源ソケットなど
の電装品を使うことができます。

ACC状態については、オートACC機
能（ P.126）をお読みください。

電源ポジ
ション 働き

OFF

● 電源ソケットなどが使
える位置（ACC状態の
とき）

● エンジンを停止する位
置

ON ● すべての電装品が使え
る位置

 警告
● 非常停止を行うときは、可能な限り
減速してから行う。
非常停止後は、ブレーキの効きが悪
くなり、ハンドルも重くなるため、
車両のコントロールが難しくなりま
す。
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緊急時など、走行中に強制的にエンジンを
停止させるときは、次の操作を行ってくだ
さい。
●＜エンジンスイッチ＞を2秒以上押し続
ける。

●＜エンジンスイッチ＞をすばやく3回押
す。

キースイッチ（リモートコント
ロールエントリーシステム付車）

エンジンの始動のしかた
1. アクセルペダルとブレーキペダルの

位置を確認し、正しい運転姿勢
（ P.16）がとれるようにハンドル、
シート、ミラーを調節します。

2. パーキングブレーキがかかっている
ことと、セレクトレバーが に入っ
ていることを確認します。

3. ブレーキペダル をしっかりと踏み
込みながら、キースイッチ を
STARTまで回します。

 警告
● エンジンを始動する前にペダルの位
置を確認する。
ペダルの踏み間違いは思わぬ事故に
つながります。右足でアクセルペダ
ルとブレーキペダルを交互に踏み、
その位置を確実に覚えてください。

● 換気の悪い場所では、暖機運転をし
たりエンジンをかけたままにしたり
しない。
排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりすることで、一
酸化炭素中毒になるおそれがありま
す。一酸化炭素を吸い込むと、意識
が薄れて事故につながるおそれがあ
るほか、死亡または重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

● エンジンを始動するときは、必ず運
転席に座る。
運転席以外から行うと、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

● セレクトレバーの操作は必ずエンジ
ンが始動したことを確認してから行
う。
スターターモーターが回転中にセレ
クトレバーを操作すると、エンジン
始動が中止され、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 知識
● ブレーキペダルを踏んだり離したり
したとき、“カチッ” と音が聞こえ
ることがありますが異常ではありま
せん。

エンジンがかかりにくいときは
● ブレーキペダルを踏みながら、アク
セルペダルをいっぱいに踏み込んで
キースイッチをSTARTの位置まで
約5秒間回し続けてください。その
後、再度手順3の操作をしてくださ
い。

エンジンが暖まっているときの始動
● 高速走行後や登坂走行後などエンジ
ンがかかりにくいときは、アクセル
ペダルを少し（踏み込み量の約1/5）
踏み込んだ状態でエンジンを始動し、
エンジンがかかったら、アクセルペ
ダルをエンジン回転数の上昇に合わ
せて徐々に戻します。
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エンジン停止のしかた
1. ブレーキペダルを踏んで、車両を完

全に停車させます。
2. ブレーキペダルを踏んだままパーキ

ングブレーキをかけます。
パーキングブレーキのかけかた  

(P.130)
3. セレクトレバーを にします。

セレクトレバーの操作  (P.128)
4. キースイッチを左側に回すと、エン

ジンが停止します。

キースイッチの位置について

キー
スイッチ
位置

働き

LOCK
（OFF）

(0)

● 電源ソケットなどが使える
位置（ACC状態のとき）

● キーを抜き差しできる位置
（ハンドルがロックされる
位置）

（OFF）
(1)

● 電源ソケットなどが使える
位置（ACC状態のとき）

● エンジンを停止する位置
ON
(2)

● すべての電装品が使える位
置

START
(3)

● エンジンを始動する位置
（手を離すとONの位置に戻
ります）

 注意
● 変形したキー、または純正品以外を
使用しない。
始動時にキーがSTART位置から戻
らなくなり、車両故障やモーターの
過熱による火災につながるおそれが
あります。
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キースイッチの使いかた
●キーをキースイッチに差し込み回します。
●キーを抜くときは、セレクトレバーを 

に入れてからLOCKまで回します。

オートACC機能
キースイッチ（電源ポジション）がOFFのと
きでも、特定の条件で、NissanConnectイ
ンフォテインメントシステム★や電源ソケッ
トなどの電装品が使える状態（ACC状態）に
自動で切り替わる機能です。エンジンの停止
後や、キースイッチ（電源ポジション）をON
にする前でも、インフォテインメントシステ
ム★や電源ソケットなどの電装品が使用でき
ます。

オートACC機能について

●次の場合、自動でACC状態に切り替わり
ます。
― ドアを施錠または解錠したとき（リ
モートコントロールエントリーシステ
ム機能★、またはインテリジェント
キー機能★で施錠または解錠したと
き）

― エンジンを停止したとき
― ドアを開けたとき
― ドアを閉めたとき

●次の場合、ACC状態が完全に停止しま
す。
― ドアの開閉やドアロックなどの操作を
行わず一定時間経過したとき

― ドアを施錠し、一定時間経過したとき
（リモートコントロールエントリーシ
ステム機能★、またはインテリジェン
トキー機能★で施錠したとき）

●状況によりオートACC機能に制限がかか
る場合があります。その場合、オート
ACC状態で作動するシステムが一時的に
作動しないことがあります。

 アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、
電装品（電源ソケットなど）はエン
ジンをかけてご使用ください。エン
ジンを始動しないときは、電装品を
長時間使用することや同時に複数使
用することは避けてください。

 知識
● キースイッチがOFFの場合でも、

ACC状態のときに電源ソケットなど
の電装品を使うことができます。
ACC状態についてはオートACC機能
（ P.126）をお読みください。

 アドバイス
● セレクトレバーを  に入れないで
キーを回すと（1）の位置で止まり
ます。その場合は、セレクトレバー
を  に入れたあと、キーをON方向
に少し回し、再度LOCKまで回して
ください。

 知識
● キーが回りにくいときは、ハンドル
ロック（ステアリングロック）がか
かっている場合があります。ハンド
ルロック（ステアリングロック）を
解除するときは、ハンドルを左右に
軽く回しながらキーを回してくださ
い。
ハンドルがロックし、エンジンの

始動ができないときは  (P.264)

● エンジンを止め、キーを差したまま
運転席ドアを開けるとキー抜き忘れ
警報が鳴ります。（キースイッチが
ONのときは鳴りません。）

 アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、
電装品（NissanConnectインフォ
テインメントシステム★や電源ソ
ケットなど）はエンジンをかけた状
態でご使用ください。
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NissanConnectインフォテインメントシ
ステム装着車
●インフォテインメントシステムは、エン
ジン停止後も作動し続けます。

●エンジン停止後、一定時間経過するとイ
ンフォテインメントシステムの画面が消
灯し、作動が停止します。

●運転席ドアを開くとインフォテインメン
トシステムの画面が消灯し、作動が停止
します。画面が消灯して一定時間以内に
＜ ＞を押すと再度インフォテインメ
ントシステムを使用することができます。
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運転する

セレクトレバー

セレクトレバーの操作

●セレクトレバー位置は目で確認し、メー
ター内のポジションインジケーターも合
わせて確認してください。
ポジションインジケーター  (P.40)

●キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、すべてのセレクトレバー位置に
操作することができます。

各セレクトレバー位置の働き

 警告
● 次のような操作は、絶対に行わない。
トランスミッションを破損し、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
― 車が完全に停止する前に に入れ
る

― 車を前進させているときに に入
れる

― 車を後退させているときに 、 に
入れる

● セレクトレバーの操作は必ずエンジ
ンが始動したことを確認してから行
う。
スターターモーターが回転中にセレ
クトレバーを操作すると、エンジン
始動が中止され、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 アドバイス
● の操作は、ボタンを押さないで操
作する習慣をつけてください。ボタ
ンを押して操作すると、意に反して
、 、 に入れてしまうおそれがあ

ります。
● から操作するとき、ボタンを押し
たままブレーキペダルを踏むと、セ
レクトレバーを動かせないことがあ
ります。ボタンは、ブレーキペダル
を踏んでから押してください。

 知識
● セレクトレバーを に入れるとブ
ザーが鳴ります。

● 万一バッテリーあがりなどでセレク
トレバーを から動かせないときは、
セレクトレバーが動かないときは  

(P.298)をお読みください。

セレクトレ
バー位置 働き

駐車およびエンジンを始動
するとき 
● インテリジェントキー
付車は、電源ポジショ
ンをOFFにすることが
できます。

● リモートコントロール
エントリーシステム付
車は、キースイッチを
OFFまたはLOCKにす
ることができます。
（ 以外ではキースイッ
チをLOCKにできませ
ん。）

後退するとき 
車室内でブザーが鳴り運転
者に知らせます。
（車外の人に注意するもの
ではありません。）
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アダプティブシフトコントロールに
ついて

急な上り下りや、カーブが連続するような
道路状況でも快適で安全な走りを実現でき
るよう自動的に適切なギヤチェンジを行い
ます。
上り坂やカーブでの制御
変速回数の少ないなめらかな走行ができる
ように、坂の勾配やカーブに応じて低速ギ
ヤを保持します。
下り坂での制御
エンジンブレーキを併用させることで、
フットブレーキを使う回数を低減させるよ

うに坂の勾配に応じて低速ギヤに切り替え
ます。
スポーティーな走行での制御
アクセルペダルを踏み込んだときにもたつ
きのないスムーズな加速が得られるように、
加減速を繰り返すような連続するカーブで
は低速ギヤを保持します。

オーバードライブスイッチの使いか
た

●セレクトレバーが  のとき使えます。
●通常走行するときはスイッチを押して
メーター内のO/D OFF表示灯を消灯させ
ます。
（オーバードライブON状態）

●スポーティーな走行をするときや、下り
坂で軽いエンジンブレーキをかけたいと
きはスイッチを押してメーター内のO/D 
OFF表示灯を点灯させます。
（オーバードライブOFF状態）

動力が伝わらない状態 
（ でもエンジンの始動が
できますが、安全のため
で始動してください。）
通常走行するとき 
速度に応じて無段階に自動
変速します。また走行状況
によってはアダプティブシ
フトコントロール
（ P.129 ）が働き、より
適切に変速します。
急な下り坂を走行するとき 
強いエンジンブレーキが必
要なときに使います。
（急な下り坂以外ではなる
べく使用しないでくださ
い。）

セレクトレ
バー位置 働き

 アドバイス
● トランスミッションが、走行開始直
後で暖まっていないときや、低速で
高負荷な走行を繰り返し過熱してい
るときは制御が作動しない場合があ
ります。その場合は必要に応じて
オーバードライブをOFFまたはセレ
クトレバーを に入れ、シフトダウ
ンしてください。

オーバードラ
イブ

（メーター内表
示灯）

働き

ON
（消灯）

燃費性能など、経済性
を重視した走行ができ
ます。

OFF
（点灯）

登坂路走行、パワフル
走行など走りを重視し
た走行や、下り坂で軽
いエンジンブレーキを
かけることができます。
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パーキングブレーキ★
停車中や駐車時に使用するブレーキです。
パーキングブレーキをかけると、後輪が固定
されます。パーキングブレーキペダルで操作
します。

パーキングブレーキのかけかた
●右足でブレーキペダルを踏みながら、左
足でパーキングブレーキペダルをいっぱ
いに踏み込みます。

パーキングブレーキの解除のしかた
●右足でブレーキペダルを踏みながら、左
足でパーキングブレーキペダルを “カ
チッ” と音がするまで踏み、ゆっくりと
離します。

電動パーキングブレーキ★
停車中や駐車時に使用するブレーキです。
パーキングブレーキをかけると、後輪が固定
されます。＜電動パーキングブレーキスイッ
チ＞で操作します。

電動パーキングブレーキのかけかた
1. ブレーキペダルをしっかりと踏み込

みます。

2. ＜電動パーキングブレーキスイッ
チ＞を引きます。
スイッチを引くと、＜電動パーキン
グブレーキスイッチ＞の表示灯が点
灯し、電動パーキングブレーキ警告
灯［ ］が、約2秒後に点灯しま
す。

●オートブレーキホールド（ P.132）が
作動しているときにセレクトレバーを
にすると、パーキングブレーキがかか

ります。
●電源ポジションがOFFのとき、ハンドル
ロック（ステアリングロック）がかかっ
ていない場合は、いずれかのドアを開け
るか、または閉めるとハンドルロック
（ステアリングロック）が作動します。

●オートブレーキホールドが作動している
ときに電源ポジションをOFFにすると、
パーキングブレーキがかかります。

●インテリジェント クルーズコントロール
により自車が停止状態を保持していると

 知識
● セレクトレバーを  以外に入れると
オーバードライブがONになります。

● オーバードライブOFF状態ではエン
ジンが高出力を発生する回転域を使
用したギヤ比が選択されます。

 警告
● パーキングブレーキをかけたまま走
行しない。
ブレーキが過熱することによって、
効きが悪くなり、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 アドバイス
● 駐車するときは、必ずパーキングブ
レーキをかけてください。

● パーキングブレーキをかけ直したい
ときは、一度解除してから踏み込み
直してください。
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き、インテリジェント クルーズコント
ロールが解除されると電動パーキングブ
レーキが作動することがあります。詳し
くは、（ P.172）をお読みください。

電動パーキングブレーキの解除のし
かた

1. ブレーキペダルをしっかりと踏み込
みます。

2. ＜電動パーキングブレーキスイッ
チ＞を押します。
スイッチを押すと、スイッチの表示
灯が消灯し、電動パーキングブレー
キが解除されると電動パーキングブ
レーキ警告灯［ ］が消灯します。

●電動パーキングブレーキは、電源ポジ
ションがONのときのみ解除できます。

自動解除のしかた
＜電動パーキングブレーキスイッチ＞を操
作しなくても、パーキングブレーキを解除
することができます。
●電動パーキングブレーキがかかっている
状態でセレクトレバーを または にし、
アクセルペダルをゆっくり踏んでくださ
い。
パーキングブレーキが解除され、電動
パーキングブレーキ警告灯［ ］が消
灯します。

●パーキングブレーキの自動解除は、次の
条件を満たしている必要があります。
― 運転席ドアが閉まっている※
― エンジンがかかっている

― セレクトレバーが 、 以外のとき
※：運転席ドアが開いた状態でもセレク
トレバーを 、 以外に入れてから5秒以
内に発進したときは、パーキングブレー
キが自動解除される場合があります。走
行するときは、必ずドアを閉めてくださ
い。

電動パーキングブレーキに関する注
意事項

●電動パーキングブレーキをかけたり解除
したりすると、車両の後方部から作動音
が聞こえることがありますが、これは異
常ではありません。

●走行中、非常事態で電動パーキングブ
レーキをかける必要が生じたときは、
＜電動パーキングブレーキスイッチ＞を
引き続けてください。ブレーキがかかる
とともにブザーが鳴り、電動パーキング
ブレーキ警告灯［ ］が点灯し、電動
パーキングブレーキ戻し忘れ警告
（ P.280）が表示されます。スイッチ
から手を離すと、電動パーキングブレー
キは解除されます。

●電源ポジションがOFFまたはACC状態の
ときに、＜電動パーキングブレーキス
イッチ＞を引き上げると、スイッチの表

 警告
● 車両を離れるときは、電動パーキン
グブレーキをかけたあと、セレクト
レバーを 位置に切り替える。

● 非常時以外は、電動パーキングブ
レーキを作動させたまま走行しない。
ブレーキに不具合が生じ、事故につ
ながるおそれがあります。

● 電動パーキングブレーキをかけたり、
解除したりの操作を短時間に繰り返
さない。
システムの過熱を防ぐために電動
パーキングブレーキが作動しなくな
る場合があります。作動しなくなっ
た場合は、約1分間経過してから再
度操作してください。

 アドバイス
● 寒冷時に駐車するときは、電動パー
キングブレーキをかけずにセレクト
レバーを 位置に入れ、電動パーキ
ングブレーキを解除したまま車輪の
前後に適切な輪留めをしてください。
寒冷時に電動パーキングブレーキを
かけると、パーキングブレーキが凍
結し、解除できなくなるおそれがあ
ります。

● 電動パーキングブレーキがバッテ
リーあがりや故障などで解除できな
くなったときは、日産販売会社また
はJAFなどのロードサービスにご連
絡ください。
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示灯がしばらく点灯状態になることがあ
ります。
ACC状態については、オートACC機能
（ P.126）をお読みください。

オートブレーキホールド★
オートブレーキホールド機能は、信号待ちな
どの停車中にブレーキ力を保持する機能です。

オートブレーキホールド機能につい
て

●オートブレーキホールド機能は、運転者
のブレーキ操作によって停車した際に、
ブレーキ力を保持する機能です。
ブレーキ力が保持されているときにアク
セルペダルを踏むと、ブレーキが解除さ
れ、発進することができます。

オートブレーキホールド機能の作動
について

●オートブレーキホールド機能のON・
OFF設定は、再度設定を変更するまで、
電源ポジションをOFFにしても、その設
定が維持されます。

オートブレーキホールド機能をONにする
●電源ポジションをONにし＜オートブ
レーキホールドスイッチ＞を押すと、ス
イッチの表示灯が点灯します。

●オートブレーキホールド機能は、次の条
件が満たされたときのみ、オートブレー
キホールド表示灯［ ］（白色）が点灯
し、待機状態になります。（ P.44）
― 運転席のシートベルトを着用している
― 電動パーキングブレーキが解除されて
いる

― セレクトレバーが 以外にある
― 急な坂道の途中に停車していない

オートブレーキホールド機能をOFFにする
オートブレーキホールド機能がONのとき、
＜オートブレーキホールドスイッチ＞を押
すと、オートブレーキホールドスイッチ表
示灯が消灯しオートブレーキホールド機能
がOFFになります。
ただし、ブレーキ力が保持されている状態
で、オートブレーキホールドをOFFにする
ときは、必ずブレーキペダルを踏みながら
＜オートブレーキホールドスイッチ＞を押
します。

オートブレーキホールド機能の使い
かた

■ ブレーキ力を保持させる

オートブレーキホールド機能が待機状態
（オートブレーキホールド表示灯［ ］が
白色に点灯）のとき、ブレーキペダルを踏
んで車両を停止させると、オートブレーキ
ホールド機能によってブレーキ力が保持さ
れます。
ブレーキ力が保持されているときは、オー
トブレーキホールド表示灯［ ］が緑色
に点灯します。（ P.44）

■ 発進する

セレクトレバーが または 以外にあり、
ブレーキ力が保持されている状態でアクセ
ルペダルを踏むと、保持されているブレー
キ力が解除されて発進します。
ブレーキ力の保持が解除されると、オート
ブレーキホールド表示灯［ ］が白色に
点灯し、待機状態に戻ります。
坂道では、オートブレーキホールドが作動
開始するまでブレーキペダルを強く踏み込
む必要があります。

オートブレーキホールド機能使用時
の注意事項

 警告
● 急な坂道や滑りやすい路面で使用し
ない。
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●オートブレーキホールド機能がONでブ
レーキ力が保持されているときに、次の
状態になるとパーキングブレーキがかか
り、ブレーキ力が解除されます。（オート
ブレーキホールド表示灯［ ］が消灯）
― オートブレーキホールド機能によるブ
レーキ力の保持が3分以上継続された
とき

― セレクトレバーを にしたとき
― ＜電動パーキングブレーキスイッチ＞
を引いたとき

― 運転席のシートベルトを外したとき
― 運転席ドアを開けたとき

 警告
オートブレーキホールド機能が作動
していても、車両が動き出すおそれ
があります。
急な坂道などでオートブレーキホー
ルド機能を作動させたとき、運転者
にブレーキペダルを踏むよう警告
メッセージが表示されることがあり
ます。

● オートブレーキホールド機能が作動
していても停止状態を維持できない
ときは、ブレーキを使用して車両を
停車させる。
ブレーキ力保持状態のときに外的要
因で車両が動くと、警告音が鳴り、
警告メッセージが表示されることが
あります。
警告メッセージ（ P.280）

● 次の場合はオートブレーキホールド
機能をOFFにする。
― 洗車機を使用するとき
― 車両のけん引時
― 過積載のとき

● 次の場合はセレクトレバーを にし
てパーキングブレーキが確実にか
かっているか確認する。
車両が不意に動き出し重大な傷害や
事故を起こすおそれがあります。
― 駐車するとき
― 人が乗降するとき
― 荷物の積み下ろしをするとき

● VDC警告灯［ ］（ P.272）、ブ
レーキシステム警告灯［ ］
（ P.271）、電動パーキングブレー
キ警告灯［ ］（ P.269）、また
はマスターウォーニング［ ］
（ P.277）が点灯し、シャシー制
御表示の警告メッセージ
（ P.281）が表示されたときは、
オートブレーキホールド機能は作動
しません。

● オートブレーキホールド機能をOFF
にする際は、ブレーキペダルを踏み
ながら＜オートブレーキホールドス
イッチ＞を押す。
急な坂道では、オートブレーキホー
ルド機能での停止状態からアクセル
ペダルを踏んでもオートブレーキ
ホールド機能が解除できない場合が
あります。

● ブレーキペダルから足を離す前に、
オートブレーキホールド表示灯
［ ］（緑色）が点灯していること
を確認する。

 注意
● オートブレーキホールド機能によっ
てブレーキ力が保持されているとき
に、オートブレーキホールド機能を
OFFにするときは、ブレーキペダル
をしっかりと踏む。
ブレーキが解除され車両が動き出し、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

● 車両が停止してもブレーキ保持が開
始されないときは、オートブレーキ
ホールド表示灯［ ］（緑色）が点
灯するまでブレーキペダルを踏み込
む。
ブレーキペダルが十分な力で踏まれ
ていない、もしくは、車両停止後に
ブレーキペダルを離すのが早すぎる
と、オートブレーキホールド表示灯
［ ］（緑色）は点灯しません。

 アドバイス
● 次の場合は、システムに異常が発生
しているおそれがあります。ただち
に日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。
― 警告メッセージが表示されたとき
― ＜オートブレーキホールドスイッ
チ＞を押してもスイッチの表示灯
が点灯しないとき
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― 電源ポジションをOFFにしたとき
― オートブレーキホールド機能に不具合
が生じたとき

●ブレーキ力を保持しているときは、車両
の停止状態を維持するため、作動音が発
生する場合がありますが、異常ではあり
ません。

発進・走行

発進するときの注意事項

発進のしかた
1. ブレーキペダルを踏んだままエンジ

ンを始動します。
インテリジェントキー付車
（ P.122）
リモートコントロールエントリーシ
ステム付車（ P.124）

2. ブレーキペダルを右足でしっかりと
踏んだまま、ボタンを押してセレク
トレバーを に入れます。
セレクトレバーの操作  (P.128)

3. ブレーキペダルを右足でしっかりと
踏んだまま、パーキングブレーキを
解除します。
パーキングブレーキの解除のしか

た  (P.130)

電動パーキングブレーキの解除の
しかた  (P.131)

4. ブレーキペダルを徐々にゆるめ、ア
クセルペダルをゆっくり踏み発進し
ます。

●急な上り坂で発進するときは、ヒルス
タートアシスト（ P.156）が作動しま
す。

走行するときの注意事項

 警告
● 発進するときは、アクセルペダルを
踏んだままセレクトレバーを操作し
ない。
急発進し、重大な事故につながるお
それがあります。

● 停車中、セレクトレバーが 、 以外
に入っているときは、ブレーキペダ
ルをしっかりと踏む。
クリープ現象により車が動き出し、
事故につながるおそれがあります。

 アドバイス
● 電動パーキングブレーキをかけ、運
転席ドアが開いた状態でアクセルペ
ダルを踏むと、電動パーキングブ
レーキが解除されず、電動パーキン
グブレーキが故障するおそれがあり
ます。（電動パーキングブレーキ付
車）

 警告
● 下り坂ではフットブレーキとエンジ
ンブレーキを併用する。

ブレーキペダルを踏み続けると、ブ
レーキが過熱して効きが悪くなるお
それがあり危険です。坂の勾配に応
じてエンジンブレーキを併用してく
ださい。

● 滑りやすい路面では、急激なエンジ
ンブレーキは効かせない。
タイヤがスリップするおそれがあり
危険です。

● 走行中はセレクトレバーを に切り
替えない。
エンジンブレーキが全く効かなくな
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。また、トランスミッショ
ンが故障する原因となります。

 アドバイス
● 上り坂では、クリープ現象を利用し
た停車や、アクセルペダルを踏みな
がら停車状態を保つような停車はし
ないでください。車両故障のおそれ
があります。

● 上り坂でセレクトレバーを または
のまま故意に車両を後退させたり、

下り坂で のまま故意に車両を前進
させたりしないでください。車両故
障のおそれがあります。

● 冠水路など深い水たまりは無理に走
行しないでください。エンジン破損
や車両故障につながるおそれがあり
ます。
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走行のしかた
●セレクトレバーを にしたまま走行しま
す。アクセルペダルとブレーキペダルの
操作で、加速、減速を行います。アクセ
ルペダルの踏み加減と走行速度や走行状
況などにより、適切なギヤに自動変速さ
れます。

●高速道路の入り口などで急加速したいと
きは、アクセルペダルをいっぱいに踏み
込みます。キックダウンし急加速します。

●下り坂では、エンジンブレーキを併用し
て走行します。セレクトレバーが でも、
アクセルペダルを戻すとエンジンブレー
キが得られます。また坂の勾配に応じて
強いエンジンブレーキが必要な場合は、
に入れます。

勾配のゆるい下り坂では、オーバードラ
イブをOFFにしても、軽いエンジンブ
レーキが得られます。
オーバードライブスイッチの使いかた  

(P.129)

停車・駐車

停車・駐車の注意事項

 アドバイス
● 浸水・冠水被害に遭われた場合は、
車両故障につながるおそれがあるた
め、すみやかに日産販売会社で点検
を受けてください。  警告

● 駐車するときは、ガスライターなど
に注意する。
操作部が露出しているガスライター
をグローブボックスなどの小物入れ
に入れておいたり、床やシートのす
き間に落としたままにしたりしない
でください。荷物を押しこんだとき
やシートを動かしたときに、ガスが
噴出して火災につながるおそれがあ
ります。
また、ライターを使用したあと、す
ぐに収納すると火災を起こすおそれ
があります。

● 停車中の空ぶかしはしない。
万一、セレクトレバーが 、 以外に
入っていると急発進し、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
停車後に再発進するときは、セレク
トレバーを目で確認してください。

● 換気の悪い場所では、エンジンをか
けたままにしない。
排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりすることで、一
酸化炭素中毒になるおそれがありま
す。一酸化炭素を吸い込むと、意識
が薄れて事故につながるおそれがあ
るほか、死亡または重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

● 車から離れるときは、必ずセレクト
レバーを にして、エンジンを停止
する。
エンジンがかかったままで、セレク
トレバーが 、 以外だと、クリープ
現象で車が動き出したり、誤ってア
クセルペダルを踏み込むと急発進し、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

● 坂道などでセレクトレバーを、 また
は に入れたまま惰性での後退をし
たり、 に入れたまま惰性での前進を
しない。
エンジンが止まり、極度にハンドル
の操作力が重くなります。また、ブ
レーキの効きが悪くなり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 注意
● 枯れ草、紙、木材、油など燃えやす
い物の上や近くには駐停車しない。
排気管や排気ガスは高温になるため
着火するおそれがあり危険です。

● 長期間車両を駐車していると、小動
物が巣を作り、思わぬ火災につなが
る可能性があるので注意する。

● エアコン使用時はエンジン回転数が
変動するため、クリープ現象が断続
的に強くなることがあるので注意す
る。
ブレーキペダルを特にしっかりと踏
んでください。
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停車・駐車のしかた
1. 停車するときは、セレクトレバーは

または のまま、ブレーキペダル
をしっかりと踏みます。

2. そのまま駐車するときは、ブレーキ
ペダルを踏んだままパーキングブ
レーキをかけます。
パーキングブレーキのかけかた  

(P.130)

電動パーキングブレーキのかけか
た  (P.130)

3. ブレーキペダルを踏んだままボタン
を押してセレクトレバーを に入れ
ます。
セレクトレバーの操作  (P.128)

4. キースイッチを左側に回す、または
＜エンジンスイッチ＞を1回押すと、
エンジンが停止します。

 アドバイス
● 炎天下で駐車するときは、車室内に
ライターや炭酸飲料の缶、サングラ
ス、カメラなどを置いたままにしな
いでください。車室内が高温になり、
爆発したり変形したりするおそれが
あります。

● 屋根の低い車庫や立体駐車場など、
アンテナが当たるような場所ではア
ンテナを倒してください。
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ランプをつける、ワイパーを使う

ライトスイッチ

ライトスイッチの注意事項

ライトスイッチの使いかた

スイッチを回すと、次のように点灯、消灯
します。

●車幅灯、尾灯、番号灯が点灯していると
きはテールランプ表示灯［ ］が点灯
します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［画面カスタマイズ］
⇒［オペレーションガイダンス］⇒［ラ

イトモード］を選択すると、ライトス
イッチを動かしたときにメーターに表示
する機能のON・OFFを切り替えること
ができます。
設定の詳細については、画面カスタマイ
ズ（ P.65）をお読みください。

●通常時は＜AUTO＞の位置で使用してく
ださい。
バッテリーセーバー
●ランプを点灯したままキースイッチ（電
源ポジション）をOFFにすると、バッテ
リーあがりを防止するためランプが消灯
します。次回、次の操作を行うとランプ
が再点灯します。
― キースイッチ（電源ポジション）を

ONにする
― ライトスイッチを操作する（約5分後
にランプは再度消灯します）

オートレベライザー★
●ヘッドランプが下向き点灯時に乗車人員
や荷物量の違いにより車両姿勢が変化す
ると、自動的に照射方向を調整するシス
テムです。
ヘッドランプ消し忘れ警報
●エンジンをかけていない状態で運転席ド
アを開けたとき、次の場合にブザーが鳴
ります。
― ライトスイッチが＜ ＞の位置にあ
るとき

― ライトスイッチを＜ ＞の位置に回
して、テールランプ表示灯［ ］が
点灯しているとき

 アドバイス
● エンジン停止時に長時間点灯させな
いでください。バッテリーがあがる
おそれがあります。

スイッチ位
置 点灯するランプ

＜ ＞ ヘッドランプ、車幅灯、尾
灯、番号灯が点灯します。

＜AUTO＞
ヘッドランプ、車幅灯、尾
灯、番号灯が自動点灯・消
灯します。

＜ ＞

（＜ ＞の
位置にして
も手を離す
と自動で
＜AUTO＞
の位置に戻
ります）

ヘッドランプ、車幅灯、尾
灯、番号灯が自動点灯して
いるとき
停車時に＜ ＞の位置に
回して保持すると、車幅
灯、尾灯、番号灯が点灯し
ます。
走行を開始すると、周囲の
明るさに応じてヘッドラン
プが自動点灯します。
車幅灯、尾灯、番号灯が点
灯しているとき
停車時にセレクトレバーが
位置のとき、またはパー

キングブレーキをかけてい
るとき、＜ ＞の位置に
回して保持すると、全ラン
プが消灯します。
走行を開始すると、周囲の
明るさに応じてランプが自
動点灯します。
ヘッドランプ、車幅灯、尾
灯、番号灯が消灯している
とき
＜ ＞の位置に回して保
持すると、車幅灯、尾灯、
番号灯が点灯します。

スイッチ位
置 点灯するランプ
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＜ ＞の使いかた

●ライトスイッチを＜ ＞の位置に合わ
せるとヘッドランプ、車幅灯、尾灯、番
号灯が点灯します。

AUTO（自動点灯・消灯）の使いか
た

●キースイッチ（電源ポジション）がOFF
のときは消灯します。

●キースイッチ（電源ポジション）がON
のときは次のように作動します。
周囲が明るいとき
●停車中、走行中ともにヘッドランプ、車
幅灯、尾灯、番号灯が消灯します。
周囲が暗いとき
●停車中、走行中ともにヘッドランプ、車
幅灯、尾灯、番号灯が自動点灯します。

■ フロントワイパー連動、薄暮れ感知
「おもいやりライト」機能

●歩行者事故が多く発生している夕暮れ時
や雨天でのワイパー使用時にもランプを
自動点灯します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［車両設定］⇒［ライ
ト/照明］⇒［オートライト感度調整］を
選択すると、インテリジェント オートラ
イトシステム（フロントワイパー連動、
薄暮れ感知「おもいやりライト」機能付）
の感度調整ができます。
設定の詳細については、車両設定
（ P.62）をお読みください。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［車両設定］⇒［ライ
ト/照明］⇒［オートライト感度調整］を
選択すると、オートライトの感度調整が
できます。
設定の詳細については、車両設定
（ P.62）をお読みください。

＜ ＞の使いかた
ヘッドランプ、車幅灯、尾灯、番号灯が自
動点灯しているとき（周囲が暗いとき、ワ
イパーが作動しているとき）
●停車時にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回して保持すると、車幅灯、尾灯、
番号灯のみが点灯します。

●ライトスイッチを＜ ＞の位置に回し
てすぐに手を離した場合は、ヘッドラン
プを消灯できません。

●走行中にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回しても、ヘッドランプを消灯でき
ません。

ヘッドランプ、車幅灯、尾灯、番号灯が消
灯しているとき（周囲が明るいとき、キー
スイッチ（電源ポジション）がOFFのと
き）
●ライトスイッチを＜ ＞の位置に回し
て保持すると、車幅灯、尾灯、番号灯が
点灯します。

●ライトスイッチを＜ ＞の位置に回し
てすぐに手を離した場合は、車幅灯、尾
灯、番号灯を点灯できません。

車幅灯、尾灯、番号灯が点灯しているとき
●停車時にセレクトレバーが 位置のとき、
またはパーキングブレーキをかけている
ときにライトスイッチを＜ ＞の位置
に回して保持すると、全ランプが消灯し
ます。

●ライトスイッチを＜ ＞の位置に回し
てすぐに手を離した場合は、全ランプを
消灯できません。

●走行を開始すると、周囲の明るさ、ワイ
パー作動に応じてヘッドランプが自動点
灯します。

次の操作をすると、AUTO（自動点灯・消
灯）に戻ります。
●セレクトレバーが 位置以外でパーキン
グブレーキをかけていないとき、再度ラ
イトスイッチを＜ ＞の位置に回す

●停車時にセレクトレバーが 位置のとき、
またはパーキングブレーキをかけている
ときは、全ランプを消灯させた後、再度
ライトスイッチを＜ ＞の位置に回す

 アドバイス

● センサーの上に物を置いたり、ガラ
スクリーナーなどを吹きかけないで
ください。センサーの感度が低下し、
正常に作動しなくなります。
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●＜ ＞の位置にしてから＜AUTO＞の
位置にする

自動点灯ランプの消灯のしかた（車
両停車時）

●自動点灯したヘッドランプは走行中に消
灯できない仕様となっています。

ヘッドランプの消灯方法
●停車中にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回して保持すると、ヘッドランプが
消灯します。

すべてのランプの消灯方法
●停車中にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回して保持し、ヘッドランプを消灯
した後、セレクトレバーを 位置にする、
またはパーキングブレーキをかけて、再
度ライトスイッチを ＜ ＞の位置に回
して保持すると、全ランプが消灯します。

ハイビームアシスト★
先行車または対向車や周囲の明るさなどに
応じ、ハイビーム（上向き）とロービーム
（下向き）が切り替わります。
約25km/h以上で走行中、ヘッドランプが
点灯しているときに切り替えを行い、約
15km/h以下になるとロービーム（下向
き）に切り替わります。

ハイビームアシストの操作方法

●ライトスイッチが＜AUTO＞の位置で
ヘッドランプが点灯しているときにス
イッチを押すと、ハイビームアシストが
ONになります。（ハイビームアシスト表
示灯［ ］が点灯）

●ライトスイッチが＜AUTO＞の位置でも
う一度スイッチを押すと、ハイビームア
シストがOFFになります。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［画面カスタマイズ］
⇒［オペレーションガイダンス］⇒［ハ
イビームアシスト］を選択すると、ライ
トスイッチが＜AUTO＞の位置以外でハ
イビームアシストのスイッチを押したと
きに、オペレーションガイダンスをメー
ター内にポップアップで表示する機能の
ON・OFFを切り替えることができます。
設定の詳細については、画面カスタマイ
ズ（ P.65）をお読みください。

 アドバイス
● ハイビームアシストが正しく作動し
なかったり、作動中にメーターにハ
イビームアシスト表示灯［ ］が
点灯しなかったりしたときは、ハイ
ビームアシストが故障しているおそ
れがあります。日産販売会社で点検
を受けてください。
ハイビームアシスト表示灯
（ P.44）

 知識
● 次のいずれかの操作をしても、ハイ
ビームアシストがOFFになります。
ハイビームのとき

― ライトスイッチを＜ ＞の位置
にする

― ライトスイッチを車両前方に押す
（ハイビームに切り替わります）

― ライトスイッチを車両後方に引く
（ロービームに切り替わります）

ロービームのとき

― ライトスイッチを＜ ＞の位置
にする

― ライトスイッチを車両前方に押す
（ハイビームに切り替わります）
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■ ハイビームとロービームの切り替え制
御

●次のような原因で、ハイビームとロー
ビームの切り替わるタイミングが変化す
ることがあります。
― 対向車または先行車のランプの明るさ
― 対向車または先行車の向きや動き
― 対向車または先行車のランプが片側の
み点灯している

― 対向車または先行車が二輪車
― 道路状況（カーブや勾配、路面状況な
ど）

― 乗車している人数や荷物の量
●ハイビームアシストがONでハイビーム
のとき、ヘッドランプ上向き表示灯
［ ］が点灯します。
ヘッドランプ上向き表示灯（ P.43）

■ マルチセンシングフロントカメラにつ
いて

フロントガラス上部に、ハイビームアシス
トの制御に必要な周囲の状況を感知するた
めのカメラがあります。
ハイビームアシストを正しく作動させるた
め、次のことをお守りください。
●フロントガラスが汚れたら清掃してくだ
さい。

●カメラの周辺にアクセサリーやステッ
カーなどを取り付けないでください。

●カメラのレンズには触れないでください。
●カメラおよびその周囲に強い衝撃を与え
ないでください。

マルチセンシングフロントカメラの取り
扱い  (P.322)

ハイビームアシスト★の注意事項

 警告
● システムを過信しない。
常に周囲の状況を確認し、必要に応
じて上向きと下向きを手動で切り替
えてください。

● 次のようなときは、ハイビームアシ
ストが正しく作動しない場合がある
ため、必要に応じて上向きと下向き
を手動で切り替える。
― 悪天候のとき（雨、霧、雪など）
― 薄暗い早朝や夕暮れなどの暗さが
不十分なとき

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっていたり、汚れなどが付着し
たりしているとき

― カメラの向きがずれているとき
― 周囲にヘッドランプや尾灯に似た
光源があるとき

― 対向車または先行車が無灯火のと
き

― 対向車のヘッドランプが破損また
は汚れていたり、光軸がずれてい
るとき

― 自転車やバイクなど、ライトの明
るさや大きさが十分でないとき

― 歩行者など光を発しないもののと
き

― 明るさの急激な変化が連続してい
るとき

― 段差や起伏のある道路を走行して
いるとき

― カーブが多い道路を走行している
とき

― ミラーや標識など反射の強いもの
が前方にあるとき

― トレーラーやコンテナなど先行車
の後部の反射が強いとき

― パンクやけん引などで車両が傾い
ているとき
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アダプティブLEDヘッドライトシス
テム★

先行車や対向車に照射しないよう、自動的
にハイビーム（上向き）の照射範囲を切り
替えます。
約25km/h以上で走行中、ヘッドランプが
点灯しているときに切り替えを行い、約
15km/h以下になるとロービーム（下向
き）に切り替わります。

■ アダプティブLEDヘッドライトシステ
ムの操作方法

●ライトスイッチが＜AUTO＞の位置で
ヘッドランプが点灯しているときにス
イッチを押すと、アダプティブLEDヘッ
ドライトシステムがONになります。（ア
ダプティブLEDヘッドライト表示灯
［ ］が点灯）

●ライトスイッチが＜AUTO＞の位置でも
う一度スイッチを押すと、アダプティブ
LEDヘッドライトシステムがOFFになり
ます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［画面カスタマイズ］
⇒［オペレーションガイダンス］⇒［ア
ダプティブヘッドライト］を選択すると、
ライトスイッチが＜AUTO＞の位置以外
でアダプティブLEDヘッドライトシステ
ムのスイッチを押したときに、オペレー
ションガイダンスをメーター内にポップ

アップで表示する機能のON・OFFを切
り替えることができます。
設定の詳細については、画面カスタマイ
ズ（ P.65）をお読みください。

アダプティブLEDヘッドライトシス
テム★の注意事項

 知識
● 次のいずれかの操作をしても、アダ
プティブLEDヘッドライトシステム
がOFFになります。
アダプティブLEDヘッドライトシス
テムが制御中のとき

― ライトスイッチを＜ ＞の位置
にする

― ライトスイッチを車両前方に押す
（ハイビームに切り替わります）

― ライトスイッチを車両後方に引く
（ロービームに切り替わります）

アダプティブLEDヘッドライトシス
テムが制御していないとき

― ライトスイッチを＜ ＞の位置
にする

― ライトスイッチを車両前方に押す
（ハイビームに切り替わります）

 警告
● システムを過信しない。
常に周囲の状況を確認し、必要に応
じて上向きと下向きを手動で切り替
えてください。
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照射範囲切り替え制御★
●次のような原因で、照射範囲の切り替わ
るタイミングが変化することがあります。
― 対向車または先行車のランプの明るさ
― 対向車または先行車の向きや動き
― 対向車または先行車のランプが片側の
み点灯している

― 対向車または先行車が二輪車
― 道路状況（カーブや勾配、路面状況な
ど）

― 乗車している人数や荷物の量
●対向車または先行車を検知し、照射範囲
を切り替えているときにも、ヘッドラン
プ上向き表示灯［ ］が点灯すること
があります。（ハイビームの一部が点灯し
ているため）
ヘッドランプ上向き表示灯（ P.43）

ハイビーム（上向き）への切り替え
かた

ライトスイッチが＜ ＞の位置のとき
●ライトスイッチを車両前方に押すと、ハ
イビームに切り替わります。

 警告
● 次のようなときは、アダプティブ

LEDヘッドライトシステムが正しく
作動しない場合があるため、必要に
応じて上向きと下向きを手動で切り
替える。
― 悪天候のとき（雨、霧、雪など）
― 薄暗い早朝や夕暮れなどの暗さが
不十分なとき

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっていたり、汚れなどが付着し
たりしているとき

― カメラの向きがずれているとき
― 周囲にヘッドランプや尾灯に似た
光源があるとき

― 対向車または先行車が無灯火のと
き

― 対向車のヘッドランプが破損また
は汚れていたり、光軸がずれてい
るとき

― 自転車やバイクなど、ライトの明
るさや大きさが十分でないとき

― 歩行者など光を発しないもののと
き

― 明るさの急激な変化が連続してい
るとき

― 段差や起伏のある道路を走行して
いるとき

― カーブが多い道路を走行している
とき

― ミラーや標識など反射の強いもの
が前方にあるとき

― トレーラーやコンテナなど先行車
の後部の反射が強いとき

― パンクやけん引などで車両が傾い
ているとき

 アドバイス
● アダプティブLEDヘッドライトシス
テムが正しく作動しなかったり、作
動中にメーター内にアダプティブ
LEDヘッドライト表示灯［ ］が
点灯しなかったりしたときは、アダ
プティブLEDヘッドライトシステム
が故障しているおそれがあります。
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。
アダプティブLEDヘッドライト表示
灯（ P.44）

● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。マ
ルチセンシングフロントカメラの取
り扱いについては、（ P.322）を
お読みください。

 アドバイス
● 対向車があるときや市街地走行など
では下向きにしてください。
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●ロービームに戻したいときは、ライトス
イッチを車両前方、または後方に動かし
ます。

●パッシングするときは、ライトスイッチ
を車両後方に引きます。ハイビームの状
態からパッシングしたいときは、ライト
スイッチを2回車両後方に引きます。

ライトスイッチが＜AUTO＞の位置のとき
●ヘッドランプが点灯しているとき、ライ
トスイッチを車両前方に押すとハイビー
ムに切り替わります。

●ロービームに戻したいときは、ライトス
イッチを車両前方、または後方に動かし
ます。

●パッシングするときは、ライトスイッチ
を車両後方に引きます。ハイビームの状
態からパッシングしたいときは、ライト
スイッチを2回車両後方に引きます。

●ハイビームに切り替えているときは、
ヘッドランプ上向き表示灯［ ］が点
灯します。

●ハイビームアシスト★またはアダプティ
ブLEDヘッドライトシステム★がONの
とき、ライトスイッチを車両前方に押す
と、ハイビームに切り替わります。

●ライトスイッチは車両前方に押しても車
両後方に引いても、手を離すと自動で中
立位置に戻ります。

方向指示器の使いかた

キースイッチ（電源ポジション）がONの
とき使えます。
●右折または左折するときは、ライトス
イッチを の位置まで動かします。

●車線変更などのときは、ライトスイッチ
を の位置まで動かし軽く押さえます。
スイッチを押さえている間、方向指示器
が点滅します。
また、スイッチ の位置まで上または下
に押さえたあと、すぐに手を離したとき
は3回点滅し消灯します。（コンフォート
フラッシャー機能）

その他の機能について
●夜間など周囲が暗い場所で車から降りる
ときに、次の操作を行うと、ヘッドラン
プが周囲を照らします。
― キースイッチ（電源ポジション）が

ON以外のとき、ライトスイッチを手
前に1回引くと、ヘッドランプが約
30秒間点灯したあと、消灯します。

― 点灯中、ライトスイッチを手前に引く
たびに点灯時間が約30秒間延長され、
最大約2分間まで延長することができ
ます。

■ ウェルカムライト機能（フェアウェル
機能付）

●ドアの施錠・解錠時に、車幅灯、尾灯、
番号灯が点灯します。（施錠時約10秒、
解錠時約30秒）

●ドアが施錠された状態でキー（インテリ
ジェントキー）を携帯して車両に近づい
たり、離れたりしたときも車幅灯、尾灯、
番号灯が点灯します。（ドアを解錠せず、
複数回近づいたり離れたりした場合、誤
作動防止のため点灯しない場合がありま
す。）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［車両設定］⇒［ライ
ト/照明］⇒［ウエルカムヘッドライト］
を選択すると、ウェルカムライト機能
（フェアウェル機能付）の設定を変更する
ことができます。
設定の詳細については、車両設定
（ P.62）をお読みください。

フォグランプスイッチ★
雨、霧、雪などで視界が悪いとき、ヘッドラ
ンプや尾灯の補助として使用します。

 アドバイス
● 方向指示器のランプと方向指示表示
灯の点滅が速くなったときは、日産
販売会社で点検を受けてください。
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フォグランプの使いかた

●ヘッドランプまたは車幅灯が点灯してい
るときに使用できます。

●スイッチを＜ ＞の位置に合わせます。
（リヤフォグランプ付車は、スイッチから
手を離すと自動的に中立位置に戻ります）

●消灯するときは、スイッチを元の位置に
戻します。
（リヤフォグランプ付車は、再度操作しま
す）

●フォグランプが点灯しているときは、
フォグランプ表示灯［ ］が点灯しま
す。

リヤフォグランプ★の使いかた

●ヘッドランプまたはフォグランプが点灯
しているときに使用できます。

●スイッチを＜ ＞の位置に合わせます。
（スイッチから手を離すと自動的に中立位
置に戻ります）

●消灯するときは、スイッチを再度操作し
ます。

●リヤフォグランプが点灯しているときは、
リヤフォグランプ表示灯［ ］が点灯
します。

リヤフォグランプ★の注意事項

ヘッドランプレベライザースイッ
チ★

ヘッドランプの照らす方向（光軸）を調節し
ます。乗員の人数や荷物の重さなどに応じ、
調節してください。

ヘッドランプレベライザースイッチ
の使いかた

ヘッドランプが下向きのとき、ダイヤルを
回して調節します。
●通常は、ダイヤルが0の位置で使います。

 アドバイス
● 降雪時には雪が積もる場合があるた
め、こまめにリヤフォグランプの雪
を取り除いてください。

 警告
● 晴天時は使用しない。
後続車の視界を悪くするおそれがあ
ります。

 アドバイス
● 乗車人員や荷物量の違いにより、
ヘッドランプが上側を照らすときや、
アップダウンの多い山道などで、前
を走行する車のミラーや対向車のフ
ロントガラスを照らすようなときは、
照らす向きを下側に調節してくださ
い。
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●ダイヤルを大きな数字の方へ回すほど、
照らす方向は下向きになります。

■ ダイヤル位置の目安

次の表を目安に、乗員の人数や荷物の量に
応じてダイヤル位置を選択してください。

ワイパー・ウォッシャースイッチ
キースイッチ（電源ポジション）がONのとき
使用できます。

フロントワイパーの使いかた

●スイッチを動かすと、次のように作動し
ます。

●スイッチを操作するとメーターにスイッ
チ位置が表示されます。

●間けつ作動の間隔は、車速が速くなると
短くなる車速感知式です。

●インテリジェント オートライトシステム
（フロントワイパー連動、薄暮れ感知「お
もいやりライト」機能付）は、ライトス
イッチが＜AUTO＞の位置のときにワイ
パーが数回作動すると、車外の明るさに
関係なくヘッドランプが点灯します。

AUTO（自動点灯・消灯）の使いかた  
(P.138)

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［画面カスタマイズ］
⇒［オペレーションガイダンス］⇒［フ
ロントワイパーモード］⇒［フロント］
を選択すると、ワイパースイッチを動か
したときにメーターに表示する機能の
ON・OFFを切り替えることができます。
設定の詳細については、画面カスタマイ
ズ（ P.65）をお読みください。

スイッチ
位置

前席シー
ト乗員数

後席シー
ト乗員数

ラゲッジ
ルームの
積載重量

0 1 0 —
2 0 —

1 2 2 —
2 2 2 82kg
3 1 0 250kg

スイッチ
位置 作動

＜ ＞

スイッチを上げている間作動
します。
手を離すと自動的にOFFに
戻ります。

＜OFF＞ 停止します。

＜ ＞
間けつで作動します。
スイッチを回し、ワイパーの
間けつ時間を調節します。

＜ ＞ 低速で連続して作動します。

＜ ＞ 高速で連続して作動します。
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リヤワイパーの使いかた

スイッチを回すと、次のように作動します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［画面カスタマイズ］
⇒［オペレーションガイダンス］⇒［フ
ロントワイパーモード］⇒［リヤ］を選
択すると、ワイパースイッチを動かした
ときにメーターに表示する機能のON・
OFFを切り替えることができます。
設定の詳細については、画面カスタマイ
ズ（ P.65）をお読みください。

■ リバース連動機能

●フロントワイパー作動中にセレクトレ
バーを に入れると、リヤワイパーが作
動します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［車両設定］⇒［ワイ
パー］⇒［リバース連動］を選択すると、
リバース連動機能のON・OFFを切り替
えることができます。
設定の詳細については、車両設定
（ P.62）をお読みください。

ウォッシャーの使いかた

■ フロントウォッシャー

●スイッチを手前に引くと、ウォッシャー
液が噴射します。

●スイッチを引いている間はウォッシャー
液の噴射とワイパーの作動が続き、レ
バーを離すとワイパーが数回作動してか
ら停止します。

■ リヤウォッシャー

●スイッチを車両前方に押すと、ウォッ
シャー液が噴射します。

●スイッチを押している間はウォッシャー
液の噴射とワイパーの作動が続き、レ
バーを離すとワイパーが数回作動してか
ら停止します。

■ ドリップ拭き取り機能

●ウォッシャースイッチを操作したあと、
ガラスに残ったウォッシャー液をふき取
るため、約3秒後に一度ワイパーが作動
します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［車両設定］⇒［ワイ
パー］⇒［ドリップ拭き取り］を選択す
ると、ドリップ拭き取り機能のON・
OFFを切り替えることができます。
設定の詳細については、車両設定
（ P.62）をお読みください。

ワイパー・ウォッシャーを使うとき
の注意事項

スイッチ
位置 作動

＜OFF＞ 停止します。

＜ ＞ 間けつで作動します。

＜ ＞ 低速で連続して作動します。

 警告
● 寒冷時は、ウォッシャー液を噴射す
る前に、ヒーターでガラスを温める。
また、ウォッシャー液は外気温に合
わせた希釈割合にする。
寒冷時は、ガラスに吹きつけられた
ウォッシャー液が凍結し、視界を妨
げ、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
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 アドバイス
● 雪が降りそうなときや降雪時にはワ
イパーアームを起こしておいてくだ
さい。ワイパーに雪が積もり、破損
するおそれがあります。

● ワイパー作動中、雪などの障害物に
よりワイパーが作動できなくなると、
モーター保護のためにワイパーの作
動が停止することがあります。その
場合は、スイッチを＜OFF＞にして
障害物を取り除いたあと、モーター
が冷えるまで（約1分間）待ってか
ら、再度スイッチを操作してくださ
い。ワイパーが作動を開始します。

● 凍結などでワイパーゴムがガラスに
張り付いているときは、ワイパーを
作動させないでください。ワイパー
が損傷したり、モーターが故障した
りするおそれがあります。

● 窓ガラスが乾いているときは、
ウォッシャー液を噴射してからワイ
パーをご使用ください。ガラスが乾
いた状態でワイパーを使用すると、
ガラスやブレード（ゴム部）を傷つ
けるおそれがあります。

● ウォッシャー液が出ないときは、連
続して30秒以上作動させないでくだ
さい。モーターが故障する原因とな
ります。

● ウォッシャー液を補給しても液が出
ないときは、日産販売会社にご相談
ください。
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運転支援機能

ドライブモードセレクター
複数のドライブモードがあります。目的に応
じて使い分けてください。

ドライブモードセレクターの注意事
項

モードの切り替えかた
●キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、＜ドライブモードセレクター＞
を押すごとにモードが切り替わり、現在
選択しているモードがアドバンスドドラ
イブアシストディスプレイに表示されま
す。

●モードの設定は、キースイッチ（電源ポ
ジション）をOFFにすると次のようにな
ります。
― SPORT、STANDARD：STANDARD
― ECO：ECO

ドライブモードについて

 注意
● 走行中に＜ドライブモードセレク
ター＞や画面を注視しない。
前方不注意となり思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 アドバイス
● ＜ドライブモードセレクター＞を押
してもモードが切り替わらない場合
は、システムの異常が考えられます。
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

ドライブ
モード 特徴

SPORT

キビキビ走行させたいシーン
にて燃費よりも加速力を重視
したモード
● 流れの速い幹線道路への
合流や登坂のシーンでア
クセルを深く踏み込む必
要がなく余裕を持って走
行できる

STANDARD

燃費と加速がバランスよく両
立しているモード
● 一般道から高速道路まで、
どんな場面でも使える
モード

ECO

燃費の良い運転ができるモー
ド
● 街中で少しラフなアクセ
ル操作をしても無駄にエ
ンジン回転があがらず低
燃費

● 発進シーンで動き出しが
滑らかで唐突感がなく、
同乗者にも優しい
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エコモード設定

●エコモード設定は、インテリジェント ク
ルーズコントロール、アイドリングス
トップまたはエアコン機能を燃費重視の
設定に切り替える機能です。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［エコ］⇒［エコモー
ド設定］を選択すると、ECOモード時の
燃費重視機能のON・OFFを切り替える
ことができます。

設定の詳細については、エコ（ P.61）を
お読みください。

アイドリングストップ
アイドリングストップは、車両が停車したと
きエンジンを停止させ、発進するときにエン
ジンを始動することで、アイドリングによる
排気ガスの発生や騒音を抑制するとともに燃
費を向上させるシステムです。

アイドリングストップの使いかた

アイドリングストップ中は、アイドリング
ストップ表示灯が点灯します。
アイドリングストップには、通常のアイド
リングストップと停車前アイドリングス
トップがあります。
●次のときに、エンジンが停止します。

 知識
● エコモード設定で［クルーズコント
ロール］をON（燃費優先）にする
と、インテリジェント クルーズコン
トロールの加速度がOFF時に比べて
穏やかになり、燃費向上を図ります。

● エコモード設定で［アイドリングス
トップ］をONにすると、OFF時に
比べてアイドリングストップの作動
する頻度を増やし、燃費の向上を図
ります。

● エコモード設定で［空調］をON
（燃費優先）にすると、OFF時に比
べて冷房／暖房の効きが弱まり、燃
費向上を図ります。

● エコモード設定は、エンジンを停止
しても再度設定を変更するまでその
状態が維持されます。

● 次のような場合、エコモード設定で
［空調］をON（燃費優先）にしてい
ても、エアコン機能が優先となりま
す。
― ＜デフロスタースイッチ＞
（ P.111）をONにしたとき

 警告
● アイドリングストップ中に車両が動
き出したときは、すみやかにブレー
キペダルを踏む。

エンジンが再始動するため、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

● エンジンルーム内の作業をするとき
は、キースイッチ（電源ポジション）
をOFFにする。
エンジンが再始動したときに手、衣
服、工具などを入れていると思わぬ
ケガをするおそれがあります。

 アドバイス
● セレクトレバーを から に入れて
発進するときは、必ずエンジンが始
動したことを確認してからアクセル
ペダルの操作を行ってください。
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― セレクトレバーが または のとき
に、ブレーキペダルを踏んで停車した
とき

― セレクトレバーを にして、ブレーキ
ペダルを踏み停車しているとき

― セレクトレバーが のとき
●ブレーキペダルから足を離すと、エンジ
ンが再始動します。

●表示灯でアイドリングストップの状態を
お知らせします。
― アイドリングストップ表示灯（緑色）
（ P.44）

― アイドリングストップ表示灯（白色）
（ P.45）

― アイドリングストップOFF表示灯
（ P.45）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイでアイドリングストップの積算時間
と節約した燃料の量などを確認できます。
車両情報（ P.48）
エコグループ（ P.49）
停車前アイドリングストップ
●セレクトレバーが のときブレーキペダ
ルを踏んで減速中、車速が約8km/hにな
るとエンジンが停止します。

●ブレーキペダルから足を離すとエンジン
が再始動します。
アイドリングストップ警告ブザー
●アイドリングストップ中にボンネットが
開いたときにブザーが鳴ります。

●アイドリングストップ警告ブザーが鳴っ
たときは、ボンネットが開いていないか
確認してください。ボンネットが開いて

いると、通常のエンジン停止状態となる
ため、エンジンをかけ直してください。

アイドリングストップガイダンス表示
●車両停止時に次の条件によりアイドリン
グストップしないとき、アドバンスドド
ライブアシストディスプレイにアイドリ
ングストップガイダンスが表示されます。
― ブレーキペダルの踏み込みが少ない
（ P.284）

― ハンドル操作を検知している
（ P.284）

― エアコン（冷房・暖房・除湿機能）を
優先している（ P.284）

アイドリングストップの作動停止の
しかた

アイドリングストップの作動を停止
（OFF）するには、＜アイドリングストッ
プOFFスイッチ＞を押します。

●＜アイドリングストップOFFスイッチ＞
を押すと、アイドリングストップの作動
が停止します。
（アイドリングストップOFF表示灯
［ ］が点灯）

●再度、アイドリングストップを使用
（ON）するときは、もう一度＜アイドリ
ングストップOFFスイッチ＞を押しま
す。
（アイドリングストップOFF表示灯
［ ］が消灯）

●アイドリングストップ中に＜アイドリン
グストップOFFスイッチ＞を押すと、エ
ンジンは再始動します。

●アイドリングストップのON・OFFを切
り替えると、アドバンスドドライブアシ
ストディスプレイにメッセージが表示さ
れます。

●＜アイドリングストップOFFスイッチ＞
を押してアイドリングストップの作動を
停止させても、キースイッチ（電源ポジ
ション）をOFFにしてエンジンを始動す
ると、アイドリングストップは作動しま
す。
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アイドリングストップを使うときの
注意事項

●次のようなときは、アイドリングストッ
プまたは停車前アイドリングストップが
作動しません。
― エンジンを始動して、一度も走行しな
いでアイドリングを続けているとき

― エンジン冷却水の温度が低いとき
― バッテリーの容量が低いとき
― バッテリーの温度が低いまたは高いと
き

― ブレーキ倍力装置の負圧が低下したと
き

― エンジン回転中にボンネットを開けた
とき

― ボンネットを開けた状態でエンジンを
始動させたとき

― 運転席のシートベルトが着用されてい
ないとき

― 運転席ドアが開いているとき
― ハンドル操作をしているとき

― アイドリングストップ表示灯［ ］
が点滅しているとき

― アクセルペダルを踏んでいるとき
― セレクトレバーが のとき
― 冷房中で、車室内の温度が約30℃以
上のとき

― 暖房中で、車室内の温度が約20℃以
下のとき

― ＜アイドリングストップOFFスイッ
チ＞がONのとき

― EPS（電動パワーステアリング）警告
灯、ABS警告灯、VDC警告灯が点灯
しているとき

― ブレーキペダルの踏み込みが弱いとき
― 消費電力が大きいとき
― 高度が高いとき

●次のような場合は、アイドリングストッ
プが作動しません。
― 車両が動いているとき
― 急勾配の坂道で停車したとき

●次のような場合は、停車前アイドリング
ストップが作動しません。
― 車速が約8km/h以上のとき
― セレクトレバーが 以外のとき
― 平坦路以外のとき
― 踏み間違い衝突防止アシストが前方に
車両や歩行者を検知しているとき

― プロパイロット★が作動しているとき
●次のような場合は、システムが作動する
までに時間がかかる場合があります。
― バッテリーが十分に充電されていない
とき

― 外気温が低いとき
― バッテリーを交換したあとや、長期間
バッテリー端子を外したあと

― 冷房中で、車室内の温度が約30℃以
上のとき

― 暖房中で、車室内の温度が約20℃以
下のとき

●次のような場合は、アイドリングストッ
プ中にエンジンが再始動します。
― 坂道でブレーキペダルを緩め、車両が
動き出したとき

― セレクトレバーを に入れたとき
― セレクトレバーが 、 のときにブ
レーキペダルを緩めたとき

― セレクトレバーが のときに、パーキ
ングブレーキをかけずにブレーキペダ
ルを緩めたとき

― セレクトレバーを または から ま
たは に入れたとき

― インテリジェントキーが車外に持ち出
された状態で、いずれかのドアを開閉
したとき

●次のような場合は停車前アイドリングス
トップ中にエンジンが再始動します。
― 車速が約8km/h以上になったとき
― セレクトレバーを 以外に操作したと
き

― ボンネットを開けたとき
●停車前アイドリングストップ中に、イン
テリジェント エマージェンシーブレーキ
または踏み間違い衝突防止アシストが作
動した場合、停車後に再始動します。

●このシステムは、信号待ちなどのときに
使用し、長時間の停車などの場合は、

 アドバイス
● 充放電能力と寿命性能を強化したア
イドリングストップ付車専用のバッ
テリーをご使用ください。専用バッ
テリー以外を使用すると、バッテ
リーの早期劣化やアイドリングス
トップが正常に作動しなくなる原因
となります。

● バッテリーは、お客さまの車両に適
合した日産純正部品をおすすめしま
す。詳しくは日産販売会社にご相談
ください。



運転支援機能

運
転
の
し
か
た

152

キースイッチ（電源ポジション）をOFF
にしてエンジンを停止してください。

●アイドリングストップ中にボンネットを
開けると、ブザーが鳴るとともに通常の
エンジン停止状態となります。その場合
は、エンジンをかけ直してください。

●アイドリングストップ中または停車前ア
イドリングストップ中は、エアコン（冷
房・暖房・除湿機能）がOFFになり、送
風になります。エアコンを優先させたい
場合は、＜アイドリングストップOFFス
イッチ＞を押してアイドリングストップ
の作動を停止してください。

●アイドリングストップ中にハンドルを操
作したとき、ハンドル操作力が重く感じ
ることがあります。

●次のような場合は、アイドリングストッ
プ中にブレーキペダルから足を離しても、
エンジンが再始動しません。（次の再始動
条件で再始動する場合があります）
― セレクトレバーが のとき
― オートブレーキホールド機能★が作動
しているとき

― プロパイロット★が作動しているとき
― セレクトレバーを にして、電動パー
キングブレーキをかけているとき

― ボンネットが開いているとき
●次のようなときは、アイドリングストッ
プ中または停車前アイドリングストップ
中にエンジンが再始動する場合がありま
す。
― ＜アイドリングストップOFFスイッ
チ＞を押したとき

― プロパイロット★（ P.164）をセッ
トしたとき（ブレーキペダルの踏み込

み量によってはエンジンが再始動しな
い場合があります）

― プロパイロット★（ P.164）で停車
中に発進操作したとき

― プロパイロット★（ P.164）で停車
中に先行車が発進したとき

― バッテリーが弱っているとき
― 冷房中で、車室内の温度が約30℃以
上のとき

― 暖房中で、車室内の温度が約20℃以
下のとき

― アクセルペダルを踏んだとき
― ハンドル操作をしたとき
― バッテリーの容量が低くなったとき
― 消費電力が大きいとき
― ブレーキペダルを数回踏み直すなどし
て、ブレーキ装置の負圧が不足したと
き

― 運転席シートベルトを外したり運転席
ドアを開けたとき

車両後退抑制機能
●坂道でアイドリングストップ中から発進
するときに、ブレーキペダルからアクセ
ルペダルへの踏み替えの間に発生する車
両の後退を軽減するシステムです。

●この装置はVDC（ P.154）のブレーキ
制御を利用しているため、メーター内の
VDC警告灯（ P.272）が点灯したとき
は作動しません。

4WD車★の扱いかた
4WD車は、滑りやすい路面などで優れた
走行性能を発揮しますが、万能ではありま
せん。
4WD車特有の取り扱いかたを十分理解し、
正しい運転をしてください。

走行するとき
●オフロード（不整地）走行やラリー走行
用ではありません。

●運転操作は一般車と同様です。ハンドル、
アクセルペダルおよびブレーキペダルな
どの操作は慎重に行い、安全運転を心が
けてください。

●砂地などのオフロード走行や脱輪時の無
理な操作などにより、前後輪間の回転数
差が大きい（車輪が空転する）状態が続
くと駆動系部品の油温が上昇します。こ
の場合、駆動系部品の保護のため、一時
的に4WDから2WD（前輪駆動）に切り
替わることがあります。しばらくして油
温が下がると、4WDに復帰します。

 警告
● 4WD車は万能ではないため、走行
するときは次のことを必ず守る。
― 渡河などの水中走行はしない
― 砂地、ぬかるみなど、車輪が空転
しやすいところでの連続走行はし
ない

― 脱輪などにより車輪が宙に浮いて
いるときは、むやみに空転させな
い
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タイヤについて
●タイヤの交換は4輪とも同時に行い必ず
指定サイズで同一の銘柄、パターン（溝
模様）のタイヤを装着してください。

●摩耗差が大きいものやサイズが異なるタ
イヤを装着すると車の機構を破損するお
それがあります。
冬用タイヤも必ず4輪同じものを装着し
てください。
タイヤ交換は日産販売会社にご相談くだ
さい。

4WD車の特性

■ タイトコーナーブレーキング現象

乾燥した舗装路を4WD状態で走行中、ハ
ンドルをいっぱいに切って旋回するとブ
レーキをかけたような状態になることがあ
ります。この現象をタイトコーナーブレー
キング現象といいます。
この現象は旋回するとき前後輪に回転差が
生じるために起きる4WD車特有の現象で
異常ではありません。この現象が発生した
ときはハンドルの操作力が重くなります。

走行のしかた

■ 雪道など舗装路以外を走行するとき

●路面の状態に合わせ慎重に走行します。

エマージェンシーストップシグナ
ル

エマージェンシーストップシグナルは、急ブ
レーキを踏んだとき、後続車に追突される可
能性を低減させるため、制動灯を点滅させて
後方へ急ブレーキを知らせます。

エマージェンシーストップシグナル
について

● 50km/h以上の速度で走行中、急ブレー
キを踏むと作動します。

●次の場合は作動が停止します。
― ブレーキペダルから足を離したとき
― ブレーキペダルを踏んでいても急ブ
レーキではなくなったとき

ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

ABSとは、急ブレーキ時や滑りやすい路面で
のブレーキ時に、タイヤのロックを防止して、
車両の安定性を向上させるとともにハンドル
操作による障害物回避をしやすくするシステ
ムです。

ABSに関する注意事項

 知識
● タイトコーナーブレーキング現象が
起きるとタイヤのスリップ音や駆動
系のきしみ音などが発生することが
あります。

● 4WD車は、2WD車に対し、制動距
離が短くなるわけではありません。

 警告
● 急加速や急ハンドル、急ブレーキな
どはしない。
タイヤがスリップしたり、横滑りや
尻振りなどをおこし、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

 知識
● メーター内のABS警告灯［ ］
（ P.269）が点灯しているときは、
エマージェンシーストップシグナル
が作動しない場合があります。

 警告
● カーブの手前では十分に減速する。

ABSはあくまでも運転者のブレーキ
操作を補助するシステムです。ABS
の付いていない車両と同様に、カー
ブの手前では十分な減速が必要です。
早めの操作で安全運転を心がけてく
ださい。

● でこぼこ道、砂利道、積雪路などで
は、特に速度を控え、車間距離を十
分にとる。
ABSはブレーキ時の車両の安定性、
操舵性を確保しようとするための装
置で、制動距離が短くなるとは限り
ません。でこぼこ道、砂利道、積雪
路などでは、ABSの付いていない車
より制動距離が長くなることがあり
ます。このような道を走行するとき
は、特に速度を抑え、車間距離を十
分にとって運転してください。

● タイヤ交換時は、必ず指定サイズの
タイヤを4輪に装着する。
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ABSについて
急ブレーキを踏まなければいけないような
状況に陥らないよう、安全運転を心がける
ことが大切です。万一の危険な状況では次
のようにしてください。
●危険だと感じたら、ためらわず思い切り
ブレーキペダルを踏み込んでください。

●ABSが作動すると、ブレーキペダルに振
動が伝わったり、作動音が聞こえたりし
ます。これはABSの正常な作動によるも
のです。そのままブレーキペダルを踏み
続けてください。

●障害物回避の際には、ブレーキペダルを
踏みながらハンドル操作をしてください。

●キースイッチ（電源ポジション）をON
にしたときや、エンジン始動後最初の発
進時に、エンジンルーム内から音が聞こ
えることがありますが、これはシステム
の作動をチェックしている音で異常では
ありません。
なお、車両を確実に停車させるため、ABS
は低速では作動しません。路面の状況によ
り異なりますが約10km/h以下では作動し
ません。

VDC（ビークルダイナミクスコン
トロール）

VDCは、横滑りや駆動輪の空転を抑えて走
行時の車両安定性を向上させるシステムで
す。

VDCの機能について
●VDCのシステムには次の機能がありま
す。
― VDC機能：走行中の横滑り状態をセ
ンサーで判別し、走行時の車両安定性
を向上させる機能です。

― トラクションコントロール機能
（TCS）：滑りやすい路面などで駆動輪
が空転した場合、エンジンの出力を抑
えることにより、駆動力およびハンド
ルの操作性を向上させる機能です。

― ブレーキLSD機能：滑りやすい路面な
どで駆動輪が空転した場合、空転して
いる駆動輪にブレーキをかけることに
より、もう一輪の駆動力を確保する機
能です。

― ABS機能：ABS（ P.153）
●VDC作動時は、ブレーキの作動により音
や振動を発生する場合がありますが異常
ではありません。

VDCの作動について
●VDCの作動と警告灯
― VDCが作動しているときは、VDC警
告灯［ ］が点滅します。

― トラクションコントロール機能のみが
作動しているときもVDC警告灯
［ ］が点滅します。VDC警告灯が
点滅したときは、車両が滑りやすい状
態になっていますので特に慎重に運転
してください。

●次の場合、VDC警告灯［ ］が点灯す
ることがあります。一度キースイッチ
（電源ポジション）をOFFにし、再度ON
にするとVDC警告灯は消灯します。
― 駐車場の入り口などにあるターンテー
ブルや動く物の上に車があるとき

― 極端に傾いた特殊な路面（サーキット
路に見られるバンクなど）を走行した
とき

VDCに関する注意事項

 警告
ABSは各車輪の回転速度をセンサー
で検出しています。指定サイズ以外
ではABSが正常に作動しなくなり、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

 警告
● 滑りやすい路面やカーブの手前では
速度を落とす。
この装置は車両の走行安定性を向上
させるもので事故を防止するもので
はありません。VDCの作動にも限界
があるため、滑りやすい路面やカー
ブの手前では、特に速度を落とし安
全運転を心がけてください。

● 次の場合、VDC警告灯［ ］が点
灯し正常に作動しないことがあるの
で注意する。
― サスペンション、タイヤ、ブレー
キ、ステアリング、エンジン関係
部品などを純正品以外に交換した
り、改造したとき
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VDCのON・OFFのしかた

■ VDC OFFスイッチ無車

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［VDC設定］⇒ ［シス
テム］を選択すると、VDC機能のON・
OFFを切り替えることができます。
設定の詳細については、VDC設定
（ P.58）をお読みください。

●VDC機能をOFFに切り替えると、VDC
が停止し、VDC OFF表示灯［ ］が点
灯します。

●再度、VDCを使用（ON）するときは、
もう一度アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイでVDC機能をONに切り替
えます。VDC OFF表示灯［ ］が消灯
し、VDCがONになります。

■ VDC OFFスイッチ付車

VDCの作動を停止（OFF）するにはVDC 
OFFスイッチを長押し（約2秒）します。
●VDC OFFスイッチを長押し（約2秒）す
ると、VDCが停止し、VDC OFF表示灯
［ ］が点灯します。

●再度、VDCを使用（ON）するときは、
もう一度VDC OFFスイッチを単押しし
て、VDC機能をONに切り替えます。
VDC OFF表示灯［ ］が消灯し、
VDCがONになります。

 警告
― サスペンション、タイヤ、ブレー
キなどの関係部品が著しく摩耗お
よび劣化した状態で走行したとき

● VDC付車でも雪道などでは冬用タイ
ヤやタイヤチェーンを装着する。

 アドバイス
● VDCが作動しているときは、ぬかる
みや雪道から脱出するときに、ス
リップ状態を検知するため、アクセ
ルペダルを踏み込んでもタイヤの回
転数が上がらないことがあります。
タイヤの回転数を上げたいときは
VDCスイッチを長押しして、VDC
を停止してください。

● VDC機能をOFFにすると、VDCの
すべての機能と、次の機能が停止し
ます。（ABS機能およびブレーキ
LSD機能を除く）

― プロパイロット★（ P.164）
― インテリジェント エマージェン
シーブレーキ（ P.176）

― 踏み間違い衝突防止アシスト
（ P.183）

― インテリジェント LI（車線逸脱防
止支援システム）（ P.197）

― インテリジェント BSI（後側方衝
突防止支援システム）★
（ P.189）

― インテリジェント FCW（前方衝
突予測警報）（ P.200）

 知識
● キースイッチ（電源ポジション）を

ONにするたびに、VDCは自動的に
ONになります。
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ヒルスタートアシスト
ヒルスタートアシストは、上り坂での発進を
補助するシステムです。

ヒルスタートアシストについて
●上り坂で発進するとき、ブレーキペダル
からアクセルペダルへ踏み替える間に発
生する車両の後退を防ぎます。

●セレクトレバーが 、 以外のとき、ブ
レーキペダルから足を離すと、約2秒間
ブレーキ力を保持します。

●セレクトレバーを操作した直後はブレー
キを踏んだ状態で約1秒待ってから発進
してください。セレクトレバーを から
または から にした直後は、ヒルス

タートアシストが作動しないことがあり
ます。

●VDC警告灯［ ］ （ P.272）が点灯
したときは作動しません。

●ヒルスタートアシストが作動していると
き、ブレーキペダルの踏みごたえが変化
したり、音や振動が発生したりすること
がありますが、異常ではありません。

 知識
● VDCが作動すると発進時や加速時に
車体およびペダルにわずかな振動と
作動音が発生しますが異常ではあり
ません。

● キースイッチ（電源ポジション）を
ONにしたときや、エンジン始動後
最初の発進時に、エンジンルーム内
から音が聞こえることがありますが、
システムの作動をチェックしている
音で異常ではありません。

 警告
● ヒルスタートアシストの機能を過信
しない。
凍結している路面や泥状の坂道では、
車両がスリップして後退することが
あります。特に安全運転を心がけて
ください。
緩やかな坂道ではヒルスタートアシ
ストが作動せず後退する場合があり
ます。その際はブレーキペダルを踏
むか、パーキングブレーキをかけて
ください。

● 停車するときは、思わぬ事故につな
がるおそれがあるため、ブレーキペ
ダルを踏み続ける。

この装置は、ブレーキペダルから足
を離すと約2秒間ブレーキ力を保持
しますが、その後ブレーキ力が解除
されます。駐車するときは確実にセ
レクトレバーを に入れ、パーキン
グブレーキをかけてください。
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走行支援機能

走行支援機能について
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範囲 機能名 機能説明 支援内容

使用するセンサー※1

レーダー カメラ
（フロント） ソナー

カメラ
（アラウン
ドビューモ
ニター）★

前
方
側
方

プロパイロッ
ト★

前方車両との車間距離を制御し、前方車
両停車時は停車してその状態を保持しま
す。また、走行車線内を走行するように
ハンドルを自動制御することで運転操作
の負担を減らします。（ P.164）

支援

○ ○ － －

前
方

インテリジェ
ント エマー
ジェンシーブ
レーキ

前方の車両や歩行者、自転車と衝突のお
それがあるとき、警報とブレーキにより、
運転者の衝突回避操作を支援します。
（ P.176）

支援

○ ○ － －

前
方
後
方

踏み間違い衝
突防止アシス

ト

ブレーキペダルとアクセルペダルの踏み
間違えや、ブレーキ操作遅れが起きたと
きに警報音と表示で警告し、さらに過度
な加速の防止や障害物への衝突防止を支
援します。（ P.183）

支援

－ ○※2 ○ ○※3

前
方

インテリジェ
ント FCW（前
方衝突予測警

報）

前方を走行する2台前の車両を検知し、急
な減速などにより、自車の回避操作が必
要と判断した場合に警報します。
（ P.200）

情報提供
警報

○ － － －

標識検知機能 運転者に最高速度標識／車両進入禁止標
識／一時停止標識があることを知らせま
す。（ P.207）

－ ○ － －

先行車発進お
知らせ

先行車が発進しても自車が停止し続けた
場合に、音と表示でお知らせする機能で
す。（ P.210）

○ ○ － －
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※1：レーダーセンサー／カメラ類の取り扱い注意に従って、お手入れをお願いします。適切なお手入れを行わないと、システムが正常
に作動しないおそれがあります。（ レーダーセンサーの取り扱い  (P.322)）、（ マルチセンシングフロントカメラの取り扱い  
(P.322)）、（ ソナーの取り扱い  (P.323)）、（ フロントビューカメラ★／サイドビューカメラ★ の取り扱い  (P.323)）、（ リ
ヤビューカメラ★の取り扱い  (P.323)）

※2：後方への支援には使用されません。
※3：後方への支援時にリヤビューカメラ★が使用されます。

側
方

インテリジェ
ント BSI（後
側方衝突防止
支援システ
ム）★

隣車線に車両がいるときに車線変更を開
始した場合、警報とともに車両を元の車
線内に戻すよう支援します。（ P.189）

支援

○ ○ － －

インテリジェ
ント LI（車線
逸脱防止支援
システム）

運転者が意図せず走行車線から逸脱しそ
うなとき、車線内に戻す操作を支援しま
す。（ P.197） － ○ － －

BSW（後側方
車両検知警
報）★

車線変更時、隣車線に車両がいる場合に
警報します。（ P.189）

警報
○ － － －

LDW（車線逸
脱警報）

運転者が意図せず走行車線から逸脱しそ
うなとき、警報します。（ P.197） － ○ － －

インテリジェ
ント DA（ふ
らつき警報）

ハンドル操作から運転者の注意力が低下
していると判断したとき、警報音と表示
により運転者に休憩を促します。
（ P.206）

－ － － －

後
方

RCTA（後退
時車両検知警
報）★

後退時、後方を横切ろうとする車両があ
るとき、警報します。（ P.203）

警報
○ － － －

範囲 機能名 機能説明 支援内容

使用するセンサー※1

レーダー カメラ
（フロント） ソナー

カメラ
（アラウン
ドビューモ
ニター）★
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走行支援機能

フロントガラスに装備されたマルチセンシ
ングフロントカメラ、フロントグリルおよ
びリヤバンパーに装備されたレーダーセン
サー、フロントバンパーおよびリヤバン
パーに装備されたソナーセンサーで構成さ
れた、走行を支援するシステムです。

■ 作動させるためにプロパイロットス
イッチ操作が不要な機能（メーターで
のON・OFF設定が可能）

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ

●踏み間違い衝突防止アシスト
●インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）

●BSW（後側方車両検知警報）★
●インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）★

●インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）

● LDW（車線逸脱警報）
●RCTA（後退時車両検知警報）★
●インテリジェント DA（ふらつき警報）
●標識検知機能
●先行車発進お知らせ

■ 作動させるためにプロパイロットス
イッチ操作が必要な機能

●プロパイロット★

 警告
● 走行支援機能は、自動で運転する装
置ではありません。運転者は交通法
規を遵守し、常に周囲に注意し、道
路・交通・自車の状況に応じハンド
ル、ブレーキペダル、アクセルペダ
ルを確実に操作し、安全な運転を行
う責任があります。性能には限界が
あるため、システムだけに頼った運
転はせず、常に安全運転を心がけて
ください。

● レーダー、カメラ、ソナーの性能に
は限界があります。 詳細については、
各検知条件と制限をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.161)

マルチセンシングフロントカメラ
の検知条件と制限  (P.162)

ソナーの検知条件と制限  
(P.163)
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走行支援機能の設定
●アドバンスドドライブアシストディスプレイで［設定］⇒［運転支援］⇒必要な機能を
選択すると、設定を切り替えることができます。

機能名 設定できる機能
ハンドル支援★ ハンドル支援機能
側方支援 LDW（車線逸脱警報）、インテリジェント LI（車線逸脱防

止支援システム）
後側方支援★ BSW（後側方車両検知警報）、インテリジェント BSI（後

側方衝突防止支援システム）
緊急支援 インテリジェント エマージェンシーブレーキ、インテリ

ジェント FCW（前方衝突予測警報）、踏み間違い衝突防止
アシスト

先行車発進お知らせ 先行車発進お知らせ
制限速度標識／速度標識
表示

最高速度標識検知

道路標識／標識検知支援 進入禁止標識検知／一時停止標識検知
駐車支援 移動物 検知機能、ソナー機能など
後退時車両検知警報★ RCTA（後退時車両検知警報）
ふらつき警報 インテリジェント DA（ふらつき警報）
161

レーダーセンサーの検知条件と制限
●レーダーセンサーは次のような物体は検
知できないことがあります。
― 歩行者、自転車、動物など
― 対向車
― 前方の車両がオートバイのような幅の
狭い車両

●RCTA（後退時車両検知警報）のレー
ダーセンサーは、次のような物体は検知
できないことがあります。
― 約30km/h以上の速度で通過する車両
― 約8km/h以下の速度で通過する車両

●次のような場合は、前方の車両を検知で
きないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界が悪
いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生している
とき

― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー周
辺に付着しているとき

― 放送局・レーダー搭載車両など周辺の
電波源により影響を受けているとき

― トンネル内を走行しているとき
― 前方の車両がけん引を行っているとき
― 前方の車両との距離が極端に近いとき
― 急なカーブや、勾配の変化があるとこ
ろを走行しているとき

●次のような状況では、レーダーセンサー
が接近する車両を検知できず、RCTA
（後退時車両検知警報）が警報を出さない
場合があります。
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― 隣に駐車している車両などが、レー
ダーセンサーの検出エリアを妨げてい
るとき

― 駐車枠線が斜めに引かれた駐車場に駐
車しているとき

― 回り込むようにして自車両後方へ車両
が接近してきたとき

― 接近してきた車両の向きが、自車両の
向きと同じまたはそれに近いとき

●次のような状況では、隣の車線の車両を
検知できないことがあります。
― 車線の幅が極端に広い道路を運転して
いるとき

― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界が悪
いとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー周
辺に付着しているとき

― 放送局・レーダー搭載車両など周辺の
電波源により影響を受けているとき

●次のような車両は、正確に検知できない
場合があります。
― 背の低い車両や、オートバイなどの幅
の狭い車両

― 停車状態から検知範囲に居続ける車両
― 後方から速い速度で接近してくる車両
― 自車両が速い速度で追い越した車両
― 合流や車線変更で自車両の横にほぼ同
じ速度で移動してきた車両

マルチセンシングフロントカメラの
検知条件と制限

●マルチセンシングフロントカメラは次の
ような障害物を検知できないことがあり
ます。
― 子供などの背の低い人、動物、自転車
― 対向車両
― 道路構造物（ガードレール、ポールな
ど車両と歩行者以外の障害物）

●マルチセンシングフロントカメラは車両
の後端を認識するため、次のような車両
を検知しないもしくは検知できない場合
があります。
― バンパー形状などにより、タイヤが見
えにくい車両

― 幌がはみ出し、後端形状がはっきりし
ない車両

― 前方を横切って通過する車両
― 斜めもしくは前向きに止まっている車
両

●マルチセンシングフロントカメラは次の
ような場合、前方の車両、歩行者を検知
できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹
雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生している
とき

― カメラ前方のフロントガラスのくもり
や、汚れ、油膜、虫汚れ、水滴、氷、
雪、泥などが付着しているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車両の
ハイビームなど）を受けているとき

― 前方の強い光により前方車両のタイヤ
の部分が影になり見えにくいとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯していない、あるいはヘッドラ
ンプのレンズが極端に汚れている、ま
たは光軸調整が適切に行われていない
とき

― 夜間やトンネル内などで前方の車両の
テールランプが点灯していないとき

― トンネルの出入り口や日陰など、急に
明るさの変化が起こったとき

― カーブを走行しているとき
― 勾配の変化があるところを走行してい
るとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走行し
ているとき

― 歩行者が大きな荷物を持っている、背
景と同じ色の服を着ているなど人特有
の輪郭が認識できないとき

― 前方車両からの太陽光などを強く反射
されたとき

― 対象物の位置や動きが大きく変化した
場合（自車の車線変更・右左折、前方
車両の右左折・急ハンドル・急加速・
急減速など）

― 始動してから約15秒間
― カメラの向きがずれているとき

●マルチセンシングフロントカメラは次の
例のような周辺状況では対象物の形状を
正しく検出できずシステムが作動しない
場合があります。
― 対象物が背景と似た色合いで区別がで
きない場合
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― 対象物が道路標示（道路上の横断歩
道、制限速度などの標示）の近くにあ
る場合

― 対象物が路面の水たまりの付近にある
場合（周りの風景が水たまりに映りこ
むなど）

― 対象物が建物や街路樹などの影と重
なっているとき

― 対象物と自車の間に水蒸気や煙などが
あるとき

― 夜間やトンネル内など暗い場所にいる
歩行者

― 車高の低い車両または最低地上高（地
面から車体までの高さ）が極端に低い
もしくは極端に高い車両

― 特殊な形状の車両（タンクローリー、
サイドカーなど）

― 前方の至近距離に割り込んだ車両
― 前方の至近距離に飛び出してきた歩行
者

― 自車の正面から横にずれた位置に存在
する車両や歩行者、人が乗車している
自転車

― 後端面積が小さい車両（空荷のトラッ
クなど）

― リヤタイヤから車両後端までが長い車
両

― 四輪車以外の車両（二輪車など）
― 荷台から荷物や幌がはみ出している車
両

●マルチセンシングフロントカメラは次の
例のような場合、衝突するおそれがある
対象を正しく検出できない場合がありま
す。
― 複数の対象物同士が近接している場合

― 衝突するおそれのある対象の二輪車ま
たは車高の低い車両の前方近くに車両
がいる場合

― 自車の正面から横にずれた位置に存在
する車両や歩行者

ソナーの検知条件と制限
●次のような場合、ソナーは正しく検出で
きないことがあります。
― 人、動物などの動いているもの、特に
人は衣服の種類によっても検出できな
い場合があります。

― 背の低い障害物
― 溝や穴など地面より低い場所
― ポールなどの幅の狭い障害物
― 針金、ロープ、チェーンなどの細い障
害物

― 金網、フェンス、ショッピングカート
などのすき間が多い障害物

― 鋭角的な形の障害物
― 壁などに配置されている配管などの障
害物

― 地面から高い位置に存在する障害物
― 柱などで構成されている平面ではない
障害物

― スポンジ状のものや雪などの表面が柔
らかく音波を吸収しやすい障害物

― バンパーに非常に近い障害物
― 急に進行方向に現れた障害物
― 急にソナーの検出範囲に飛び込んでき
た障害物

― 急に近づいてきた障害物
― 車両側方にある障害物

― 障害物の面が車両の前面、または後面
に対して斜めのとき

― ソナーセンサー部や周辺が凍結した
り、雨、雪、氷、汚れなどが付着した
りしているとき

― 車両姿勢が大きく傾いているとき
― 炎天下や寒冷時でセンサー周辺が著し
く高温または低温のとき

― 凸凹道、坂道、砂利道、草むらを走行
しているとき

― 他車のホーン、オートバイの排気音や
工事など、付近で大きな音がしたとき

― 車両感応センサーや他車のソナーな
ど、超音波を発するものが付近にある
とき

●次のような場合、ソナーは検知すること
があります。
― 周囲に草が生い茂っているとき
― 車両側面の近くに壁があるとき
― 高さのあるゲート、狭いトンネル、料
金所のバーなど

― マンホールやスピードバンプなど路面
上に段差や突起物があるとき

― 垂れ下がった旗、ビニールカーテンな
どをくぐって走行するとき

― 車両周辺に雪のかたまりがあるとき
― 勾配路
― 車両感応センサーや他車のソナーな
ど、超音波を発するものが付近にある
とき

― 他車のホーン、オートバイの排気音や
工事など、付近で大きな音がしたとき

― 背が高く上部が張り出しているものが
あるとき
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― 雨、雪、氷、汚れなどがソナーセン
サーに付着しているとき

― 凸形状または凹形状の構造物の近くを
通過しているとき

― 車両側方の近くに構造物（壁、料金所
設備、駐車場のゲート設備など）があ
るとき

プロパイロット★
プロパイロットは、高速道路や自動車専用道
路を運転者が設定した車速を上限に、先行車
と車速に応じた車間距離を保ちながら、車線
中央付近を走行するための運転操作を支援し
ます。

プロパイロットに関する注意事項
●プロパイロットは自動で運転する装置で
はありません。また、脇見運転やぼんや
り運転などの前方不注意での運転操作を
補助するものではありません。
運転者はシステムを過信せず、常に周囲
に注意し、道路・交通・自車両の状況に
応じて確実にハンドル、アクセルペダル、
ブレーキペダルを操作して、安全な運転
を行う責任があります。

●プロパイロットは高速道路や自動車専用
道路の直線や緩やかなカーブでの使用を
想定して設計されています。
一般道での使用は思わぬ事故につながる
おそれがあるため使用しないでください。

●プロパイロットは同一方向に走行する車
両を検出し、車間距離を保つようアクセ
ル、ブレーキを制御します。
対向車両、前方を横切る車両、車線外
（路肩など）にいる車両、歩行者、自転

車、工事用のパイロン、落下物などの車
両以外のものに反応しません。

●プロパイロットは車線中央付近を走行す
るようにステアリングを制御します。側
方から車両が近づいてきても反応しませ
ん。
交通法規を遵守する責任は運転者にあり
ます。走行している地域や道路の交通法
規を遵守し、安全な走行を行ってくださ
い。

●プロパイロットの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせず、
常に安全運転を心がけてください。
自車の前への急な割り込みや先行車が急
ブレーキをかけたとき、急なカーブを走
行するとき、悪天候などでは、適切な減
速や操舵制御が行えず先行車に接近した
り、レーンマーカーに近づいたりするこ
とがあります。先行車との車間距離、自
車の車線内の位置、周囲の状況に応じて
自らアクセルペダル、ブレーキペダル、
ハンドルを操作し、常に安全運転を心が
けてください。
レーンマーカーとは、走行車線の右側も
しくは、左側に引かれた線のことを示し
ます。

●プロパイロットを解除せずに降車しない
でください。
車両を停止し続ける能力をもっていませ
ん。降車する場合は＜プロパイロットス
イッチ＞を押してシステムをOFFにし、
セレクトレバーを に切り替え、電動
パーキングブレーキを作動させてくださ
い。

●次のような状況では適切な制御ができず、
思わぬ事故につながるおそれがあるため
使用しないでください。

― 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を
走行しているとき

― 悪天候（雨、雪、霧など）のとき
― 急カーブや曲がりくねった道を走行し
ているとき

― 急な上り坂、下り坂を走行していると
き

― 頻繁な加減速により、車間距離が保ち
にくい交通状況のとき

― 料金所を通るとき
― タイヤの空気圧が適正ではないとき
― 摩耗しているタイヤ、日産純正品もし
くは日産販売会社で購入したタイヤ以
外を使用しているときや、タイヤ
チェーンを装着しているとき

― 純正品以外のブレーキ部品やサスペン
ション部品を使用しているとき

― レーダー部に雪、氷、泥などの付着物
があるとき

― マルチセンシングフロントカメラおよ
びその前方のフロントガラスに汚れ、
油膜、水滴、氷、雪、泥などの付着物
があるとき

― マルチセンシングフロントカメラおよ
び、その前方のフロントガラスにくも
りや結露があるとき

― レーダー、カメラ、ソナーの機能を妨
げるものを取り付けたとき

― 極端に重い荷物を積んでいるとき
― けん引されているとき
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プロパイロットの機能
プロパイロットには次の機能があります。

機能名 概要説明 参照先

車速・車間制御機能

● 先行車を検出していないときは、運転者が設定した車速を維持するように制御
します。

● 先行車を検出しているときは、運転者が設定した車速を上限に、車速に応じた
車間距離を保つように制御します。

P.172

車線維持機能（ハンドル支援） ● 車線中央付近を走行するようにステアリングを制御し、運転者のハンドル操作
を支援します。

P.174
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システム構成

 警告
● プロパイロットは次のような障害物
には反応しません。
― 歩行者、動物など
― 落下物
― 工事などで設置されるパイロンな
ど

― 特殊な形状をした車両
● 次のような状況では先行車の検出が
遅れる、または検出ができないこと
があります。運転者は常に前方の状
況に注意し、必要に応じてブレーキ
ペダルやハンドルを操作してくださ
い。
― 前方に急な割り込みがあったとき
― 停止車両など自車速よりも極端に
遅い車両がいたとき

― 見通しの悪いカーブを走行してい
るとき

― 前方に車線の端を走行する二輪車
がいるとき

― 先行車や他車線の車両が路上の水
や雪などを巻き上げて走行してい
るとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返され
る道を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重
い荷物を積んだとき

― 悪天候のとき（雨、霧、雪など）

● 次のような状況では正しくレーン
マーカーの検出ができず車線維持機
能（ハンドル支援）が使用できない
ことがあります。
― レーンマーカーが消えかかってい
る、汚れているなど不明瞭なとき

― レーンマーカーが路面の色と似て
おり見えにくいとき

― レーンマーカーが多重に描かれて
いるとき

― 消されたレーンマーカーが、まだ
薄く残っているとき

― 工事などによる車線規制や仮設の
レーンマーカーがあるとき

― 料金所や交差点手前などでレーン
マーカーが大きく変化していると
き

― 車線幅が極端に狭いときや広いと
き、または変化しているとき

― 停止禁止部分、または立ち入り禁
止部分がある道を走行していると
き

― 出口路、分岐路など車線数が増え
るとき

― 濡れているまたは水たまりのある
路面を走行しているとき

― 道路構造物、街路樹、建物などの
影が差している路面を走行してい
るとき

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、
吹雪など）で視界が悪いとき

― 先行車や他車線の車両が路上の水
や雪などを巻き上げて走行してい
るとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車
両のハイビームなど）を受けてい
るとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドラ
ンプを点灯していない、あるいは
ヘッドランプのレンズが極端に汚
れているとき

― トンネルの出入り口や日陰など急
に明るさの変化が起こったとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返され
る道を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重
い荷物を積んでいるとき

● 次のような状況では隣の車線の車両
の検出が遅れる、または検出ができ
ないことがあります。運転者は常に
周囲の状況に注意し、必要に応じて
ハンドルを操作してください。
― 背の低い車両や、オートバイなど
の幅の狭い車両が走行していると
き

― 後方から速い速度で接近してくる
車両が走行しているとき

― 後方から近づいてくる車両が車線
変更などにより隣の車線に移動し
たとき

― 自車や周囲の車両が路上の水や雪
などを巻き上げて走行していると
き
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プロパイロットは次のような部品で構成さ
れています。

ソナーセンサー
前方の車両を検知

フロントレーダーセンサー
前方の車両を検知し、インテリジェ
ント クルーズコントロールに使用
マルチセンシングフロントカメラ
車線のレーンマーカーを検知し、ハ
ンドル支援に使用

 警告
― 放送局・レーダー搭載車両など周
辺の電波源により影響を受けてい
るとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返され
る道を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重
い荷物を積んだとき

― 悪天候のとき（雨、霧、雪など）
● フロントレーダーの汚れを自動的に
判定する機能を備えておりますが万
全ではありません。
状況によってはレーダーが汚れてい
ても判定できない場合があります。
また雪、氷などが付着したときも判
定できない場合があります。
このような状況では適切な作動がで
きなくなるおそれがあるため、常に
周囲に注意して走行してください。
またフロントレーダーおよびその周
辺はいつもきれいにしておいてくだ
さい。
レーダーセンサーの取り扱い  

(P.322)

● フロントカメラの汚れを自動的に判
定する機能を備えておりますが万全
ではありません。
状況によってはフロントカメラが汚
れていても判定できない場合があり
ます。また雪、氷などが付着したと
きも判定できない場合があります。

このような状況では適切な作動がで
きなくなるおそれがあるため、常に
前方に注意して走行してください。
またフロントカメラおよびその周辺
はいつもきれいにしておいてくださ
い。
マルチセンシングフロントカメラ

の取り扱い  (P.322)

 アドバイス
● プロパイロットを正しく作動させる
ために、カメラ前方のフロントガラ
ス、レーダーセンサーおよびソナー
センサー周辺のお手入れを行ってく
ださい。
外装のお手入れ  (P.320)
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プロパイロットに関連するスイッチ

プロパイロットスイッチ
プロパイロットのON・OFFができます。
CANCELスイッチ
プロパイロットの解除ができます。
このとき、設定車速を消さずに解除することができます。
RES±スイッチ
プロパイロットを解除後に押すと、解除前の設定車速で再び開始することができま
す。
上押しすると、設定車速を上げることができます。
下押しすると、設定車速を下げることができます。
SETスイッチ
SETスイッチを押したときの車速でプロパイロットを開始できます。
車間設定スイッチ
車間距離を「長」「中」「短」の3段階に切り替えることができます。
ハンドル支援スイッチ
ハンドル支援のON・OFFができます。
プロパイロットの使いかた
1. ＜プロパイロットスイッチ＞を押し

ます。（1.5秒未満）
●プロパイロットがONになります。
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイにプロパイロットの状態が表示され
ます。（ P.170）

2. ＜SETスイッチ＞を押したときの車
速でプロパイロットを開始します。

●先行車を検出していない場合、運転者が
設定した車速を維持するように制御しま
す。

■ 車間距離設定のしかた

プロパイロットがONのときに＜車間設定
スイッチ＞を押すと、車間距離を設定でき

 知識
● ＜プロパイロットスイッチ＞を1.5
秒以上押し続けると定速制御機能に
切り替わり、ハンドル支援を行いま
せん。

 警告
● プロパイロットは脇見運転やぼんや
り運転などの前方不注意での運転操
作を補助するものではありません。
先行車との車間距離、車線内の位置、
周囲の状況に応じてアクセルペダル、
ブレーキペダル、ハンドルを操作す
るなどして、常に安全運転を心がけ
てください。
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ます。車両アイコン下のバーの本数で設定
を表示します。

●車間設定は、エンジンを停止しても再度
設定を変更するまでその状態が維持され
ます。

■ 設定車速の変更のしかた

加速したいとき：
●設定車速を上げたいときは、＜RES±ス
イッチ＞を上方向に押します。

減速したいとき：
●設定車速を下げたいときは、＜RES±ス
イッチ＞を下方向に押します。

設定車速は5km/hきざみで変更できます。
スイッチを押し続けると設定車速が5km/h
ずつ連続して変わります。希望の速度でス
イッチを離してください。

■ 一時的に加速、減速をしたいとき

●ハンドルを持ってアクセルペダルを踏む
と加速します。

●アクセルペダルを踏んで加速したときな
ど、設定車速より実際の車速が高くなっ
た場合は、設定車速表示が点滅します。

●アクセルペダルを離すと再び車速車間制
御を行います。

●ブレーキペダルを踏むと減速します。
（プロパイロットは解除されます）

●解除前の設定車速で再び開始したいとき
は、＜RES±スイッチ＞を上方向に押し
ます。

■ 車線維持機能（ハンドル支援）の
ON・OFFのしかた

スイッチでのON・OFFのしかた
●＜ハンドル支援スイッチ＞を押すごとに
ハンドル支援のON・OFFを切り替える
ことができます。

メーターでのON・OFFの設定
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［プロ
パイロット］⇒［ハンドル支援設定］を

選択すると、ハンドル支援のON・OFF
を切り替えることができます。
ハンドル支援のON・OFF設定はエンジ
ンを停止しても再度設定が変更されるま
で、その状態を維持します。

■ プロパイロットの解除のしかた

次のいずれかの操作でプロパイロットが解
除されます。
●＜プロパイロットスイッチ＞を押す
●＜CANCEL＞スイッチを押す
●ブレーキペダルを踏む（車速・車間制御
機能により、自車が停止しているときを
除く）
解除前の設定車速で再び開始したいとき
は、＜RES±スイッチ＞を上方向に押し
ます。
車速・車間制御機能により自車が停止し
ているとき、システムを解除すると電動
パーキングブレーキが作動します。

アイコン下のバーの本
数 車間距離

3本 長
2本 中
1本 短

 警告
● アクセルペダルを操作して加速して
いるときは、ブレーキ制御、接近警
報を行いません。

通常、車間制御中は先行車の速度に
合わせて自動的に加速、減速を行い
ます。車線変更などで加速が必要な
ときや、先行車が急減速したり、他
車が割り込むなどして先行車に接近
しそうになったときなどはアクセル
ペダル、またはブレーキペダルを踏
んで周囲の状況に応じた適切な加速、
減速を行ってください。  警告

● プロパイロットをOFFにせずに降車
しないでください。
降車する場合は＜プロパイロットス
イッチ＞を押してシステムをOFFに
し、電動パーキングブレーキを作動
させ、セレクトレバーを にしてく
ださい。
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アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ表示

メーター表示項目 表示内容
ハンドル支援の作動状態 灰色⇒ハンドル支援待機中 緑色⇒ハンドル支援中
プロパイロット作動状態 プロパイロット作動中は青色に点灯
先行車検出の有無 車両アイコン非表示⇒先行車検出無し 車両アイコン表示⇒先行車検出有り

ハンドル支援作動灯／警告
灯

灰色⇒ハンドル支援待機中 黄色⇒車線維持機能（ハンドル支援）が故
障状態

赤色⇒ハンドルを離している状態（手放し
警報のみ） 緑色⇒ハンドル支援中

プロパイロットの作動状態 白色⇒プロパイロットON 青色⇒プロパイロット作動開始
標識検知表示 標識検知機能で検出した速度標識を表示
車間設定表示 車間設定状態を表示



運転支援機能
運
転
の
し
か
た

171☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

運転支援ステータス画面

プロパイロットを起動したあと、車速を設
定する前に運転支援ステータス画面が表示
されます。画面は、後側方、前方運転支援、
および側方運転支援のステータスを表示し
ます。運転支援設定で選択されている場合、
＜プロパイロットスイッチ＞を押すと、シ
ステムも作動状態になります。

●運転支援ステータスを変更するには、ア
ドバンスドドライブアシストディスプレ
イで次のようにメニューを選択し、設定
を変更してください。（ P.161）
［設定］⇒［運転支援］

運転支援機能をONに設定している場合の
表示

［ ］：警報機能がONになっている場合に
表示
［ ］：支援機能がONになっている場合に
表示
［OFF］：どの機能もONになっていない場
合に表示

車速・車間制御作動状態

車両アイコン非表示⇒先行車検出無し（定
速制御中）

車両アイコン表示⇒先行車検出有り（定車
間制御中）

車間距離の設定状況を表示
レーンマーカーアイコン灰色⇒ハンドル支
援待機中

レーンマーカーアイコン緑色⇒ハンドル支
援中

白色⇒プロパイロットON 緑色⇒プロパイロット作動開始
黄色⇒プロパイロットが故障状態

設定車速表示 設定車速を表示

メーター表示項目 表示内容

範囲 運転支援機能名
称 機能 表示

前方 インテリジェン
ト エマージェン
シーブレーキ

支援 ［ ］

インテリジェン
ト FCW（前方衝
突予測警報）

警報

車線 LDW（車線逸脱
警報）

警報 ［ ］

インテリジェン
ト LI（車線逸脱
防止支援システ
ム）

支援 ［ ］

後側
方

BSW（後側方車
両検知警報）

警報 ［ ］

インテリジェン
ト BSI（後側方
衝突防止支援シ
ステム）

支援 ［ ］

範囲 運転支援機能名
称 機能 表示
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車速・車間制御機能（インテリジェ
ント クルーズコントロール）

インテリジェント クルーズコントロール
は、プロパイロットの機能の一部です。こ
のシステムを使用する前に、システムの操
作方法（ P.168）やディスプレイの理解
（ P.170）を含め、プロパイロット全体
（ P.164）をお読みください。
インテリジェント クルーズコントロール
は、フロントレーダーセンサーを使用して
制御します。
●先行車を検出していない場合は運転者が
設定した車速で定速走行します。

●先行車を検出しているときは、運転者が
セットした車速（約30km/h以上）を上
限に、車速に応じた車間距離を保つよう
に車間制御を行い走行します。先行車が
停止したときは、先行車に続いて自車も
停止します。一度停止すると、インテリ
ジェント クルーズコントロールは停止し
た状態を保持します。

●先行車がいなくなると設定車速まで加速
します。

●設定車速は設定車速表示を確認しながら
変更してください。

●インテリジェント クルーズコントロール
の制御によりブレーキが作動した場合は、
自車の制動灯が点灯します。

●インテリジェント クルーズコントロール 
の制御により自車が停止中に、先行車が
発進するとアイドリングストップが解除
されエンジンが再始動します。
インテリジェント クルーズコントロール
は、車両ブレーキ力の最大40％しか適用し

ないため、車速を一定に保ちやすい交通状
況で使用してください。
ハンドルを持ってアクセルペダルを踏むと
加速します。アクセルペダルを操作して加
速しているときは、ブレーキ制御、接近警
報を行いません。
インテリジェント クルーズコントロールが
作動しているときは、インテリジェント エ
マージェンシーブレーキおよびインテリ
ジェント FCW（前方衝突予測警報）がON
になります。

車速・車間制御の自動解除
次の場合は、警告音とともに車速・車間制
御機能が自動的に解除されます。
●先行車を検出していないときに、車速が
約25km/hを下回ったとき

●運転席、助手席、後席のいずれかのドア
を開けたとき

●運転席のシートベルトを外したとき
●車速・車間制御機能により自車が停止後、
約3分が経過したとき

●セレクトレバーを または 以外にした
とき

●電動パーキングブレーキをかけたとき
●VDCをOFFにしたとき
●VDCが作動したとき
●タイヤが空転したとき
●周辺の電波源の影響を受けているとき
●周辺の電波源や環境による反射などによ
り、一時的に電波を受信できなかったと
き

●レーダーセンサーが汚れているとき

次の場合は、プロパイロットの制御を開始
することができません。（設定車速表示が約
2秒間点滅します）
●運転席、助手席、後席、またはバックド
アのいずれかのドアが開いているとき

●運転席のシートベルトを着用していない
とき

●車速が約30km/hを下回っていて、先行
車を検出していないとき

●セレクトレバーが または 以外のとき
●電動パーキングブレーキが作動している
とき

●ブレーキペダルを踏んでいるとき
●VDCをOFFにしたとき
●VDC／TCSが作動したとき
●タイヤが空転したとき

システム作動

インテリジェント クルーズコントロール
は、次の2つのモードのいずれかに設定で
きます。

 警告
● 運転者は周囲の状況に注意し、必要
に応じてブレーキペダルを操作して
ください。
車速・車間制御機能で停止したあと、
前方に車両が割り込んできた場合、
位置や車両の向きによっては検出す
ることができず、先行車が発進する
と自車も動きだし割り込んできた車
両に接近するおそれがあります。
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●定速制御機能（ P.175）
●車速・車間制御機能（ P.172）
●車線維持機能（ハンドル支援）は定速制
御機能では使用できません。ハンドル支
援なしで車速・車間制御機能を使用する
には、プロパイロットを起動してから、
＜ハンドル支援スイッチ＞または設定メ
ニューで車線維持機能（ハンドル支援）
をOFFにします。 詳細については、
車線維持機能（ハンドル支援）の

ON・OFFのしかた  (P.174)を参照して
ください。

■ 先行車を検出していないとき

先行車がいないときは、運転者が設定した
車速を維持するように制御します。
先行車がいなくなると先行車検出表示と車
速制御作動灯が消灯し、運転者が設定した
車速まで加速します。

■ 先行車を検出しているとき

先行車検出表示と車速制御作動灯が点灯し、
運転者が設定した車速を上限に、車速に応
じた車間距離を保つように制御します。
車間距離設定のしかた  (P.168)

■ 先行車が停止したとき

●インテリジェント クルーズコントロール
で走行中に先行車が停止したときは、先
行車に続いて自車も停止します。一度停
止すると、インテリジェント クルーズコ
ントロールは停止した状態を保持します。
（停止した状態を保持しているときは、
［RESで発進します］と表示されます）

■ 先行車が発進したとき

●インテリジェント クルーズコントロール
で停止状態を保持しているときに先行車
が発進したときは、＜RES±スイッチ＞
を上方向に押すか、アクセルペダルを踏
むと停止状態は解除され、再びインテリ
ジェント クルーズコントロールによる追
従走行を開始します。

●車両停止保持状態のときに、＜RES±ス
イッチ＞を上方向に押すと、約3秒間は
発進待機状態になります。

接近警報
●車間制御中に先行車の減速度合いが大き
い場合や他車の割り込みなどによって、
十分な減速ができない状態で先行車に接
近したときは、ブザーとアドバンスドド
ライブアシストディスプレイの表示に
よって運転者に注意を促します。この場
合は、ブレーキペダルを踏んで減速し、
適切な車間距離を確保してください。

●先行車に接近し、車間距離が十分でない
と判断されるときはブザーが “ピッ、
ピッ、ピッ、ピッ…” と鳴り、アドバン
スドドライブアシストディスプレイの先
行車検出表示および接近警報表示が点滅
します。

●短い車間距離でも、次の場合には接近警
報が作動しないことがあります。
― 先行車とほぼ同じ速度で走っていると
き

― 先行車の方が自車より速いとき（車間
距離が次第に離れていくとき）

― 他車が至近距離に割り込んできたとき

追い越し時加速機能
●設定車速が70km/h以上で車速・車間制
御中、先行車が設定車速以下のとき、方
向指示器を右折側に操作すると、車両が
加速し先行車を追い越す準備を始めます。

●運転者がハンドルを操作し、追い越すた
めに車線を変更したときに先行車を検出
した場合は、運転者が設定した車速に応
じた車間距離を保つように車間制御を行
い走行します。先行車を検出しなかった
場合は運転者が設定した車速で定速走行
します。

 知識
● インテリジェント クルーズコント
ロールで自車が停止したとき、停止
した状態を保持するまでは周囲に注
意してください。

 知識
● 設定車速までは機能の制御によって
加速しますが、素早く加速したいと
きはアクセルペダルを踏んで加速し
てください。

● 先行車を検出していない場合、車速
が約25km/h以下になると、インテ
リジェント クルーズコントロールは
解除されます。
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●方向指示器を右折側に操作し、車両が加
速しているときに先行車との距離が近づ
きすぎると加速は停止し、設定してある
車間距離に戻ります。

●次の場合は追い越し時加速機能が解除さ
れます。
― ブレーキペダルを踏んだとき
― ＜CANCEL＞スイッチを押したとき

車線維持機能（ハンドル支援）につ
いて

車線維持機能（ハンドル支援）は、プロパ
イロットの機能の一部です。このシステム
を使用する前に、システムの操作方法
（ P.168）やディスプレイの理解
（ P.170）を含め、プロパイロット全体
（ P.164）をお読みください。
●車線維持機能（ハンドル支援）は、マル
チセンシングフロントカメラを使用して、
左右のレーンマーカーを検出し、車線中
央付近を走行するようにステアリングを
制御し、運転者のハンドル操作を支援し
ます。

●レーンマーカーとは、走行車線の右側も
しくは左側に引かれた線のことを示しま
す。車線維持機能（ハンドル支援）は、

車速・車間制御機能と組み合わせた場合
にのみ利用できます。

●次の条件を満たすとハンドル支援作動表
示が緑色で点灯し、作動を開始します。
― 車速・車間制御機能が作動していると
き

― 両側のレーンマーカーを検出している
とき

― 車速が約50km/h以上のとき
― 車速が約50km/h以下で、先行車を検
出しているとき

― 運転者がハンドルを持っているとき
― 車線の中央付近を走行しているとき
― 方向指示器が作動していないとき
― ワイパーが高速で作動していないとき
― 車線維持機能（ハンドル支援）がON
のとき

●カーブまたは強い横風により、ハンドル
支援中に走行車線の右側、もしくは左側
のレーンマーカーに近づいたと判断する
と、ハンドルが振動するとともに警報音
が鳴り、インテリジェント LI（車線逸脱
防止支援システム）表示がオレンジ色に
点滅します。
インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）（ P.197）

■ 車線維持機能（ハンドル支援）の
ON・OFFのしかた

●＜ハンドル支援スイッチ＞を押すごとに
ハンドル支援のON・OFFを切り替える
ことができます。
ハンドル支援をONにすると、音が鳴り
ます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［プロ
パイロット］⇒［ハンドル支援設定］を
選択すると、車線維持機能（ハンドル支
援）のON・OFFが切り替えられます。
車線維持機能（ハンドル支援）のON・
OFF設定はエンジンを停止しても再度設
定が変更されるまで、その状態を維持し
ます。

■ 車線維持機能（ハンドル支援）の解除

●次の場合は、音とともにハンドル支援作
動表示が灰色になり、車線維持機能（ハ
ンドル支援）が一時待機状態になります。
（再び作動条件を満たすと作動を再開しま
す）
― レーンマーカーを検出しなくなったと
き

― 前方から強い光を受けたとき
― カメラおよびカメラ周辺の温度が高い
とき

― 運転者がハンドル操作をしたとき
― 車速が50km/h以下で、先行車を検知
していないとき

●次の場合は、音とともにハンドル支援作
動表示が消灯し、車線維持機能（ハンド
ル支援）が解除されます。
― 車速・車間制御機能が解除されたとき
― ワイパーが高速で作動しているとき
― 雨、雪、霧または、カメラ前方のフロ
ントガラスの凍結、汚れなどで、カメ
ラの視界が確保できなくなったとき

●ワイパーの高速作動が不要になったら高
速作動を解除し、その後プロパイロット

 警告
● 車線中央付近を走行するようにステ
アリングを制御します。側方の車両
が近づいてきても反応しません。

● 手放し運転はしない。
必ずハンドルを持ち、安全運転を心
がけてください。
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を再度セット、もしくは＜ハンドル支援
スイッチ＞を押してください。

■ 手放し警告について

運転者がハンドルを持っていない、または
操作していない場合、アドバンスドドライ
ブアシストディスプレイに手放し警告が表
示されます。

プロパイロット警告メッセージ
警告メッセージが表示されたときは、プロ
パイロット警告メッセージ（ P.292）
「説明・対処方法」に従ってください。表示
は、グレード、オプションなどにより異な
ります。

定速制御機能について

＜プロパイロットスイッチ＞をONにする
と点灯し、システムの作動状態を色で表示

概要および対処
一
次
警
報

● ハンドルを持っていない、また
はハンドルを操作していないと
きに表示します。

● 運転者のハンドル操作を検出す
ると警告は消灯します。

二
次
警
報

● 表示による警告後、運転者がハ
ンドルを操作しないときに表示
します。
― 音、表示（赤点滅）、および
短時間のブレーキ制御で段階
的に警告します。

● 運転者のハンドル操作を検出す
ると警告は消灯します。

緊
急
停
止

● 警告後、運転者のハンドル操作
がない状態が継続したときに表
示します。
― 緊急警報音が鳴るとともに車
両を減速、緊急停止します。

● 緊急警報音が作動し、自車が減
速したとき、車速が約65km/h
を下回ると非常点滅表示灯が自
動で作動します。ハンドル操作
をすると、非常点滅表示灯は自
動で消灯します。

● 車両を緊急停止させた後、SOS
コールサービスのオペレーター
に接続し、オペレーターから公
共機関（警察・消防・医療機関）
に救援要請を行います。（SOS
コールのシステムを利用するに
はNissanConnect サービスの
契約が必要です）
先進事故自動通報システム★  

(P.235)

概要および対処  知識
● 次のような状況ではハンドルを持っ
ていることを正しく検出できず、ハ
ンドルを持っていても警告が表示さ
れることがあります。
― 運転者が手袋を着用しているとき
― ハンドルにカバーが取り付けられ
ているとき

― 革の繋ぎ目やスポーク部などを
握っているとき

― ハンドルに手を軽く添えて運転を
しているとき

 警告
● 定速制御中は車間制御を行わないた
め、ブレーキ操作も警報も行いませ
ん。
先行車との車間距離、周囲の状況に
応じてブレーキペダルを踏んで減速
するなどして車間距離を確保し、安
全運転を心がけてください。
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します。セットすると設定した速度を表示
します。
1. ＜プロパイロットスイッチ＞を1.5

秒以上押し、システムがONになる
と表示します。

●白色：システムがONになると表示
●緑色：車速を設定すると表示
●オレンジ色（警告灯）：システム故障

2. ＜SETスイッチ＞を押したときの車
速で定速制御機能をセットします。

●定速走行中、一時的に加速したいときは
アクセルペダルを踏みます。加速後にア
クセルペダルを離すと、徐々に設定車速
に戻ります。

■ 設定車速の変更のしかた

速度を上げる
●定速走行中に＜RES±スイッチ＞を上方
向に押し続けると加速します。設定した
い速度で手を離します。

速度を下げる
●定速走行中に＜RES±スイッチ＞を下方
向に押し続けると減速します。設定した
い速度で手を離します。

■ 定速走行の解除のしかた

次の操作をすると、定速走行が解除されま
す。
●＜CANCEL＞スイッチを押す
●＜プロパイロットスイッチ＞を押す
●ブレーキペダルを踏む
●次の場合は、“ピー” という音とともに
制御が解除されます。
― 速度が約25km/h以下になったとき
― VDCをOFFにしたとき
― VDC／TCSが作動したとき
― タイヤが空転したとき
― セレクトレバーを、 または 以外に
したとき

― システムに異常があるとき

インテリジェント エマージェン
シーブレーキ

インテリジェント エマージェンシーブレーキ
は、前方の車両、対向車★や歩行者、人が乗
車している自転車と衝突のおそれがあるとき、
警報とブレーキにより、運転者の衝突回避操
作を支援します。

システムに関連する表示

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
インテリジェント エマージェンシー
ブレーキは、前方の車両や歩行者、
人が乗車している自転車との衝突回
避操作を支援、または衝突時の被害
や傷害の軽減を目的としています。
あらゆる状況で効果があるわけでは
ありません。
必ず周囲の安全確認を行い、前方車
両との車間距離を十分に維持して安
全運転を心がけて走行してください。

● レーダーやマルチセンシングフロン
トカメラの性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、
常に安全運転を心がけてください。
詳細については、各検知条件と制限
をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.161)

マルチセンシングフロントカメラ
の検知条件と制限  (P.162)
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インテリジェント エマージェンシー
ブレーキについて

●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラおよび車両前部のレー
ダーセンサーにより前方の車両、対向
車★や歩行者、人が乗車している自転車
を検知します。

●車速約5km/hから作動します。
歩行者・人が乗車している自転車には約
10km/h~80km/hの範囲で作動します。
（車速約100km/h以上では停止車両に対
しては作動しません）

●同じ車線の対向車★には約30km/hから
作動します。

●衝突するおそれがあると判断すると、警
報音（ブザー）とともにアドバンスドド
ライブアシストディスプレイのインテリ
ジェント エマージェンシーブレーキ表示
（接近警報表示）がオレンジ色に点滅しま
す。

●運転者の衝突回避操作が不十分で、衝突
の危険性が高まったときには、アドバン
スドドライブアシストディスプレイのイ
ンテリジェント エマージェンシーブレー
キ表示が赤色の緊急警報表示になり、警
報音（ブザー）とともに軽いブレーキが
かかります。

●さらに衝突の危険性が高まったときには、
衝突の直前に強いブレーキがかかります。

●次の場合、システムによるブレーキの作
動が解除されます。
― アクセルペダルを強く踏み込んだとき
― ハンドルを大きく、または素早く切っ
たとき

― 前方の車両や歩行者、人が乗車してい
る自転車との衝突の危険がなくなった
と判断したとき

●システムによるブレーキで車両が停止し
たときは、車両が停止してから約2秒後
にブレーキが解除されます。

●運転者がハンドルやアクセルペダル、ブ
レーキペダルを操作している場合は、イ

ンテリジェント エマージェンシーブレー
キの作動が遅れたり、作動したりしない
場合があります。

●前方車両と自車の速度の差が小さいとき
は作動しません。

●システムによるブレーキが作動している
ときは、制動灯が点灯します。

●システムによるブレーキ作動中にブレー
キペダルを踏んだとき、ブレーキペダル
の踏みごたえが変化したり、音や振動が
発生したりすることがありますが異常で
はありません。また踏力を加えることで、
ブレーキ力を増すことができます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを運転支援に切り替えると、インテ
リジェント エマージェンシーブレーキの
作動状態をアドバンスドドライブアシス
トディスプレイ内で確認することができ
ます。
詳しくは、アドバンスドドライブアシス
トディスプレイとは（メインメニュー）
（ P.46）をお読みください。
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交差点支援（右左折）★

●次の場合に、衝突するおそれがあるとシ
ステムが判断するとインテリジェント エ
マージェンシーブレーキが作動します。
― 右折して対向車の進路を横切るとき
― 右折または左折時、前方の歩行者また
は自転車が自車の進路に入ってきたと
き

●車速約10km/h～30km/hの範囲で作動
します。

●対向車に対しては、方向指示器を作動さ
せているときのみ作動します。

交差点支援（出会頭車両）★

●車両前部のレーダーセンサーおよびサイ
ドレーダーセンサーにより側方から接近
する車両を検知します。

●車速約5～80km/hの範囲で作動します。
●交差点などで側方から車両が接近してき
たとき、衝突するおそれがあるとシステ
ムが判断すると、警報音（ブザー）とと
もにアドバンスドドライブアシストディ
スプレイに出会頭車両検知表示（赤）を
表示します。

●衝突の危険が高まったときには、ブレー
キがかかります。

●車両が停止しているとき、側方から車両
が接近してきたときは、アドバンスドド
ライブアシストディスプレイに出会頭車
両検知表示（白）を表示します。

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキの停止のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［緊急
支援］⇒［前方衝突防止支援］を選択す
ると、インテリジェント エマージェン
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シーブレーキのON・OFFを切り替える
ことができます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。
― 走行中はインテリジェント エマージェ
ンシーブレーキをOFFにすることがで
きません。

●機能をOFFにすると、システムが停止し
ます。（インテリジェント エマージェン
シーブレーキ警告灯が点灯）

●エンジンを再始動するとONになります。
●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキをOFFにすると、インテリジェン
ト FCW（前方衝突予測警報）も連動し
てOFFになります。
インテリジェント FCW（前方衝突予

測警報）  (P.200)

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキに関する注意事項

●次のような障害物は検知しません。
― 子供などの背の低い人、動物、自転車
― 道路構造物（ガードレール、ポールな
ど車両と歩行者、人が乗車している自
転車以外の障害物）

●システムは車両の後端を認識するため、
次の例のような車両を検知しないもしく
は検知できない場合があります。
― バンパー形状などにより、タイヤが見
えにくい車両

― 幌がはみ出し、後端形状がはっきりし
ない車両

― 斜めもしくは前向きに止まっている車
両

●次のような場合は、前方の車両、対向
車★や歩行者、人が乗車している自転車
を検知できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹
雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生している
とき

― カメラ前方のフロントガラスに汚れ、
油膜、水滴、氷、雪などの付着やワイ
パーの拭き残しがあるとき

― カメラ前方のフロントガラスがくもっ
ているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車両の
ハイビームなど）を受けているとき

― 前方の強い光により前方車両のタイヤ
の部分が影になり見えにくいとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯していない、あるいはヘッドラ
ンプのレンズが極端に汚れているとき

― 夜間やトンネル内などで前方の車両の
テールランプが点灯していないとき

― トンネルの出入り口や日陰など、急に
明るさの変化が起こったとき

― カーブを走行しているとき
― 勾配の変化があるところを走行してい
るとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走行し
ているとき

― 歩行者が大きな荷物を持っている、背
景と同じ色の服を着ているなど人特有
の輪郭が認識できないとき

― 太陽光などが前方車両から強く反射し
ているとき

― 対象物の位置や動きが大きく変化した
場合（自車の車線変更・右左折、前方
車両の右左折・急ハンドル・急加速・
急減速など）

― エンジンを始動してから約15秒間
― エンジン始動後、走行してからインテ
リジェント エマージェンシーブレーキ
システムが1回も障害物を検知してい
ないとき

― カメラの視界がさえぎられているとき
（フロントガラスの汚れ、油膜、虫汚
れ、ワイパーブレード）

― カメラの向きがずれているとき
― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー周
辺に付着しているとき

― 放送局・レーダー搭載車両など周辺の
電波源により影響を受けているとき

― オートバイのような幅が狭い車両が前
方を走行しているとき

― 子供用の自転車、大きい荷物を載せた
自転車、2人以上乗車している自転
車、または特殊な形状の自転車（チャ
イルドシート装着車・タンデム自転車
など）

●次の例のような周辺状況では対象物の形
状を正しく検出できずシステムが作動し
ない場合があります。
― 対象物が背景と似た色合いで区別がで
きない場合

― 対象物が道路標示（道路上の横断歩
道、制限速度などの標示）の近くにあ
る場合
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― 対象物が路面の水たまりの付近にある
場合（周りの風景が水たまりに映りこ
むなど）

― 対象物が建物や街路樹などの影と重
なっているとき

― 対象物と自車の間に水蒸気や煙などが
あるとき

●次の対象物にはシステムが作動しない場
合があります。
― 歩行者、人が乗車している自転車の移
動速度が速いとき

― 対向して接近する歩行者、自転車
― 歩行者の姿勢や手足の状態（手を上げ
ているなど）により、歩行していると
特定できないとき

― 夜間やトンネル内など暗い場所にいる
歩行者

― 車高の低い車両または最低地上高（地
面から車体までの高さ）が極端に低い
もしくは極端に高い車両

― 特殊な形状の車両（タンクローリー、
サイドカーなど）

― 前方の至近距離に割り込んだ車両
― 前方の至近距離に飛び出してきた歩行
者、自転車

― 自車の正面から横にずれた位置に存在
する車両や歩行者、人が乗車している
自転車

― 後端面積が小さい車両（空荷のトラッ
クなど）

― リヤタイヤから車両後端までが長い車
両

― 四輪車以外の車両（二輪車など）
― 荷台から荷物や幌がはみ出している車
両

― ショッピングカート、ベビーカー、自
転車などを押しているとき

●次の例のような場合、衝突するおそれが
ある対象を正しく検出できない場合があ
ります。
― 複数の対象物同士が近接している場合
― 衝突するおそれのある対象の二輪車ま
たは車高の低い車両の前方近くに車両
がいる場合

●外部の騒音などにより、警報音（ブザー）
が聞こえない場合があります。

●次のような場合は、システムが機能を十
分に発揮できないことがあります。
― 滑りやすい路面を走行しているとき
― 勾配のある路面を走行しているとき
― 外気温が低いときや走行開始直後など
でブレーキが冷えているとき

― 下り坂などでブレーキが過熱してブ
レーキの効きが悪くなっているとき

― 水たまり走行後や洗車後などブレーキ
が濡れてブレーキの効きが悪くなって
いるとき

― 長期間駐車などで、ブレーキの性能が
十分に発揮できないとき

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足のタ
イヤ、スペアタイヤのような非常用タ
イヤ、日産純正品もしくは日産販売会
社で購入したタイヤ以外を使用してい
るとき

― タイヤチェーンを装着しているとき
― 純正品以外のブレーキ部品、サスペン
ション部品を使用しているとき

― 車両が傾いているとき（車両後部に極
端に重い荷物を積んでいるとき）

●路面または壁面の影や模様・ペイント
（かすれた道路標示や漢字で構成される特
殊な道路標示、濡れた路面に映り込んだ
模様、わだちなどや光の反射を含む）、前
方の道路構造物（トンネル、高架橋、交
通標識、車両脇に設置された反射器（リ
フレクター）、反射シート、ガードレー
ル、カーブミラー、電柱や電線、看板）
などで構成される形状が、車両や歩行者、
自転車の輪郭の特徴や車両のテールラン
プの大きさ・位置などと似通っている場
合、システムが作動する場合があります。

●右左折中の前の車両にシステムが作動を
継続する場合があります。

●前の車両に接近し追い越す場合、システ
ムが作動する場合があります。

●道路形状（カーブ、カーブの出入り口、
ワインディング、車線規制や工事中など）
によっては、一時的に自車正面の対向車
にシステムが作動する場合があります。

●自転車で走行している人を歩行者と検知
し、システムが作動する場合があります。

●次のような物に反応し、システムが作動
する場合があります。
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― 道路脇にある物（道路標識、ガード
レール、歩行者、自転車、人が乗車し
ている自転車、車両など）

― 道幅が狭い路地などを走行する際の歩
行者・人が乗車している自転車

― 路肩の障害物を避けるため、一時的に
自車前方の走行レーンにはみ出した

り、近づいたりする歩行者や人が乗車
している自転車

― 路面上にある物（線路、格子、鉄板な
ど）

― 駐車場内にある物（梁など）
― 走行車線または隣接する車線の歩行
者、車両など

― 走行車線または隣接する車線に近づい
てくる歩行者、車両など

― 対向して接近する歩行者
― 走行路にある物（近接する樹木など）

交差点支援（右左折）★について
●交差点支援（右左折）は次のような障害
物を検知しません。

― 自車正面の対向車両
●次の場合、交差点支援（右左折）が正し
く作動しないか、衝突するおそれがある
対象を正しく検出できない場合がありま
す。
― 対向車から2車線以上離れた車線を走
行しているとき

― 対向車が自車の正面から大きく外れて
いるとき

― 対向車線を横断しているときに、対向
車が接近してきたとき

― 急カーブを曲がるとき
― 中央線を認識していないとき

― 対向車が連続しているとき
― 車線幅が極端に広いもしくは狭いとき
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― 中央線が道路標示の近くにあるとき
●次の場合、衝突のおそれがあるとシステ
ムが判断し、交差点支援（右左折）が作
動する場合があります。
― 対向車または横断歩行者が前方を通過
したとき

― 対向車または横断歩行者の手前を通過
しようとしたとき

― 対向車または横断歩行者が自車の進路
に入る手前で停止したとき

― 対向車が自車の前方で右折または左折
したとき

●次のようなものに反応し、交差点支援
（右左折）が作動する場合があります。
― 急ハンドルや急減速などで、動きが予
測できない対向車

交差点支援（出会頭車両）★について
●次の場合、交差点支援(出会頭車両)は車
両を検知できない場合があります。
― 車両の全長が長い場合（大型トラッ
ク、トレーラーなど）

― 車両が構造物や他の車両によって隠れ
ている場合

●次の場合、交差点支援(出会頭車両)は、
車両が接近していなくても作動する場合
があります。
― 壁、ガードレール、または他の車両な
ど、電波を反射する物体が自車に近い
場合

― 車両の上を横切る物体がある場合（高
架道路など）

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキの作動が停止するとき

●次の場合、インテリジェント エマージェ
ンシーブレーキ警告灯［ ］ が点灯し、
作動が停止します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしたとき

●次の場合、インテリジェント エマージェ
ンシーブレーキ警告灯［ ］ が点灯する
とともに、アドバンスドドライブアシス
トディスプレイに警告を表示し、システ
ムが一時的に作動しなくなります。
― VDCをOFFにしたとき
― フロントガラスの汚れなどにより、カ
メラの前方視界が遮蔽されていると判
断したとき

― 前方からの強い光により、 カメラが前
方を認識できなくなったとき

― 炎天下に駐車したときなど、カメラが
高温になったとき
（車室内の温度が下がると、作動を復
帰します）

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹
雪など）で視界が悪いとき

― フロントガラスの結露やくもりなどに
より、マルチセンシングフロントカメ
ラが前方を認識できなくなったとき

― 周辺の電波源の影響を受けているとき
システムが停止したときの状態が改善
されると、自動的に作動を再開しま
す。

― 車両前部に取り付けられたレーダーセ
ンサー周辺に雪や氷、泥などが付着し
ているとき
上記警告が表示されたときは、安全な
場所に停車し、一度エンジンを停止し
てからレーダーセンサーおよびその周
辺の汚れを取り除き、エンジンを再始
動してください。

― 道路形状や周辺の建造物（長い橋、雪
原、長い壁の横など）により、レー
ダーセンサーが先行車を正確に検知で
きないとき
上記の状況から離れるとシステムは自
動的に作動を再開します。

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯せず、真っ暗な状態が継続した
とき

― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキのシステムチェックが正常に終
了しなかったとき

― けん引されているとき
●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにインテリジェント エマージェン
シーブレーキ警告灯［ ］が点灯し、
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイ内に警告が表示され、システムが停
止します。
警告灯（ P.275）
警告メッセージ（ P.288）

●エンジンが始動してから約15秒間はシス
テムチェックのためインテリジェント エ
マージェンシーブレーキシステムは作動
しません。
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●VDCをOFFにしたときは、接近警報のみ
作動します。

踏み間違い衝突防止アシスト
踏み間違い衝突防止アシストは、マルチセン
シングフロントカメラ、インテリジェント ア
ラウンドビューモニターカメラ（リヤビュー
カメラ）★とソナーで進行方向に壁などの障害
物、車両や歩行者を検知し、駐車操作時など
低速のときにブレーキペダルと間違えてアク
セルペダルを踏み込む、あるいはブレーキ操
作が遅れたときに運転者に音と表示で警告し
ます。

さらにエンジンやブレーキを制御することで、
過度な加速の防止や障害物への衝突防止を支
援します。

システムに関連する表示

●踏み間違い衝突防止アシストが作動する
と、作動時表示と作動表示灯が表示され
ます。インテリジェント アラウンド
ビューモニター付車は、インテリジェン
ト アラウンドビューモニター画面に赤枠
が表示されます。

踏み間違い衝突防止アシストの作動
前進時
●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラにより前方の車両や歩行
者を検知し、フロントバンパーに取り付
けられたソナーにより、前方の障害物を
検知します。
後退時
●リヤナンバープレート上部のインテリ
ジェント アラウンドビューモニターカメ
ラ（リヤビューカメラ）★とリヤバンパー
に取り付けられたソナーにより、後方の
障害物を検知します。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。マ
ルチセンシングフロントカメラの取
り扱いについては、（ P.322）を
お読みください。

● インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ警告灯［ ］が点灯した
ときは、安全な場所に停車し、一度
エンジンを停止してから再始動して
ください。
上記の操作をしても、警告灯が点灯
し続けるときはシステムの異常が考
えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。
警告灯（ P.275）

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
踏み間違い衝突防止アシストは、ア
クセルペダルとブレーキペダルの踏
み間違えにより引き起こされる暴走
や衝突事故の軽減を目的とした補助
機能です。あらゆる状況で効果があ
るわけではありません。運転者は周
囲の安全確認を行い、常に注意深い
運転操作を心がけて走行してくださ
い。

● ソナーやマルチセンシングフロント
カメラ、インテリジェント アラウン
ドビューモニターカメラ（リヤ
ビューカメラ）★の性能には限界があ
るため、システムだけに頼った運転
はせず、常に安全運転を心がけてく
ださい。詳細については、各検知条
件と制限をお読みください。
マルチセンシングフロントカメラ

の検知条件と制限  (P.162)

ソナーの検知条件と制限  
(P.163)

インテリジェント アラウンド
ビューモニターカメラの検知条件と
制限  (P.226)
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●踏み間違い衝突防止アシストには、2つ
の機能があります。
― 低速加速抑制機能
― 低速衝突軽減ブレーキ機能
低速加速抑制機能

アクセル誤踏み込み
警報音と作動表示
低速加速抑制
ブレーキ
停車、作動停止

●前進または後退時（停車時含む）、進行方向に車両や歩行者（前進時）、壁などの障害物
を検出している場合に、アクセルペダルが必要以上に踏み込まれたとシステムが判断す
ると、約6秒間加速を抑制したり、弱いブレーキをかけたりすることで車速が上がるこ
とを抑えます。

●次の車速範囲で作動します。
― 車両、歩行者に対しては、車速約0～25km/h
― 壁などの障害物に対しては、車速約0～15km/h

●低速加速抑制機能が作動しているときは、警報音（ブザー）と踏み間違い衝突防止アシ
スト作動表示灯が表示します。また、アドバンスドドライブアシストディスプレイの表
示によって運転者に警告します。
警告メッセージ（ P.282）



運転支援機能
運
転
の
し
か
た

185☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

低速衝突軽減ブレーキ機能

低速衝突軽減ブレーキ
警報音と作動表示
ブレーキ
停車、作動停止

●前進、または後退時、進行方向に車両や
壁などの障害物を検知し、衝突するおそ
れがあるとシステムが判断すると、エン
ジン出力の制御、およびブレーキをかけ
て衝突を回避、または被害の軽減をしま
す。

●インテリジェント アラウンドビューモニ
ターかつプロパイロット付車は、後退時、
進行方向に歩行者を検知し、衝突するお
それがあるとシステムが判断すると、エ
ンジン出力の制御、およびブレーキをか
けて衝突を回避、または被害の軽減をし
ます。

●低速衝突軽減ブレーキ機能は、車速約
15km/h以下のとき作動します。

●低速衝突軽減ブレーキ機能が作動すると、
警報音（ブザー）と踏み間違い衝突防止
アシスト作動表示灯の表示によって運転
者に警告します。

●低速衝突軽減ブレーキ機能が作動したと
きは制動灯が点灯します。

●低速衝突軽減ブレーキ機能が作動してい
るときは、作動音が聞こえることがあり
ますが異常ではありません。

低速衝突軽減ブレーキが作動すると
き・しないとき

クルマ止めのない駐車場などで、壁などに
衝突しそうになったとき
万一、運転者のブレーキ操作が遅れ、壁な
どに衝突するおそれがあるとシステムが判
断すると、警報音（ブザー）と踏み間違い
衝突防止アシスト作動表示灯が表示し、ブ
レーキをかけて衝突を回避または被害を軽
減します。
●ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ
障害物に近づいたときは作動しません。

●アクセルペダルまたはブレーキペダルを
踏んで前進・後退する状況などでは作動
が遅れ十分に機能しない場合があります。

縦列駐車をするとき
セレクトレバーを から 、または から
に切り替えたときは、セレクトレバーの

操作を繰り返すたびに進行方向の障害物を
検知してブレーキ制御が作動します。
●ブレーキ制御が作動したあと、セレクト
レバーを切り替えずにさらに同じ障害物
に向かって前進、または後退をした場合
は、ブレーキ制御は作動しません。

●アクセルペダルを踏んでいるときは作動
が遅れることがあります。

●セレクトレバーが のときは、前方の障
害物に対しては作動しません。同様に、
セレクトレバーが または のときは後
方の障害物に対して作動しません。

●障害物に対し斜めに接近すると作動しな
いことがあります。

●幅の狭い障害物に対しては作動しないこ
とがあります。

●他の車両が自車両に対して横にずれた位
置にあるときは、作動しないまたは作動
が遅れることがあります。
並列駐車をするとき
●狭いスペースに進入するときに作動する
ことがあります。

●他の車両の角部に向かって接近したとき
は作動しません。

●他の車両が自車両に対して横にずれた位
置にあるときは、作動しないまたは作動
が遅れることがあります。

●セレクトレバーが のときは、前方の障
害物に対しては作動しません。同様に、
セレクトレバーが または のときは後
方の障害物に対して作動しません。

●壁から突き出している柱や配管などの障
害物に対しては作動しません。

●低い障害物に対しては作動しません。
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踏み間違い衝突防止アシストの停止
のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［緊急
支援］⇒［踏み間違い衝突防止アシスト］
を選択すると、踏み間違い衝突防止アシ
ストのON・OFFを切り替えることがで
きます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●機能をOFFにすると、踏み間違い衝突防
止アシスト警告灯が点灯し、システムが
停止します。

●セレクトレバーを にしてソナー表示中
にステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチを押すと、一時的に後方の低速加
速抑制機能、低速衝突軽減ブレーキ機能
を停止できます。

●エンジンを再始動するとONになります。

踏み間違い衝突防止アシストに関す
る注意事項

 警告
● 故意にアクセルペダルを踏み込まな
い。
車両が急に動き出し思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。また、低
速加速抑制機能は、アクセルペダル
をゆっくりと深く踏み込んだときに
は作動しません。

● 次の場合は、予期せずシステムが作
動し、思わぬ事故につながるおそれ
があるため、踏み間違い衝突防止ア
シストをOFFにする。
― けん引するとき
― トレーラーなどに積載するとき
― 点検などでシャシーダイナモを使
用するとき

― 純正品以外のサスペンション部品
を使用しているとき
（車高や車両の傾きが変わると正し
く障害物を検知できないことがあ
ります）

― センサーを妨げるようなバイク
ラックなどを装着しているとき

● 外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。

低速衝突軽減ブレーキ機能について
● ブレーキ制御は短時間しか作動しま
せん。必ず運転者がブレーキペダル
を踏んでください。

低速加速抑制機能が作動したあとに
低速衝突軽減ブレーキ機能が作動し
たときは、車両が停止してから約2
秒後にブレーキが解除され、車両が
動き出します。

 注意
低速衝突軽減ブレーキ機能について
● システムの作動を待たず、すみやか
にブレーキ操作を行う。
車両の状態、走行状況、交通環境、
天候、路面状況などにより作動しな
い場合や、本来の性能を発揮できな
いことがあります。

● アクセルペダルを踏んだ状態で障害
物に接近したときは、作動が遅れる
ことがあります。

 アドバイス
● 次の場合は、システムが正常に作動
しない、または機能を十分に発揮で
きないことがあります。
― 悪天候（雨、霧、雪など）のとき
― 勾配が急な坂道を走行していると
き

― 段差などをまたいでいるときなど
車両姿勢が変化しているとき

― 滑りやすい路面を走行していると
き

― ハンドルを大きく切って旋回して
いるとき
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低速加速抑制機能について
●ソナーで検出した壁や車両などの大きな
障害物に対して作動します。車両の幅以
下の障害物は検知しません。

●マルチセンシングフロントカメラで検出
した衝突のおそれのある前方の車両や歩
行者に対して作動します。

●低速加速抑制機能は、運転者がアクセル
ペダルを戻すと解除されます。

●渋滞中などで前方にいる車両を追い越す
ときなどに低速加速抑制機能が一時的に
作動することがあります。

●信号待ちや右折待ちなどで、車間距離の
短い状態から前の車に続いて発進する際、
アクセルペダルを素早く深く踏み込むと
低速加速抑制機能が一時的に作動するこ
とがあります。

●次の場合は作動しません。
― アクセルペダルをゆっくりと踏み込ん
だとき

― ブレーキペダルを踏んでいるとき
― セレクトレバーが 、 、  以外のと
き

― トラクションコントロール機能
（TCS）が作動しているとき

― タイヤが空転しているとき
●路面または壁面の模様・ペイント（かす
れた道路標示や漢字で構成される特殊な
道路標示を含む）、前方の道路構造物（ト
ンネル、高架橋、交通標識、車両脇に設
置された反射器（リフレクター）、反射
シート、ガードレール）などで構成され
る形状が、車両や歩行者の輪郭の特徴や
車両のテールランプの大きさ・位置など
と似通っている場合、マルチセンシング
フロントカメラが対象物の形状を正しく
検出できずシステムが作動する場合があ
ります。

●自転車で走行している人を歩行者と検知
し、システムが作動する場合があります。

●次のような物に反応し、システムが作動
する場合があります。

― 道路脇にある物（道路標識、ガード
レール、歩行者、車両など）

― 歩行者が自車前方の走行レーンに近づ
いた場合

― 道路上方にある物（低い橋、道路標識
など）

― 路面上にある物（線路、格子、鉄板な
ど）

 アドバイス
― 外気温が低いときや走行開始直後
などでブレーキが冷えているとき

― 下り坂などでブレーキが過熱、ま
たは水たまり走行後や洗車後など
でブレーキが濡れてブレーキの効
きが悪くなっているとき

― 長期間駐車などで、ブレーキの性
能が十分に発揮できないとき

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤのような
非常用タイヤ、日産純正品もしく
は日産販売会社で購入したタイヤ
以外を使用しているとき

― タイヤチェーンを装着していると
き

― 車両が傾いているとき（後席やラ
ゲッジルームに極端に重い荷物を
積んでいるとき）

● 動いている物体に対しては踏み間違
い衝突防止アシストは作動しません。
（前方の車両、歩行者を除く）
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― 駐車場内にある物（梁など）
― 走行車線または隣接する車線の歩行
者、車両など

― 走行車線または隣接する車線に近づい
てくる歩行者、車両など

― 対向して接近する歩行者
― 走行路にある物（近接する樹木など）
低速衝突軽減ブレーキ機能について
●ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ
障害物に近づいても作動しません。

●次の場合は作動しません。
― セレクトレバーが 、 、  以外のと
き

●セレクトレバーが のときは、前方の障
害物に対しては作動しません。同様に、
セレクトレバーが または のときは後
方の障害物に対して作動しません。

踏み間違い衝突防止アシストの作動
が停止するとき

●次の場合、踏み間違い衝突防止アシスト
警告灯［ ］が点灯し、作動が停止し
ます。
― 踏み間違い衝突防止アシストの設定を

OFFにしたとき
― VDCをOFFにしたとき
― 駐車支援機能（フロントソナー、コー
ナーソナー、リヤソナー）に異常があ
るとき

●踏み間違い衝突防止アシストが一時的に
作動できなくなったときは、踏み間違い
衝突防止アシスト警告灯［ ］が点滅
します。

●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともに踏み間違い衝突防止アシスト警
告灯［ ］が点灯し、アドバンスドド
ライブアシストディスプレイ内に警告が
表示され、システムが停止します。
警告灯（ P.277）
警告メッセージ（ P.282）

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
マルチセンシングフロントカメラ、
インテリジェント アラウンドビュー
モニターカメラ（リヤビューカメ
ラ）★、ソナーはいつもきれいにして
おいてください。各センサー、カメ
ラ類の取り扱いについては
（ P.322）、（ P.323）、
（ P.323）をお読みください。

● 踏み間違い衝突防止アシスト警告灯
［ ］が点灯したときは、安全な場
所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。
上記の操作をしても、警告灯が点灯
し続けるときはシステムの異常が考
えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。
警告灯（ P.277）
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BSW（後側方車両検知警報）★／インテリジェント BSI（後側方衝突防
止支援システム）★

BSW（後側方車両検知警報）は、車線変更をするとき、隣車線に車両がいる場合に警報によっ
て運転者に注意を促します。インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システム）は、隣車線
に車両がいるときに運転者が車線変更を開始した場合、警報とともに車両を元の車線内に戻す
方向に力を発生させ、隣接車両との接触を回避するよう支援します。

システムに関連する表示
189

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
BSW（後側方車両検知警報）および
インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）は、ドアミラー
による周囲の検知を代わりに行った
り、車両や障害物との接触を防いだ
りする機能ではありません。車線変
更を行うときは、機能に頼った確認
をせず、必ずドアミラーおよびルー
ムミラーで側方および後方の安全を
確認してください。

● レーダーやマルチセンシングフロン
トカメラの性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、
常に安全運転を心がけてください。
詳細については、各検知条件と制限
をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.161)

マルチセンシングフロントカメラ
の検知条件と制限  (P.162)
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BSW（後側方車両検知警報）につい
て

●車両後部のレーダーセンサーにより隣車
線の車両を検知します。

●車速約30km/h以上で作動します。
●レーダーセンサーにより隣車線の車両を
検知すると、検知した側のドアミラー鏡
面の表示灯が点灯します。

●隣車線の車両を検知しているときに、検
知している側に方向指示器を作動させる
と、警報音（ブザー）とともにアドバン
スドドライブアシストディスプレイの
BSW（後側方車両検知警報）表示と、ド
アミラー鏡面の表示灯が点滅します。

検知範囲について

●レーダーセンサーは、自車両の左右にあ
る検知範囲内にいる車両を検知します。

●検知範囲は、自車両のドアミラーから後
方に約6m、車両の側面から横方向に約
3mです。

●ドアミラー鏡面の表示灯は＜エンジンス
イッチ＞をONにすると点灯し、数秒後
に消灯します。

●ドアミラー鏡面の表示灯の明るさは車両
周囲の明るさによって切り替わります。

●方向指示器が作動しているときに、 レー
ダーセンサーにより隣車線の車両を検知
した場合には、表示灯は点滅しますが警
報音（ブザー）は鳴りません。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを運転支援に切り替えると、BSW
（後側方車両検知警報）の作動状態をアド
バンスドドライブアシストディスプレイ
内で確認することができます。

詳しくは、アドバンスドドライブアシス
トディスプレイとは（メインメニュー）
（ P.46）をお読みください。

インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）について

●車両後部のレーダーセンサーにより隣車
線の車両を検知します。また、ルームミ
ラー上方に取り付けられたカメラを使用
し、走行している車線のレーンマーカー
を検知します。

●約60km/h以上で走行中に隣車線の車両
を検知しているとき、検知している側の
レーンマーカーに自車両が接近すると、
警報音（ブザー）とともにアドバンスド
ドライブアシストディスプレイのインテ
リジェント BSI（後側方衝突防止支援シ
ステム）表示と、ドアミラー鏡面の表示
灯が点滅します。同時にステアリングを
制御し、車両を車線内に戻す操作を支援
します。
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レーンマーカーとは、車線の右側もしくは
左側に引かれた線のことを示します。
検知範囲について

●レーダーセンサーは、自車両の左右にあ
る検知範囲内にいる車両を検知します。

●検知範囲は、自車両のドアミラーから後
方に約6m、車両の側面から横方向に約
3mです。

●あらかじめ表示灯が点灯した状態で自車
両がレーンマーカーに接近すると、警報
とステアリング制御の両方が作動します。
ただし、自車両がレーンマーカーと交差
してから検知範囲に車両が入ってきたと
きは、警報とステアリング制御は作動し
ません。

●インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）は、インテリジェント LI
（車線逸脱防止支援システム）よりも先に
作動します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを運転支援に切り替えると、インテ
リジェント BSI（後側方衝突防止支援シ

ステム）の作動状態をアドバンスドドラ
イブアシストディスプレイ内で確認する
ことができます。
詳しくは、アドバンスドドライブアシス
トディスプレイとは（メインメニュー）
（ P.46）をお読みください。

作動するとき・しないとき

後方から車両が接近してくるとき

●後方から車両が接近してくる場合、その
車両が検知範囲内に入るとドアミラー鏡
面の表示灯が点灯します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側に方向指示器を作動させると警報音
（ブザー）が鳴るとともに、BSW（後側
方車両検知警報）／インテリジェント BSI
（後側方衝突防止支援システム）表示とド
アミラー鏡面の表示灯が点滅します。

●方向指示器を作動したあとに、検知範囲
に車両が入ってきたときは、BSW（後側
方車両検知警報）／インテリジェント BSI
（後側方衝突防止支援システム）表示とド
アミラー鏡面の表示灯は点滅しますが警
報音（ブザー）は鳴りません。

●自車両がレーンマーカーと交差してから
検知範囲に車両が入ってきたときは、警
報とステアリング制御は作動しません。

 注意
● 車線変更を行うときは、必ずドアミ
ラーおよびルームミラーを使用して
周囲の安全を確認する。
自車両より極端に速い速度で接近し
てくる車両は検知できないことがあ
ります。
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●車両を検知しているときに、検知してい
る側のレーンマーカーに接近すると、警
報音（ブザー）が鳴るとともにBSW（後
側方車両検知警報）／インテリジェント 
BSI（後側方衝突防止支援システム）表
示とドアミラー鏡面の表示灯が点滅しま
す。同時にステアリングを制御し、車両
を車線内に戻す操作を支援します。

発進するとき

●停車状態から検知範囲に居続ける車両は
検知できないことがあります。

他の車両を追い越すとき

●他の車両を追い越すとき、追い越される
車両が検知範囲内に2秒以上とどまると
ドアミラー鏡面の表示灯が点灯します。

●車両を検知し表示灯が点灯しているとき
に、検知している側に方向指示器を作動
させると警報音（ブザー）が鳴るととも
に、BSW（後側方車両検知警報）／イン
テリジェント BSI（後側方衝突防止支援
システム）表示とドアミラー鏡面の表示
灯が点滅します。

●速度の遅い車両を素早く追い越したとき
はシステムが検知しません。
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●車両を検知しているときに、検知してい
る側のレーンマーカーに接近すると、警
報音（ブザー）が鳴るとともにBSW（後
側方車両検知警報）／インテリジェント 
BSI（後側方衝突防止支援システム）表
示とドアミラー鏡面の表示灯が点滅しま
す。
同時にステアリングを制御し、車両を車
線内に戻す操作を支援します。

他の車両に追い越されるとき

●複数の車両に連続して追い越されるとき、
追い越す車両の車間距離が短い場合は、
2台目以降が検出されないことがありま
す。

他の車線から車両が接近してきたとき

●車線変更などで車両が接近してきたとき
は、検知範囲内に入るとドアミラー鏡面
の表示灯が点灯します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側に方向指示器を作動させると警報音
（ブザー）が鳴るとともに、BSW（後側
方車両検知警報）／インテリジェント BSI
（後側方衝突防止支援システム）表示とド
アミラー鏡面の表示灯が点滅します。

●自車両とほぼ同じ速度で走行する車両が
車線変更してきた場合、検出できないこ
とがあります。

●方向指示器を作動させたあとに、検知範
囲に車両が入ってきたときは、BSW（後
側方車両検知警報）／インテリジェント 
BSI（後側方衝突防止支援システム）表
示とドアミラー鏡面の表示灯は点滅しま
すが警報音（ブザー）は鳴りません。
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●車両を検知しているときに、検知してい
る側のレーンマーカーに接近すると、警
報音（ブザー）が鳴るとともにBSW（後
側方車両検知警報）／インテリジェント 
BSI（後側方衝突防止支援システム）表
示とドアミラー鏡面の表示灯が点滅しま
す。
同時にステアリングを制御し、車両を車
線内に戻す操作を支援します。

自車両がレーンマーカーの上を走行してい
るとき

●検知範囲に車両が入ってもインテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援システム）
は作動しません。
この場合、BSW（後側方車両検知警報）
のみが作動します。

BSW（後側方車両検知警報）／イン
テリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）の使いかた

BSW（後側方車両検知警報）
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［後側
方支援］⇒［後側方車両検知警報］を選
択すると、BSW（後側方車両検知警報）
機能のON・OFFを切り替えることがで
きます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

インテリジェント BSI（後側方衝突防止支
援システム）
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［後側
方支援］⇒［後側方衝突防止支援］をON
にするとシステムがONになります。
インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）をONにするには、BSW
（後側方車両検知警報）をONにしている
必要があります。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［後側
方支援］⇒［後側方衝突防止支援］で
OFFにすると、インテリジェント BSI
（後側方衝突防止支援システム）だけを
OFFにできます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイのON・OFF設定は、エンジンを停
止しても再度設定を変更するまでその状
態が維持されます。

BSW（後側方車両検知警報）／イン
テリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）に関する注意事項

 警告
● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがあるためインテリ
ジェント BSI（後側方衝突防止支援
システム）を使用しないでください。
― 悪天候（雨、雪、霧など）のとき
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 警告
― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面を走行するとき

― 急なカーブ、急な上り坂・下り坂
が繰り返されるとき

― 工事中の道路や車線規制がある道
路を走行するとき

― 車線の幅が狭い道路を走行すると
き

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤ、タイヤ
チェーンを装着しているときや、
日産純正品もしくは日産販売会社
で購入したタイヤ以外のタイヤを
使用しているとき

― 純正部品以外のステアリング部品、
ブレーキ部品、サスペンション部
品を使用しているとき

● 次のような車両は、正確に検知でき
ず、システムが正しく作動しないお
それがあります。
― 背の低い車両や、オートバイなど
の幅の狭い車両

― 停車状態から検知範囲に居続ける
車両

― 後方から速い速度で接近してくる
車両

― 自車両が速い速度で追い越した車
両

― 合流や車線変更で自車両の横にほ
ぼ同じ速度で移動してきた車両

● 次のような状況では、隣の車線の車
両を検知できないことがあります。
― 車線の幅が極端に広い道路を運転
しているとき

― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界
が悪いとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発生
しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

● 次のような状況では、レーンマー
カーを正確に検出できず、適切な作
動ができない場合があります。
― 検出しにくいレーンマーカー（不
明瞭なレーンマーカー、黄色の
レーンマーカー、一般的でない
レーンマーカー、水たまり・汚
れ・雪などで隠れているレーン
マーカー）がある道路を走行する
とき

― 急なカーブのある道路を走行する
とき

― 消されたレーンマーカーがまだ見
えている道路を走行するとき

― 道路上に影、雪、水たまり、わだ
ち、道路のつなぎ目、線状の補修
痕などがあるとき（これらのもの
をレーンマーカーとして検出して
警報したり、制御したりする場合
があります）

― 車線の分岐・合流のある道路を走
行したとき

― 自車がレーンマーカーに対して
まっすぐに走行していないとき

― 先行車との車間距離が短く、マル
チセンシングフロントカメラの検
出範囲が遮られるとき

― 雨、雪、汚れなどがフロントガラ
スに付着しているとき

― 放送局・レーダー搭載車両など周
辺の電波源により影響を受けてい
るとき

― 汚れなどでヘッドランプの明るさ
が不十分なときやヘッドランプの
光軸調整が適切に行われていない
とき

― 前方から強い光（太陽光など）を
受けているとき

― 急な明るさの変化が起こったとき
（トンネルの出入り口など）

● レーダーセンサー周辺へのステッ
カー（透明なものを含む）の貼り付
け、アクセサリー類の取り付け、追
加の塗装をしないでください。
車両を検知する性能が低下するおそ
れがあります。

 注意
● レーダーセンサーは次のような障害
物は検知しません。
― 歩行者、自転車、動物など
― 対向車
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●車線の幅が極端に広い道路を運転する場
合、隣車線の車両を検知できないことが
あります。また、車線の幅が極端に狭い
道路を運転する場合、2つ隣の車線にい
る車両を検知することがあります。

●レーダーセンサーは静止している障害物
を検知しないよう設計されていますが状
況によっては、ガードレール、壁、植物、
駐車された車両などを検知してしまうこ
とがあります。

●次の場合はステアリング制御を行いませ
ん。
― 大きな減速が車にかかったとき
― 素早いハンドル操作を行ったとき
― インテリジェント クルーズコントロー
ルの接近警報が鳴っているとき

― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキが作動しているとき

― 非常点滅表示灯を作動させているとき
― カーブでスピードを出して走行してい
るとき

●ステアリング制御しているとき、運転者
がアクセルペダルを踏み増すとステアリ
ング制御を中止します。

BSW（後側方車両検知警報）の作動
が停止するとき

●次の場合はアドバンスドドライブアシス
トディスプレイに［サイドレーダー及び 
その周辺が汚れています 拭いてくださ
い］と警告が表示され、一時的にシステ
ムが停止します。
― レーダーセンサーが汚れているとき
― レーダーセンサーに雨、雪、氷などが
付着しているとき

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、システムが停止します。
警告メッセージ（ P.282）

インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）の作動が停止す

るとき
●次の場合は “ポー” というブザー音と
ともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［作動範囲外のため 現在
使用できません］と警告が表示され、作
動を解除します。
― VDCをOFFにしたとき

●炎天下に駐車したときなど、マルチセン
シングフロントカメラが高温になったと
きは、“ポー” というブザー音とともに
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイに警告が表示され、作動を解除しま
す。システムを再び作動させる場合は、
車室内の温度が下がってから再びシステ
ムをONにしてください。

●次の場合は “ポー” というブザー音と
ともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［サイドレーダー及び そ
の周辺が汚れています 拭いてください］
と警告が表示され、システムが停止しま
す。
― サイドレーダー周辺が汚れているとき
― サイドレーダー周辺に雨、雪、氷など
が付着しているとき

●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［システム故障 取扱説明
書を見てください］および、インテリ
ジェント BSI（後側方衝突防止支援シス
テム）表示がオレンジ色に点灯し、作動
が停止します。

 アドバイス
● 外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。  アドバイス

● レーダーセンサーの周辺が汚れてい
るときは安全な場所に停車し、レー
ダーセンサー周辺の汚れなどを取り
除いてからエンジンを再始動してく
ださい。レーダーセンサーの取り扱
いについては、（ P.322）をお読
みください。

● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに警告が表示されたときは、
安全な場所に停車し、一度エンジン
を停止してから再始動してください。
エンジン再始動後も表示され続ける
ときは、システムの異常が考えられ
ます。通常走行には支障はありませ
んが、日産販売会社で点検を受けて
ください。
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LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シ

ステム）
LDW（車線逸脱警報）は、運転者が意図せず
走行車線から逸脱しそうなとき、警報によっ
て注意を促します。
インテリジェント LI（車線逸脱防止支援シス
テム）は、運転者が意図せず走行車線から逸
脱しそうなとき、運転者が車線内に戻す操作
を支援します。

システムに関連する表示

LDW（車線逸脱警報）について

●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラにより走行車線のレーン
マーカーを検知します。

●車速約60km/h以上で作動します。
●走行車線の右側もしくは、左側のレーン
マーカーに近づいたと判断すると、ハン

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シス
テム）は、脇見運転やぼんやり運転
などの前方不注意および雨、霧など
の視界不良による危険を回避するも
のではありません。周囲の状況に応
じてハンドル操作を行い、常に安全
運転を心がけてください。

● マルチセンシングフロントカメラの
性能には限界があるため、システム
だけに頼った運転はせず、常に安全
運転を心がけてください。詳細につ
いては、検知条件と制限をお読みく
ださい。
マルチセンシングフロントカメラ

の検知条件と制限  (P.162)
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ドルの振動とともにLDW（車線逸脱警
報）表示がオレンジ色に点滅し、運転者
に注意を促します。
レーンマーカーとは、走行車線の右側も
しくは左側に引かれた線のことをいいま
す。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒ ［側方
支援］⇒ ［ステアリング振動］を選択す
ると、LDW（車線逸脱警報）作動時のス
テアリングホイール（ハンドル）振動を
調節することができます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●車両の移動する方向に方向指示器を作動
させている場合は警報を行いません。（方
向指示器を解除したあと、約2秒間は警
報を行いません）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを運転支援に切り替えると、LDW
（車線逸脱警報）の作動状態をアドバンス
ドドライブアシストディスプレイ内で確
認することができます。
詳しくは、アドバンスドドライブアシス
トディスプレイとは（メインメニュー）
（ P.46）をお読みください。

インテリジェント LI（車線逸脱防止
支援システム）について

●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラにより走行車線のレーン
マーカーを検知します。

●車速が約60km/h以上で作動します。

●走行車線の右側もしくは、左側のレーン
マーカーに近づいたと判断すると、ハン
ドルの振動とともにインテリジェント LI
（車線逸脱防止支援システム）表示がオレ
ンジ色に点滅します。
同時にステアリングを制御し、車両を車
線内に戻す操作を支援します。
レーンマーカーとは、走行車線の右側も
しくは、左側に引かれた線のことをいい
ます。

●車両の移動する方向に方向指示器を使用
している場合は、警報もステアリング制
御も行いません。（方向指示器を解除した
あと、約2秒間は作動しません。）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを運転支援に切り替えると、インテ
リジェント LI（車線逸脱防止支援システ
ム）の作動状態をアドバンスドドライブ
アシストディスプレイ内で確認すること
ができます。
詳しくは、アドバンスドドライブアシス
トディスプレイとは（メインメニュー）
（ P.46）をお読みください。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒ ［側方
支援］⇒ ［ステアリング振動］を選択す
ると、インテリジェント LI（車線逸脱防
止支援システム）作動時のステアリング
ホイール（ハンドル）振動を調節するこ
とができます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒ ［側方
支援］⇒［警報感度］を選択すると、イ
ンテリジェント LI（車線逸脱防止支援シ
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ステム）作動時の感度を調節することが
できます。
ー推奨値：標準
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）によるステアリング制御中に、
ハンドル操作をしなかったり、ハンドル
をしっかり握っていない状態だとシステ
ムが判断したとき、作動回数が増えるご
とに警報ブザーの継続時間が長くなりま
す。ハンドルを操作したとシステムが判
断しても一定時間警報ブザーが鳴り続け
ます。

ON・OFFのしかた

■ LDW（車線逸脱警報）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［側方
支援］⇒［車線逸脱警報］を選択すると、
LDW（車線逸脱警報）機能のON・OFF
を切り替えることができます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイのON・OFF設定は、エンジンを再
始動しても再度設定を変更するまでその
状態が維持されます。

■ インテリジェント LI（車線逸脱防止支
援システム）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［側方

支援］⇒［車線逸脱防止支援］をONにす
るとシステムがONになります。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイのON・OFF設定は、エンジンを再
始動しても再度設定を変更するまでその
状態が維持されます。

LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シス

テム）に関する注意事項

 警告
● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがあるため、インテ
リジェント LI（車線逸脱防止支援シ
ステム）を使用しないでください。
― 悪天候（雨、雪、霧など）のとき
― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面を走行するとき

― 急なカーブ、急な上り坂・下り坂
が繰り返されるとき

― 工事中の道路や車線規制がある道
路を走行するとき

― 車線の幅が狭い道路を走行すると
き

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤ、タイヤ
チェーンを装着しているときや、
日産純正品もしくは日産販売会社
で購入したタイヤ以外のタイヤを
使用しているとき

― 純正品以外のステアリング部品、
ブレーキ部品、サスペンション部
品を使用しているとき

● 次のような状況では、レーンマー
カーを正確に検出できず、適切な作
動ができない場合があります。
― 検出しにくいレーンマーカー（不
明瞭なレーンマーカー、黄色の
レーンマーカー、一般的でない
レーンマーカー、水たまり・汚
れ・雪などで隠れているレーン
マーカー）がある道路を走行する
とき

― 急なカーブのある道路を走行する
とき

― 消されたレーンマーカーがまだ見
えている道路を走行するとき

― 道路上に影、雪、水たまり、わだ
ち、道路のつなぎ目、線状の補修
痕などがあるとき（これらのもの
をレーンマーカーとして検出して
警報する場合があります）

― 車線の分岐・合流のある道路を走
行したとき

― 自車がレーンマーカーに対して
まっすぐに走行していないとき

― 先行車との車間距離が短く、カメ
ラの検出範囲が遮られるとき

― 雨、雪、汚れなどがフロントガラ
スに付着しているとき
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●次の場合はステアリング制御を行いませ
ん。
― 大きな減速が車にかかったとき
― 素早いハンドル操作を行ったとき
― インテリジェント クルーズコントロー
ルの接近警報が鳴っているとき

― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキが作動しているとき

― 非常点滅表示灯を作動させているとき
― カーブでスピードを出して走行してい
るとき

●ステアリング制御中に、運転者がアクセ
ルペダルを踏み増すとステアリング制御
を中止します。

作動が停止するとき

LDW（車線逸脱警報）
●炎天下に駐車したときなど、カメラが高
温になったときは、アドバンスドドライ
ブアシストディスプレイに［カメラが高
温のため現在使用できません］と警告が
表示され、一時的にシステムが停止しま
す。（車室内の温度が下がると、作動を復
帰します）

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、システムが停止します。
警告（ P.282）

インテリジェント LI（車線逸脱防止支援シ
ステム）
●次の場合は、“ポー” というブザー音と
ともにアドバンスドドライブアシスト

ディスプレイに［作動範囲外のため 現在
使用できません］と警告が表示され、作
動を解除します。
― VDCをOFFにしたとき

●炎天下に駐車したときなど、マルチセン
シングフロントカメラが高温になったと
きは、“ポー” というブザー音とともに
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイに警告が表示され、作動を解除しま
す。 システムを再び作動させる場合は、
車室内の温度が下がってから再びシステ
ムをONにしてください。

●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［システム故障 取扱説明
書を見てください］および、インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援システ
ム）表示がオレンジ色に点灯し、作動が
停止します。

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）

前方を走行する2台前の車両を検知し、急な減
速などにより、自車の回避操作が必要と判断
した場合には、警報によって運転者に注意を
促します。

 警告
― 汚れなどでヘッドランプの明るさ
が不十分なときやヘッドランプの
光軸調整が適切に行われていない
とき

― 前方から強い光（太陽光など）を
受けているとき

― 急な明るさの変化が起こったとき
（トンネルの出入り口など）

 アドバイス
● 外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。マ
ルチセンシングフロントカメラの取
り扱いについては、（ P.322）を
お読みください。

● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに警告が表示されたときは、
安全な場所に停車し、一度エンジン
を停止してから再始動してください。
エンジン再始動後も警告が表示され
続けるときは、システムの異常が考
えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。
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システムに関する表示

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）について

●インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）は車速が約5km/h以上で作動しま
す。

●車両前部に取り付けられたレーダーセン
サーにより前方の2台前の車両との距離
を計測します。

●自車の回避操作が必要と判断すると、ア
ドバンスドドライブアシストディスプレ
イの接近警報表示がオレンジ色に点滅す
るとともに警報音（ブザー）を鳴らして、
運転者に注意を促します。

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキのON・OFFを切り替えると、イ
ンテリジェント FCW（前方衝突予測警
報）も連動してON・OFFされます。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキ  (P.176)

 警告
● インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）は前方を走行する2台前
の車両の急な減速などを検知したと
き運転者に警報を行いますが、衝突
を回避する機能はありません。

● インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）は脇見運転やぼんやり運
転などの前方不注意および雨、霧な
どの視界不良による危険を回避する
ものではありません。
前方の車両との車間距離、周囲の状
態に応じてブレーキペダルを踏んで
減速するなどして車間距離を確保し、
安全運転を心がけてください。

● レーダーの性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、
常に安全運転を心がけてください。
詳細については、検知条件と制限を
お読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.161)
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インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）に関する注意事項

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）の作動が停止するとき

 警告
● 次のような障害物は検知しません。
― 歩行者、自転車、動物、道路上に
落ちている障害物

― 対向車両
― 前方を横切って通過する車両

● 次のような場合は、前方の2台前の
車両を検知できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界
が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影
響を受けているとき

― トンネル内を走行しているとき

― 前方の車両がけん引を行っている
とき

― 前方の車両との距離が極端に近い
とき

― 急なカーブや、勾配の変化がある
ところを走行しているとき

● 前方の車両がオートバイのような幅
の狭い車両のときは、前方の車両を
検知できず、インテリジェント 
FCW（前方衝突予測警報）は警報を
行わないことがあります。

● 外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。

 アドバイス
● インテリジェント エマージェンシー
ブレーキをONにできない、または
警告灯が点灯したときは、安全な場
所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。上記の
操作をしても、警告灯が点灯し続け
るときはシステムの異常が考えられ
ます。通常走行には支障はありませ
んが、日産販売会社で点検を受けて
ください。
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●次の場合、インテリジェント エマージェ
ンシーブレーキ警告灯［ ］ が点灯し、
作動が停止します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしたとき

― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキが異常により作動を停止したと
き

●次の場合、インテリジェント エマージェ
ンシーブレーキ警告灯［ ］ が点灯する
とともに、アドバンスドドライブアシス
トディスプレイに警告を表示し、システ
ムが一時的に作動しなくなります。
― フロントガラスの汚れなどにより、カ
メラの前方視界が遮蔽されていると判
断したとき

― 前方からの強い光により、カメラが前
方を認識できなくなったとき

― 炎天下に駐車したときなど、カメラが
高温になったとき（車室内の温度が下
がると、作動を復帰します）

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹
雪など）で視界が悪いとき
システムが停止したときの状態が改善
されると、自動的に作動を再開しま
す。

― 周辺の電波源の影響を受けているとき
― 車両前部に取り付けられたレーダーセ
ンサー周辺に雪や氷、泥などが付着し
ているとき
上記警告が表示されたときは、安全な
場所に停車し、一度エンジンを停止し
てからレーダーセンサーおよびその周
辺の汚れを取り除き、エンジンを再始
動してください。

― 道路形状や周辺の建造物により、レー
ダーセンサーが先行車を正確に検知で
きないとき（例：長い橋、雪原、長い
壁の横など）
上記の状況から離れるとシステムは自
動的に作動を再開します。

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯せず、真っ暗な状態が継続した
とき

●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにインテリジェント エマージェン
シーブレーキ警告灯［ ］ が点灯し、ア
ドバンスドドライブアシストディスプレ
イ内に警告が表示され、システムが停止
します。

上記警告が表示されたときは、安全な場所
に停車し、一度エンジンを停止してから再
始動してください。

RCTA（後退時車両検知警報）★
RCTA（後退時車両検知警報）は、後退時に
後方を横切ろうと接近する車両を検知した場
合、警報によって運転者に注意を促します。

システムに関連する表示

 アドバイス
警告灯（ P.275）

● レーダーセンサーの周辺が汚れてい
るときは安全な場所に停車し、レー
ダーセンサー周辺の汚れなどを取り
除いてからエンジンを再始動してく
ださい。レーダーセンサーの取り扱
いについては、（ P.322）をお読
みください。

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
RCTA（後退時車両検知警報）は、
運転者の代わりに周囲を確認したり、
車両と障害物との接触を防いだりす
る機能ではありません。駐車スペー
スから後退するときは、機能に頼ら
ず、必ず運転者自身で周囲の安全を
確認してください。

● レーダーの性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、
常に安全運転を心がけてください。
詳細については、検知条件と制限を
お読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.161)
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RCTA（後退時車両検知警報）につ
いて

●車両後部のレーダーセンサーにより後方
を横切ろうとする車両を検知します。

●セレクトレバーが で、車速約8km/h以
下のとき作動します。

●レーダーセンサーにより後方を横切ろう
とする車両を検知すると、警報音（ブ
ザー）とともに検知した側のドアミラー
鏡面の表示灯が点滅します。

●RCTA（後退時車両検知警報）の設定を
OFFにしているときにセレクトレバーを
にすると、アドバンスドドライブアシ

ストディスプレイに［システムOFF］と
表示されます。

●RCTA（後退時車両検知警報）が作動し
ているときは、インテリジェント アラウ
ンドビューモニター画面★に黄色枠が表
示されます。

検知範囲について

●レーダーセンサーは、約20m先から近づ
いてくる車両を検知します。

●ドアミラー鏡面の表示灯は電源ポジショ
ンをONにすると点灯し、数秒後に消灯
します。

●ドアミラー鏡面の表示灯の明るさは車両
周囲の明るさによって切り替わります。

RCTA（後退時車両検知警報）の使
いかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［後退
時車両検知警報］を選択すると、RCTA
（後退時車両検知警報）機能のON・OFF
を切り替えることができます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●設定は、エンジンを再始動しても維持さ
れます。

RCTA（後退時車両検知警報）に関
する注意事項

 警告
● 後退する前に、必ず目視で周囲の状
況を確認してください。レーダーセ
ンサーは接近している（動いている）
車両を検知します。次のようなもの
は検知できないことがあります。
― 歩行者、自転車、動物、児童用の
玩具の車など

― 約30km/h以上の速度で通過する
車両

― 約8km/h以下の速度で通過する車
両

● 次のような状況では、レーダーセン
サーが接近する車両を検知できない
ことがあります。
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 警告
― 隣に駐車している車両などが、
レーダーセンサーの検出エリアを
妨げているとき

― 駐車枠線が斜めに引かれた駐車場
に駐車しているとき

― 傾斜した地面に駐車しているとき

― 回り込むようにして自車両後方へ
車両が接近してきたとき

― 接近してきた車両の向きが、自車
両の向きと同じまたはそれに近い
とき

● 次のような場合は、思わぬ事故につ
ながるおそれがあるため、システム
を使用しないでください。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界
が悪いとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発生
しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー付近に付着しているとき

● レーダーセンサーは静止している障
害物を検知しないように設計されて
いますが状況によっては、ガード
レール、壁、駐車された車両などを
検知してしまうことがあります。

● 外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。

● レーダーセンサー周辺へのステッ
カー（透明なものを含む）の貼り付
け、アクセサリー類の取り付け、追
加の塗装をしないでください。
車両を検知する性能が低下するおそ
れがあります。
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●複数の車両が連続して後方を通過する場
合や、最初に検知した車両と逆方向から
車両が接近してきた場合、2台目以降に
対して警報が作動しない場合があります。

RCTA（後退時車両検知警報）の作
動が停止するとき

●次の場合はアドバンスドドライブアシス
トディスプレイに［サイドレーダー及び 
その周辺が汚れています 拭いてくださ
い］と警告が表示され、一時的にシステ
ムが停止します。
― レーダーセンサーが汚れているとき
― レーダーセンサーに雨、雪、氷などが
付着しているとき

●スライドドアを開けているとき、セレク
トレバーを にすると［スライドドア開
のため後退時車両検知警報が使用できま
せん］と警告が表示され、一時的にシス
テムが停止します

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、システムが停止します。
警告メッセージ（ P.282）

インテリジェント DA（ふらつき警
報）

インテリジェント DA（ふらつき警報）は、ハ
ンドル操作から運転者の注意力が低下してい
ると判断したときに、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイの表示と音により運転
者に休憩を促します。

システムに関連する表示

インテリジェント DA（ふらつき警
報）について

●車速約60km/h以上で走行中、運転者の
ハンドル操作から注意力が低下している
と判断したときに、警報音（ブザー）と
ともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［休憩しませんか？］と
警告メッセージを表示します。
警告メッセージ（ P.284）

 アドバイス
● レーダーセンサー周辺が汚れている
ときは安全な場所に停車し、レー
ダーセンサー周辺の汚れなどを取り
除いてからエンジンを再始動してく
ださい。レーダーセンサーの取り扱
いについては、（ P.322）をお読
みください。

● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに警告が表示されたときは、
安全な場所に停車し、一度エンジン
を停止してから再始動してください。

エンジン再始動後も表示され続ける
ときは、システムの異常が考えられ
ます。通常走行には支障はありませ
んが、日産販売会社で点検を受けて
ください。

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
このシステムは疲労時の運転を補助
するものではありません。疲労時の
運転は重大な事故にいたる危険があ
るため、運転前に十分に休憩をとり、
安全運転を心がけてください。
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インテリジェント DA（ふらつき警
報）の停止のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［ふら
つき警報］を選択すると、インテリジェ
ント DA（ふらつき警報）機能のON・
OFFを切り替えることができます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●設定は、エンジンを再始動するとONに
なります。

●プロパイロットのハンドル支援中は、イ
ンテリジェント DA（ふらつき警報）の
システムはOFFになります。（プロパイ
ロット付車）
プロパイロット★  (P.164)

インテリジェント DA（ふらつき警
報）の作動が停止するとき

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、作動が停止します。
警告メッセージ（ P.283）

 アドバイス
● 安全な場所に停車し、一度エンジン
を停止してから再始動してください。

● 再始動後もメッセージを表示すると
きは、システムの異常が考えられま
す。
通常走行に支障はありませんが、日
産販売会社で点検を受けてください。
207

標識検知機能
フロントガラス上部にあるマルチセンシングフロントカメラにより標識を検知し、アドバンス
ドドライブアシストディスプレイに表示します。

システムに関連する表示

 警告
● 走行中は運転者の責任で実際の標識
を確認する。
標識検知機能は、運転者の安全運転
をサポートする機能です。

標識検知機能には限界があり、状況
によっては標識を検知できなかった
り、実際とは異なる標識を表示した
りする場合があります。
運転の際は、必ず運転者の責任で実
際の標識を確認してください。
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標識検知機能について
●標識検知機能には次の機能があります。
進入禁止標識検知

●前方の車両進入禁止標識を検知し、一方
通行路へ進入する可能性がある場合には
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイに警告表示します。

●万一、車両進入禁止標識を通過した場合
には警告音が鳴ります。

一時停止標識検知

●前方の一時停止標識を検知した場合には、
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイに表示します。

最高速度標識検知

●前方の最高速度標識を検知した場合には、
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイに表示します。

●次の場合は、最高速度標識の表示を終了
します。
― 最高速度標識を検知し、車両がその標
識を通過してから一定の距離を走行し
たとき

― 右左折などで走行している路線が変
わったとシステムが判断したとき

進入禁止標識／一時停止標識検知の
停止のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［標識
検知支援］を選択すると、進入禁止標
識／一時停止標識検知機能のON・OFF
を切り替えることができます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●いずれの設定も、エンジンを再始動して
も維持されます。

最高速度標識検知の停止のしかた
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［速度
標識表示］を選択すると、最高速度標識
検知機能のON・OFFを切り替えること
ができます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

●最高速度標識検知の設定は、エンジンを
再始動しても維持されます。

 警告
● マルチセンシングフロントカメラの
性能には限界があるため、システム
だけに頼った運転はせず、常に安全
運転を心がけてください。詳細につ
いては、検知条件と制限をお読みく
ださい。
マルチセンシングフロントカメラ

の検知条件と制限  (P.162)
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標識検知機能に関する注意事項

 警告
● 次のような場合は、標識の検知が遅
れたり、検知できなかったりするこ
とがあります。
― 夜間やトンネル内などでヘッドラ
ンプを点灯していない、あるいは
ヘッドランプのレンズが極端に汚
れているとき

― カメラ前方のフロントガラスに汚
れ、油膜、水滴、氷、雪、虫汚れ
などが付着しカメラの視界がさえ
ぎられているとき

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車
両のハイビームなど）を受けてい
るとき

― 前方車両から反射した強い光（太
陽光など）を受けているとき

― トンネルの出入り口や日陰など、
急に明るさの変化が起こったとき

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、
吹雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

― 勾配の変化があるところを走行し
ているとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走
行しているとき

― 隣車線の車両で視界がさえぎられ
ているとき

― 標識が曲がり角やカーブの先にあ
るとき

― 標識の周辺が煩雑で標識を認識し
にくいとき

― 標識が自車から遠く離れた位置に
あるとき

― 夜間で標識に自車のヘッドランプ
の光が届きにくい位置にあるとき

― 標識が色あせたり、折れ曲がった
りしているとき

― 標識が破損しているなど形状が変
わってしまっているとき

― 標識が泥、雪、または霜などで覆
われているとき

― 標識の一部が樹木や汚れなどに
よって隠れて不明瞭なとき

― 標識に光（街灯など）や影が映り
込んでいるとき

― 標識が大きすぎたり、小さすぎた
りするとき

― 標識が低すぎたり、高すぎたりす
るとき

― 標識が明るすぎたり、暗すぎたり
したとき

― カメラの向きがずれているとき
― 始動してから約15秒間は標識を検
知しません

● 次のような場合は、標識の検知が適
正に行えず、実際の規制内容とは異
なるものを表示したり、 実際には対
象となる標識が無いのに表示したり
することがあります。（最高速度標識
においては、実際の最高速度よりも
高い数字や、低い数字を表示したり
することがあります）
― 数字が認識しにくい標識（数字が
消えかかっているなど）

― 検知対象となる標識の色、形に似
たものが周辺にある場合（類似の
標識、電光掲示板、看板、のぼり
旗、構造物、案内標識上の数字な
ど）

― 自車の路線に対しての標識ではな
いが、自車の路線付近にあり、そ
の標識が自車の路線に向いている
場合（本線から分岐する側道の一
時停止標識や最高速度標識など）

― コントラストが低い電光標識
― 数字が認識しにくい電光標識 （遠
く離れた位置にある標識、3桁の
標識など）
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●外部の騒音などにより、警報音（ブザー）
が聞こえない場合があります。

先行車発進お知らせ
先行車が発進しても自車が停止し続けた場合
に、音と表示でお知らせする機能です。

システムに関連する表示
先行車発進お知らせについて

●自車と先行車が停止したあと、先行車が
発進しても自車が停止し続けた場合に、
ブザー音とアドバンスドドライブアシス
トディスプレイの表示でお知らせします。

●次のいずれかの条件を満たしているとき
に作動します。
― セレクトレバーが 、 以外でブレー
キペダルを踏んで停止している

― セレクトレバーが 、 以外でオート
ブレーキホールド機能★が作動してい
る

― セレクトレバーが で停止している
― インテリジェント クルーズコントロー
ルで停止状態を保持している

 警告
― 標識の近傍に補助標識（区間の始
まり、終わり、曜日、時間など）
があるとき

― 工事などの通行規制区間に標識が
あるとき

 注意
● 標識検知機能は、運転者の安全運転
をサポートする機能です。
標識検知機能には限界があり、状況
によっては標識を検知できなかった
り、実際とは異なる表示をしたりす
る場合があります。
運転の際は、必ず運転者の責任で実
際の標識を確認してください。

● 標識の近傍にある補助標識は検知し
ないため、実際の規制内容と異なる
表示をする場合があります。必ず運
転者の責任で実際の標識を確認して
ください。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。マ
ルチセンシングフロントカメラの取
り扱いについては、（ P.322）を
お読みください。

 注意
● 先行車との車間距離や周囲の状況を
目視で直接確認し、常に安全運転を
心がけてください。
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先行車発進お知らせの設定のしかた
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［先行
車発進お知らせ］を選択すると、先行車
発進お知らせの設定（OFF／遅め／標
準／早め）を切り替えることができます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.58）をお読みください。

先行車発進お知らせに関する注意事
項

 知識
● 次の場合は作動しません。

― インテリジェント エマージェン
シーブレーキのシステム異常等に
より、インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ警告灯が点灯
しているとき（インテリジェント 
エマージェンシーブレーキやVDC
をOFFにしているときを除く）

― 先行車との車間距離が長いとき
● システムを正しく作動させるために
車両前部に取り付けられたレーダー
センサーとその周辺、およびマルチ
センシングフロントカメラ前方のフ
ロントガラスのお手入れを行ってく
ださい。
レーダーセンサーの取り扱い  

(P.322)

マルチセンシングフロントカメラ
の取り扱い  (P.322)

● 次のような場合は、作動が遅れたり、
作動しないことがあります。
― 自車と先行車との間に別の車両や
歩行者、自転車などが割り込んだ
り横切ったとき

― 先行車がオートバイのような幅の
狭い車両のとき

― 先行車との車間距離が極端に短い
とき

― 先行車が自車に対して左右にずれ
ているとき

― 先行車が右左折、車線変更、急旋
回をしたとき

― 先行車が極端に遅い速度で移動し
ているとき

― 急勾配の坂道、急カーブで停止し
ているとき

― 未舗装路など凹凸のある路面で停
止しているとき

― 車両が傾いているとき（車両後部
に極端に重い荷物を積んでいると
き）

― ハンドルが大きく切れているとき
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、
吹雪など）のとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

― カメラの視界がさえぎられている
とき（フロントガラスの汚れ、油
膜、虫汚れ、ワイパーブレード）

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっているとき

― アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイにソナー表示されて
いるとき

● 道路状況や交通状況などにより不必
要な作動をすることがあります。周
囲の状況を目視で直接確認してくだ
さい。
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駐車支援システム

インテリジェント アラウンド
ビューモニター（移動物 検知機能

付）★
インテリジェント アラウンドビューモニター
は、自車位置を映し出すことにより、駐車ス
ペースへの駐車時や縦列駐車時に運転者を補
助します。

インテリジェント アラウンドビュー
モニターについて

●ディスプレイ付自動防眩式ルームミラー
付車は、電源ポジションがONのときに、
＜CAMERA＞スイッチを押すか、セレ
クトレバーを にするとディスプレイ付
自動防眩式ルームミラーに表示します。

●NissanConnectインフォテインメント
システム装着車は、電源ポジションが
ONのときに、＜CAMERA＞スイッチを

押すか、セレクトレバーを にするとイ
ンフォテインメントシステムに表示しま
す。

インテリジェント アラウンドビュー
モニターの使いかた

※各ビューの表示位置はグレード、オプ
ションなどにより異なります。
3Dビュー機能付車

 警告
● インテリジェント アラウンドビュー
モニターの機能を過信しない。
インテリジェント アラウンドビュー
モニターは障害物などの確認を補助
するシステムです。車両の操作をす
るときは、周囲の安全をミラーや目
視で直接確認してください。特に車
両の四隅は、トップビュー、フロン
トビュー、リヤビューに障害物が映
らない死角になります。必ず窓から
目視し、安全を確認してから車両を
操作してください。常に低速で車両
を移動させてください。

● 実際の距離感を間違えないように注
意する。
インテリジェント アラウンドビュー
モニターに映し出される障害物まで
の距離は、実際とは異なることがあ
ります。

 警告
● ドアミラーを格納した状態で使用し
ない。
適切な範囲を映すことができません。
また使用するときは、バックドアが
確実に閉まっているか確認してくだ
さい。
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3Dビュー機能無車

●セレクトレバーを にするとインテリ
ジェント アラウンドビューモニターが
ONになり、トップビュー／リヤビュー
を表示します。

●セレクトレバーを 以外にするとフロン
トビューを表示します。フロントビュー
は、車速が一定速度を超えると表示され
なくなります。

●セレクトレバーが または のときに、
ソナーが障害物を検知したときはインテ
リジェント アラウンドビューモニターが
ONになり、トップビュー／フロント
ビューを表示します。障害物の検知がな
くなると、インテリジェント アラウンド
ビューモニターはOFFになります。

●＜CAMERA＞スイッチを押すとインテ
リジェント アラウンドビューモニターが
ONになり、トップビュー／フロント
ビューを表示します。

画面の見かた
3Dビュー機能付車

 知識
● ＜CAMERA＞スイッチを押すと、
次のとおり画面を切り替えることが
できます。
― セレクトレバーが のとき
トップビュー/リヤビュー
→サイドブラインドビュー/リヤ
ビュー
→リヤワイドビュー（全画面）
→トップビュー/リヤビュー

― セレクトレバーが 以外のとき
トップビュー/フロントビュー
→サイドブラインドビュー/フロ
ントビュー
→フロントワイドビュー（全画面）
→インビジブルフードビュー★
（全画面）
→インテリジェント アラウンド
ビューモニターOFF

● フロントビューが表示されていると
きにセレクトレバーを にすると、
リヤビューに切り替わります。セレ
クトレバーを 以外にすると、再度、
フロントビューに切り替わります。

● 3分タイマー機能
＜CAMERA＞スイッチを押してか
ら約3分後にインテリジェント アラ
ウンドビューモニター表示が消える
機能です。セレクトレバーが 以外
のときに作動します。（ただし、タイ
マー作動中に＜CAMERA＞スイッ
チを押したり、ソナーまたは移動物 
検知機能が作動したりするとタイ
マーがリセットされます。）
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3Dビュー機能無車

右側画面（3Dビュー機能付車）／左側画
面（3Dビュー機能無車）
●トップビューまたはサイドブラインド
ビューを表示します。

●電源ポジションをONにしてから初めて
インテリジェント アラウンドビューモニ

ターを表示したときに、アイコン が約
3秒間赤色に点滅します。

● 3Dビュー機能付車のサイドブラインド
ビューは画面の左右に表示されます。
移動物 検知機能作動状態アイコン

●どちらのビューで移動物 検知機能が作動
するかを表します。
― （緑色）：移動物 検知機能が作動
します

― （灰色）：移動物 検知機能が作動
しません

●表示しているビューで映している範囲で
のみ移動物 検知機能が作動します。例え
ば、リヤビューで移動物 検知機能を作動
させている場合には、車両前方の移動物
は検知しません。
左側画面（3Dビュー機能付車）／右側画

面（3Dビュー機能無車）
●セレクトレバーが のときはリヤビュー
を、 以外のときはフロントビューを表示
します。

● 3Dビュー機能付車は、サイドブライン
ドビュー表示時にリヤビューまたはフロ
ントビューが画面の中央に表示されます。
方向指示アイコン

●画面の映している方向を表します。
― ：リヤビュー表示
― ：フロントビュー表示
― ：リヤワイドビュー表示
― ：フロントワイドビュー表示
ワイドビュー画面

●フロントまたはリヤワイドビューを表示 
します。

※：グレード、オプションなどにより表示
は異なります。

画面表示に関する注意事項

画面表示の種類について
※各ビューの表示位置はグレード、オプ
ションなどにより異なります。

 警告
● リヤビューに表示される障害物まで
の距離は、実際とは異なることがあ
ります。

● ドアミラー、車両前方、車両後方に
装着されているカメラからの映像を
組み合わせて処理した疑似的な映像
のため、トップビューは、障害物を
実際より遠く映します。

● 囲いや車両といった高さのある障害
物は、映像の継ぎ目で位置がずれた
り、表示されなかったりすることが
あります。

● カメラの高さよりも上にある障害物
は表示されません。

● トップビューの映像は、カメラの位
置が変化するとずれることがありま
す。

● 路上の線は映像の継ぎ目でずれたり、
曲がって見えたりすることがありま
す。ずれは、車両から遠ざかるにつ
れて大きくなります。
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■ フロントビュー／リヤビュー

●車両の前方／後方の映像をインテリジェ
ント アラウンドビューモニターに表示し
ます。

距離目安ライン
●車体からの距離の目安を表示します。
― 赤色：約0.5m

― 水色：約1m
― 水色：約2m
― 水色：約3m
車両中心線

●車両中心の予想進路を示します。
車幅目安ライン

●車幅の目安を表示します。
予想進路線

●運転操作時に予想進路を表示します。ハ
ンドルを切った角度に応じて移動します。
タイヤ予想進路線

●タイヤの予想進路を表示します。ハンド
ルを切った角度に応じて移動します。

■ トップビュー

●自車位置や駐車スペースへの進入コース
が分かりやすい、車両を上から見たよう
な映像をインテリジェント アラウンド
ビューモニターに表示します。

●自車 は、自車位置を示しています。
トップビューに表示される障害物までの
距離は、実際とは異なることがあります。

 アドバイス
● フロントビューが表示されていると
きに、中立位置から約90度の範囲内
でハンドルを切ると、予想進路線が
左右に表示されます。約90度以上ハ
ンドルを切ると、予想進路線はハン
ドルを切った方向とは逆方向にのみ
表示されます。

● リヤビューモニターの映像は、ルー
ムミラーやドアミラーで見るのと同
様に左右反転させた映像です。

● 雪道や滑りやすい路面では、予想進
路線と実際の進路が異なることがあ
ります。

● リヤビューカメラは車幅の中心より
ずれた位置に取り付けられているた
め、リヤビューの表示は多少中心か
らずれて見えます。
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●予想進路線 はハンドルを切った角度の
まま進んだときの予想進路を表示します。

■ サイドブラインドビュー

●車両の前輪付近から前方を、インテリ
ジェント アラウンドビューモニターに表
示します。道路端への幅寄せ駐車などに
便利です。
目安ライン
●モニターには車幅と車両の前端を示す目
安ラインが表示されます。
― 前端目安ラインは、車両前部の位置
の目安を示します。

― 側方目安ラインは、ドアミラーを含
めた車幅の目安を示します。

― 前端目安ラインと側方目安ラインの
延長線は、水色の破線で表示します。

ソナー表示
● ソナー表示は、ソナーが障害物を検知
すると、表示されます。

■ フロントワイドビュー（3Dビュー機
能無車）／リヤワイドビュー

●車両の前方／後方の映像を画面幅いっぱ
いに表示します。

ソナー表示
●ソナーが障害物を検知すると表示します。
タイヤ予想進路線（リヤワイドビューの
み）
●タイヤの予想進路を表示します。ハンド
ルを切った角度に応じて移動します。
予想進路線

●運転操作時に予想進路を示します。ハン
ドルを切った角度に応じて移動します。

距離目安ライン
●車体からの距離の目安を表示します。
― 赤色：約0.5m
― 水色：約1m
― 水色：約2m
― 水色：約3m
車幅目安ライン

●車幅の目安を示します。
車両中心線

●車両中心の予想進路を示します。

 アドバイス
● 方向指示器の光が側方目安ラインと
重なる場合がありますが、異常では
ありません。

● サイドブラインドビュー表示中に、
車速が一定速度を超えると画面の一
部がグレーとなりますが、異常では
ありません。

 アドバイス
● リヤビューモニターの映像は、ルー
ムミラーやドアミラーで見るのと同
様に左右反転させた映像です。

● 雪道や滑りやすい路面では、予想進
路線と実際の進路が異なることがあ
ります。

● リヤビューカメラは車幅の中心より
ずれた位置に取り付けられているた
め、リヤビューの表示は多少中心か
らずれて見えます。
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■ フロントワイドビュー（3Dビュー機
能付車）

●車両の前方の映像を画面幅いっぱいに表
示します。

ソナー表示
●ソナーが障害物を検知すると表示します。
自動表示地点ボタン

●フロントワイドビューを表示していると
きにタッチすると、自動的に表示される
地点を登録することができます。
運転者が見通しの悪い交差点で死角を確
認する必要がある場合などに役立ちます。

●登録した地点は、確認、編集、削除する
ことができます。
インテリジェント アラウンドビューモ

ニターの設定（3Dビュー機能付車）  
(P.219)
217

■ 3Dビュー（3Dビュー機能付車）

●車両の周囲360°の映像をインテリジェ
ント アラウンドビューモニター左側画面
に表示します。
車両画像

●車両画像を表示します。
予想進路線

●タイヤの予想進路を表示します。ハンド
ルを切った角度に応じて移動します。

カメラ位置アイコン
●タッチすると、8種類のカメラ方向を選
択することができます。
回転アイコン

●セレクトレバーが のときにタッチする
と、車両画像 が360°回転し、車両の
周囲を確認できます。
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3Dビュー自動回転
●電源ポジションをONにしてから初めて
＜CAMERA＞スイッチを押すと、車両
画像とその周辺の画像が表示され、自動
的に360°回転して車両の周囲を確認し
ます。

●［ ］をタッチすると、3Dビュー自動
回転のON・OFFを切り替えることがで
きます。
設定の詳細については、 インテリジェ
ント アラウンドビューモニターの設定
（3Dビュー機能付車）  (P.219)をお読み
ください。

 警告
● 3Dビューに表示される障害物まで
の距離は、実際の距離とは異なりま
す。

 アドバイス
● 3Dビュー表示中に車速が一定速度
を超えると、進行方向にある3台の
カメラしか選択できなくなりますが、
異常ではありません。
■ インビジブルフードビュー（3Dビュー機能付車）

●エンジンルーム下の映像を画面幅いっぱ
いに表示します。
車幅目安ライン

●車幅の目安を表示します。
予想進路線

●運転操作時に予想進路を表示します。ハ
ンドルを切った角度に応じて移動します。

距離目安ライン
●車体からの距離の目安を表示します。
― 赤色：約0.5m

― 水色：約1m
― 水色：約2m
― 水色：約3m
車両輪郭線

●車両前部の目安を表示します。
タイヤ目安線

●前輪タイヤの目安を表示します。
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画面切替アイコン（3Dビュー機能
付車）

●画面下部にあるアイコンをタッチして、
各ビューに切り替えます。
3Dビュー
インビジブルフードビュー
フロントワイドビュー
フロントビュー／サイドブラインド
ビュー
トップビュー／フロントビュー
リヤワイドビュー
リヤビュー／サイドブラインドビュー
トップビュー／リヤビュー

インテリジェント アラウンドビュー
モニターの設定（3Dビュー機能付

車）
●インテリジェント アラウンドビューモニ
ター画面の［ ］をタッチすると、イ

ンテリジェント アラウンドビューモニ
ターの設定をすることができます。

●［ ］は、セレクトレバーが 以外のと
きに表示されます。

移動物 検知機能について

●車庫入れや駐車場からの発進時などに自
車周辺の移動物を運転者にお知らせする
ことで、安全確認をサポートする機能で
す。

●車両周辺に移動物があるときに、音と黄
枠を表示してお知らせします。

●トップビューに （緑色）表示がある場
合には移動物を検知したエリア（前後左
右）に黄枠を表示します。

●移動物 検知機能は次の条件のとき、
（緑色）が表示されている画面で作動

します。
― セレクトレバーが または で停車し
ているときに、トップビュー側で作動
します。

― セレクトレバーが または で低車速
時に、フロントビューで作動します。

― セレクトレバーが で低車速時に、リ
ヤビューで作動します。

●ソナーブザーが鳴っている場合は移動物 
検知機能ブザーは鳴りません。

●サイドブラインドビュー、3Dビュー★
およびインビジブルフードビュー★には
移動物 検知機能がないため、移動物 検知
機能作動状態アイコンを表示しません。

項目1 項目2 機能
画質調
整

明るさ ● ［+］、［-］をタッチ
して明るさを調整し
ます。

コント
ラスト

● ［+］、［-］をタッチ
してコントラストを
調整します。

色合い ● ［+］、［-］をタッチ
して色合いを調整し
ます。

色の濃
さ

● ［+］、［-］をタッチ
して色の濃さを調整
します。

黒レベ
ル

● ［+］、［-］をタッチ
して黒レベルを調整
します。

自動表示地点 ● 自動地点登録の一覧
の確認、編集および
削除ができます。

3Dビュー自動
回転

● 3Dビュー自動回転
機能のON・OFFを
切り替えます。

ボディーカラー ● トップビューと3D
ビューに表示される
車両の色を選択しま
す。

 注意
● 車両の操作をするときは、周囲の安
全をミラーや目視で直接確認してく
ださい。
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画面の見かた
※各ビューの表示位置はグレード、オプ
ションなどにより異なります。

移動物 検知表示
●移動物 検知機能で移動物を検知したとき
に、黄枠でお知らせします。
移動物 検知機能作動状態アイコン

●移動物 検知機能を作動させる側の画面の
アイコンを緑色で表示します。
― （緑色）：移動物 検知機能が作動
します

― （灰色）：移動物 検知機能が作動
しません

●次の場合には移動物 検知機能は作動しま
せん。
― 車速やセレクトレバーの位置が移動物 
検知機能の作動条件から外れている場
合

― トップビューによる移動物 検知機能作
動中でいずれかのドアが開いている場
合

― リヤビューによる移動物 検知機能作動
中でバックドアが開いている場合

●トップビューによる移動物 検知機能作動
中で電動格納式ミラーの開閉作動中は、
（灰色）が表示され、移動物 検知機

能が作動しません。

ソナー機能について

 警告
● バンパーにへこみなどがあると正確
な距離が測定できず、正常に作動で
きない場合があります。

● 適正なタイヤの空気圧を維持してく
ださい。誤作動の原因になります。

● 純正以外のバンパーを取り付けたと
き、正常に作動できない場合があり
ます。

● ソナーの性能には限界があるため、
システムだけに頼らず、常に安全を
心がけてください。詳細については、
検知条件と制限をお読みください。
ソナーの検知条件と制限  

(P.163)

 注意
● 気温や天候、路面状態などの周囲の
状況や、障害物の大きさ、形状に
よってはソナーが検知できないこと
があります。また、音波を吸収しや
すいものにも、ソナーが検知できな
いことがあります。必ず周囲を確認
して運転をしてください。

● 次のような障害物には作動しません。
― 背の低い障害物
― 幅の狭い障害物
― 針金、金網、ロープなどの細い障
害物

― ソナーに非常に近い障害物
― 急に進行方向に現れた障害物

● 次のような障害物は検知しないこと
や作動が遅れることがあります。
― 地面から高い位置に存在する障害
物

― スポンジ状のものや雪など表面が
柔らかく音波を吸収しやすい障害
物

● ソナーは次のような場合は検知しな
い、もしくは正しく検知できない場
合があります。
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●インテリジェント アラウンドビューモニ
ター（移動物 検知機能付）を表示させ
て、走行中にソナーが静止した障害物を
検知した場合は、ソナー表示とブザーで
お知らせします。

●ソナー表示はトップビュー、サイドブラ
インドビュー、リヤワイドビュー、フロ
ントワイドビュー★、3Dビュー★また
はインビジブルフードビュー★画面に表
示されます。

●障害物を検知してから、ソナー表示とブ
ザーが出るまでに多少時間がかかります。

■ フロントコーナーソナー

■ リヤコーナーソナー

 注意
― 雨、雪、氷、汚れなどがソナーセ
ンサー部や周辺に付着していると
き

― 障害物の面が車両の前面、または
後面に対して斜めのとき

― 周囲に草が生い茂っているとき
― 車両側面の近くに壁があるとき
― 路面上に段差や突起物があるとき
― 垂れ下がった旗、ビニールカーテ
ンなどをくぐって走行するとき

― 車両周辺に雪のかたまりがあると
き

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 車両感応センサーやホーン、他車
のソナー、オートバイの排気音な
ど超音波を発生するものが付近に
存在するとき

― 炎天下や寒冷時
― 表面が一様でない障害物（複数の
障害物が積載されて凹凸な形状の
場合）

● 外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。

● ソナー部が凍結したときは異常表示
が出たり、壁などの障害物があった
りしてもソナーが検知しないことが
あります。
（氷が解ければ、正常に復帰します）

● ソナーは前後バンパーについていま
す。バンパーには、ステッカーを
貼ったりアクセサリーなどを取り付
けたりしないでください。

● 適正なタイヤの空気圧を維持してく
ださい。誤警報や誤操作の原因にな
ります。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
ソナーはいつもきれいにしておいて
ください。ソナーの取り扱いについ
ては、（ P.323）をお読みくださ
い。

障害物まで
の距離（目
安）

60～
50cm

50～
30cm

30cm
以下

表示色 緑 黄（オ
レンジ） 赤

表示点滅速
度 遅い 速い 点灯

ブザー音
ピッ、
ピッ、
ピッ…

ピピピ
ピピ… ピー

障害物まで
の距離（目
安）

100～
50cm

50～
30cm

30cm
以下

表示色 緑 黄（オ
レンジ） 赤

表示点滅速
度 遅い 速い 点灯

ブザー音
ピッ、
ピッ、
ピッ…

ピピピ
ピピ… ピー
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■ フロントセンターソナー

■ リヤセンターソナー

■ ソナー表示色

●ソナー表示の色は、障害物に近づくに
従って、緑、黄（オレンジ）、赤と変化し
ます。ソナーの表示の色と距離目安線と
では障害物までの距離は異なります。

■ 警報音（ブザー）

●障害物との距離が近づくに従って、断続
音の間隔が短くなります。表示が赤の場
合は連続音になります。

●障害物との距離が広がった場合は断続音
が消え、ソナー表示のみとなります。

●フロントソナーが検知したときは低音、
リヤソナーが検知したときは高音でお知
らせします。

■ ソナー機能OFF

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで［設定］⇒［運転支援］⇒［駐車
支援］を選択すると、フロントソナー機
能のON・OFFを設定できます。

■ ソナーによるカメラ画面の自動表示機
能★

●セレクトレバーが かつ低車速で走行中
でカメラ画面が表示されていない場合に、
車両前方の障害物を検知した場合はイン
テリジェント アラウンドビューモニター
画面を自動で表示します。

●障害物がなくなると、自動的にインテリ
ジェント アラウンドビューモニターは
OFFになります。

■ ソナーシステムの作動が停止するとき

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイ内に警告
が表示され、システムが停止します。
ソナーシステム異常警告（ P.283）

インテリジェント アラウンド
ビューモニター★に関する注意事

項障害物まで
の距離（目
安）

100～
50cm

50～
30cm

30cm
以下

表示色 緑
黄（オ
レン
ジ）

赤

表示点滅速
度 遅い 速い 点灯

ブザー音
ピッ、
ピッ、
ピッ…

ピピピ
ピピ… ピー

障害物まで
の距離（目
安）

150～
50cm

50～
30cm

30cm
以下

表示色 緑 黄（オ
レンジ） 赤

表示点滅速
度 遅い 速い 点灯

ブザー音
ピッ、
ピッ、
ピッ…

ピピピ
ピピ… ピー

 警告
● カメラはフロントグリル下部、ドア
ミラー、リヤナンバープレート上部
に装着されています。カメラの作動
を妨げるような物をカメラ部分に取
り付けないでください。字光式ナン
バープレートやナンバープレートリ
ムを装着すると、フロントビューお
よびリヤビューモニターの映像が一
部映らなくなることがあります。
外観フロント（ P.2 または P.4）

外観リヤ（ P.6）
● 距離目安ラインと車幅目安ラインは、
舗装された平坦な路面上での目安と
して使用してください。画面に表示
される距離は目安であり、自車と映
し出されている障害物までの距離は、
実際とは異なることがあります。

● 目安ラインや予想進路線は、乗車人
数や燃料の容量などの影響により実
際の距離と異なることがあります。
目安としてお使いください。

● サイズが異なるタイヤと交換すると、
予想進路線とトップビューが不適切
に表示されることがあります。
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●カメラレンズの特性により、画面上の距
離と実際の距離が異なって見えたり、対
象物が変形して見えたりすることがあり
ます。車幅目安ラインと予想進路線は、
実際の車幅と進路よりも広くなっていま
す。

●セレクトレバーが  以外のとき、
＜CAMERA＞スイッチを押してインテ
リジェント アラウンドビューモニターを
表示させたあと、ソナーまたは移動物 検
知機能が作動しない状態で約3分間操作
を行わないでいると、インテリジェント 
アラウンドビューモニター表示が消えま
す。（3分タイマー機能）

●画面の切り替わり後は、映像の表示が遅
れることがあります。インテリジェント 
アラウンドビューモニターが完全に表示
されるまでは、映像が一時的にゆがむこ
とがあります。

●外気温が極端に高いか、低いときは、映
像の映りが悪くなることがありますが、
異常ではありません。

●カメラに直接強い光を当てると、映像の
映りが悪くなることがありますが、異常
ではありません。

●蛍光灯照明が当たると、映像にちらつき
が出ることがありますが、異常ではあり
ません。

●インテリジェント アラウンドビューモニ
ター映像の色味は、実際とはわずかに異
なって見えることがあります。

●暗い所や夜間時には映りが悪くなり、色
味が異なって見えることがありますが、
異常ではありません。

●トップビューの各カメラの映像に鮮明さ
の違いが生じることがあります。

●トップビューの画像は、4つのカメラか
らの映像を加工処理して表示するため、
次のように表示される場合があります。
― 立体物が倒れこんで見える
― 路面よりも高い位置にある車両などが
実際より遠くに見える

― 高さのあるものが画像の継ぎ目でずれ
て表示される

― 各カメラ画像の明るさが違う

 警告
● 上り坂では、モニターに表示される
障害物は実際よりも遠くにあるよう
に見えます。下り坂では、モニター
に表示される障害物は実際よりも近
くにあるように見えます。ミラーを
併用するか、目視によって正確な距
離を判断してください。

● フロントビューおよびリヤビューの
表示線は、路面の状況により障害物
への距離が実際と異なって見えるこ
とがあります。特徴をよく理解して
ください。

 アドバイス
● カメラに汚れ、雨、雪が付着すると、
映像の映りが悪くなることがありま
す。カメラを清掃してください。
フロントビューカメラ★／サイド

ビューカメラ★ の取り扱い  
(P.323)

リヤビューカメラ★の取り扱い  
(P.323)

● アルコール、ベンジン、シンナーな
どを使用してカメラを清掃しないで
ください。変色する原因となります。
中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ま
せてふき取ったあと、乾いた柔らか
い布でふいてください。

● モニター映像に悪影響が生じるため、
カメラに傷をつけないよう注意して
ください。

● カメラにはワックスを使用しないで
ください。中性洗剤を薄めて含ませ
た清潔な布でワックスをふき取って
ください。
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映し出す範囲

●特定の領域は、カメラに映し出されませ
ん。フロントビューまたはリヤビューで
は、バンパー下側または地上面の部分は
表示されないことがあります 。トップ
ビューではカメラの映し出す範囲の境目
付近にあるもの、路面より高さのあるも
のは表示されないことがあります 。

映像と実際の路面との誤差
●フロントビューとリヤビューに表示され
る距離目安ラインと車幅目安ラインは、
舗装された平坦な路面上での目安として

使用してください。画面に表示される距
離はあくまでも目安であり、自車と映し
出されている障害物までの距離は、実際
とは異なることがあります。

急な上り坂が後方にあるとき

●距離目安ライン、車幅目安ラインは実際
の距離よりも手前に表示されます。例え
ば、位置 までの距離が1mと表示され
ていても、実際に1mの距離にあるのは、
位置 です。上り坂に障害物があるとき
は、障害物は実際よりも遠くにあるよう
に見えます。

急な下り坂が後方にあるとき

●距離目安ラインと車幅目安ラインは実際
の距離よりも後ろに表示されます。例え
ば、位置 までの距離が1mと表示され
ていても、実際に1mの距離にあるのは、
位置 です。下り坂に障害物があるとき
は、障害物は実際よりも近くにあるよう
に見えます。
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立体物が近くにあるとき
●立体物が近くにある場合には実際の距離
と異なって表示される場合があります。

●例1：予想進路線 は表示されているト
ラックの車体に触れていません。しかし、
トラックの車体が実際の進路上に張り出
している場合は、ぶつかることがありま
す。

●例2：表示されているトップビュー で
は、自車とトラックの車体との間にはわ
ずかな距離があるように見えます。しか
し、実際の距離は表示されているよりも
短く、トラックの車体にぶつかることが
あります。

※表示位置はグレード、オプションなど
により異なります。

立体物に接近するとき

● の位置は の位置よりも遠くにあるよ
うに見えますが、実際は の位置と同じ
距離です。トラックの車体が実際の進路
上に張り出している場合は、 の位置まで
下がるとぶつかることがあります。

画面のエラー表示について
※各ビューの表示位置はグレード、オプ
ションなどにより異なります。
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アイコンが画面内に表示された場合は、
インテリジェント アラウンドビューモニ
ター（移動物 検知機能付）の異常が考えら
れます。通常走行には支障はありませんが、
日産販売会社で点検を受けてください。

アイコンが画面内に表示された場合は、
カメラ映像が一時的に周囲の電子機器の影
響を受けている可能性があります。頻繁に

表示される場合は日産販売会社で点検を受
けてください。

インテリジェント アラウンドビュー
モニターカメラの検知条件と制限

●インテリジェント アラウンドビューモニ
ターカメラは次のような場合、障害物や
区画線などを検知できないことがありま
す。
― 雨や水しぶきがかかったとき
― 夜間、地下、立体駐車場など周囲が暗
いとき

― 悪天候（雨、雪、霧、粉じん、砂じ
ん、吹雪など）などで視界が悪いとき

― カメラにお湯や水をかけたときなど、
レンズがくもっているとき

― 太陽や電灯の光が路面に映っていると
き

― 太陽や電灯の強い光が路面にあたって
いるとき

― 降雨時や雨上がりなど、路面が濡れて
光っていたり、水たまりがあったりす
るとき

― 朝日や夕日など、太陽の光がカメラに
入るとき

― カメラのレンズのくもりや、汚れ、油
膜、虫汚れ、水滴、氷、雪、泥などが
付着しているとき

― カメラの視界を妨げるようなものを取
り付けたとき

― カメラのレンズに強い光（太陽光や対
向車両のハイビームなど）を受けてい
るとき

― 急ブレーキや積載によって車両姿勢が
大きく傾いたとき

― トンネルの出入り口や日陰など、急に
明るさの変化が起こったとき

― 勾配の変化があるところを走行してい
るとき

― バックドアが開いているとき
― セレクトレバーが 以外のとき
― 至近距離に歩行者が飛び出してきたと
き

― 子供などの背の低い人や動物、自転車
― 前屈や後屈など直立・歩行以外の姿勢
の人

― 乗り物に乗っている人
― ショッピングカートやベビーカーなど
を押している人

― 合羽やワンピースなど輪郭が曖昧にな
る服装の人

― 傘や大きなカバンを所持していて身体
の一部が隠れている人

― 歩行者が大きな荷物を持っている、背
景と同じ色の服を着ているなど人特有
の輪郭が認識できないとき

カメラ映像が正常に表示されない場
合

インテリジェント アラウンドビューモニ
ター作動中に、次のような画面表示が続く
場合は、カメラシステムの異常が考えられ
ます。通常走行には支障はありませんが、
日産販売会社で点検を受けてください。
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NissanConnectインフォテインメントシ
ステム画面★

●画面が黒色または灰色に表示されたとき
ディスプレイ付自動防眩式ルームミラー画
面★

●インテリジェント アラウンドビューモニ
ター画面が黒色に表示されたとき

●インテリジェント アラウンドビューモニ
ター画面が表示されなくなったとき
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室内灯
マップランプ／ラゲッジランプ P.230

収納装備
グローブボックス P.232
インスト助手席スライドボックス P.232
インスト運転席アッパーボックス P.232
インストセンタースライドボックス P.233
カップホルダー／ボトルホルダー P.233

その他の室内装備
先進事故自動通報システム★ P.235
ドライブレコーダー（NissanConnect
インフォテインメントシステム装着車） P.238
ステアリングヒーター★ P.246
ヒーターシート★ P.246
電源ソケット P.246
USB電源ソケット P.247
ロールサンシェード★ P.248
パーソナルテーブル★ P.248
コンビニフック P.249
フロアカーペット P.250
サンバイザー／バニティミラー P.250
チケットホルダー P.251
アシストグリップ P.251
229
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室内灯

マップランプ／ラゲッジランプ

マップランプの使いかた

●マップランプは、前席シート天井部の中
央にあります。

●次のように点灯・消灯します。

●キースイッチ（電源ポジション）がOFF
のときは、マップランプを長時間点灯さ
せないでください。バッテリーがあがる
おそれがあります。

キー連動室内照明システム
●＜ ＞スイッチが押し込まれていない
とき、次の条件で点灯します。
― キースイッチ（電源ポジション）を

OFFにしてから約20秒間
― キースイッチ（電源ポジション）が

OFFのとき、ドアを解錠してから約
20秒間

― キースイッチ（電源ポジション）が
OFFのとき、ドアを閉めてから約20
秒間

― ドアが開いているとき
バッテリーセーバー
●キースイッチ（電源ポジション）がOFF
のとき、バッテリーあがりを防止するた
め、マップランプは10分以上点灯し続け
ると自動的に消灯します。

ラゲッジランプの使いかた
●次のように点灯・消灯します。

●キースイッチ（電源ポジション）がOFF
のときは、ラゲッジランプを長時間点灯
させないでください。バッテリーがあが
るおそれがあります。

キー連動室内照明システム
●スイッチが中立の位置にあると、次の条
件で点灯します。
― キースイッチ（電源ポジション）を

OFFにしてから約20秒間
― キースイッチ（電源ポジション）が

OFFのとき、ドアを解錠してから約
20秒間

スイッチ 点灯・消灯のしかた

＜ ＞

スイッチを押すと、マップ
ランプ、ラゲッジランプ
（ラゲッジランプのスイッ
チが中立の位置にあるとき
のみ）が常時点灯します。
もう一度押すと消灯しま
す。

＜ ＞

スイッチが押し込まれてい
ないとき、ドアを開けると
マップランプ、ラゲッジラ
ンプ（ラゲッジランプのス
イッチが中立の位置にある
ときのみ）が点灯し、閉め
ると消灯します。
スイッチが押し込まれてい
るとき、常時消灯します。
ランプを押すごとに点灯・
消灯します。

スイッチ 点灯・消灯のしかた

スイッチ 点灯・消灯のしかた
ON 常時点灯します。
〇

（中立）
ドアを開けると点灯し、閉
めると消灯します。

OFF 常時消灯します。
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― キースイッチ（電源ポジション）が
OFFのとき、ドアを閉めてから約20
秒間

― ドアが開いているとき
バッテリーセーバー
●キースイッチ（電源ポジション）がOFF
のとき、バッテリーあがりを防止するた
め、ラゲッジランプは10分以上点灯し続
けると消灯します。
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収納装備

グローブボックス

グローブボックスの使いかた
●開けるときは、ノブを手前に引きます。
●閉めるときは、ロックするまでふたを押
します。

インスト助手席スライドボックス

インスト助手席スライドボックスの
使いかた

●開けるときは、引き出します。
●閉めるときは、押し戻します。
●ボックス内には取り外し可能な仕切り板
があり、ボックス内の任意の3箇所に仕
切り板を移動することで、仕切り位置を
変更することができます。 インスト運転席アッパーボックス

インスト運転席アッパーボックスの
使いかた

 注意
● グローブボックスを開けたまま走行
しない。
ブレーキをかけたときに、収納した
ものが飛び出したり、ふたに当たっ
たりするなどして、思わぬケガをす
るおそれがあります。

● ふたを開けるときは、ゆっくり開け
る。
ふたを全開にしたとき身体に当たる
おそれがあります。

 注意
● 開けたまま走行しない。
収納した物が飛び出したりして、思
わぬケガをしたり、事故につながる
おそれがあります。

● インスト助手席スライドボックスを
開けるときは、ゆっくり開ける。

ボックスを勢いよく開けると、ボッ
クスが外れ、思わぬケガをするおそ
れがあります。

 アドバイス
● 3kg以上の物をいれないでください。
ボックスが破損するおそれがありま
す。

 注意
● ふたを開けたまま走行しない。
収納した物が飛び出したりして、思
わぬケガをしたり、事故につながる
おそれがあります。
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●開けるときは に指をかけ、ふたを持ち
上げます。

●閉めるときは、押し戻します。

インストセンタースライドボック
ス

インストセンタースライドボックス
の使いかた

●開けるときは、引き出します。
●閉めるときは、押し戻します。
● にはモバイル機器接続用のケーブルを
通す穴があり、ボックスにモバイル機器
を置いた状態で、USB電源ソケットから
ケーブルを接続することができます。

● の溝にモバイル機器接続用のケーブル
を掛けておくことができます。

カップホルダー／ボトルホルダー

前席シート用カップホルダーについ
て

●インストルメントパネル部に2箇所あり
ます。

カップホルダーについて
●フラップを使うときは、フラップを手前
に引き出します。

●フラップを格納するときは、ロックする
までフラップを押します。

ボトルホルダーについて
●ペットボトルのふたを閉めてから収納し
てください。

 注意
● モバイル機器をボックスに置いて使
用する場合は、必ず安全な場所に停
車してから使用する。
走行中にモバイル機器を使用すると、
前方不注意となり思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 注意
● 助手席側カップホルダーの横にある
平らな部分に物を置いたまま走行し
ない。
走行中に置いた物が落ちたり、飛ん
だりして、運転に支障をきたし、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。
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カップホルダー／ボトルホルダーに
関する注意事項

 アドバイス
● 助手席側の後席ボトルホルダー車両
後方部は、小物入れになっておりま
す。ボトルホルダーとして使用しな
いでください。

 警告
● 運転中に飲物を出し入れしない。
運転中に飲物を出し入れすると前方
不注意となり、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。運転中は信号
待ちなどの停車中に飲物を出し入れ
してください。

● ビンなどの硬いものは入れない。
側面衝突などの事故のとき、重大な
傷害につながるおそれがあります。

 注意
● 熱い飲物を置かない。
熱い飲物をカップホルダーに置くと、
走行中にこぼれたり、飛び散ったり
して、乗員がやけどを負うおそれが
あります。

● 飲物をこぼさないように注意する。
飲物の容器の形によっては、確実に
固定されないおそれがあります。

● 車室内のスイッチや画面などに飲物
をこぼさないようにする。
故障や火災のおそれがあります。

 アドバイス
● 飲物や液体がいっぱいに満たされた
容器をカップホルダーに置くと、走
行中にこぼれたり、漏れ出したりし
て、車両の電子機器などに損傷を与
えるおそれがあります。いっぱいに
満たされた容器を置かないでくださ
い。
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その他の室内装備

先進事故自動通報システム★
＜SOSコールスイッチ＞を押すことでSOS
コールを開始できます。また、エアバッグや
プリテンショナーシートベルトが作動するレ
ベルの事故では、自動でSOSコールを開始し
ます。

先進事故自動通報システムについて

●電源ポジションがONのとき、＜SOS
コールスイッチ＞を押すと、SOSコール
を開始できます。

●＜SOSコールスイッチ＞は、マップラン
プ中央にあります。

●プロパイロット緊急停止支援システム
（SOSコール機能付）により緊急停止し
たときには自動でSOSコールを開始しま
す。

● SOSコールとは、急病・犯罪・事故など
の緊急時に警察・消防・医療機関への連
絡を補助するサービスです。

● SOSコールのサービス提供は、（株）日
本緊急通報サービスからのものです。

●日産販売会社でサービスのお申し込みと、
車両側での初期設定が完了していないと、
SOSコールを利用することができませ
ん。

●エアバッグ展開を伴う自動通報（SOS
コール）後は、自動通報機能が使用でき
なくなります。リセット作業が必要です
ので、日産販売会社へお問い合わせくだ
さい。

先進事故自動通報システムの使いか
た

1. 電源ポジションをONにします。
＜SOSコールスイッチ＞のインジ
ケーターが赤色・緑色ともに点灯し、
一定時間後に緑色のみ点灯を続けま
す。

 警告
● ＜SOSコールスイッチ＞を押すとき
は、安全な場所に停車してから行う。
走行中に運転者がスイッチを押そう
とすると、思わぬ事故につながるお
それがあります。

● SOSコールは無線通信機能を利用し
ています。心臓ペースメーカーなど
の医療用電気機器を使用している場
合は、当該の医療用電気機器メー
カー、もしくは販売業者に電波の影
響について必ず確認してください。

 アドバイス
● 次の場合は、すみやかに日産販売会
社で点検を受けてください。
― 電源ポジションをONにしても、
インジケーターが赤色・緑色とも
に点灯状態にならないとき

― インジケーターが赤色・緑色とも
に点灯してから一定時間後、赤色
のインジケーターのみ点灯してい
るとき

● インジケーターが赤色・緑色ともに
消灯している場合は、電波環境のよ
い場所まで車を移動させてください。
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2. ＜SOSコールスイッチ＞のカバーを
押して開きます。

3. ＜SOSコールスイッチ＞を約1秒間
押します。
緑色のインジケーターが点滅し、オ
ペレーターに繋がります。

4. SOSコールサービスのオペレーター
と通話します。
状況に応じてオペレーターからの折
り返し、もしくは公共機関（警察・
消防・医療機関）からの通話着信が
あります。着信時は自動で音声接続
します。
通話が終了したら、カバーを戻し、
ロックするまで押します。

● SOSコールサービスのオペレーターや公
共機関との通話中は、車両側から通話を
終了させることはできません。
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SOSコールスイッチのインジケーターについて
●＜SOSコールスイッチ＞には、システムの状態を表すインジケーターがあります。

インジケーターの点灯パターン
システム状態 説明・対処方法

赤色 緑色
システムOFF
サービスエリア外

● システムがOFFの状態です。
● 電源ポジションをONにすると電源が入ります。電源ポジションを

ONにしても、インジケーターが赤色・緑色ともに点灯状態になら
ないときは日産販売会社で点検を受けてください。

● 電波環境が悪く、SOSコールを開始できない状態です。車を電波
環境のよい場所へ移動させてください。

システムON通知 ● システムがONになったことを知らせます。
● システムがONになると、一定時間点灯します。
● 初期設定が完了していないと点灯を続けます。

SOSコール開始可能 ● SOSコールを開始できる状態です。

SOSコール利用中 ● オペレーターと通話中の状態です。

システム異常
SOSコールサービス
契約なし
先進事故自動通報シ
ステム使用不可

● システム異常またはSOSコールサービス契約がなく、サービスを
正常に提供できない状態です。すみやかにサービスの利用契約期限
をご確認いただき、日産販売会社で点検を受けてください。
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先進事故自動通報システムに関する
注意事項

●先進事故自動通報システムは、国内での
み利用できます。

●先進事故自動通報システムは、
NissanConnect サービスを申し込みい
ただくことで利用できます。

●＜SOSコールスイッチ＞の赤色のインジ
ケーターが点灯していても、SOSコール
を開始することができます。ただし、発
生している異常によっては、音声通話や
救急車両の案内を正常に行えないことが
あります。すみやかに日産販売会社で点
検を受けてください。

● SOSコール開始後は通話のキャンセルは
できません。いたずらや機能確認など、
緊急の場合以外で＜SOSコールスイッ
チ＞を押さないでください。

● SOSコールは車載された通信機を使用す
るため、お客さまの携帯電話がなくても
利用できます。

●通話中の音声は、ボリュームを変更する
ことができません。

● SOSコールサービスの契約期限後、継続
利用を希望しない場合、日産販売会社に
て退会手続きを行ってください。

●本システムは、オープンソースを使用し
たソフトウェアを実装しています。ライ
センスについて、次のWEBサイトを参照
してください。
https://www.oss-
valeo.com/nissan/default.html

ドライブレコーダー
（NissanConnectインフォテイン

メントシステム装着車）
車両前方および後方の映像を動画や写真で保
存し、インフォテインメントシステムやス
マートフォンで確認することができます。
設定については、 ドライブレコーダーの設定  
(P.244)をお読みください。

ドライブレコーダーについて
●ドライブレコーダーの録画機能には、一
定時間ごとに連続で録画する常時録画と、
手動操作や車両への衝撃で録画を開始す
る緊急録画があります。

●常時録画のデータは、microSDカードの
録画領域を超えると古いデータから自動
的に上書き保存されます。定期的にバッ
クアップをとることをおすすめします。

 アドバイス
● ＜SOSコールスイッチ＞の赤色のイ
ンジケーターのみ点灯する場合は、
システムに異常があるか、サービス
の契約期限が切れています。契約期
限をご確認いただき、すみやかに日
産販売会社で点検を受けてください。

● バッテリーあがりにつながるため、
SOSコール利用中は安全を確認した
うえでエンジンを停止せずにご使用
ください。

● 通話中は、マップランプにあるマイ
クに向かって話してください。

● 先進事故自動通報システムは、携帯
電話と同様のデータ網を使用してい
ます。圏外エリア（トンネル内、地
下駐車場など）や電波の届きにくい
場所（山間部）では利用できない場
合があります。

● 救急車両は車両位置／車種／車体
色／登録ナンバーをもとに現場の通
報車両を特定します。元の車体色が
わからなくなるほど塗り替えをして
しまっていると、救急車両の到着が
遅れる場合があります。

● システムを利用する前に車側で初期
設定が必要です。サービス契約後は
日産販売会社で初期設定を完了して
ください。

● 車の登録ナンバーを変更したときは、
NissanConnect お客さまセンター
へ必ずご連絡ください。SOSコール
利用時、会員登録上の車のナンバー
と実際の車のナンバーが一致しない
場合、救急隊員の到着が遅れること
があります。

● SOSコールサービス契約中に車を手
放す場合は、NissanConnect お客
さまセンターに必ずご連絡いただき、
解約を行ってください。

NissanConnect お客さまセンター：
0120-981-523

受付時間 9:00～17:00（年末年始を除
く）
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●緊急録画や写真データは上書きされませ
ん。microSDカードの録画領域を超える
とデータを保存できなくなり、ドライブ
レコーダー画面にメッセージが表示され
ます。
日頃から不要なデータはこまめに削除す
ることをおすすめします。

ドライブレコーダーの注意事項
●電源ポジションをONにした直後は、ド
ライブレコーダーが起動していないため、
録画することができません。ドライブレ
コーダーが起動するまでお待ちください。

●microSDカードを挿入した直後は、
microSDカードを読み込むため、録画す
ることができません。microSDカードの
読み込みが完了するまでお待ちください。

●車室内が高温または低温の場合、部品保
護のため、録画機能やWi-Fi通信機能が停
止する場合があります。エアコンなどを
使用して、車室内を適切な温度に調整し
てください。

●録画ファイルの時刻情報は、フロントカ
メラとリヤカメラで差異が生じる場合が
あります。

●次の場合、予期せず録画が開始される可
能性があります。
― 車体に強い衝撃を加えた場合
― ドアを強く開閉した場合

●衝突が発生しても、衝撃が軽微だと録画
されない場合があります。

●車室内の音や、周囲の騒音で正しく録音
できない場合があります。

●周囲の明るさや距離によって、映像が見
えにくくなる場合があります。

● LED式信号機などを録画すると、点滅し
て見えたり、色を識別できない場合があ
ります。

●録画した映像は、事故などの証拠として
の効力を保証するものではありません。

●すべての状況において映像／音声の品質
や記録を保証するものではありません。

●火災や地震、第三者による行為、その他
の事故、お客さまの故意または過失、誤
使用、異常な条件下での使用により故障
および損害が生じた場合、補償はできま
せん。

●ドライブレコーダーの使用や使用不能か
ら生じる付随的な損害（事業利益の損失、
記憶内容の変化・消失など）に関しては、
補償できません。

●機能を使用したことによる車のバッテ
リー上がりについては補償できません。

●次の場合も、補償はできません。
― 誤使用や、静電気などの電気的なノイ
ズを受けたことにより本機が正常に動
作しなくなった場合

― 誤使用や、静電気などの電気的なノイ
ズを受けたとき、または故障・修理の
ときなどにmicroSDカードに記録さ
れていたファイルが変化・消失した場
合

microSDカードについて

 知識
● 走行中はカメラ画面や、保存した動
画、静止画を表示することはできま
せん。

● microSDカードを挿入した状態で、
本機を譲渡または処分するときは、
プライバシー保護のため、保存され
た記録データをすべて削除してくだ
さい。

● 本製品には、次のソフトウェアが含
まれています。
パナソニック オートモーティブシ
ステムズ株式会社（「パナソニッ
ク」）により、またはパナソニッ
クのために開発されたソフトウェ
ア
パナソニックにライセンスされた
第三者所有のソフトウェア
オープンソースソフトウェア

● 上記 に分類されるソフトウェアに
は、下記WEBサイトに記載されてい
るライセンス情報が適用される様々
なソフトウェアを含むオープンソー
スソフトウェア（OSS）が含まれて
います。
http://car.panasonic.jp/oss/l01yv
n7c

 警告
● microSDカードはお子さまに触れさ
せない。
誤って飲み込むと、のどなどにつま
らせ重大な傷害につながります。ま
た最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。
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●ドライブレコーダーで保存した動画や静
止画は、マルチセンシングフロントカメ
ラ側面に挿入されているmicroSDカード
に保管されています。

●次の場合、正しくデータを保存できない
可能性があります。
― 本機以外で初期化をした場合
― 本機以外で作成したファイルが混在し
ている場合

― microSDカード内に記録されたファ
イル名を変更した場合

― 本機付属のmicroSDカード以外を使
用した場合

― microSDカードが正しく挿入されて
いない場合

著作権について
●著作物を無断で複製、放送、公開演奏、
レンタルすることは法律により禁じられ
ています。

●撮影した映像や画像は、個人で使用する
以外は、権利者に無断で使用できません。 
個人使用目的でも撮影が制限されている
場合があります。

●本機を利用して、本人の同意なしに他人
の肖像を撮影したり不特定多数に公開す
ることは、肖像権を侵害するおそれがあ
るためお控えください。

●お客さまが本機を利用して公衆に著しく
迷惑をかける不良行為などを行う場合、
法律・条例（迷惑防止条例など）に従い
処罰されることがあります。

Nissan Drive Recorderアプリで
利用できる機能について

●Nissan Drive Recorderアプリを使用す
ると、次のようなことができます。これ
らの機能はNissanConnect サービスを
申し込みいただくことで利用できます。
― 遠隔操作で写真を撮影する
― 駐車中にぶつけられたり、ロックが壊
れたりしたとき、Nissan Drive 
Recorderアプリに通知と画像を送信
する

 アドバイス
● 録画および再生中にmicroSDカード
を取り出すと、データが破損するお
それがあります。
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ドライブレコーダー画面を表示する
NissanConnectインフォテインメントシステムで次の操作をすると、ドライブレコー
ダー画面を表示することができます。
［ ］⇒［ドライブレコーダー］
インフォテインメントシステムの操作方法は、別冊のNissanConnectインフォテインメ
ントシステム取扱説明書をお読みください。
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［ ］
ドライブレコーダー設定画面を表示
します。
カメラ画面（副）
リヤカメラの映像が表示されます。
タッチすると、カメラ画面（主）と
表示を入れ替えることができます。
カメラ画面（主）
フロントカメラの映像が表示されま
す。
情報表示
ドライブレコーダーの作動状況を示
すアイコンが表示されます。
イベント録画
緊急時などに手動で録画を開始する
ことができます。
撮影
カメラ画面（主）に映っている映像
を静止画で保存することができます。
ファイルメニュー
撮影した写真、録画ファイルの閲覧
や削除をすることができます。

 知識
● カメラ画面（主）／（副）の映像は、
実際よりも遅れて表示されることが
あります。

● 走行中にカメラ画面は表示されませ
んが、［撮影］と［イベント録画］は
使用できます。
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情報表示
ドライブレコーダー画面には、ドライブレ
コーダーの作動状態を示すアイコンが表示
されます。

位
置 アイコン 状態

無し microSDカード認識
中
microSDカード未挿
入

（赤色）
衝突録画機能ON

衝突録画機能OFF

（白色）
Wi-Fi接続ON

無し Wi-Fi接続OFF

録音設定ON

録音設定OFF

緊急・手動・常時録
画中
録画停止中

 アドバイス
● 表示場所 にアイコンが表示されて
いない状態で、撮影や録画したデー
タが保存されない場合は、microSD
カードの空き容量が不足している可
能性があるため、不要なデータを削
除してください。

● が表示された場合は、microSD
カードが故障している可能性があり
ます。microSDカードを初期化して
も消えない場合は、新しいmicroSD
カードに差し替えてください。

● 、 （灰色）または （灰色）
が表示された場合は、車両またはド
ライブレコーダーが故障している可
能性があるため、日産販売会社で点
検を受けてください。

位
置 アイコン 状態
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ファイルメニュー
NissanConnectインフォテインメントシステムで次の操作をすると、撮影した写真、録
画ファイルの閲覧や削除をすることができます。
［ ］⇒［ドライブレコーダー］⇒［ファイルメニュー］
インフォテインメントシステムの操作方法は、別冊のNissanConnectインフォテインメ
ントシステム取扱説明書をお読みください。
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ファイル一覧
ファイルの一覧が表示されます。
一覧からファイルを選択すると、動
画の再生や写真の表示ができます。
動画や写真を削除することもできま
す。
<／>
ページを切り替えることができます。
写真ファイル
ファイル一覧で写真を選択して表示
することができます。
常時録画ファイル
ファイル一覧で常時録画ファイルを
選択して再生することができます。
イベント録画ファイル
ファイル一覧でイベント録画ファイ
ルを選択して再生することができま
す。
ファイル削除
撮影した写真や動画を選択して削除
することができます。

 知識
● 走行中にファイル一覧の表示やファ
イルの閲覧はできません。

● ファイル一覧が表示されているとき
や動画を再生しているときなどは、
録画機能を使用することができませ
ん。
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ドライブレコーダーの設定
NissanConnectインフォテインメントシステムで次の操作をすると、ドライブレコーダー設定画面を表示します。
［ ］⇒［ドライブレコーダー］⇒［ ］
スマートフォンの専用アプリを使って、ドライブレコーダーにスマートフォンをWi-Fi接続すると、スマートフォンでドライブレコー
ダーに保存されているファイルの確認やダウンロードができます。
インフォテインメントシステムの操作方法は、別冊のNissanConnectインフォテインメントシステム取扱説明書をお読みください。
※画面に表示される項目名はソフトウェアバージョンなどによって変わる可能性があります。

項目1 項目2 機能
常時録画 常時録画のON・OFFを設定します。
録画時の録音 録音のON・OFFを設定します。
駐車録画モード 駐車時に車両が衝撃を受けた際に自動で録画を開始する機能のON・OFFを設定します。
衝撃によるイベント録画 走行中または停車中に車両が衝撃を受けた際に自動で録画を開始する機能のON・OFFを設定

します。
録画時間 常時録画の1ファイルの録画時間を［1分］、［3分］、［5分］から選択します。
画質 画質を［高画質］、［標準］、［低い］から選択します。
車両情報表示 車両情報アイコンの表示・非表示を設定します。

ONにすると、録画ファイルに車両情報アイコンが表示されます。
衝撃感度 衝撃による緊急録画や駐車録画モードを開始する衝撃の感度を［低］、［中］、［高］から選択し

ます。
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デバイスのWi-Fi接続 ドライブレコーダーのWi-FiのON・OFFを設定します。
ONのときに、スマートフォンの専用アプリを使って、ドライブレコーダーにスマートフォン
をWi-Fi接続すると、ドライブレコーダーに保存されているファイルの確認やダウンロードがで
きます。
専用アプリは下記よりダウンロードできます。
アプリ名称：Nissan Drive Recorder
Androidの場合：Google Play
iOSの場合：App Store
初期Wi-Fi名称：dvr_ssid
初期Wi-Fiパスワード：dvr_pass
Wi-Fi名称とWi-Fiパスワードを忘れた場合は、［ドライブレコーダ初期化］で初期に戻すことが
できます。
ドライブレコーダーにスマートフォンを初めてWi-Fi接続するときは、セキュリティ対策として
ドライブレコーダーに設定されている初期Wi-Fi名称およびWi-Fiパスワードを変更する必要が
あります。
パスワードには、アルファベット大文字・小文字、数字、記号をそれぞれ1文字以上使用する
ことをおすすめします。
他人から簡単に推測されるパスワードは使用しないでください。

カメラ角度調整 カメラの角度を調整します。
ドライブレ
コーダーシ
ステム

ソフトバージョン ドライブレコーダーのソフトウェアバージョン情報を表示します。

SDカードのフォーマッ
ト

microSDカードを初期化します。

ドライブレコーダー初
期化

ドライブレコーダーを初期化します。

フロントカメラ カメラの明るさとコントラストを調整します。
リアカメラ

項目1 項目2 機能
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ステアリングヒーター★
ハンドルを温めます。

ステアリングヒーターの使いかた

●スイッチをタッチすると約30分間作動し
ます。（スイッチの表示灯が点灯）

●作動中にスイッチをタッチすると作動が
停止します。（スイッチの表示灯が消灯）

●ハンドルの表面温度が一定温度以上のと
きは、スイッチをタッチしてもステアリ
ングヒーターは作動しません。

ヒーターシート★
前席シートの座面を温めます。キースイッチ
（電源ポジション）がONのときに使えます。

ヒーターシートの使いかた
●スイッチをタッチすると作動します。
（スイッチの表示灯が点灯）

●止めるときは、再度スイッチをタッチし
ます。
（スイッチの表示灯が消灯）

●スイッチをタッチすると、操作音が鳴り
ます。

電源ソケット
カーアクセサリーの電源をとるときに使いま
す。キースイッチ（電源ポジション）がONま
たはOFF（ACC状態）のとき使えます。

 知識
● 初めてドライブレコーダーをご使用
になるときに録画設定がOFFになっ
ていた場合は、ドライブレコーダー
の初期化を行ってください。

● microSDカードを初期化するとすべ
てのデータが消去されます。あらか
じめバックアップをとることをおす
すめします。

 アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、
エンジンをかけた状態でご使用くだ
さい。ただし、アイドリング状態で
の連続使用は避けてください。

 注意
● 長時間の連続使用はしない。
低温やけどの原因になります。特に
皮膚の弱い方、乳幼児、病人、お年
寄り、身体の不自由な方、眠気をも
よおす薬を服用された方、深酒や疲
労の激しい方は注意してください。

● 硬くて重い物や突起がある物をシー
トに載せたり、ピンや針などの鋭い
物でシートを突き刺したりしない。

 アドバイス
● 過熱するおそれがあるため、シート
に毛皮や座布団を載せたり、シート
カバーを使用したりしないでくださ
い。

● シートを清掃するときは、シンナー、
ベンジン、アルコールなどの有機溶
剤を使用しないでください。

● 水などをこぼしたときは、乾いた布
ですぐにふき取ってください。

● バッテリーあがりを防止するため、
エンジンをかけた状態でご使用くだ
さい。ただし、アイドリング状態で
の連続使用は避けてください。
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電源ソケットの使いかた

●電源ソケットはインストルメントパネル
にあります。

●ふたを開けて使います。
●使用しないときは、ふたを閉めます。
●容量は、12V（ボルト）、10A（アンペ
ア）、120W（ワット）です。

●プラグを挿入したり抜いたりするときは、
使用機器側の電源をOFFにするか、キー
スイッチ（電源ポジション）をOFFにし
てください。

USB電源ソケット
USB電源ソケットでモバイル機器などを充電
できます。NissanConnectインフォテイン
メントシステム装着車は、インストルメント
パネルのUSB電源ソケットで通信も可能で
す。

USB電源ソケットの使いかた

 警告
● 電源ソケットを使うときは、次のこ
とを守る。
電源ソケットの不適切な使用は、車
両のヒューズが切れるだけでなく、
最悪の場合、車両火災ややけどのお
それがあります。
― 複数の電源ソケットを持つアダプ
ターを使用して、一度にたくさん
の機器を接続しないでください。

― 消費電力120W以下のものを使っ
てください。

― 相手プラグをソケットの奥までき
ちんと挿入してください。

― 使用中や使用後はソケットやプラ
グの取り扱いに十分注意してくだ
さい。

― シガーライターをソケットに差し
込まないでください。

― ソケットに水をかけたり、指や金
属などを入れたりしないでくださ
い。

 アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、
エンジンをかけた状態で使用してく
ださい。

 警告
● SRSエアバッグの作動を妨げるよう
な場所に、モバイル機器や接続用の
ケーブルを設置しない。
SRSエアバッグが正常に作動しなく
なったり、SRSエアバッグの作動時
にモバイル機器が飛ばされたりして、
死亡または重大な傷害につながるお
それがあります。

● USB電源ソケットを使用するとき
は、次のことを守る。
USB電源ソケットの不適切な使用
は、車両のヒューズが切れるだけで
なく、最悪の場合、車両火災ややけ
どにつながるおそれがあります。
― 複数のUSB電源ソケットを持つア
ダプターを使用して、一度にたく
さんのモバイル機器を充電しない

― 消費電力15W以下のものを使用す
る

― ケーブルはしっかり奥まで挿入す
る

― ソケットに水をかけたり、指や金
属などを入れたりしない

― ソケットの向きに注意し、無理な
接続や取り外しをしない
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モバイル機器を充電するのに便利なUSBソ
ケットが用意されています。

●USBソケットは次の場所にあります。
― インストルメントパネル
― 助手席シートの背もたれの裏側★

●助手席シート背もたれの裏側にあるUSB
電源ソケットは、ふたを開けて使います。

●使用しないときは、ふたを閉めます。

●容量は5V（ボルト）、3A（アンペア）、
15W（ワット）です。

ロールサンシェード★
後席シートの左右にあります。

ロールサンシェードの使いかた

●ツマミを持って上方向に引き出し、フッ
クに引っ掛けます。

●格納するときは、フックから外して元の
位置に格納します。

パーソナルテーブル★
前席シート左右の背もたれの裏側に折りたた
み式テーブルがあります。

 注意
● モバイル機器または接続用のケーブ
ルは、運転の邪魔にならない場所に
固定する。
運転に支障をきたし、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

 アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、
エンジンをかけた状態で使用してく
ださい。

 注意
● ロールサンシェードを使用している
ときは、窓ガラスを開けた状態で走
行しない。
風にあおられてロールサンシェード
がフックから外れてケガをしたり、
シェード部分にしわができたりする
おそれがあります。

 アドバイス
● ロールサンシェードを上方向以外に
引っ張らないでください。破損の原
因になります。

● ロールサンシェードを格納するとき
は、傾けた状態で格納しないでくだ
さい。しわになる場合があります。

● スライドドアの開閉時はロールサン
シェードを操作しないでください。
ロールサンシェードが破損するおそ
れがあります。

 注意
● 走行中はテーブルを格納し、使用し
ない。

● テーブルを使うときは、確実に固定
されていることを確認する。

● パーソナルテーブルとコンビニフッ
クを同時に使用するときは、合計が
3kgを超えないようにする。
破損、またはテーブルが格納するこ
とで物が落ち、思わぬケガをするお
それがあります。
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パーソナルテーブルの使いかた

●手前に引き上げて使います。
●格納するときは、テーブル先端の中央部
を持ち、押し下げます。

●テーブルにはカップホルダーとコンビニ
フック（ P.249）が付いています。

コンビニフック

コンビニフックの使いかた

●買い物袋などを引っ掛けるときに使いま
す。

●コンビニフックは、以下の場所にありま
す。
― インストルメントパネル部
― 前席シートバック部

●インストルメントパネル部のフックは、
フックの下側を押すと開き、使用できま
す。

●前席シートバック部のフック（パーソナ
ルテーブル付車）はパーソナルテーブル
使用時に使用できます。

●前席シートバック部のフック（パーソナ
ルテーブル無車）はフックに指をかけて
引き出すと使用できます。

 注意
● パーソナルテーブルとコンビニフッ
クを同時に使用するときは、合計が
3kgを超えないようにする。
破損、またはテーブルが格納するこ
とで物が落ち、思わぬケガをするお
それがあります。

● 走行中はパーソナルテーブルを格納
し、使用しないでください。

 アドバイス
● フックの変形または破損を防ぐため、
次のことをお守りください。
― 3kg以上の物を掛けない（インス
トルメントパネル部）

― 4kg以上の物を掛けない（前席
シートバック部（パーソナルテー
ブル無車））

― 炎天下などで車内が高温のときは、
物をかけたままにしない

● パーソナルテーブル付車は、テーブ
ルには3kg以上の荷物を乗せないで
ください。また、コンビニフックに
は1kg以上の荷物を掛けないでくだ
さい。テーブルとコンビニフックを
同時に使用するときは、合計が3kg
を超えないようにしてください。



その他の室内装備

室
内
装
備

250

フロアカーペット
この車（年式）専用のフロアカーペットが設
定されています。

固定のしかた

●床面には日産純正フロアカーペット用の
固定クリップが付いています。

●フロアカーペットを床の形状に合わせて
敷き、取り付け穴に固定クリップのピン
を通して確実に固定します。

●車種により、固定クリップ・ピンの形状
や、各シートごとに設定されている数量
は異なります。詳しい固定方法は、日産
販売会社にお問い合わせください。

サンバイザー／バニティミラー

サンバイザー

●前方からの日差しを防ぐときは、下に下
げて使います。

●横からの日差しを防ぐときは、下に下げ
てフックから外し、横にして使います。

 警告
● この車（年式）専用のフロアカー
ペットを、床の上にしっかりと固定
して正しく使用する。
フロアカーペットがずれて各ペダル
と干渉し、思わぬスピードが出たり
ブレーキが効きづらくなったりする
など、重大な傷害につながるおそれ
があります。

● 運転席にフロアカーペットを敷くと
きは、次のことを守る。
― 日産純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアカーペッ
トは使用しない。

― フロアカーペットでペダルを覆わ
ない。

― フロアカーペットを重ねて敷かな
い。

― 運転席専用のフロアカーペットを
使用する。

― フロアカーペットを前後さかさま
にしたり、裏返しにしたりして使
用しない。

● 運転する前にフロアカーペットが正
しく固定されていることを定期的に
確認し、洗車後は必ず確認する。

● 運転に支障がないことを確認する。
運転する前、キースイッチ（電源ポ
ジション）がOFFの状態で各ペダル
をいっぱいに踏み込み、フロアカー
ペットと干渉しないことを確認して
ください。

● タバコの火種をフロアカーペットな
どに落とさない。
火災につながるおそれがあります。
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バニティミラーの使いかた

●サンバイザー裏側にバニティミラー（鏡）
が付いています。

●サンバイザーを下に下げて、カバーを開
けて使います。

チケットホルダー

チケットホルダーの使いかた

タイプA

●運転席側のサンバイザーにチケットホル
ダーが付いています。

●カードをスライドさせ、差し込みます。
タイプB

●サンバイザーの後ろにチケットホルダー
が付いています。

●カードを挟み込んで使います。

アシストグリップ

アシストグリップの使いかた

●アシストグリップは、前席シート左右、
後席シート左右にあります。

 アドバイス
● 炎天下での駐車は車室内が大変高温
になりますので、カードを入れたま
まにしないでください。カードが変
形するおそれがあります。

 注意
● アシストグリップに手をかけて乗り
降りしない。
アシストグリップは、走行中など
シートに座った状態で身体を支える
ために使用してください。乗降用で
はないため、手をかけて乗り降りし
ないでください。万一、アシストグ
リップが外れた場合は、思わぬケガ
をするおそれがあります。
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まずはじめに
故障したときは P.254
発炎筒 P.255
けん引について P.256

緊急時の対処法
パンクしたときは P.259
ドアが開かないときは P.262
インテリジェントキー★で始動できないときは P.263
ハンドルがロックし、エンジンの始動ができない
ときは P.264
バッテリーがあがったときは P.265
警告灯がついたときは P.268
警告メッセージが表示されたときは P.278
警報音（ブザー）が鳴ったときは P.294
窓ガラスがくもったときは P.296
オーバーヒートしたときは P.296
セレクトレバーが動かないときは P.298
雪道やぬかるみにはまったときは P.298
水没したときは P.299
外装ランプが点灯しないときは P.300
ヒューズが切れたときは P.302
253
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まずはじめに

故障したときは
車両が故障したときは、次の手順で対処して
ください。

故障したときの対処のしかた

1. 非常点滅表示灯で後続車に危険を知
らせながら、できるだけ路肩に寄せ
て停車します。
路肩が無い場所では、可能な限り広
いところまで自走します。

2. 同乗者をガードレールの外側などに
避難させ、車両の50m以上後方に発

炎筒と停止表示板（停止表示灯）を
置きます。
発炎筒  (P.255)

避難するときは、停止車両への追突
事故が発生したときに巻き込まれな
いよう注意してください。

3. 運転者もガードレールの外側などに
避難します。

 警告
● 発炎筒はトンネル内では使用しない。
煙で視界が悪くなり、他車の走行の
妨げとなり、事故につながるおそれ
があります。非常点滅表示灯を使っ
てください。

 注意
● エンジンが停止しているときは、慎
重に運転する。
故障によりエンジンが停止している
と、ブレーキやパワーステアリング
が正しく機能せず、極度にブレーキ
の効きが悪くなったり、ハンドルの
操作力が重くなったりすることがあ
ります。すみやかに安全な場所に停
車してください。

 アドバイス
● 高速道路や自動車専用道路では、停
止表示板（停止表示灯）の表示が法
律で義務付けられています。

● 高速道路上では1kmごとに非常電話
が設置されています。
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4. 非常電話や携帯電話などで救援依頼
をします。

発炎筒
高速道路や踏み切りなどで故障・事故により
緊急停車したとき、周囲に危険を知らせるた
めに使います。
発炎時間は約5分です。非常点滅表示灯と併用
してください。

発炎筒の使いかた

1. 助手席足元部のホルダーから発炎筒
を外します。

2. 本体を回しながらケースから引き抜
き、本体を逆さにして差し込みます。

3. 先端のふたを取り、ケースのすり薬
で発炎筒の先端をこすって着火しま
す。

 警告
● お子さまには触らせない。
いたずらなどで発火するおそれがあ
り危険です。

● 可燃物の近くで使用しない。
引火するおそれがあります。

● 点火は必ず車外で行い、点火後は顔
や身体に近づけない。

やけどをするおそれがあります。
● トンネル内では使用しない。
煙で視界が悪くなり、他車の走行の
妨げとなり、事故につながるおそれ
があります。このときは非常点滅表
示灯をご使用ください。

 アドバイス
● 発炎筒に記載してある使用方法、注
意をあらかじめ確認しておいてくだ
さい。

● 発炎筒には有効期限があります。期
限が切れる前に日産販売会社でお買
い求めください。
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けん引について
けん引が必要なときは、日産販売会社または
JAFなどのロードサービスに依頼してくださ
い。
やむをえずけん引されるときは、できる限り
短距離の移動のみとしてください。
この車両で他車をけん引することはできませ
ん。

けん引時の注意事項

2WD車

4WD車

●車両が動かなかったり、異常な音がした
りするときは、けん引せずに日産販売会
社へご連絡ください。

●車両を運搬するときは、2WD車は前輪
または4輪を、4WD車は4輪を持ち上げ
てください。

●やむをえず4輪接地の状態でけん引され
るときは、セレクトレバーを に入れて
行ってください。

● 4輪接地でけん引してもらうときは、速
度30km/h以下、距離40km以内にして
ください。高速走行や長距離走行をする
と、トランスミッションが破損するおそ
れがあります。できるだけレッカー車、
またはトレーラーを依頼してください。

●けん引ロープはできるだけソフトロープ
を使い、バンパーに傷をつけないように
注意してください。

●けん引中はロープをたるませないように、
前の車の制動灯に注意してください。

●けん引フックは他車をけん引するために
使用しないでください。

●けん引中は、プロパイロット★をOFFに
してください。

●けん引中は、踏み間違い衝突防止アシス
トをOFFにしてください。

リヤフックについて

 注意
● 2WD車の前輪を持ち上げて後輪接
地でけん引するときは、キースイッ
チ（電源ポジション）をOFFにす
る。
VDCが作動し、ブレーキがかかるこ
とがあります。



まずはじめに
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

257☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

2WD車

4WD車

後ろ側についているフック（リヤフック）
は船舶輸送時の固定専用です。
けん引やトレーラー輸送時などの固定には
絶対に使用しないでください。

やむをえず4輪接地でけん引される
ときは

1. 先の細いお手持ちの工具を布などで
覆い、フロントバンパーのカバーの
溝に差し込んでカバーを外します。

 アドバイス
● けん引用として使うと、車両を損傷
するおそれがあります。

 警告
インテリジェントキー付車
● 4輪接地でけん引されるときは、電
源ポジションをOFFにしない。
電源ポジションがOFFでバッテリー
があがると、ハンドルロック（ステ
アリングロック）の解除ができなく
なるため、このままの状態でけん引
しないでください。
けん引するときは救援車のバッテ
リーとつなぎ、電源ポジションを
ONにしてハンドル操作ができる状
態で行ってください。また、けん引
中は電源ポジションをOFFにしない
でください。ハンドル操作ができな
くなり危険です。

リモートコントロールエントリーシステ
ム付車
● 4輪接地でけん引されるときは、
キースイッチをLOCKにしない。
ハンドルがロックされ操作ができな
くなり危険です。

 注意
● エンジンが停止していると、ブレー
キや電動パワーステアリングの倍力
装置が働かなくなるため、極度にブ
レーキの効きが悪くなったり、ハン
ドルの操作力が重くなったりするこ
とがあるので注意する。

● けん引フックに指定以外のフックは
絶対に使用しない。
フック部が破損するおそれがありま
す。

● 長い下り坂ではけん引しない。
ブレーキが過熱して効かなくなり、
事故につながるおそれがあります。
このような場所でけん引するときは、
レッカー車で引いてもらってくださ
い。

● 4WD車はトレーラーに車載するか、
4輪接地の状態でけん引してもらう。
2輪を上げた状態でけん引すると、
上げた車輪が回転して、思わぬ事故
や故障につながるおそれがあります。

 アドバイス
● けん引中はロープをたるませないよ
うに、前の車の制動灯に注意してく
ださい。
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2. 金属の固い棒などを使用して、けん
引フックを取り付けます。
工具、タイヤ応急修理キットの格

納場所  (P.305)

3. 自車および他車のけん引フックに
ロープを掛け、ロープ中央に

30cm×30cm以上の白い布を取り
付けます。
ロープをかけるときは、できるだけ
同じ側で水平になるように掛けてく
ださい。

4. エンジンを始動しセレクトレバーを
に入れ、パーキングブレーキを解

除します。

5. エンジンを始動できないときはキー
スイッチ（電源ポジション）をON
にし、セレクトレバーを にしてく
ださい。

 知識
● けん引が終わったら、けん引フック
を取り付けたときと逆の手順で取り
外します。
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緊急時の対処法

パンクしたときは
この車両には、スペアタイヤおよびジャッキ
が標準で搭載されていません。
タイヤがパンクしたときは、タイヤ応急修理
キットで応急修理ができます。

応急修理する前に

●タイヤ応急修理キットの修理剤を使用し
たタイヤは、新しいタイヤに交換される
ことをおすすめします。タイヤの交換に
ついては日産販売会社または専門の修理
業者と相談し、損傷が激しい場合は交換、
修理可能と判断された場合は修理を実施
してください。

●ホイールは付着した修理剤をふき取れば
再使用できますが、タイヤのバルブは新
しいものと取り替えてください。

●修理剤とホースは再使用できません。使
用後は新しい修理剤とホースをお求めく
ださい。詳しくは日産販売会社にご相談
ください。

応急修理を行うときは、次の準備をしてく
ださい。
●地面が固く平らな場所に車両を移動する。
●パーキングブレーキをかける。
●セレクトレバーを にする。

●キースイッチ（電源ポジション）をOFF
にする。

●非常点滅表示灯を点滅させる。
●次の場合はタイヤ応急修理キットでは応
急修理ができません。日産販売会社また
はJAFなどにご連絡ください。
― 約4mm以上の切り傷や刺し傷がある
とき

― タイヤサイド部が損傷を受けたとき
― ほとんど空気の抜けた状態で走行した
とき

― タイヤがホイールから外れているとき
― ホイールが破損しているとき
― タイヤが2本以上パンクしているとき
― 修理剤の有効期限が切れているとき

タイヤ応急修理キットについて

●タイヤトレッド部（接地面）の軽度なパ
ンクは、タイヤ応急修理キットで応急修
理できます。

●タイヤ応急修理キットは、ラゲッジルー
ムに格納されています。
工具、タイヤ応急修理キットの格納場

所  (P.305)
●応急修理を目的としているため、修理後
に長期間の走行はできません。修理後は
すみやかに日産販売会社または専門の修
理業者で点検、恒久修理またはタイヤ交
換を行ってください。

 アドバイス
● タイヤに釘やネジが刺さっている場
合は、抜いてしまうとパンク穴が大
きくなり空気が漏れやすくなるため、
抜かずにタイヤ応急修理キットで応
急修理してください。
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●タイヤ応急修理キットを取り出すときは、
後席シートを車両前方へスライドさせて
ください。

応急修理のしかた

■ 修理剤の注入

1. 修理剤ボトルとエアコンプレッサー
を取り出し、修理剤ボトルをよく振
ります。

2. 修理剤ボトルの内ぶたを付けたまま
注入ホースをねじ込みます。
（注入ホースをねじ込むと内ぶたが破
れます。）

3. パンクしたタイヤのバルブからバル
ブキャップを外し、ビニール袋に
入っているバルブコア回しの後ろで
バルブ内のバルブコアを押し、タイ
ヤの空気を完全に抜きます。

4. バルブコア回しでバルブコアを回し、
取り外します。

5. 注入ホースをバルブに差し込みます。
その後、修理剤ボトルをさかさまに
して持ち、修理剤がすべてタイヤ内
に注入できるまで何回も圧迫します。

6. 注入し終わったら、注入ホースをバ
ルブから引き抜き、バルブコア回し
を使ってバルブコアをバルブにしっ
かりとねじ込みます。

7. 注入が終わった空ボトルから修理剤
が漏れるのを防ぐため、注入ホース
の先端にバルブコア回しを差し込ん
で栓をします。

8. 速度制限シールを運転者のよく見え
るところに貼ります。

 注意
● バルブコアは慎重に取り外す。
外すときにタイヤに空気が残ってい
ると、コアが飛び出すおそれがあり
ます。

● ハンドルのセンターパッド部には速
度制限シールを貼らない。
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■ エアの注入

1. エアコンプレッサーに格納されてい
るホースと電源プラグを取り出しま
す。

2. エアコンプレッサーのホースの口金
をタイヤバルブにしっかりとねじ込
みます。

3. 電源プラグを車内の電源ソケットに
差し込みます。

4. キースイッチ（電源ポジション）を
ONにします。

5. エアコンプレッサーのスイッチを
ONにし、タイヤを指定空気圧まで
昇圧させます。

6. 指定空気圧まで昇圧できたら、エア
コンプレッサーのスイッチをOFFに
し、電源プラグを電源ソケットから
抜きます。

7. ホースをタイヤのバルブからすばや
く取り外し、タイヤのバルブに
キャップを取り付けます。

10分以内に指定空気圧まで昇圧できない場
合
10分以内に指定空気圧まで昇圧できない場
合は、タイヤがひどい損傷を受けているお
それがあります。この場合は、本修理キッ
トで応急修理することができません。日産
販売会社またはJAFなどに連絡してくださ
い。
空気を入れすぎてしまったとき
ホースの口金を緩めて空気を抜いてくださ
い。

 注意
SRSエアバッグが正常に作動しなく
なり、重大な傷害につながるおそれ
があります。また、警告灯やスピー
ドメーターが見えなくなる位置にも
貼らないでください。

 知識
● 修理剤ボトルは注入ホースをねじ込
む前によく振ってください。注入
ホースをねじ込んだあとに修理剤ボ
トルを振ると、修理剤が飛び散るお
それがあります。

● 修理剤は衣服などに付着すると取れ
なくなるおそれがありますので注意
してください。

● 寒冷時には修理剤の粘度が高くなり、
注入作業がしにくくなります。その
場合、車内などで温めると注入作業
がしやすくなります。

● バルブコアは汚れないようにきれい
に保管してください。

● 空になった修理剤ボトルは、タイヤ
交換または恒久修理のときに修理剤
の回収に使いますので、捨てずに日
産販売会社または修理業者までお持
ちください。

 注意
● 空気を入れたあとは、ホースの口金
が熱くなることがあるため、やけど
しないように注意する。

 アドバイス
● コンプレッサーは長時間使用すると
故障につながるおそれがありますの
で、10分以上連続して作動させない
でください。タイヤ空気圧を昇圧で
きない場合は修理できません。

 知識
● タイヤの指定空気圧は運転席ドア開
口部に表示してあります。

● 車種により、コンプレッサーの形状
が異なります。



緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

262

■ 点検走行

1. ただちに走行を始め、10分間または
5km程度走行してください。
80km/h以下の速度で注意深く運転
してください。

2. 走行後、エアコンプレッサーのス
イッチがOFFになっていることを確
認し、エアコンプレッサーに付属し
ている空気圧計でタイヤ空気圧を
チェックしてください。

130kPa未満の場合
本修理キットによる応急修理はできません。
運転を中止して日産販売会社またはJAFな
どのロードサー ビスに連絡してください。
130kPa以上指定空気圧未満の場合
エアコンプレッサーのスイッチをONにし
て指定空気圧まで昇圧し、点検走行の作業
を行います。上記作業を繰り返しても指定
空気圧より低下する場合は、本修理キット
による応急修理はできません。運転を中止
して日産販売会社またはJAFなどのロード
サービスに連絡 してください。
指定空気圧の場合
応急修理は完了です。すみやかに日産販売
会社または専門の修理業者まで慎重に運転
してください。

タイヤ応急修理キットの注意事項

ドアが開かないときは
インテリジェントキーの電池が切れたとき
や、バッテリーがあがったときなどドアが
開かないときは、次の方法で施錠・解錠し
てください。

 注意
● 走行するときは、低速で慎重に運転
し、特にカーブや旋回時には注意す
る。

 アドバイス
● 応急修理後の恒久修理の際、パンク
穴を発見できないために恒久修理で
きないことがあります。そのまま走
行を続ける場合は、こまめに空気圧
をチェックしてください。頻繁に空
気圧の低下がみられるときは、日産
販売会社または修理業者で点検を受
けてください。

 注意
タイヤ応急修理キットについて
● タイヤ応急修理キットは搭載車両専
用のため、他の車には使用しない。

● タイヤ応急修理キットは自動車用タ
イヤの空気充てんや空気圧チェック
以外で使用しない。

● タイヤ応急修理キットはDC12V専
用のため、他の電源での使用はしな
い。

● 分解、改造などは絶対にしない。
● コンプレッサーに衝撃を与えない。
故障の原因となります。

● お子さまが誤って手を触れないよう
に注意する。

修理剤について
● 修理剤を口に入れない。

修理剤を飲みこむと健康に害があり
ます。万一誤って飲んだ場合は、で
きるだけたくさんの水を飲み、ただ
ちに医師の診療を受けてください。

● 万一、目や皮膚に付着したときは、
水でよく洗い流す。
それでも異常を感じたときは、医師
の診療を受けてください。

 アドバイス
● タイヤ応急修理キットは、必ず日産
純正品を使用してください。

● 水やほこりを避けて使用してくださ
い。
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内蔵キー（メカニカルキー）でのド
アの開けかた

運転席ドアにある鍵穴に内蔵キーを差し込
んで車両後方に内蔵キーを回すと解錠しま
す。施錠するときは、車両前方に内蔵キー
を回します。
インテリジェントキー付車

●内蔵キーはインテリジェントキーに内蔵
されています。

緊急時のバックドアの開けかた

バッテリーあがりなどにより、バックドア
を開けられなくなったときは、次の操作を
してください。

●バックドアの車室内側にあるロック機構
のふたを開けます。

●お手持ちの六角レンチを穴に差し込みレ
バーを矢印の方向に動かして解錠し、
バックドアを持ち上げます。

インテリジェントキー★で始動で
きないときは

キー（インテリジェントキー）の電池が切れ
たときや、使用環境によりキーと車両の通信
が正常に行われていないときは、次の手順で
エンジンを始動してください。

始動のしかた

 アドバイス
● 次の手順は、あくまで故障時の緊急
手段です。故障の原因になるため、
正常なときは使用しないでください。

● ＜バックドアオープナースイッチ＞
などの故障につながるおそれがある
ため、操作をしたときは日産販売会
社で点検を受けてください。

● 操作後はなるべく早く日産販売会社
で点検を受けてください。

 アドバイス
● 次の手順でエンジンを始動できない
場合は、早めに日産販売会社にご連
絡ください。



緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

264

1. ブレーキペダルを踏み、キーのロゴ
の裏面を＜エンジンスイッチ＞に接
触させます。
（ブザーが “ピピッ” と鳴ります）

2. ブザーが鳴ってから10秒以内に、ブ
レーキペダルをしっかりと踏みなが
ら、＜エンジンスイッチ＞を押しま
す。

●停止操作は通常と同じ手順です。
●ドアの施錠・解錠は、内蔵キー（メカニ
カルキー）（ P.263）をご使用くださ
い。

●キーの電池が切れたときは、早めに電池
を交換してください。
キー（インテリジェントキー） ★ の電

池交換  (P.316)

ハンドルがロックし、エンジンの
始動ができないときは

ハンドルがロックされているときはキーが回
せなかったり（リモートコントロールエント

リーシステム付車）、エンジンスイッチを押し
ても電源ポジションが切り替わらない場合が
あります（インテリジェントキー付車）。次の
手順でハンドルロック（ステアリングロック）
を解除してください。

ハンドルロック（ステアリングロッ
ク）の解除のしかた

リモートコントロールエントリーシステム
付車
●ハンドルを左右に回しながらキーを回し
ます。ロックが解除できないときは、繰
り返し行ってください。
エンジンの始動のしかた（ P.124）

インテリジェントキー付車
●ハンドルを左右に回しながらエンジンス
イッチを押します。ロックが解除できな
いときは、繰り返し行ってください。
エンジンの始動のしかた（ P.122）

 アドバイス
● ハンドルがロックされていても、数

mm～数cmだけ動かすことができま
す。その範囲内でハンドルを左右に
ゆっくり回しながらキーを回す（リ
モートコントロールエントリーシス
テム付車）、またはエンジンスイッチ
を押してください。（インテリジェン
トキー付車）

● ハンドルがロックされているときは
ハンドルが重く、力を入れないと回
すことができないことがあります。

● インテリジェントキー付車は、バッ
テリーがあがるとハンドルロック
（ステアリングロック）の解除が行え
ず、電源ポジションが切り替わらな
くなります。すみやかにバッテリー
を充電してください。
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バッテリーがあがったときは
バッテリーがあがり、エンジンの始動ができ
なくなったときは救援車を依頼し、ブース
ターケーブル（別売り）をつないで始動して
ください。

 警告
● ジャンプスタートを行うときは換気
を十分に行い、火気は近づけない。
バッテリーから発生する可燃性ガス
に引火して爆発するおそれがありま
す。

● バッテリー液が付着したときは、す
ぐに多量の水で洗浄し、飲み込んだ
ときは多量の水を飲んで応急処置を
したあと、医師の診療を受ける。
バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● ブースターケーブルを正しい順番と
位置でつなぐ。

● ブースターケーブルを自車バッテ
リーの 端子に直接つながない。

● ブースターケーブルの 端子と 端
子を接触させない。
火花が発生し、バッテリーから発生
する可燃性ガスに引火して爆発し、
やけどなど重大な傷害につながるお
それがあります。

● バッテリーの 側ターミナルが周辺
の金属と接触しないようにする。

接触するとショートして火災の原因
となるおそれがあります。また、
バッテリーの端子の締め付けが緩い
と、配線などが過熱、焼損し、火災
につながるおそれがあります。

● バッテリーを交換するときは、必ず
同じサイズ（型式）に交換し、動か
ないようにしっかりと固定する。
しっかり固定できていないと、
ショートなどの原因となり火災につ
ながるおそれがあります。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。
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ジャンプスタートのしかた

 注意
● ブースターケーブルのワニグチク
リップは、車体に触れたり、他のワ
ニグチクリップと接触したりしない
ように注意する。

● ブースターケーブルは、確実に接続
する。
エンジン始動時の振動で外れたりし
ないように確実につないでください。

● 冷却ファンやベルトに注意する。
ブースターケーブルをつなぐときや
外すときは、冷却ファンやベルトに
巻き込まないように注意してくださ
い。

 アドバイス
● 押しがけによる始動はできません。
● 救援車には12Vバッテリー仕様の車
両を使用してください。

● エンジンを始動するときは、ヘッド
ランプやエアコン、およびその他の
電装品はOFFにしてください。

● エンジンが始動しても、しばらくエ
アコンやオーディオ★を使用しない
でください。
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1. 自車と救援車のキースイッチ（電源
ポジション）をOFFにします。

2. 自車の運転席の右下にあるボンネッ
トオープナーを引いて、ボンネット
を開けます。
ボンネットの開けかた、閉めかた  

(P.309)
3. ブースターケーブル を自車のバッ

テリーの 端子に接続します。

4. 手順3のケーブルの反対側 を救援
車のバッテリーの 端子に接続しま
す。

5. もう1本のブースターケーブル を
救援車のバッテリーの 端子に接続
します。

6. 手順5で接続したケーブルの反対側
をイラストのような自車の車体 に
接続します。

7. 救援車のエンジンを始動し、回転数
を少し高めにします。

8. 自車のエンジンを始動します。
9. エンジンが始動したら、ブースター

ケーブルをつないだときと逆の手順
で外します。

インテリジェントキー付車
● バッテリーがあがるとハンドルロッ
ク（ステアリングロック）の解除が
行えず、電源ポジションが切り替わ
らなくなります。
すみやかにバッテリーを充電してく
ださい。

● エンジンが始動できない場合には、
一旦電源ポジションをOFFにして、
10秒以上待ってから再始動してくだ
さい。
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警告灯がついたときは
警告灯は、車両故障などを運転者に知らせるためのものです。警告灯が点灯または点滅したときは、次の「説明・対処方法」に従ってください。
警告や表示は、グレード、オプションなどにより異なります。 

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法

油圧警告灯

● 正常なときは、キースイッチ（電源ポジ
ション）をONにすると点灯し、エンジ
ンが始動すると消灯します。

● エンジン回転中、エンジン内部を潤滑し
ているオイルの圧力が低下すると点灯し
ます。

● 点灯したときは、すみやかに安全な場所
に停車し、日産販売会社にご連絡くださ
い。

 注意
 

●油圧警告灯が点灯したまま走行しない。
エンジンを破損するおそれがあります。

充電警告灯

● キースイッチ（電源ポジション）をON
にすると点灯し、数秒後に消灯します。

● エンジン回転中、バッテリーの充電系統
に異常があると点灯します。

● 点灯したときは、すみやかに安全な場所
に停車し、日産販売会社にご連絡くださ
い。

 注意
 

●充電警告灯が点灯したまま走行しない。
バッテリーが破損したり、エンジンが突
然停止したりし、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

故障警告灯（MIL）

● 正常なときは、キースイッチ（電源ポジ
ション）をONにすると点灯し、エンジ
ンが始動すると消灯します。

● キースイッチ（電源ポジション）がON
で警告灯が点灯しているときに、システ
ムチェックにより点滅することがありま
すが異常ではありません。

● エンジン回転中、エンジン電子制御シス
テムに異常があると点灯または点滅しま
す。

● 点灯または点滅したときは、すみやかに
安全な場所に停車し、日産販売会社にご
連絡ください。
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ABS警告灯

● キースイッチ（電源ポジション）をON
にすると点灯し、数秒後に消灯します。

● キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、ABSのシステムに異常があると
点灯します。

● キースイッチ（電源ポジション）をON
にしても点灯しないとき、または点灯し
続けるときは、高速走行や急ブレーキを
避け、すみやかに日産販売会社で点検を
受けてください。

 アドバイス
 

●ABS警告灯が点灯したときは、ABSは作
動しませんが、通常のブレーキ性能は確
保されています。この場合、滑りやすい
路面でのブレーキ時や急ブレーキ時にタ
イヤがロックすることがあります。

電動パーキングブ
レーキ警告灯★

● 正常なときは、電源ポジションがONの
とき、電動パーキングブレーキがかかっ
ていると点灯し、電動パーキングブレー
キを解除すると消灯します。

● 電源ポジションがONのとき電動パーキ
ングブレーキのシステムに異常があると
点滅します。

● 電源ポジションがONで警告灯が点滅し
ているときに、電動パーキングブレーキ
を解除しても点滅が続くときは、すみや
かに車両を安全な場所に停車し、日産販
売会社にご連絡ください。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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電動パーキングブ
レーキ無車

ブレーキ警告灯（赤
色）

● 正常なときは、キースイッチ（電源ポジ
ション）をONにすると点灯し、数秒後
に消灯します。（パーキングブレーキを
かけているときは消灯しません）

● キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、次の場合は点灯し続けます。
― パーキングブレーキをかけているとき
― ブレーキ液が不足しているとき
― ブレーキシステムに異常があるとき

● パーキングブレーキがかかっているとき
は、パーキングブレーキを解除します。

● パーキングブレーキを解除しても点灯す
るときは、ただちに安全な場所に停車し
て、日産販売会社にご連絡ください。ブ
レーキの効きが悪いときは、ブレーキペ
ダルを強く踏んで停車してください。

● ブレーキ液量が正常でABS警告灯と同時
に点灯したときは、高速走行や急ブレー
キを避け、すみやかに日産販売会社で点
検を受けてください。

 警告
 

●パーキングブレーキを解除してもブレー
キ警告灯が点灯し続けるときは、点灯し
たまま走行しない。
ブレーキの効きが極度に悪くなり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

 アドバイス
 

●パーキングブレーキを戻し忘れたまま走
行（約7km/h以上）すると、ブザーが鳴
ります｡

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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電動パーキングブ
レーキ付車

ブレーキ警告灯（赤
色）

● 正常なときは、電源ポジションをONに
すると点灯し、数秒後に消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、次の場合
は点灯し続けます。
― ブレーキ液が不足しているとき
― ブレーキシステムに異常があるとき

● 走行中にブレーキ警告灯（赤色）が点灯
した場合は、車両を停止し、次の確認を
行ってください。（ブレーキシステム警
告灯（黄色）と同時にVDC警告灯
［ ］も点灯します）
― ブレーキ液の量が規定通りに入ってい
ることを確認してください。ブレーキ
液が不足している場合は、ブレーキ液
を補充し日産販売会社で点検を受けて
ください。

― ブレーキ液の量が適正のときは、他に
原因があることが考えられますので、
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

● ブレーキシステムの電源系統に異常があ
るときは、ブザーが鳴ります。

電動パーキングブ
レーキ付車

ブレーキシステム警
告灯（黄色）

● 正常なときは、電源ポジションをONに
すると点灯し、数秒後に消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、次の機能
に異常があると点灯します。
― 電動パーキングブレーキ

● 走行中にブレーキシステム警告灯（黄
色）が点灯した場合は、日産販売会社で
点検を受けてください。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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シートベルト警告灯

● キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、シートベルトが装着されていな
いと点灯します。

● シートベルトを着用していない状態で走
行すると（約15km/h以上）、警告灯が
点滅します。
シートベルト非着用警報（シートベルト
リマインダー）

● シートベルトを着用していない状態で車
速が一定以上になると、ブザーが一定時
間鳴ります。

● シートベルトを着用してください。

 警告
 

●走行中は全員がシートベルトを着用する。
着用しないと、万一の事故時や急ブレー
キ時に、死亡や重大な傷害につながるお
それがあります。

 知識
 

●助手席シートに荷物などを置くと、セン
サーが重量を検知して、警告灯が点灯す
ることがあります。

●後席シートベルトの着用状態は、アドバ
ンスドドライブアシストディスプレイに
も表示されます。
警告メッセージ（ P.279）

SRSエアバッグ警告
灯

● キースイッチ（電源ポジション）をON
にすると点灯し、約7秒後に消灯します。

● キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、SRSエアバッグのシステム、プ
リテンショナー機能に異常があると、点
灯を続けます。

 警告
 

●キースイッチ（電源ポジション）をONに
しても点灯しないとき、または点灯を続
けるときは、放置したまま走行しない。
万一のときSRSエアバッグ、プリテン
ショナーシートベルトが作動せず、重大
な傷害につながるおそれがあります。

VDC警告灯

● キースイッチ（電源ポジション）をON
にすると点灯し、数秒後に消灯します。

● キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、VDCが作動すると点滅します。

● キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、VDCシステムに異常があると点
灯します。

● 点灯したときはVDCの作動は停止します
が、VDCシステムのない普通の車として
走行できます。滑りやすい路面では注意
して走行し、すみやかに日産販売会社で
点検を受けてください。

VDC（ビークルダイナミクスコント
ロール）  (P.154)

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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EPS（電動パワース
テアリング）警告灯

● キースイッチ（電源ポジション）をON
にすると点灯し、エンジンを始動すると
消灯します。

● エンジン回転中、電動パワーステアリン
グのシステムに異常があると点灯しま
す。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けて
ください。

● 赤色に点灯しているときは、電動パワー
ステアリングが作動しません。すみやか
に安全な場所に停車し、日産販売会社に
ご連絡ください。

● 黄色に点灯しているときは、電動パワー
ステアリングのシステムに異常があるた
め、ハンドル操作力の重さが変化しま
す。ハンドルをしっかりと握り、慎重に
操作してください。

 アドバイス
 

●ハンドルに長時間力をかけた状態が続い
たり停車中に操作を繰り返すと、システ
ムの過熱を防ぐためハンドル操作力が重
くなりますが、異常ではありません。し
ばらくハンドル操作を控え、システムの
温度が下がると、通常のハンドル操作力
に戻ります。

 知識
 

●すばやいハンドル操作を行うと、ハンド
ル付近から擦れるような音が聞こえてく
ることがありますが、異常ではありませ
ん。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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燃料残量警告灯

● キースイッチ（電源ポジション）がON
のとき、燃料の残量が少ないと黄色に点
灯します。

● すみやかに指定の燃料を補給してくださ
い。

 アドバイス
 

●燃料の残量が約6.5ℓ以下で点灯します。
なお、走行に使用できる燃料残量は、上
記より若干少なくなります。

●車両姿勢、走行状況などによっては燃料
がタンク内で移動するため、警告灯の点
灯するタイミングが変わる場合がありま
す。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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インテリジェント エ
マージェンシーブ
レーキ警告灯

● キースイッチ（電源ポジション）をON
にすると点灯し、エンジンを始動すると
消灯します。

● 次の場合は点灯します。
― インテリジェント エマージェンシー
ブレーキの設定をOFFにしているとき

― VDCの設定をOFFにしているとき
― インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ、インテリジェント FCW
（前方衝突予測警報）に異常が発生し
ているとき

― フロントガラスの汚れなどにより、マ
ルチセンシングフロントカメラの前方
視界が遮蔽されていると判断したとき

― 前方からの強い光により、マルチセン
シングフロントカメラが前方を認識で
きなくなったとき

― 炎天下に駐車したときなど、マルチセ
ンシングフロントカメラが高温になっ
たとき

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹
雪など）で視界が悪いとき

― フロントガラスの結露やくもりなどに
より、マルチセンシングフロントカメ
ラが前方を認識できなくなったとき

● インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしていることに
よって点灯しているときは、ONにする
と消灯します。

● VDCの設定をOFFにしていることに
よって点灯しているときは、ONにする
と消灯します。

VDCのON・OFFのしかた  (P.155)
● 一度キースイッチ（電源ポジション）を

OFFにしてから再始動しても警告灯が点
灯し続けるときは、システムの異常が考
えられます。通常走行には支障はありま
せんが、日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

● フロントガラスが汚れているときは、フ
ロントガラスを清掃し、警告灯が消灯し
たことを確認してください。

● 車室内の温度が高いときなどは、温度が
下がると自動的に作動を復帰します。

各システムについては、インテリジェント 
エマージェンシーブレーキ（ P.176）、イ
ンテリジェント FCW（前方衝突予測警報）
（ P.200）をお読みください。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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● 次の場合にも点灯します。
― 周辺の電波源の影響を受けているとき
― センサーの汚れなどで、インテリジェ
ント エマージェンシーブレーキが一
時的に作動できない状態になっている
とき

― 車両前部に取り付けられたレーダーセ
ンサー周辺に雪や氷、泥などが付着し
ているとき

― 道路形状や周辺の建造物により、レー
ダーセンサーが先行車を正確に検知で
きないとき（例：長い橋、雪原、長い
壁の横など）

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯せず、真っ暗な状態が継続した
とき

― インテリジェント エマージェンシー
ブレーキのシステムチェックが正常に
終了しなかったとき

― けん引されているとき

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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踏み間違い衝突防止
アシスト警告灯

● キースイッチ（電源ポジション）をON
にすると点灯し、エンジンを始動すると
消灯します。

● 次の場合は点灯します。
― 踏み間違い衝突防止アシストの設定を

OFFにしているとき
― VDCの設定をOFFにしているとき
― 踏み間違い衝突防止アシストのシステ
ムに異常が発生しているとき

― 駐車支援機能（フロントソナー、コー
ナーソナー、リヤソナー）に異常が発
生しているとき

● 次の場合はゆっくり点滅します。
― 踏み間違い衝突防止アシストのシステ
ムが一時的に使用できない場合

● 踏み間違い衝突防止アシストの設定を
OFFにしていることによって点灯してい
るときは、ONにすると消灯します。

● VDCの設定をOFFにしていることに
よって点灯しているときは、ONにする
と消灯します。

VDCのON・OFFのしかた  (P.155)
● 一度キースイッチ（電源ポジション）を

OFFにしてから再始動しても警告灯が点
灯し続けるときは、システムの異常が考
えられます。通常走行には支障はありま
せんが、日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

● システムについては、踏み間違い衝突防
止アシスト（ P.183）をお読みくださ
い。

マスターウォーニン
グ

● メーターに警告メッセージが表示される
と同時に黄色か赤色に点灯します。

● 同時に表示した警告メッセージを確認
し、それぞれの対処方法に従ってくださ
い。

手放し警告灯★

● プロパイロットでハンドル支援を行って
いるとき、ハンドルを持っていない、ま
たはハンドル操作が検出されないと点灯
します。

● 手放し警告灯が点灯しているにもかかわ
らず、運転者のハンドル操作が検出され
ない場合は、警告音とともに手放し警告
灯が点滅し、ハンドル支援は解除されま
す。

● プロパイロットのシステムに異常がある
と点灯します。

● すみやかにハンドルを持って操作してく
ださい。運転者のハンドル操作を検出す
ると警告灯は消灯し、ハンドル支援が復
帰します。

● エンジン再始動後も警告灯が点灯し続け
るときは、システムの異常が考えられま
す。通常走行には支障はありませんが、
日産販売会社で点検を受けてください。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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警告メッセージが表示されたときは
警告メッセージが表示されたときは、次の「説明・対処方法」に従ってください。表示は、グレード、オプションなどにより異なります。

警告メッセージ

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法

エンジン始動
操作表示

● インテリジェントキーを持って車室内に入
ると表示します。

● ブレーキペダルを踏みながら＜エンジンス
イッチ＞を押すと、エンジンが始動し、走
行できるようになります。

● 次の場合、表示が消えます。
― エンジンが始動したとき
― リモコン機能、ドアにあるスイッチ、
またはバックドアのスイッチでドアを
施錠したとき

インテリジェ
ントキー非作
動時エンジン
始動表示

● インテリジェントキーの電池が切れたとき
や、使用環境により、キーと車両の通信が
正常に行われないときに表示します。

● ブレーキペダルを踏みながら、キーの裏面
を＜エンジンスイッチ＞に接触させてくだ
さい。
インテリジェントキー★で始動できな

いときは  (P.263)

インテリジェ
ントキー電池
切れ表示

● インテリジェントキーの電池切れが近くな
ると電池の交換を知らせます。

● 新しい電池に交換してください。
キー（インテリジェントキー） ★ の電

池交換  (P.316)
● 次の場合、インテリジェントキー電池切れ
表示が消えます。
― 表示から約30秒経過したとき
― 電源ポジションをON以外にしたとき
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インテリジェ
ントキー持ち
出し警告

● 次の場合に表示します。
― エンジンがかかっている状態で、イン
テリジェントキーが車外に持ち出され
たとき

― キーを携帯していないとき
― 携帯しているキーの電池が切れている
とき

― 登録されていないキーを携帯している
とき

● 次のように対処してください。
― キーが車外に持ち出されていないか確
認してください。

― キーを携帯してください。
― 新しい電池に交換してください。

キー（インテリジェントキー） ★ の
電池交換  (P.316)

― 自車のキーであることを確認してくだ
さい。

● エンジンを停止させるときは、次の操作を
行ってください。
― ＜エンジンスイッチ＞を2秒以上押し続
ける

ドア開き警告

● ドアが確実に閉まっていないとき、開いて
いる位置を表示します。

● ドアを確実に閉めてください。

 注意
 

●走行前に表示が消えていることを確認す
る。
ドアが完全に閉まっていない（半ドア）と
走行中に突然開き、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

シートベルト
警告

● キースイッチ（電源ポジション）がONの
とき、シートベルトが装着されていない席
を赤色で表示します。

● シートベルトを着用している席は緑色で表
示されます。

● シートベルトを着用してください。

 警告
 

●走行中は全員がシートベルトを着用する。
着用しないと、万一の事故時や急ブレーキ
時に、死亡や重大な傷害につながるおそれ
があります。

キーシステム
警告

● キーシステムに異常があると表示します。 ● 日産販売会社にご連絡ください。キース
イッチ（電源ポジション）を切り替えられ
ないことがあります。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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戻し忘れ警
告

● セレクトレバーが 以外で運転席ドアが開
いていると表示します。

● セレクトレバーを に入れてください。

電動パーキン
グブレーキ戻
し忘れ警告

● 電動パーキングブレーキをかけ、運転席ド
アを閉めずにアクセルペダルを踏み、発進
すると表示します。

● 電動パーキングブレーキを解除し忘れたま
ま走行すると表示します。

● 走行中、非常事態で電動パーキングブレー
キを作動させると表示します。
電動パーキングブレーキに関する注意

事項  (P.131)

● すみやかに電動パーキングブレーキを解除
してください。
電動パーキングブレーキ★  (P.130)

電動パーキン
グブレーキ警
告

● 急な坂道などで電動パーキングブレーキが
かかった状態で車両が動くと表示し、ブ
ザーが鳴ります。

● 電動パーキングブレーキがかかった状態
で、ブレーキペダルを踏まずに＜電動パー
キングブレーキスイッチ＞を押した場合に
表示します。

● すみやかにブレーキペダルを踏んでくださ
い。

● 解除する場合は、ブレーキペダルを踏んで
から＜電動パーキングブレーキスイッチ＞
を押してください。
電動パーキングブレーキ★  (P.130)

オートブレー
キホールド警
告

● オートブレーキホールドが作動中に車両が
動いたときに表示し、ブザーが鳴ります。

● ブレーキペダルを踏んで車両を停止させて
ください。

オートブレー
キホールド急
坂路注意表示

● 急な坂道などでオートブレーキホールドが
作動したときに表示し、ブザーが鳴りま
す。

● すみやかにブレーキペダルを踏んでくださ
い。

● 急な坂道や滑りやすい路面でオートブレー
キホールド機能が作動していても、車両が
動き出すおそれがあります。
オートブレーキホールド★  (P.132)

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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オートブレー
キホールド急
坂路操作表示

● 急な坂道などでオートブレーキホールドが
作動してから一定時間経過し、ブレーキが
踏まれていなかった場合に表示し、ブザー
が鳴ります。

● すみやかにブレーキペダルを踏んでくださ
い。

● 急な坂道などでオートブレーキホールドが
作動してから一定時間経過し、電動パーキ
ングブレーキがかかるときに車両が動き出
すおそれがあります。
オートブレーキホールド★  (P.132)

オートブレー
キホールドス
イッチ解除操
作表示

● オートブレーキホールド作動中、ブレーキ
ペダルを踏まずに＜オートブレーキホール
ドスイッチ＞を押したときに表示します。

● ブレーキペダルを踏んでから＜オートブ
レーキホールドスイッチ＞を押してくださ
い。
オートブレーキホールド★  (P.132)

燃料残量警告

● 燃料が少なくなると表示します。 ● すみやかに指定の燃料を補給してくださ
い。

 知識
 

●燃料の残量が約6.5ℓ以下で表示します。
なお、走行に使用できる燃料容量は、上記
残量より若干少なくなります。

●車両姿勢、走行状況によっては、燃料がタ
ンク内で移動するため、警告が表示される
タイミングが変わる場合があります。

オーバーヒー
ト警告

● エンジン冷却水の温度が異常に高くなると
表示します。

● 表示したときは、ただちに安全な場所に車
を停めて処置してください。
オーバーヒートしたときは  (P.296)

 注意
 

●表示したまま走行をしない。
そのまま走行を続けると、エンジン故障の
原因となり、火災につながるおそれがあり
ます。

シャシー制御
表示

● シャシー制御のシステムに異常があると表
示します。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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踏み間違い衝
突防止アシス
ト作動時表示

● 踏み間違い衝突防止アシストが作動すると
表示します。

● 進行方向に壁などの障害物、車両や歩行者
などを検知している場合に、アクセルペダ
ルが素早く深く踏み込まれたとシステムが
判断したときに作動します。
踏み間違い衝突防止アシスト  (P.183)

ヘッドランプ
警告

● LEDヘッドランプに異常があると表示しま
す。

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止
してからマルチセンシングフロントカメラ
の前の障害物を取り除き、汚れを清掃して
エンジンを再始動してください。

● 再始動後もメッセージを表示するときは、
すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

システム故障
警告

● プロパイロット、踏み間違い衝突防止アシ
スト、BSW（後側方車両検知警報）、イン
テリジェント BSI（後側方衝突防止支援シ
ステム）、LDW（車線逸脱警報）、インテ
リジェント LI（車線逸脱防止支援システ
ム）、RCTA（後退時車両検知警報）、駐車
支援機能（フロントソナー、コーナーソ
ナー、リヤソナー）が故障すると表示しま
す。

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止
してから再始動してください。

● 再始動後もメッセージを表示するときは、
システムの異常が考えられます。通常走行
に支障はありませんが、日産販売会社で点
検を受けてください。
プロパイロット★  (P.164)
踏み間違い衝突防止アシスト  (P.183)
BSW（後側方車両検知警報）★／イン

テリジェント BSI（後側方衝突防止支援シ
ステム）★  (P.189)

LDW（車線逸脱警報）／インテリジェ
ント LI（車線逸脱防止支援システム）  
(P.197)

RCTA（後退時車両検知警報）★  
(P.203)

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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インテリジェ
ント DA（ふ
らつき警報）
システム異常
警告

● インテリジェント DA（ふらつき警報）に
異常があると表示します。

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止
してから再始動してください。

● 再始動後もメッセージを表示するときは、
システムの異常が考えられます。通常走行
に支障はありませんが、日産販売会社で点
検を受けてください。
インテリジェント DA（ふらつき警報）  

(P.206)

ソナーシステ
ム異常警告A

● ソナーが故障したときに表示します。 ● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止
してから再始動してください。

● 再始動後もメッセージを表示するときは、
システムの異常が考えられます。
通常走行に支障はありませんが、日産販売
会社で点検を受けてください。
ソナー表示（ P.70）

ソナーシステ
ム異常警告B

● ソナーが一時的に使用できない状態になっ
ているときに表示します。

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止
してからソナーの汚れを取り除き、エンジ
ンを再始動してください。

● 他車のソナーが付近に存在するときや周囲
で大きな音が鳴っているときは、静かな場
所に移動し、一度エンジンを停止してから
再始動してください。

アイドリング
ストップシス
テム異常警告

● アイドリングストップシステムに異常があ
ると表示します。

● システムの異常が考えられます。
通常走行に支障はありませんが、日産販売
会社で点検を受けてください。
アイドリングストップ  (P.149)

アイドリング
ストップエン
ジン再始動不
可表示

● アイドリングストップ中にボンネットを開
け、通常のエンジン停止状態になったとき
に表示します。

● アイドリングストップから通常のエンジン
停止状態になっています。
キースイッチ（電源ポジション）をOFFに
する、またはエンジンを再始動してくださ
い。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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アイドリング
ストップガイ
ダンス表示
（ブレーキ踏み
増し）

● 車両停止時に、ブレーキペダルの踏み込み
が少ないことにより、アイドリングストッ
プしないときに表示します。

● アイドリングストップを作動させたいとき
はブレーキペダルを踏み増してください。
アイドリングストップ  (P.149)

 知識
 

●次の場合、表示が消えます。
― アイドリングストップが作動したとき
― 走行を開始したとき

アイドリング
ストップガイ
ダンス表示
（ハンドル操作
検知）

● 車両停止時に、ハンドル操作を検知してい
ることにより、アイドリングストップしな
いときに表示します。

● ハンドル操作を検知しているため、アイド
リングストップが作動しません。
アイドリングストップ  (P.149)

 知識
 

●次の場合、表示が消えます。
― アイドリングストップが作動したとき
― 走行を開始したとき

アイドリング
ストップガイ
ダンス表示
（エアコン優
先）

● 車両停止時に、エアコン（冷房・暖房・除
湿機能）を優先していることにより、アイ
ドリングストップしないときに表示しま
す。

● エアコンを優先しているため、アイドリン
グストップが作動しません。
アイドリングストップ  (P.149)

 知識
 

●次の場合、表示が消えます。
― アイドリングストップが作動したとき
― 走行を開始したとき

インテリジェ
ント DA（ふ
らつき警報）
表示

● 運転者のハンドル操作から注意力が低下し
ていると判断したときに表示します。

● 表示・非表示の設定ができます。
インテリジェント DA（ふらつき警報）  

(P.206)

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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ライト消し忘
れ警告

● エンジンをかけていない状態で運転席ドア
を開けたとき、次の場合に表示し、ブザー
が鳴ります。
― ライトスイッチが＜ ＞の位置にあ
るとき

― ライトスイッチを＜ ＞の位置に回
して、テールランプ表示灯［ ］が
点灯しているとき

● ライトスイッチを＜AUTO＞の位置にす
る、または＜ ＞の位置に回してテール
ランプ表示灯［ ］を消灯してくださ
い。

オイル/オイル
フィルター交
換表示

● 設定したオイル/オイルフィルター交換距
離に達すると表示します。

● オイル/オイルフィルター交換距離は、設
定したりリセットしたりできます。
設定については、メンテナンス（ P.64）
をお読みください。

タイヤ交換表
示

● 設定したタイヤ交換距離に達すると表示し
ます。

● タイヤ交換距離は、設定したりリセットし
たりできます。
設定については、メンテナンス（ P.64）
をお読みください。

メンテナンス
距離表示

● オイル/オイルフィルター、タイヤ以外の
整備項目の点検距離または交換距離に達す
ると表示します。

● その他の整備項目には、たとえばタイヤの
ローテーションを行う距離の設定ができま
す。項目の点検／交換距離は、設定したり
リセットしたりできます。
設定については、メンテナンス（ P.64）
をお読みください。

走行時間ア
ラーム表示

● 設定した時間まで連続走行したことを知ら
せます。

● 走行時間アラーム表示は、設定したりリ
セットしたりできます。
設定については、運転支援（ P.58）を
お読みください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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自動電源OFF
表示A

● エンジンが停止している状態で、電源ポジ
ションをONにしたまましばらくすると表
示することがあります。

● そのまま電源ポジションを切り替えない
と、省エネのため電源ポジションがOFFに
なります。

自動電源OFF
表示B

● エンジンが停止している状態で、電源ポジ
ションをONにしたまま時間が経過し、電
源ポジションが自動でOFFになったときに
表示することがあります。

フロントレー
ダーシステム
停止警告

● 車両前部に取り付けられたレーダーセン
サー周辺に雪や氷、泥などが付着し、次の
システムが停止すると表示します。
プロパイロット★  (P.164)

● 次のような道路形状、または建造物がある
場合は、レーダーが先行車を正確に検知で
きず、作動が停止します。
― 長い橋を走行しているとき
― 砂地や雪原を走行しているとき
― 長い壁の近くを走行しているとき

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止
してからレーダーセンサーおよびその周辺
の汚れなどを取り除き、エンジンを再始動
してください。

● 停止したときの状態が改善、または変更さ
れると、システムは作動を再開します。

● 車両前部に取り付けられたレーダーセン
サー周辺に雪や氷、泥などが付着し、次の
システムが停止すると表示します。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキ  (P.176)
インテリジェント FCW（前方衝突予測

警報）  (P.200)

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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サイドレー
ダーシステム
停止警告

● 車両に取り付けられたレーダーセンサー周
辺に雪や氷、泥などが付着し、次のシステ
ムが停止すると表示します。
― BSW（後側方車両検知警報）★／イ
ンテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）★  (P.189)

― RCTA（後退時車両検知警報）★  
(P.203)

● レーダーセンサーおよびその周辺の汚れな
どを取り除いてから、システムを一旦OFF
にしたあと、再びONにしてください。

作動範囲外警
告

● 次のシステムが停止すると表示します。停
止する条件については、各システムをお読
みください。
― プロパイロット★  (P.164)
― インテリジェント BSI（後側方衝突防
止支援システム）（ P.189）

― インテリジェント LI（車線逸脱防止支
援システム）（ P.197）

● VDCをOFFにしたとき

● 停止したシステムを再び作動させる場合
は、停止したときの状態が改善されてか
ら、スイッチで再びONにしてください。

カメラ高温警
告

● 炎天下に駐車したときなど、マルチセンシ
ングフロントカメラが高温になり、次のシ
ステムが停止すると表示します。
― インテリジェント BSI（後側方衝突防
止支援システム）（ P.189）

― LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援システ
ム）  (P.197)

● 停止したシステムを再び作動させる場合
は、マルチセンシングフロントカメラ周辺
の温度が下がってから、再びONにしてく
ださい。

● カメラおよびカメラ周辺の温度が高いとき
に表示します。

● 車室内の温度が下がるとシステムは自動的
に作動を再開します。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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スリップ警告

● 次のシステムが停止すると表示します。停
止する条件については、各システムをお読
みください。
― プロパイロット★  (P.164)

● ABSまたはVDC（トラクションコント
ロール機能（TCS）は含まない）が作動
したとき

● 停止したシステムを再び作動させる場合
は、停止したときの状態が改善されてか
ら、スイッチで再びONにしてください。

RCTA（後退
時車両検知警
報）停止警告

● スライドドアを開けているとき、セレクト
レバーを にすると表示します。

RCTA（後退時車両検知警報）★  
(P.203)

● 停止したシステムを再び作動させる場合
は、スライドドアを閉めてください。

システムOFF
表示

● RCTA（後退時車両検知警報）がOFFのと
き、セレクトレバーを にすると表示しま
す。

RCTA（後退時車両検知警報）★  
(P.203)

● RCTA（後退時車両検知警報）をONにす
ると、セレクトレバーを にしても表示さ
れません。

インテリジェ
ント エマー
ジェンシーブ
レーキシステ
ム故障警告

● インテリジェント エマージェンシーブ
レーキシステムが故障すると表示します。

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止
してから再始動してください。

● 再始動後もメッセージを表示するときは、
システムの異常が考えられます。通常走行
に支障はありませんが、日産販売会社で点
検を受けてください。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキ  (P.176)
インテリジェント FCW（前方衝突予測

警報）  (P.200)

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法



緊急時の対処法
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

289☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

インテリジェ
ント エマー
ジェンシーブ
レーキシステ
ム視界不良警
告

● 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹雪な
ど）で視界が悪いときに表示します。

● 前方から強い光（太陽光や対向車両のハイ
ビームなど）を受けているときに表示しま
す。

● 悪天候時にはインテリジェント エマー
ジェンシーブレーキシステムは作動しませ
ん。

● 状況が改善されると、システムは自動的に
作動を再開します。

カメラ視界不
良警告

● 雨、雪、霧または、カメラ前方のフロント
ガラス凍結、汚れなどで、カメラの視界が
確保できなくなったときに表示します。

● 夜間やトンネル内などでヘッドランプを点
灯せず、真っ暗な状態が継続したときに表
示します。

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止
してからカメラ前方のフロントガラスの汚
れなどを取り除き、エンジンを再始動して
ください。

● 停止したときの状態が改善されると、シス
テムは作動を再開します。

VDC OFF警
告

● VDCをOFFにしたときに表示します。 ● VDCをOFFにしたときに停止する機能に
ついては、（ P.155）をお読みください。

インテリジェ
ント エマー
ジェンシーブ
レーキシステ
ム作動制限警
告

● インテリジェント エマージェンシーブ
レーキのシステムチェックが正常に終了し
なかったとき表示します。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキの作動が停止するとき  (P.182)
● けん引されているときに表示します。

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止
してから再始動してください。

● けん引されているときはインテリジェント 
エマージェンシーブレーキシステムは作動
しません。

● 状況が改善されると、システムは自動的に
作動を再開します。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキ  (P.176)

CVT故障警告
A

● CVTに異常が発生し、出力が制限されて
いると表示します。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

CVT故障警告
B

● CVTに異常があると表示します。 ● すみやかに安全な場所に停車し、日産販売
会社にご連絡ください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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CVT故障警告
C

● CVTに異常があると表示します。 ● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

CVT高油温警
告

● CVTフルードの温度が異常に高くなると
表示します。

● 表示すると出力が制限されています。周囲
に注意して走行してください。

● CVTフルードが正常な温度まで下がると
表示は消灯します。

エンジン異常
警告A

● 走行中、エンジンに異常が発生し、エンジ
ンが停止しているときに表示します。

● すみやかに安全な場所に停車し、日産販売
会社にご連絡ください。

エンジン異常
警告B

● 走行中、エンジンに異常が発生し、出力が
制限されていると表示します。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

エンジン異常
警告C

● 走行中、エンジンの温度が異常に高くなる
と表示します。

● すみやかに安全な場所に停車し、日産販売
会社にご連絡ください。

EPS（電動パ
ワーステアリ
ング）警告A

● 電動パワーステアリングのシステムに異常
があるときに表示します。

● 電動パワーステアリングが作動しません。
● すみやかに安全な場所に停車し、日産販売
会社にご連絡ください。

EPS（電動パ
ワーステアリ
ング）警告B

● 電動パワーステアリングのシステムに異常
があるときに表示します。

● 電動パワーステアリングのシステムに異常
があるため、ハンドル操作力の重さが変化
します。ハンドルをしっかりと握り、慎重
に操作してください。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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後席リマイン
ダー表示

● 後席リマインダーがONのとき、走行前に
スライドドアを開閉してから15分以内に
車両を発進させると、走行後にキースイッ
チ（電源ポジション）をOFFにしたときに
表示し、ブザーが鳴ります。
後席リマインダー  (P.98)

● 後席を確認してください。

オイル交換残
り距離表示

● 車両システムが自動で設定したエンジンオ
イル交換までの距離が1,500km未満にな
ると、キースイッチ（電源ポジション）を
ONにしたときに表示します。

● エンジンオイル交換までの距離は、走行状
況に応じてシステムにより自動で設定され
ます。手動で設定することはできません。

● エンジンオイル交換後は、必ず表示をリ
セットしてください。リセットするとき
は、この画面を表示中にステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを1秒以上押し
ます。

 アドバイス
 

●エンジンオイル交換時以外にリセットはし
ないでください。

オイル交換警
告表示

● 車両システムが自動で設定したエンジンオ
イル交換距離になると、キースイッチ（電
源ポジション）をONにしたときに表示し
ます。

● エンジンオイル交換後は、必ず表示をリ
セットしてください。リセットするとき
は、この画面を表示中にステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを1秒以上押し
ます。

 アドバイス
 

●表示されたときは、できるだけ早くエンジ
ンオイルを交換してください。劣化したエ
ンジンオイルのまま走行し続けると、エン
ジンが破損するおそれがあります。

●エンジンオイル交換時以外にリセットはし
ないでください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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プロパイロット（インテリジェント クルーズコントロール）警告メッセージ

警告表示 表示する条件 説明・対処方法
● VDCをOFFにしたとき ● VDCがOFFの場合はプロパイロットを使用することがで

きません。

● 電動パーキングブレーキが作動したと
き

● 電動パーキングブレーキが作動しているときはプロパイ
ロットを使用することができません。

● 運転席のシートベルトを解除したとき ● 運転席のシートベルトが解除されている場合はプロパイ
ロットを使用することができません。

● システム故障 ● 安全な場所に停車して、一度エンジンを停止してから再
始動します。再始動後も警告灯が点灯し続けるときは、
システムの異常が考えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を受けてください。

● プロパイロットにより車両が停止中、
運転席ドアが開いたが電動パーキング
ブレーキが正常に作動しなかったとき

● すみやかにブレーキペダルを踏んでください。

● 車両前部に取り付けられたレーダーセ
ンサー周辺に雪や氷、泥などが付着し
たとき

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止してからレー
ダーセンサーおよびその周辺の汚れなどを取り除き、エ
ンジンを再始動してください。
レーダーセンサーの取り扱い  (P.322)

● VDC/TCSが作動したとき
● タイヤの空転を検出したとき

● VDC/TCSが作動する、または、タイヤが空転するよう
な状況ではプロパイロットは使用できません。
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プロパイロット（ハンドル支援）警告メッセージ

警告表示 表示する条件 説明・対処方法
● 走行車線内にレーンマーカーに見える
ようなものがあるなど、レーンマー
カーが正しく検出できない状態が長時
間続いたとき （雪のわだち、雨の日の
周辺の光の反射、消し忘れのレーン
マーカーなど）

● 再びハンドル支援を使用したいときは、レーンマーカー
がはっきりと描かれている道路でプロパイロットを再
セット、もしくは＜ハンドル支援スイッチ＞を押してく
ださい。

● ワイパーを高速で作動させたとき ● ワイパーの高速動作を解除してください。その後、プロ
パイロットを再度セット、もしくは＜ハンドル支援ス
イッチ＞を押してください。

● 雨、雪、霧または、カメラ前方のフロ
ントガラスの凍結、汚れなどで、カメ
ラの視界が確保できなくなったとき

● 状況が改善された後、プロパイロットを再セット、もし
くは＜ハンドル支援スイッチ＞を押してください。

● 警告表示が出続ける場合は、安全な場所に停車して、エ
ンジンを一旦停止してカメラ前方のフロントガラスの汚
れなどを取り除いてください。

● カメラおよびカメラ周辺の温度が高い
とき

● 車室内の温度が下がるとプロパイロットを使用すること
ができます。

● システム故障 ● 安全な場所に停車して、エンジンを一旦停止して再始動
し、再びシステムをONにしてください。

● ハンドルを持っていない、またはハン
ドルを操作していないときに点灯しま
す。
― 表示（赤）により警告します。

● 点灯後、運転者がハンドルを操作しな
いときに点滅します。
― 音、表示（赤）、および短時間のブ
レーキ制御で段階的に警告します。

● すみやかにハンドルを持って操作してください。
● 運転者のハンドル操作を検出すると警告は消灯します。
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警報音（ブザー）が鳴ったときは
車両盗難などを防ぐため、車内外で警報音（ブザー）が鳴ることがあります。

● 警告後、運転者のハンドル操作がない
状態が継続したときに表示します。
― 緊急警報音が鳴るとともに車両を減
速、緊急停止します。

● すみやかにハンドルを持って操作してください。
● 運転者のハンドル操作を検出すると警告は消灯し、プロ
パイロットが解除されます。

● 車両を緊急停止させたあと、運転者が
ハンドルを操作しないときに表示しま
す。

● すみやかにハンドルを持って操作してください。
● 運転者のハンドル操作を検出すると警告は消灯します。
● ハンドル操作をすると、非常点滅表示灯は自動で消灯し
ます。

どこで音が鳴り
ましたか？ どんな音が鳴りましたか？ 何をしたときに鳴り

ましたか？ 確認すること

車外

ピピピピ…（数秒間）
（インテリジェントキー付車）

ドアハンドルのス
イッチを押したとき

電源ポジションはOFFになっているか
いずれかのドアが半ドアになっていないか
ドアを閉める前にドアハンドルのスイッチを押していな
いか

キーのドア施錠ス
イッチを押したとき

いずれかのドアが半ドアになっていないか
ドアを閉める前に施錠スイッチを押してはいないか

ドアを閉めたとき 無意識にドアハンドルのスイッチを押していないか
ピッピッピッ（3回）
（インテリジェントキー付車）

ドアを閉めたとき 電源ポジションがONのまま、キーが車外に持ち出されて
いないか

キー（金属音）

走行中にブレーキペ
ダルを踏んだとき

ディスクブレーキのパッド（摩擦材）が摩耗していない
か
金属音が発生したときは、すみやかに日産販売会社で点
検を受けてください。そのまま走行を続けると、ブレー
キが効かなくなり、事故につながるおそれがあります。

ピー（継続）
（インテリジェントキー付車）

ドアを閉めたとき セレクトレバーが 以外のままキーが車外に持ち出され
ていないか

警告表示 表示する条件 説明・対処方法
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車室内

ピピピピッ、
ピピピピッ…（繰り返し）
（インテリジェントキー付車）

電源ポジションを
OFFにしたとき

運転席ドアが開いていないか

ピピピピッ、
ピピピピッ…（繰り返し）
（リモートコントロールエントリー
システム付車）

運転席ドアを開けた
とき

キースイッチにキーが差し込まれたままになっていない
か

ピピッピピッピピッ（3回）
（インテリジェントキー付車）

ドアを閉めたとき 電源ポジションがONのまま、キーが車外に持ち出されて
いないか

エンジンスイッチを
押したとき

キーを携帯しているか
キーを携帯してもブザーが鳴るときは、キーの電池を交
換してください

ポンポン、ポンポン（繰り返し）
（インテリジェントキー付車）

電源ポジションを
OFFにしたとき

セレクトレバーを に入れているか

どこで音が鳴り
ましたか？ どんな音が鳴りましたか？ 何をしたときに鳴り

ましたか？ 確認すること
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窓ガラスがくもったときは
●＜デフロスタースイッチ＞は、キース
イッチ（電源ポジション）がONのとき
使えます。＜リヤウインドーデフォッ
ガースイッチ＞は、エンジンがかかって
いるとき使えます。

フロントガラスのくもりの取りかた

●＜デフロスタースイッチ＞をタッチする
とエアコンが作動し、外気導入に切り替
わります。
（＜デフロスタースイッチ＞の表示灯が点
灯）

●止めるときは、もう一度スイッチをタッ
チします。
（＜デフロスタースイッチ＞の表示灯が消
灯）

デフロスタースイッチ（ P.111）

バックドアガラスのくもりの取りか
た

●＜リヤウインドーデフォッガースイッ
チ＞をタッチすると約15分間作動し、
バックドアガラスの熱線が暖まります。
（スイッチの表示灯が点灯）

●止めるときは、もう一度スイッチをタッ
チします。
（スイッチの表示灯が消灯）

リヤウインドーデフォッガースイッチ
（ P.111）
●＜リヤウインドーデフォッガースイッ
チ＞をタッチすると、ドアミラーヒー
ター★も同時に作動します。

■ ワイパーデアイサー★

●フロントガラスを温めて、ガラス下端に
たまった雪を取り除きやすくします。
＜リヤウインドーデフォッガースイッ

チ＞をタッチすると約15分間作動しま
す。
（スイッチの表示灯が点灯）

●止めるときは、もう一度スイッチをタッ
チします。
（スイッチの表示灯が消灯）

オーバーヒートしたときは
アドバンスドドライブアシストディスプレイ
にオーバーヒート警告（ P.281）が表示さ
れたときや、エンジンルームのすき間から蒸
気が出ているときはオーバーヒートしていま
す。次の方法で処置してください。

処置のしかた

 注意
● ＜デフロスタースイッチ＞をONに
しているときは、エアコンの設定温
度を低くしない。
フロントガラスの外側に露が付き、
視界を妨げるおそれがあります。

 アドバイス
● ＜デフロスタースイッチ＞をONに
しているときは、内気循環にしない
でください。くもりが取れにくくな
ります。

● ＜デフロスタースイッチ＞は、連続
して長時間ONにしないでください。
消費電力が多いため、バッテリーあ
がりの原因になります。

 アドバイス
● 連続して長時間使用しないでくださ
い。消費電力が多いためバッテリー
あがりの原因になります。

 アドバイス
● ガラスにたまった雪はこまめに取り
除き、視界を確保してください。

 警告
● ボンネットを開けるときは十分に注
意する。
エンジンルーム内は高温になってい
るため、やけどなど重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

● 蒸気が出ているときは、ボンネット
を開けない。
やけどなど重大な傷害につながるお
それがあります。
エンジンを停止し、蒸気が出なくな
るまで待ち、ボンネットを開けてく
ださい。

● エンジンが十分に冷えていないとき
は、ラジエーターやリザーバータン
クのキャップを外さない。
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1. ただちに安全な場所に停車します。
故障したときの対処のしかた  

(P.254)

2. エンジンをかけたままボンネットを
開け、風通しをよくしてエンジンを
冷やします。
万一、冷却ファンが回っていないと
きは、ただちにエンジンを停止し、
自然冷却してください。

3. アドバンスドドライブアシストディ
スプレイのオーバーヒート警告が消

えたら、エンジンを止めしばらく待
ちます。
エンジンが十分冷えてから冷却水の
量、ホースなどからの水漏れを点検
してください。

4. 冷却水が不足しているときは、ラジ
エーターとリザーバータンクに冷却
水を補充してください。
エンジンルーム内の配置図  

(P.309)
補充後は、しっかりキャップを閉め
てください。

5. 走行中、再度アドバンスドドライブ
アシストディスプレイにオーバー
ヒート警告が表示されたら、手順1
～手順4の作業を繰り返し行ってく
ださい。

6. 早めに日産販売会社で点検を受けて
ください。

 警告
蒸気や熱湯が噴き出し、やけどなど
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● オーバーヒートしたときは、ただち
に安全な場所に車を停めて処置をす
る。 

そのまま走行を続けると、エンジン
故障の原因となり、火災につながる
おそれがあります。
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セレクトレバーが動かないときは
万一バッテリーあがりなどでセレクトレバー
を から動かせないときは、次の方法で動か
すことができます。

セレクトレバーの動かしかた
1. 安全のためパーキングブレーキをか

け、ブレーキペダルを踏み続けます｡

2. 内蔵キー（メカニカルキー）または、
お手持ちの先の細い工具などをシフ
トロック解除穴に押し込みます。
内蔵キーまたはお手持ちの先の細い
工具などを押し込んだまま 、セレ
クトレバーのボタンを押して セレ
クトレバーを動かします。

雪道やぬかるみにはまったときは
雪道、砂地、ぬかるみなどでタイヤが空転し
たり、埋まり込んで動けなくなったりしたと
きは、次の方法で脱出してください。

脱出のしかた アドバイス
● 応急的に水だけを補充したときは、
早めに日産販売会社で点検を受けて
ください。

 アドバイス
● セレクトレバーを から動かせない
ときは、シフトロックシステムなど
の故障が考えられます。すみやかに
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

 知識
インテリジェントキー付車
● 内蔵キーはインテリジェントキーに 
内蔵されています。詳しくは
（ P.263）をお読みください。

 警告
● 周囲の安全を必ず確認する。
周囲の人や物との衝突を避けるため、
前進と後退を繰り返すときは、周囲
に何もないことを確認してください。
特に脱出の瞬間は、車両が前方また
は後方に飛び出すおそれがあります。

● 必要以上にアクセルペダルを踏み込
まない。
急発進して思わぬ事故につながるお
それがあります。

 注意
● 脱出するときは、過度にタイヤを空
転させない。
タイヤがバースト（破裂）したり、
駆動部品が異常過熱したりすること
により思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

 アドバイス
● 数回試しても脱出できないときは、
日産販売会社またはJAFなどのロー
ドサービスにご連絡ください。
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1. VDC OFFスイッチを長押し（約2
秒）するか、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイでVDCをOFF
にします。

VDCのON・OFFのしかた  
(P.155)

2. 車両の前後に障害物が無いことを確
認し、ハンドルを左右に回して前輪
の周囲をならします。
必要に応じ、タイヤの下に木材など
をそえてください。

3. ゆっくりとアクセルペダルを踏み、
前進または後退します。
周囲の安全を確認したうえで、前進
と後退を繰り返してください。

水没したときは

水没したときの対処のしかた

 警告
● 水位が窓ガラスよりも高いとき、緊
急脱出用ハンマーを使用した場合、
割れたガラスが車室内に入り、ケガ
をするおそれがあります。

緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプ
ション）について
● フロントウインドーガラスは合わせ
ガラスのため、緊急脱出用ハンマー
で割ることはできません。フロント
ドアガラス、リヤドアガラス、バッ
クドアガラスを割って脱出してくだ
さい。

● ドアガラスは車種によって、合わせ
ガラスを使用しています。ただし、
車両の仕様変更により合わせガラス
の位置が異なる場合があります。合
わせ、または強化ガラスの見分け方
法については、ガラスの断面、もし
くは刻印（マーク）を確認すること
で見分けることができます。

ガラスの断面で合わせガラスを見分ける
方法
● ドアガラスを半分ほど開け、断面を
上から確認し、2枚のガラスが貼り
合わせられている場合は合わせガラ
スとなります。

ガラスにある刻印（マーク）で合わせガ
ラスを見分ける方法
● ドアガラスには次のような刻印
（マーク）が表示されています。この
表示によって、合わせガラスかどう
かを見分けることができます。

※車両によっては、刻印（マーク）
が表示されていない、またはガラス
の種類を示す表示の位置が異なる場
合があります。
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水没したときは、次のような対処方法で車
外に脱出してください。
●シートベルトを外して車外に脱出してく
ださい。

●ドアが開く水位が低いうちにドアを開け
て、車外に脱出してください。

●ドアが開かなかった場合、窓ガラスを開
け、窓から車外に脱出してください。

●＜パワーウインドースイッチ＞を押して
も窓ガラスが開かない場合、次の方法で
脱出してください。
― 緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプ
ション）がある場合、窓ガラスを割り
窓から車外に脱出してください。

― 緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプ
ション）がない場合、または緊急脱出
用ハンマーで窓ガラスが割れない場合
には、車内外の水位が同じ高さくらい
まで浸水するのを待ち、ドアを強く押
し開けて車外に脱出してください。
（車内外の水圧差がなくなると、ドア
を開けることができます）

●浸水・冠水被害に遭われた場合は、車両
故障につながるおそれがあるため、すみ
やかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

外装ランプが点灯しないときは
●次の交換可能な電球（バルブ）、番号灯、
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（側面/
フェンダータイプ）以外の外装ランプは
すべてLEDです。LEDが一部でも点灯し
ない場合は日産販売会社で点検を受けて
ください。

●ヘッドランプ、制動灯などは、雨天走行
や洗車などにより、レンズ内面が一時的
にくもることがあります。またヘッドラ
ンプ内と外気との温度差により、レンズ
内面が結露することもあります。これは
雨天時などに窓ガラスがくもるのと同様
の現象で、機能上の問題ではありません。
また、レンズの構造上、レンズのふちに
水滴が付着することがありますが、機能
上の問題ではありません。ただし、ラン
プ内に水がたまっている場合やレンズ内
面に大粒の水滴が付着している場合は、
日産販売会社にご相談ください。

交換可能な電球（バルブ）の位置
 注意

● 電球交換は、ボンネットや電球が冷
えた状態で行う。
やけどをするおそれがあります。

● ステーなどの端で指や腕をケガしな
いように注意する。

● 電球は確実に取り付ける。
電球は点灯中、表面が高温になりま
す。電球が正しく取り付けられてい
ないと、走行中に電球が外れて周辺
の部品に接触するなどし、発熱、発
火につながるおそれがあります。

 アドバイス
● 電球交換するときは、軍手などを着
用してください。

● 外した部品は確実に取り付けてくだ
さい。水が入り故障の原因になるお
それがあります。
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方向指示器 兼 非常点滅表示灯（前
面）（アダプティブLEDヘッドライ

ト無車）
1. ボンネットを開け、ソケットを矢印

の方向に回して引き抜きます。
ボンネットの開けかた、閉めかた  

(P.309)

2. 古い電球を引き抜き、新しい電球を
ソケットに取り付けます。

3. 取り付けるときは、外したときと逆
の手順で取り付けます。

方向指示器 兼 非常点滅表示灯（後
面）／後退灯

1. バックドアを開けます。
2. リヤコンビランプのボルトを外し、

ランプをまっすぐ後方に引いて取り
外します。

3. 交換したい電球のソケットを矢印の
方向に回して引き抜きます。

4. 古い電球を引き抜き、新しい電球を
ソケットに取り付けます。

 アドバイス
● 電球に油が付着したときは柔らかい
布などでふき取ってください。また、
素手でガラス部分に触れないでくだ
さい。電球の寿命が短くなったり電
球が破損するおそれがあります。

 アドバイス
● 取り外すときは、無理に力を加えな
いでください。破損するおそれがあ
ります。

 知識
● 方向指示器 兼 非常点滅表示灯（前
面）：12V-21W（アンバー）
（WY21W）
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5. 取り付けるときは、外したときと逆
の手順で取り付けます。

ヒューズが切れたときは
ランプがつかないときや電気系統の装置が作
動しないときは、日産販売会社にご相談くだ
さい。

 アドバイス
● 取り外すときは、無理に力を加えな
いでください。破損するおそれがあ
ります。

 知識
● 方向指示器 兼 非常点滅表示灯（後
面）：12V-21W（アンバー）
（WY21W）

● 後退灯：12V-16W（W16W）
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メンテナンスの前に

点検整備について
道路運送車両法により、定期点検と日常点検
が義務付けられています。正しい点検整備を
行いお車を安全にお使いください。
点検整備の詳細については、別冊のメンテナ
ンスノートをお読みください。

点検整備の種類
●点検・整備および保証の内容は、別冊の
メンテナンスノートに詳しく記載されて
いますので、必ずお読みください。

●日常点検
走行距離や使用時の状態から判断し、適
切な時期にお客さまご自身で行う点検で
す。
いつもと違うことに気がついたら日産販
売会社で点検を受けてください。（音、振
動、におい、水漏れ、油漏れなど）

●定期点検
1 年ごとに実施する点検です。12か月点
検および24か月点検があります。

●その他の点検
新車時の無料点検や、厳しい使われかた
をしたときに必要な点検があります。

車検、点検整備のとき
●車検、点検整備については、日産販売会
社にご相談ください。
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工具・ジャッキ

工具★・ジャッキ★について
この車両には、スペアタイヤ、ジャッキ、ハ
ンドル兼ホイールナットレンチ、ハンドルレ
バーが標準で搭載されていません。ジャッキ
アップをする場合は、この車両専用のジャッ
キを準備してください。詳しくは、日産販売
会社にご相談ください。

工具、タイヤ応急修理キットの格納
場所

 注意
● 工具を使ったあとは、元の場所に収
納する。
車室内に放置すると思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。
305

●停止表示板（停止表示灯）、輪止めは標準
で搭載されておりませんので必要に応じ
て準備してください。

●工具の種類や発炎筒（ P.255）など
は、万一のときに困らないようにあらか
じめ位置を確認しておいてください。

●工具、タイヤ応急修理キットはラゲッジ
ルームに格納されています。
応急修理する前に  (P.259)
タイヤ応急修理キットについて  

(P.259)

ジャッキ、ハンドル兼ホイールナッ
トレンチ、ハンドルレバーの取り出
しかた（ディーラーオプション）

 注意
● ジャッキを取り出すときは、手をぶ
つけないように注意する。
金属部などに手をぶつけると、ケガ
をするおそれがあります。

● ジャッキはタイヤ交換またはタイヤ
チェーンの脱着以外には使用しない。
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●ラゲッジルームのフロアカバーを持ち上
げて取り出します。

●ジャッキを取り出すときは、後席シート
を車両前方へスライドさせてください。

●この車両には、ジャッキ、ハンドル兼ホ
イールナットレンチ、ハンドルレバーが
標準で搭載されていません。ジャッキ
アップをする場合は、この車両専用の
ジャッキを準備してください。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。

ジャッキの使いかた

●ジャッキにハンドルレバーとハンドル兼
ホイールナットレンチをセットします。

●ジャッキを使って車両を持ち上げるとき
は、正しい位置にジャッキを設置してく
ださい。

ジャッキアップポイント

 アドバイス
● ジャッキが内装部品にぶつからない
ようにしてください。傷がつくおそ
れがあります。

 警告
● ジャッキアップしたときは絶対に車
両の下に入らない。
ジャッキが外れると、重大な傷害に
つながるおそれがあり非常に危険で
す。

 注意
● 工具、ジャッキを使ったあとは、元
の場所に収納する。
車室内に放置すると思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

● ハンドル兼ホイールナットレンチを
回すときは、ハンドルレバーをしっ
かり握って回す。
ハンドルレバーが回転中に外れると、
思わぬケガをするおそれがあります。

● ハンドルレバーは、確実にハンドル
兼ホイールナットレンチの穴に差し
込む。

ハンドルレバーが確実に差し込まれ
ていないと、外れて思わぬケガをす
るおそれがあります。

● ジャッキアップ中はエンジンを始動
しない。
車が発進し、重大な傷害につながる
おそれがあります。

 注意
● ジャッキを使うときは、次のことを
必ず守る。



工具・ジャッキ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

307☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

●矢印の位置がジャッキアップポイントで
す。

ジャッキアップのしかた

●輪止めは標準で搭載されていませんので
必要に応じて準備してください。なお、
輪止めはタイヤを固定できる大きさの石、
木片などで代用できます。

1. 交通の妨げにならず、安全に作業が
できる地面（平坦な硬い場所）に停
車し、人や荷物を車から降ろします。
停車・駐車のしかた  (P.136)

2. ジャッキをかける位置と対角線の位
置にあるタイヤに輪止めをします。
前輪をジャッキアップするとき：後
輪の後ろ側
後輪をジャッキアップするとき：前
輪の前側

 注意
― ジャッキは必ずこの車両専用のも
のを使い、他車のジャッキは使用
しないでください。また、この車
両専用のジャッキは他車に使用し
ないでください。

― ジャッキはタイヤ交換またはタイ
ヤチェーンの脱着以外には使用し
ないでください。

― 平坦で硬いところに駐車して作業
してください。

― 使用前にパーキングブレーキをか
け、セレクトレバーを にしてく
ださい。

― 輪止めなどで車を固定してくださ
い。

― ジャッキの上下に台やブロックな
どを入れないでください。

― 人や荷物は必ず車から降ろしてく
ださい。

 アドバイス
● ジャッキアップポイント以外のとこ
ろにはジャッキをかけないでくださ
い。車体が変形するおそれがありま
す。

 注意
● 柔らかい地面の上ではジャッキアッ
プしない。
ジャッキが倒れ、事故につながるお
それがあります。

● やむをえず傾斜地で作業するときは、
ジャッキをかける位置と対角線の位
置にあるタイヤの下り側に輪止めを
し、車が動き出さないようにする。
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3. ジャッキの上部がジャッキアップポ
イントに接触するまで、ジャッキを
矢印の方向に手で回します。

4. ハンドル兼ホイールナットレンチを
回して、タイヤと地面が少し離れる
まで、ジャッキアップします。
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点検と整備

エンジンルーム
エンジンルーム内を点検するときは安全な場所に停車し、パーキングブレーキをかけた状態で
ボンネットを開けます。

エンジンルーム内の配置図
309

●車種により部品形状が異なります。

ボンネットの開けかた、閉めかた

 警告
● 点検や整備に使用した工具や布など
をエンジンルーム内に置き忘れない。
故障や車両火災につながるおそれが
あります。

 注意
● エンジンルーム内の作業をするとき
は、キースイッチ（電源ポジション）
をOFFにする。
エンジン回転中に手、衣服、工具な
どを入れると思わぬケガをするおそ
れがあります。

 アドバイス
● 点検整備の詳細については、別冊の
メンテナンスノートをお読みくださ
い。

 警告
● 走行前、ボンネットが確実に閉まっ
ていることを、必ず確認する。
ロックされていないと、走行中にボ
ンネットが開き、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。



点検と整備

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

310

1. 運転席の右下にあるオープナーを引
くと、ボンネットが少し浮き上がり
ます。

2. ボンネット先端のすき間に手を入れ、
レバーを横に押しながらボンネット
を持ち上げます。

3. ステーをフックから外し、ボンネッ
トヒンジの穴（ステー差し込み位置）
に確実に差し込みます。

4. 閉めるときはステーをフックに戻し、
ボンネットを20cm ～ 30cmの高さ
までゆっくり降ろしてから、手を離
して落としてロックします。ロック
できなかったときは、レバーを操作
してボンネットをもう一度持ち上げ
てから再度落としてください。ボン
ネットを上から押して閉めようとし
ないでください。

 注意
● 風が強いときは、ボンネットをしっ
かり持ってゆっくりと開ける。

● ステーを持つときは、必ず操作部を
持つ。
エンジン停止直後はステーが高温に
なることがあるため、やけどをする
おそれがあります。

● ボンネットを開けたときは、ボン
ネットに頭などをぶつけないよう注
意する。

● ラジエーターなどの高温部には触れ
ない。
やけどをするおそれがあります。

● ボンネットを閉めるときは、手など
を挟まないように注意して降ろす。

 アドバイス
● ワイパーアームを起こしたままボン
ネットを開けないでください。ボン
ネットやワイパーを損傷します。

● ボンネットを閉めるときに、ボン
ネットに体重をかけて強い力で押す
と、ボンネットがへこむおそれがあ
ります。
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ウォッシャー液の補給
ウォッシャー液が不足しているときは、
ウォッシャー液を補給してください。

補給のしかた

●フロントワイパーとリヤワイパーの
ウォッシャータンクは兼用です。

●日産純正ウインドウォッシャー液をおす
すめします。
ウォッシャータンク容量については、
交換油脂類  (P.326)をお読みくださ

い。
●減っているときは、ウォッシャータンク
のふたを開け、ウォッシャー液を補給し
てください。

●ウォッシャー液は、必要に応じ水で薄め
てください。希釈割合はウォッシャー液
の容器に表示してある凍結温度を参考に
します。

寒冷時の取り扱い
寒冷時に備えて、準備や点検などを正しく
行ってください。

冬の前の準備

■ 冷却水の濃度点検

●冷却水の凍結を防ぐため、冷却水の濃度
を点検してください。

●冷却水を補充・交換するときは、日産純
正スーパーロングライフクーラント
（50%希釈品）をお使いください。
サービスデータ（冷却水）（ P.326）

■ バッテリーの液量、比重の点検

●別冊のメンテナンスノート「簡単な整備
のしかた」をお読みください。

■ 冬用タイヤ、タイヤチェーンの準備

●冬用タイヤに交換するときは、4輪とも
指定サイズで同一の銘柄、パターン（溝
模様）のものに交換してください。

●タイヤチェーンは、タイヤサイズにあっ
た日産純正品をおすすめします。

■ ウォッシャー液の濃度点検

●ウォッシャー液の凍結を防ぐため、
ウォッシャー液の容器に記載してある凍
結温度を参考に外気温に応じた希釈割合
（濃度）にしてください。

運転する前に

 注意
● ウォッシャー液を補給するときは、
液を高温部にかけない。
出火するおそれがあります。

 アドバイス
● ウォッシャー液の代わりに石けん水
などを入れないでください。塗装面
がしみになるおそれがあります。

冷却水の濃度 凍結温度
50% 約–35℃

 アドバイス
● 冷却水の点検・補充・交換は日産販
売会社にご相談ください。

 警告
● ルーフに積もった雪は落とす。
窓ガラスに雪が滑り落ちると視界の
妨げとなり、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 アドバイス
● ドアなどの開閉部分を無理に開けな
いでください。ゴムがはがれたり損
傷したりするおそれがあります。

● ワイパー、ドアミラー、パワーウイ
ンドーなどを無理に動かさないでく
ださい。装置が損傷するおそれがあ
ります。
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状況に応じて次のことを行ってください。
●ドアやワイパーなどが凍結したときは、
無理に開けたり動かしたりせず、凍った
部分にお湯をかけて氷を溶かしてくださ
い。溶けたらすぐに水分をふき取ってく
ださい。

●寒冷時にドアミラーが正常に作動しない
場合は、ドアミラー内部が凍結している
可能性があります。無理に動かしたりせ
ず、ドアミラー本体にぬるま湯をかけて
凍結を溶かしてください。溶けたらすぐ
に水分をふき取ってください。

●ガラスに雪や霜が積もっているときは、
プラスチックの板などを使って、ガラス
を傷つけないように雪を取り除いてくだ
さい。

●足まわり（ブレーキ周辺、フェンダーの
裏側など）が凍りついているときは、部
品を破損しないように注意しながら、付
着した氷塊を取り除いてください。

●車室内に乗り込むときは、靴についた雪
を取り除いてください。

●外気温が低く、エンジン冷却水温が低い
ときは、暖房性能を確保するためエンジ
ン回転数が上昇することがあります。

雪道の走行のしかた

■ 滑りやすい路面に注意

●滑りやすい路面での急発進、急加速、急
ブレーキ、急ハンドルなど無理な運転は
危険ですのでしないでください。雪道や
凍結路では速度を落とし、車間距離を取
り、ゆとりある運転をしてください。

●雪道、凍結路では早めに冬用タイヤ、タ
イヤチェーンなどを装着して走行してく
ださい。
タイヤチェーンについて  (P.314)

■ 走行中の雪の付着に注意

●ブレーキに付着した雪が凍結し、ブレー
キの効きが悪くなることがあります。と
きどきブレーキの効き具合を確認してく
ださい。効きが悪いときは、前後の車と
の距離を十分とり、低速走行で効きが回
復するまでブレーキペダルを軽く踏んで
ください。

●フェンダーの裏側に付いた雪が積もり、
ハンドルの切れが悪くなることがありま
す。時々確認して雪を取り除いてくださ
い。

■ 駐車するときの注意

●セレクトレバーを にし、パーキングブ
レーキをかけずに輪止めをしてください。

パーキングブレーキをかけると、ブレー
キが凍結して解除できなくなるおそれが
あります。

●軒下や樹木の下には駐車しないでくださ
い。落雪で車が損傷するおそれがありま
す。

●雪が降りそうなときや降雪時にはワイ
パーアームを起こしておいてください。
ブレードと窓ガラスが凍結し、破損する
おそれがあります。

●雪が積もりそうなときはアンテナを取り
外してください。アンテナが破損するお
それがあります。
アンテナの外しかた（ P.320）

タイヤ
タイヤが摩耗・損傷していたり、適正な空気
圧でないと、安全な走行ができず乗り心地も
損なわれます。
日常的に点検を行ってください。

タイヤの点検項目
安全な走行のため、タイヤの点検は次の項
目を点検してください。
詳細は別冊のメンテナンスノートをお読み
ください。

 アドバイス
● ドアのキー穴部には、お湯をかけな
いでください。凍結するおそれがあ
ります。

● ドアミラーが凍結するような寒冷時
は、ドアロック連動格納機能をOFF
にしてください。凍結したまま作動
を繰り返すと、故障の原因となりま
す。

● ルーフから雪を落とすときは、アン
テナに強い力をかけないようにして
ください。アンテナが破損したり、
車体がへこんだりするおそれがあり
ます。
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タイヤ空気圧

●すべてのタイヤの空気圧を点検してくだ
さい。

●タイヤの指定空気圧は運転席ドアの開口
部に表示してあります。

●タイヤの空気は自然に少しずつ低下しま
す。月に一度はタイヤエアゲージを使用
して点検してください。

●タイヤ空気圧の点検は、走行前のタイヤ
が冷えているときに点検・調整してくだ
さい。

●タイヤ側面の厚みが薄いタイヤは、空気
圧が減っていることを目視で確認するこ
とが困難なため、必ずタイヤエアゲージ
を使用して点検してください。

●走行直後はタイヤ空気圧が約1割上がる
ことがあります。

タイヤの亀裂・損傷の有無
●タイヤの接地面や側面に著しい亀裂や損
傷および針などの異物が刺さっていない
か点検してください。

タイヤの溝の深さ、異常な摩耗

●タイヤの溝の深さが十分であるか、ウェ
アインジケーター（摩耗限界表示）が表
れていないか点検してください。

●タイヤが摩耗して接地面とウェアインジ
ケーター（摩耗限界表示）が同じ高さに
なったらタイヤを交換してください。

タイヤ・ロードホイールを交換する
ときは

●タイヤ交換をするときは、日産販売会社
にご相談ください。

●タイヤを交換するときは、4輪とも同時
期に行い、必ず指定サイズで同一の銘柄、
パターン（溝模様）のタイヤを取り付け
てください。

●タイヤサイズは運転席ドア開口部のタイ
ヤ空気圧表示を参照してください。

●ロードホイールを交換するときは、必ず
指定サイズで同一種類のロードホイール
を取り付けてください。
ロードホイールのサイズは巻末のサービ
スデータに記載してあります。

タイヤローテーションのしかた

 アドバイス
● ロードホイールは、リムサイズやイ
ンセットが同じでも、他の車のもの
は使えない場合があります。お手持
ちのものをご使用になるときは、日
産販売会社にご相談ください。

● アルミホイール★には荷重制限があ
るため、交換するときは日産販売会
社にご相談ください。

● タイヤやロードホイールを交換した
ときは、ホイールバランスを確実に
取ってください。

● バルブキャップは日産純正品を使用
してください。日産純正品以外のバ
ルブキャップを使用すると腐食して
固着し、外れなくなる場合がありま
す。

● バルブキャップは工具などを使用し
て締め付けると、破損するおそれが
あります。

● ホイールナットの締め付けトルクは、
98N・m（10kg・m）です。

 アドバイス
● タイヤの位置交換と同時に空気圧も
点検してください。
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左右それぞれで、前後タイヤの交換を行っ
てください。タイヤの偏摩耗を防ぎ、寿命
を延ばすために、約5,000kmごとにタイ
ヤのローテーション（位置交換）を行うこ
とをおすすめします。

タイヤに関する注意事項

冬用タイヤ・タイヤチェーン
雪道や凍結した道路を走行するときは、冬用
タイヤやタイヤチェーンを装着してください。

冬用タイヤについて

●冬用タイヤを装着するときは、4輪とも
指定サイズで同一の銘柄、パターン（溝
模様）のものに交換してください。

タイヤチェーンについて

 アドバイス
● タイヤの位置交換については、日産
販売会社にご相談ください。

 警告
● タイヤの空気圧が不足したまま走行
しない。
バースト（破裂）するなど、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

 注意
● 5～7年を目安に必ず点検する。

タイヤはゴム製品のため、徐々に劣
化します。引き続き使用する場合は
安全走行を確保するため、必ず点検
を受けてください。点検については
日産販売会社へご相談ください。

● 指定サイズ以外のタイヤ・ロードホ
イールは絶対に取り付けない。
不適合なタイヤ・ロードホイールを
取り付けると、安全性が損なわれ、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

● タイヤを交換するときは、4輪とも
同時期に行い、必ず指定サイズで同
一の銘柄、パターン（溝模様）のタ
イヤを取り付ける。
特に4WD車は、径が異なるタイヤ
を装着すると車の機構に無理がかか
り、重大な故障につながります。ま
た、VDCシステムが正常に作動しな
いことがあります。次のようなタイ
ヤの装着はしないでください。回転
差を吸収する機構に無理がかかり、
過熱し火災につながるおそれがあり
ます。
― 摩耗差の大きいタイヤの装着
― 前輪または後輪だけに冬用タイヤ
を装着

― サイズや種類の異なるタイヤを
個々に装着

● 著しく摩耗差のあるタイヤや空気圧
が規定値と著しく異なるタイヤを装
着しない。

車の性能が十分に発揮できなくなり、
安全性を損なったり故障の原因にな
ります。

 注意
● タイヤチェーンを不適正に装着した
り、タイヤサイズに合わないものを
使用しない。
ブレーキ配管やフェンダーなどを破
損するおそれがあります。

 アドバイス
● タイヤチェーンを装着すると、ホ
イールカバー★やアルミホイール★
に傷をつけるおそれがあります。

● 雪のない舗装路ではチェーンを装着
したまま走行しないでください。
チェーンの摩耗を早め、寿命が短く
なります。また、4WD車は車の性
能が十分に発揮できなくなる場合が
あります。
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タイヤチェーンを装着するときは、次のこ
とを守ってください。
●タイヤチェーンを装着するときは、安全
に作業できる平坦な場所に停車し、キー
スイッチ（電源ポジション）をOFFにし
て作業してください。

●タイヤチェーンは必ず前2輪に装着して
ください。4WD車も前2輪に装着してく
ださい。

●タイヤサイズに適合したチェーンを装着
してください。

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書に
従って装着してください。

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書で指
定された速度で走行してください。

●お客さまのタイヤサイズに合ったタイヤ
チェーンでも使用できない場合がありま
す。

●タイヤチェーンはお客さまの車に適合し
た日産純正品をおすすめします。

●適合するタイヤチェーンについては日産
販売会社にご相談ください。

ワイパー
ワイパーゴムが傷んでいると、きれいにふき
取れなかったり、窓ガラスを傷つけたりしま
す。

定期的に点検し、傷んでいるときは次の手順
に従って交換してください。

ワイパーブレードの交換のしかた

●リヤワイパーブレードの点検、交換が必
要なときは、日産販売会社にご相談くだ
さい。

1. ワイパーアームを起こし、ワイパー
ブレードを少し傾けます。

2. ワイパーブレードのツメを押したま
まにします。

3. ワイパーブレードを矢印の方向に動
かして取り外します。

4. 新しいワイパーブレードを取り付け
ます。取り付けは取り外したときと
逆の手順で行い、ワイパーブレード
が確実に固定されていることを確認
します。

 アドバイス
● タイヤチェーンを装着しているとき
は、突起しているところや穴の上を
走行しないでください。また、急ハ
ンドルやタイヤがロックするような
ブレーキ操作をしないでください。

 アドバイス
● 交換するときは、ワイパーアームお
よびワイパーブレードがガラスに当
たらないよう気を付けてください。
ガラスに当たるとガラスが破損する
おそれがあります。

● ワイパーブレードに大きな力を加え
て変形させないでください。ふき取
りにくくなったり、破損するおそれ
があります。
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ワイパーゴムの交換のしかた
●ワイパーゴムに石けん水を塗ると脱着し
やすくなります。

1. ワイパーアームからワイパーブレー
ドを取り外します。

2. ワイパーゴムを矢印方向にスライド
し、取り外します。

3. 取り付けるときは、取り外したとき
と逆の手順で行います。
ワイパーゴムのストッパーがない方
からブレードに沿って差し込みます。
ワイパーゴムの 部をワイパーブ
レードの「SET」の位置で確実に押
し込み、固定します。

キー（インテリジェントキー） ★
の電池交換

キーのスイッチを押しても作動しないときは、
電池の消耗が考えられます。
次の手順に沿って、電池を交換してください。

電池交換のしかた

 警告
● 電池および取り外した部品は、お子
さまが飲み込まないように注意する。

インテリジェントキーには、ボタン
電池が使用されています。誤って電
池を飲み込むと、わずか2時間で重
度の化学熱傷を引き起こし、死亡ま
たは重大な傷害につながるおそれが
あります。新しい電池および取り外
した電池は、お子さまの手の届かな
い場所に保管してください。

● 電池を飲み込んだり、体内に入れて
しまった場合は、ただちに医師の診
察を受ける。

 注意
● カバーがしっかりと閉まらない場合
は、インテリジェントキーの使用を
中止する。
インテリジェントキーをお子さまの
手の届かない場所に保管し、すみや
かに日産販売会社にご連絡ください。

 アドバイス
● 電池交換の際、キーを破損するおそ
れがあります。日産販売会社での交
換をおすすめします。

● 内部回路、電子端子などに触れない
でください。故障の原因となります。

● 電池交換の際は、必ず同じタイプの
電池と交換してください。

● 電池交換後は、キーシステムの各機
能が正常に作動するか必ず確認して
ください。正常に作動しないときは
故障が考えられますので、日産販売
会社にご相談ください。
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1. キー裏側のロックを外しながら、内
蔵キー（メカニカルキー）を引き抜
きます。

2. 左右のすき間にマイナスドライバー
を差し込み、ひねってカバーを取り
外します。（カバーが傷つかないよう
に、マイナスドライバーに布を巻い
てください）

3. 消耗した電池を取り外し、新しい電
池をはめ込みます。（新しい電池は、
+ 極を下にして取り付けてください）
使用電池：CR2032

4. カバーの先端を合わせて上下のカ
バーを組み付けます。確実に取り付
けられたことを確認してください。

キー（リモートコントロールエン
トリーシステム）★の電池交換

リモコンのスイッチを押しても作動しないと
きや作動表示灯が点滅しないときは、電池の
消耗が考えられます。
次の手順に沿って、電池を交換してください。

電池交換のしかた

 警告
● 電池および取り外した部品は、お子
さまが飲み込まないように注意する。
リモートコントロールエントリーシ
ステムキーには、ボタン電池が使用
されています。誤って電池を飲み込
むと、わずか2時間で重度の化学熱
傷を引き起こし、死亡または重大な
傷害につながるおそれがあります。
新しい電池および取り外した電池は、
お子さまの手の届かない場所に保管
してください。

● 電池を飲み込んだり、体内に入れて
しまった場合は、ただちに医師の診
察を受ける。

 注意
● カバーがしっかりと閉まらない場合
は、リモートコントロールエント
リーシステムキーの使用を中止する。
リモートコントロールエントリーシ
ステムキーをお子さまの手の届かな
い場所に保管し、すみやかに日産販
売会社にご連絡ください。
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1. スリットにマイナスドライバーを差
し込み、ひねってカバーを取り外し
ます。（カバーが傷つかないように、
マイナスドライバーに布を巻いてく
ださい。）

2. 消耗した電池を取り外し、新しい電
池をはめ込みます。（新しい電池は、

+極を下にして取り付けてくださ
い。）
使用電池：CR2032

3. カバーの先端を合わせて上下のカ
バーを組み付けます。確実に取り付
けられたことを確認してください。

バッテリー
バッテリーのメンテナンスについては、メン
テナンスノートをお読みください。
詳しくは日産販売会社にご相談ください。

バッテリーに関する注意事項

 アドバイス
● 電池交換の際、キーを破損するおそ
れがあります。日産販売会社での交
換をおすすめします。

● 内部回路、電子端子などに触れない
でください。故障の原因となります。

● 電池交換の際は、必ず同じタイプの
電池と交換してください。

● 電池交換後は、キーシステムの各機
能が正常に作動するか必ず確認して
ください。正常に作動しないときは
故障が考えられますので、日産販売
会社にご相談ください。

 警告
● バッテリーを充電するときは換気を
十分に行い、火気は近づけない。
バッテリーから発生する可燃性ガス
に引火して爆発するおそれがありま
す。

● バッテリー液が付着したときは、す
ぐに多量の水で洗浄し、飲み込んだ
ときは多量の水を飲んで応急処置を
したあと、医師の診断を受ける。

バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

 注意
● バッテリーの 側ターミナルが周辺
の金属と接触しないようにする。
接触するとショートして火災の原因
となるおそれがあります。また、
バッテリーの端子の締め付けが緩い
と、配線などが過熱、焼損し、火災
につながるおそれがあります。

● バッテリーを交換するときは、必ず
同じサイズ（型式）に交換し、動か
ないようにしっかりと固定する。
しっかり固定できていないと、
ショートなどの原因となり火災につ
ながるおそれがあります。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。
また、バッテリー液注入口キャップ
が図のように飛び出した形状のもの
（凸タイプ）をご使用ください。詳し
くは、日産販売会社にご相談くださ
い。
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バッテリー交換したあとや長期間バッテ
リー端子を外したあとは、アイドリングス
トップのシステムが作動するまでに時間が
かかる場合があります。

エンジンオイル
エンジンオイルの交換時期は別冊のメンテナ
ンスノートをお読みください。
また、指定のエンジンオイルについては、巻
末のサービスデータ（ P.326）をお読みく
ださい。

エンジンオイルに関する注意事項

 アドバイス
● この車両には充放電能力と寿命性能
を強化した専用バッテリーをご使用
ください。専用バッテリー以外を使
用すると、バッテリーの早期劣化や
アイドリングストップが正常に作動
しなくなる原因となります。詳しく
は、日産販売会社にご相談ください。

 注意
● オイルの点検後は、オイルレベル
ゲージを確実に差し込む。
オイルレベルゲージが根元まで差し
込まれていないと、オイルが噴き出
し火災の原因になるおそれがありま
す。

● エンジンオイルフィラーキャップは
確実に閉める。

走行時にキャップが外れてエンジン
オイルが噴き出すと、火災の原因に
なるおそれがあります。

 アドバイス
● 適切にオイル交換が行われないと、
エンジンの破損や火災など、思わぬ
事故につながるおそれがあります。



清掃・お手入れ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

320

清掃・お手入れ

外装のお手入れ
塗装面の変色やサビなどを防止するために、
適切なお手入れが大切です。

洗車のしかた
●洗車機で洗車するときは、アンテナを外
してください。
アンテナの外しかた（ P.320）

●塗装面に付着した汚れをそのままにする
と、変色やサビの原因となります。次の
ような場合は、すぐに洗車してください。
― ばい煙、虫の死がいや鳥のふん、樹
液、鉄粉、コールタールなどが付着し
たとき

― 海岸地区、凍結防止剤を散布した道路
を走行したあと

― ほこり、汚れがひどいとき

■ 水洗いするときは

●水をかけながら下回りの汚れを洗い流し
ます。

●水をかけながら塗装面の高い位置から低
い位置の順にセーム皮や柔らかいスポン
ジなどで汚れを落とします。汚れがひど
いときは、ボディーシャンプーなどを使
い、その後十分に水で洗い流します。

●はん点が残らないように水をふき取りま
す。

洗車時の注意

洗車機を使うときは

●ドアミラーを格納してください。
ドアミラーの格納のしかた  (P.105)

●燃料補給口を完全に閉めてください。
燃料補給口の開閉  (P.109)

 注意
● 下回りを洗うときは、ケガをしない
ように注意する。

● エンジンルームを水で洗ったり、洗
剤やワックスなどを直接スプレーし
たりしない。
エンジンの始動不良や不調などの原
因になるおそれがあります。また、
電装品などに水がかかると、故障し
たり電気部品のショートにより車両
火災につながるおそれがあり危険で
す。
水や洗剤、ワックスなどの製品、も
しくはその他シリコンを含む製品を
使用する場合は、布に塗布してから
エンジンルームをふいてください。

 アドバイス
● ケミカル用品などは用途により使い
分けが必要です。用途にあった物を
お使いください。

● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤
や酸、アルカリ性の溶液を使用しな
いでください。変色やしみの原因と
なります。

● 硬いブラシや、たわしなどは使用し
ないでください。塗装面を傷つける
おそれがあります。

● 寒冷時に洗車をするときは、ブレー
キに直接水がかからないように注意
してください。ブレーキ装置に水が
入ると凍結し、走行できなくなるお
それがあります。

● 洗車をするときに、車体に体重をか
けるなどして、強い力で押したとき
に、場所によっては車体がへこむお
それがあります。

 アドバイス
● 自動洗車機で洗車すると、ブラシの
傷がつき、塗装の光沢が失われたり
劣化を早めたりすることがあります。

● ドアガラスのまわりに高圧ノズルを
近づけないでください。車室内に水
が漏れるおそれがあります。

● 自動洗車機で洗車するときは、ドア
ミラーを格納し、洗車機の「ドアミ
ラーを洗車しない」モードを選択し
て、車両前側から洗車してください。
また、走行前はドアミラーを復帰状
態に戻してください。

● 自動洗車機で洗車すると、リヤワイ
パーを破損するおそれがあります。

● 洗車機の種類によってはスポイラー
が引っ掛かり、洗車できないことが
あります。

● アンダーカバーを外した状態で高圧
洗浄機を使用しないでください。電
気部品の故障などの原因になるおそ
れがあります。

● 高圧洗浄機を使用するときは、アン
テナのまわりに高圧ノズルを近づけ
ないでください。シール部が変形、
破損するおそれがあります。
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●高圧洗浄機を使用するときは、高圧ノズ
ルと車体の距離を十分離して洗車してく
ださい。高圧ノズルを近づけすぎると、
モールなど樹脂部分やシール材などが変
形、損傷したり、塗装の劣化を早めたり
することがあります。

アンテナの外しかた

●アンテナを取り外すときは、アンテナの
根元を持ち、矢印の方向に回して取り外
します。

●取り付けるときは、アンテナの根元を持
ち、矢印と逆方向に回し、確実に締め付
けます。

ワックスをかけるときは

●ワックスがけは1か月に1回程度、または
水はじきが悪くなったときに行ってくだ
さい。かけかたは普通塗装車、メタリッ
クおよびパール塗装車とも同じです。

ワックスのかけかた
塗装面の汚れを洗車などで取り除き
ます。
塗装面が冷えているとき（体温以下
が目安）にワックスをかけます。か
けかたはワックス容器に記載してあ
る説明に従ってください。

ワックスの選びかた
●コンパウンド（研磨剤）の入っていない、
塗装に適したワックスをご使用ください。
日産純正カーワックスをおすすめします。
詳しくは、日産販売会社にご相談くださ
い。

アルミホイール★のお手入れ

●中性洗剤を含ませたスポンジなどを使い、
汚れを落としてください。日産純正ク
リーナーをおすすめします。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。

軽い補修のしかた
●フロントバンパー、リヤバンパーのレー
ダーセンサー周辺以外は、塗装面の小さ
い傷はタッチアップペイントを使い、早
めに傷部を補修してください。
サビの発生を防ぎ、塗装面を長持ちさせ
ます。

●フロントバンパー、リヤバンパーのレー
ダーセンサー周辺はタッチアップペイン
ト含め塗装修理はできません。塗装する
場合は日産販売会社にご相談ください。
レーダーセンサーの取り扱い  

(P.322)

レーダーセンサー/カメラ類の取り
扱い注意 アドバイス

● 塗装されていないバンパー、スポイ
ラーなどの樹脂部品には、ワックス
を使用しないでください。ムラにな
ることがあります。

● コンパウンド（研磨剤）の入った
ワックスを使うと、塗装面の光沢や
水をはじく特性が失われることがあ
ります。

● カメラのレンズ部にワックスを付け
ないでください。ワックスが付いた
場合は、中性洗剤を薄めて柔らかい
布に含ませ、ふき取ってください。

 アドバイス
● 変色やしみの原因になったり、傷を
つけたりするおそれがあるため、次
のことをお守りください。
― 強酸性、強アルカリ性の洗剤は使
用しない

― 洗剤はホイールの表面が冷えてい
るときに使用する（体温以下が目
安）

― 洗剤を使用したあとは、早めに十
分洗い流す

― 硬いブラシやコンパウンド（研磨
剤）の入った洗剤などは使用しな
い

 警告
● センサー、カメラ部に強い衝撃を与
えない。
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レーダーセンサーの取り扱い
システムを正しく作動させるために次のこ
とをお守りください。

●レーダーセンサーの性能が発揮できない
可能性があるため、以下は行わないでく
ださい。
― レーダーセンサー周辺へのステッカー
貼り付け、後付け部品の取り付け

― お客さまの手による塗装、修理
― フロントバンパー、リヤバンパーを改
造、脱着

― レーダーセンサー周辺の鳥糞、虫、泥
などの付着の放置

― 衝突などによるレーダーセンサー周辺
の破損、傷つきの放置

●フロントバンパー、リヤバンパーを塗装、
修理する場合は必ず日産販売会社にご相
談ください。

マルチセンシングフロントカメラの
取り扱い

システムを正しく作動させるため、次のこ
とをお守りください。

●カメラ前方のフロントガラスはいつもき
れいにしておいてください。
中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ませて
ふき取ります。さらに乾いた柔らかい布
でふき取ります。

●カメラ前方のフロントガラスにステッ
カー（透明なものを含む）を貼らないで
ください。

●インストルメントパネル上に鏡や白い紙
などの光を反射しやすいものを置かない

 警告
精密機器のため高圧洗車など、強い
衝撃を与えないでください。故障、
火災、または感電のおそれがありま
す。

 注意
● フロントグリル、リヤバンパーの
レーダーセンサー周辺に誤った塗装
修理を行うと、本来の機能を発揮で
きなくなる可能性があります。
適切な修理を行うため、日産販売会
社にご相談ください。

 アドバイス
● カメラレンズ部に泥、雨滴、雪など
が付着すると、モニター画像の映り
が悪くなりますので、濡れた柔らか
い布で汚れをふき取ったあと、乾い
た柔らかい布でふき取ってください。

● カメラ部には傷をつけないでくださ
い。映像へ影響が出ることがありま
す。

● カメラレンズをアルコール、ベンジ
ン、シンナーなどでふかないでくだ
さい。変色などの原因になります。
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でください。太陽光が反射し、カメラの
検知性能に影響が出るおそれがあります。

●カメラを取り外さないでください。故障、
誤作動の原因になります。事故などでカ
メラ周辺部が変形した場合は、日産販売
会社にご相談ください。

●フロントガラスが汚れていたり、マルチ
センシングフロントカメラの前が障害物
でふさがれていたり、カメラが前方を撮
像できないとき、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイにカメラ視界不良
警告の警告メッセージ（ P.289）が表
示されることがあります。カメラの前の
障害物を取り除き、汚れを清掃してくだ
さい。

フロントビューカメラ★／サイド
ビューカメラ★ の取り扱い

システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。

●カメラ周辺部はいつもきれいにしておい
てください。
アルコール、ベンジン、シンナーなどを
使用してカメラを清掃しないでください。
変色する原因となります。中性洗剤を薄
めて柔らかい布に含ませてふき取ったあ
と、乾いた柔らかい布でふいてください。

●衝突などでカメラ周辺を破損したときは、
日産販売会社で点検を受けてください。

リヤビューカメラ★の取り扱い
システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。

●カメラ周辺部はいつもきれいにしておい
てください。
アルコール、ベンジン、シンナーなどを
使用してカメラを清掃しないでください。
変色する原因となります。中性洗剤を薄
めて柔らかい布に含ませてふき取ったあ
と、乾いた柔らかい布でふいてください。

●光が反射するため、ナンバープレートに
アクセサリーを取り付けないでください。

●衝突などでカメラ周辺を破損したときは、
日産販売会社で点検を受けてください。

ソナーの取り扱い
システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。

●ソナーはいつもきれいにしておいてくだ
さい。
汚れているときは、柔らかい布で傷つけ
ないように注意してふき取ってください。

●ソナーまたはその周辺に強い衝撃を与え
ないでください。またソナーの取り外し、
分解などをしないでください。故障、誤
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作動の原因になります。事故などでソ
ナーの取り付け部が変形した場合は、日
産販売会社にご相談ください。

●ソナーまたはその周辺にステッカー（透
明なものを含む）を貼ったり、アクセサ
リーなどを取り付けないでください。故
障、誤作動の原因になります。

内装のお手入れ

内装のお手入れについて

カーペットの汚れ取り
●電気掃除機でほこりを取り除き、日産純
正ルームクリーナーなどで汚れを落とし
てください。フロアカーペットを取り外
したときは、敷き直すときにフロアカー
ペットがずれないように固定クリップで
正しく確実に固定してください。
フロアカーペット  (P.250)

布、合成皮革の汚れ取り
●中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ませ、
軽くふき取ります。さらに水に浸した布
を固くしぼってふき取ります。汚れがひ
どいときは、日産純正ルームクリーナー
などで汚れを落としてください。

IRカット&スーパーUVカット断熱
グリーンガラス★のお手入れ

フロントドアガラスおよびフロントクォー
ターガラスの内側にはIRカット&UVカット
コーティングがされています。
●フロントドアガラスおよびフロント
クォーターガラスの内側を清掃するとき
は、水または温水を含ませた柔らかいき
れいな布で早めに汚れをふき取ってくだ
さい。

 アドバイス
● 車室内に水をかけないでください。
オーディオ★やスイッチ類、フロア
下の配線や電気部品などに水がかか
ると故障するおそれがあります。

● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤
や酸、アルカリ性の溶剤を使用しな
いでください。変色やしみ、ひび割
れ、塗装はがれなどの原因となるお
それがあります。また、各種クリー
ナー類には、これらの成分が含まれ
ているおそれがあるため、確認して
からご使用ください。

● オーディオ★やスイッチ類などの電
装品、ブレーキペダル周りにシリ
コーン（シリコン）を含むケミカル
用品（スプレー、グリース、オイル
など）を使用しないでください。電
装品の故障につながるおそれがあり
ます。

● 消臭剤・芳香剤、化粧品・日焼け止
めなどは、容器からこぼしたりしな
いでください。また、吊り下げタイ
プの消臭剤・芳香剤などは、内装部
品に接触しないようにしてください。
含まれる成分によっては、内装部品
に付着すると変色やしみ、ひび割れ、
塗装はがれなどの原因となるおそれ
があるため、付着した場合は、すみ
やかに柔らかい布でふき取ってくだ
さい。

● 塩素系（二酸化塩素や次亜塩素酸）
の洗浄液を使用しないでください。
塗装はがれやサビなどの原因となる
おそれがあります。やむをえず洗浄
（除菌）する場合は、エタノール
75%以下をご使用ください。エタ
ノールを乾いた布に含ませ、内装部
品をふいてください。エタノールが
なくなるまでふき取ってください。
ふき残しがあると塗装はがれや色落
ちなどの原因となるおそれがありま
す。エタノールは、引火性ですので、
火気に注意してください。

● 内装部品を固いもので擦ったり引っ
かいたりしないでください。傷がつ
き、破損するおそれがあります。

 アドバイス
● IRカット&UVカットコーティングの
傷つきや劣化を防ぐため、次のこと
をお守りください。
― フロントドアガラスの汚れがひど
いときは、なるべく窓ガラスの開
閉を行わない。

― 清掃するときはコンパウンド（研
磨剤）入りのガラスクリーナー、
アルカリ性洗剤は使用しない。

― 砂などが付着している布で清掃を
しない。
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メーター表面やその他光沢のあるプ
ラスチック部品の汚れ取り

●塵、ほこりを取り除き、柔らかい布を真
水に浸して、固くしぼってから軽くふき
取ります。
硬いブラシや布、ティッシュでこすると、
傷がつくことがあります。

ガラスの汚れ取り
●バックドアガラスの内側を清掃するとき
は、熱線を切らないように水を含ませた
柔らかい布で熱線にそって軽くふいてく
ださい。

●ガラスクリーナー、洗剤などは使用しな
いでください。

●ガラスの内側を清掃するときは、アンテ
ナ線★を切らないように、水を含ませた
柔らかい布で軽くふいてください。

 アドバイス
● 乾いた布やウェットティッシュなど
を使用しないでください。傷がつい
たり、変色したりする原因になりま
す。

● ワックスやコーティング剤、油など
が付着した布ではふかないでくださ
い。変色の原因になります。
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点検値

※1：補機ベルトは、ベルトオートテンショナー（自動張力調整機構）とストレッチベルト（張力調整無し）を採用しているため、ベル
トの張力調整は不要です。また、電動パワーステアリングおよび冷却ファンは、ベルト駆動ではないためベルトの張力調整は不要
です。詳しくは、日産販売会社にご相談ください。

※2：ブレーキが正常に作動しないときは、必ず日産販売会社で点検を受けてください。また、ブレーキペダルの高さの調節が必要なと
きも、日産販売会社にご相談ください。

交換油脂類
お車の性能を適正に保つため、弊社指定銘柄のご使用をおすすめします。指定銘柄以外をお使いになる場合、指定銘柄に相当する品質の
ものをお使いください。記載の規定量は目安です。実際の量とは異なることがあります。交換時期については別冊のメンテナンスノート
をお読みください。

エンジンオイル

※：添加剤をエンジンオイルに使用しないことをおすすめします。

項目 点検値
補機ベルト 調整不要※1

ブレーキペダル※2 遊び 3～11mm

床板とのすき間
エンジン回転中、約490N（50kg）で踏んだとき

105mm以上

パーキングブレー
キ★（足踏み式）

踏みしろ
約196N（20kg）で踏んだとき

4～5ノッチ

適用 規定量(ℓ) 指定銘柄

BR06DE
（ターボ無車）

オイルのみ交換 2.8 日産純正ストロングセーブ・X GLV-1 0W-8※
（JASO: GLV-1、SAE: 0W-8）オイルとオイルフィルター交換 3.0

BR06DET
（ターボ付車）

オイルのみ交換 2.8 日産純正SPストロングセーブ・X 0W-16
（API: SP、SAE: 0W-16）オイルとオイルフィルター交換 3.0
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■ 指定銘柄以外のエンジンオイルについて

粘度（SAE規格）およびグレードは下記のものをご使用ください。

エンジン冷却水

※1：リザーバータンクの容量を含みます。
※2：市販されている水漏れ防止剤などの添加剤は冷却水に添加しないでください。冷却水は、日産純正スーパーロングライフクーラン

トを必ずご使用ください。

エンジン 粘度（SAE規格） グレード

BR06DE
（ターボ無
車）

0W-8 JASO規格 GLV1マークのついたものをお使いく
ださい。

0W–16

API規格SPをお使いください。
ILSACマークのついたものをおすすめします。

BR06DET
（ターボ付
車）

0W-16／0W-20

適用 規定量(ℓ) 指定銘柄

全車 4.0※1 日産純正スーパーロングライフクーラント ※2
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CVTフルード

※：CVTフルードは、専用のCVTフルードNS-3を必ずご使用ください。それ以外のフルードを使用すると、CVTが破損するおそれがあ
ります。

リヤディファレンシャルオイル

トランスファーオイル

ブレーキフルード

ウォッシャー液

※：外気温に応じて濃度を調節してください。

適用 規定量(ℓ) 指定銘柄

全車 5.8 日産純正CVTフルードNS-3※

適用 規定量(ℓ) 指定銘柄

4WD 0.8 ダイヤクイーンスーパーハイポイドギヤオイル
SAE90（GL-5）

適用 規定量(ℓ) 指定銘柄

4WD 0.39 日産純正デフオイルハイポイドスーパーS
（API：GL-5、SAE：75W-90）

適用 規定量(ℓ) 指定銘柄

全車 – 純正ダイヤクイーンブレーキフルードスーパー4（DOT4）

適用 規定量(ℓ) 指定銘柄

全車 1.5 日産純正ウインドウォッシャー液※
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車両仕様

電球（バルブ）の容量

※：電球が点灯しないときは日産販売会社で点検を受けてください。
次の外装ランプはLEDです。LEDが一部でも点灯しない場合は、日産販売会社で点検を受けてください。
●ロービーム
●ハイビーム
●フォグランプ★
●車幅灯
●アクセントランプ★
●方向指示器 兼 非常点滅表示灯（前面/アダプティブLEDヘッドライト付車、側面/ミラータイプ）
●尾灯
●制動灯
●ハイマウントストップランプ
●リヤフォグランプ★

電球 容量（V-W） 電球のタイプ
番号灯 12-5 W5W※

後退灯 12-16 W16W

方向指示器 兼 非常点滅表示灯

前面（アダプティブLEDヘッド
ライト無車） 12-21（アンバー） WY21W

側面（フェンダータイプ） –※（灯体交換）
後面 12-21（アンバー） WY21W
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タイヤ・ロードホイールサイズ

タイヤの指定空気圧は運転席ドアの開口部
に表示してあるため、確認してください。

タイヤサイズ
ロードホイールサイズ

リムサイズ P.C.D. インセット
155/65R14 75S 14 × 4.5J 100mm

（4穴） 46mm
165/55R15 75V 15 × 4.5J
イベントデータレコーダ（EDR）

車両データの記録・蓄積について
●イベントデータレコーダは一般的なデー
タレコーダとは異なり、会話などの音声
は記録しません。

●氏名、性別、年齢などの個人情報は記録
しません。

この車両に装備されている以下システムの
各コンピューターはイベントデータレコー
ダ機能を備えています。
以下システムの各コンピューターは正常に
作動しているかどうかを常に診断し、イベ
ントデータレコーダで車両が衝突したとき
などの車両データを記録・蓄積しています。

■ SRSエアバッグシステム

SRSエアバッグシステムが作動したとき、
もしくは一定以上の衝突が発生した場合に
下記車両データを記録・蓄積します。
●エアバッグシステムの作動に関する情報
●エアバッグシステムの故障診断情報
●アクセルペダル、ブレーキペダル、ハン
ドルなどの操作状況

●車速、エンジン回転数などの車両情報

■ プロパイロットシステム★

プロパイロットシステムは下記車両データ
を記録・蓄積します。
●アクセルペダル、ブレーキペダル、ハン
ドルなどの操作状況

●先行車やレーンマーカーなどの検知状況
●車速などの車両情報
●プロパイロットの作動に関する情報
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●プロパイロットの故障診断情報
●マルチセンシングフロントカメラの画像
情報（SRSエアバッグ、インテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ作動時）

データの扱いについて
日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、イベントデータレコーダに記録さ
れたデータを日産自動車の車両衝突安全性
能の向上を目的として、取得・利用するこ
とがあります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託
した第三者は、取得したデータを次の場合
を除き、第三者へ開示・提供することはあ
りません。
●車両の使用者の同意がある場合
●裁判所命令など、法的強制力のある要請
に基づく場合

●統計的な処理を行うなど、使用者や車両
が特定できないように加工したデータを
研究機関などに提供する場合

車両状態記録機能

車両状態の記録・蓄積について
車両状態記録機能は、下記車両データを記
録・蓄積します。
●車輪速などの車両走行情報

車両状態記録機能
●車両状態記録機能は一般的なデータレ
コーダとは異なり、会話などの音声や映
像は記録しません。

車両状態記録機能は品質維持を目的として、
車両の運行状態を記録・蓄積します。
車両状態記録機能から得られたデータを元
に的確なサービスを提供することができま
す。

データの取り扱いについて
日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、車両状態記録機能に記録された
データを日産自動車の車両衝突安全性能の
向上を目的として、取得・利用することが
あります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託
した第三者は、取得したデータを次の場合
を除き、第三者へ開示・提供することはあ
りません。
●車両の使用者の同意がある場合
●裁判所命令など、法的強制力のある要請
に基づく場合

●統計的な処理を行うなど、使用者や車両
が特定できないように加工したデータを
研究機関などに提供する場合
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3点式シートベルト ........................................................P.20

4WD
4WD車の扱いかた ..............................................P.152

A/C（エアコン）
A/Cスイッチ ..........................................................P.111
エアコンを使うときに注意すること .......P.117
オートエアコン ....................................................P.111
吹き出し口 ..............................................................P.115

ABS
ABS..............................................................................P.153
ABS警告灯...................................................................P.41

BSW（後側方車両検知警報） .............................P.189

CVTフルード（規定量） ........................................P.328

ECOモード
ECOモード ..............................................................P.148
エコモード設定 ....................................................P.149
ドライブモードセレクター ...........................P.148

EDR（イベントデータレコーダ）.....................P.330
ELR（緊急固定）付シートベルト ........................P.20
EPS（電動パワーステアリング）警告灯 .........P.41
ETC.................................................................................P.10, 

i-Sizeチャイルドシート対応ISO FIX
アンカレッジ ....................................................................P.35

LDW（車線逸脱警報）.............................................P.197

NissanConnectインフォテインメント
システム ....................................................................................

O/D OFF表示灯 ..............................................................P.42

RCTA（後退時車両検知警報） ...........................P.203

SOSコール ......................................................................P.235
SRSエアバッグ ................................................................P.23
SRSエアバッグ警告灯 .................................................P.41
STANDARDモード......................................................P.148

USB電源ソケット ............................................... P.247, 

VDC
VDC............................................................................. P.154
VDC OFF表示灯 .......................................................P.42
VDC警告灯 ..................................................................P.41

W数（電球の容量）...................................................P.329

アームレスト
前席シート ..............................................................P.100

アイドリングストップ
アイドリングストップ ..................................... P.149
アイドリングストップOFFスイッチ........P.150

アウターミラー（ドアミラー） .........................P.105
アシストグリップ .......................................................P.251
アダプティブLEDヘッドライトシステム
アダプティブLEDヘッドライト
システム ...................................................................P.141
アダプティブLEDヘッドライト表示灯 .......P.42

アダプティブシフトコントロール ....................P.129
アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ
アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ .............................................................P.46
333
「メンテナンスノート」をお読みください。
「自動車検査証」をご参照ください。
「NissanConnectインフォテインメントシステム取扱説明書」をお読みください。
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アドバンスドドライブアシストディス
プレイ（ショートカットメニュー） ...........P.56
各種設定画面 .............................................................P.58
警告メッセージ .......................................P.55, P.278
車両情報画面 .............................................................P.48
ステアリングスイッチ ............................P.47, P.56
その他の表示機能 ...................................................P.70
タイヤアングルガイド .........................................P.70
ホーム ............................................................................P.48

アラーム ............................................................................P.294
アルミホイールのお手入れ ....................................P.321
アンサーバック機能.........................................P.77, P.81
アンテナ ............................................................................P.119

一時停止標識検知........................................................P.208
移動物 検知機能..............................................P.58, P.219
イベントデータレコーダ（EDR） .....................P.330
イモビライザー（盗難防止装置）........................P.19
イルミネーションコントロール.............................P.73
インジケーター（表示灯） .......................................P.42
インスト運転席アッパーボックス.....................P.232
インスト助手席スライドボックス.....................P.232
インストセンタースライドボックス................P.233
インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）.............................................................P.189
インテリジェント DA（ふらつき警報）........P.206
インテリジェント FCW
（前方衝突予測警報）..............................................P.200
インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）.......................................................................P.197
インテリジェント アラウンドビュー
モニター
移動物 検知機能 ....................................................P.219
インテリジェント アラウンドビュー
モニター ....................................................................P.212

インテリジェント アラウンドビュー
モニターに関する注意事項............................P.222
ソナー機能について...........................................P.220

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ
インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ....................................................................P.176
インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ警告灯.........................................................P.41

インテリジェント オートライトシステム
（フロントワイパー連動、薄暮れ感知
「おもいやりライト」機能付） .........................P.138
インテリジェントキー
インテリジェントキーが正常に
作動しないとき.....................................................P.262
機能・使いかた.........................................................P.76
電池交換のしかた................................................P.316
ドアの施錠・解錠の作動範囲...........................P.77

インナーミラー（ルームミラー） ....................P.104

ウィンカー（方向指示器） ...................................P.143
ウインドーガラス（パワーウインドー） .....P.107
ウォーニング（警告灯） ............................................P.41
ウォッシャー
ウォッシャー液（規定量）............................P.328
ウォッシャー液の補給......................................P.311
ウォッシャースイッチ......................................P.146

ウォッシャーの噴霧状態点検 .......................................
動けなくなったときは .............................................P.254
運転するときに注意すること ..................................P.17
運転する前に .....................................................................P.16
運転前の準備 .....................................................................P.16

エアコン
A/Cスイッチ...........................................................P.111
エアコンを使うときに注意すること ........P.117
オートエアコン .....................................................P.111
吹き出し口 ...............................................................P.115

エアバッグ
SRSエアバッグ.........................................................P.23
SRSエアバッグ（前席）.....................................P.25
SRSカーテンエアバッグ.....................................P.28
SRSサイドエアバッグ（前席）......................P.27

エアバッグシステム
SRS エアバッグ警告灯.........................................P.41

エコドライブレポート.................................................P.71
エマージェンシーストップシグナル................P.153
エンジン
エンジンオイル ....................................P.319, P.326
エンジンスイッチ ................................................P.122
エンジンの始動のしかた ................P.122, P.124
エンジンの停止のしかた ................P.123, P.125
エンジンルームから蒸気が出ている
とき ..............................................................................P.296
キースイッチ ..........................................................P.124

エンジン回転計（タコメーター）........................P.39
エンジンスイッチでの電源ポジションの
切り替えかた..................................................................P.123
エンジンルーム.............................................................P.309
エンジン冷却水（規定量）....................................P.327
エンジンを始動できないときは..........................P.263

応急修理する前に........................................................P.259
オーディオ
アンテナ ....................................................................P.119
オーディオ .........................................P.57, P.119, 
ステアリングスイッチ ......................................P.120
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オートACC機能............................................................P.126
オートエアコン ............................................................P.111
オートクロージャー ......................................................P.87
オートスライドドア
運転席スイッチ ........................................................P.93
オートスライドドア ..............................................P.89
正常に作動しないとき .........................................P.95
挟み込み防止機構 ...................................................P.95
ワンタッチオートスライドドア .....................P.93

オートドアメインスイッチ .......................................P.91
オートブレーキホールド
オートブレーキホールド ................................P.132
オートブレーキホールド表示灯 .....................P.42

オートレベライザー ..................................................P.137
オートロック機能 ................................P.77, P.81, P.83
オーバードライブ .......................................................P.129
オーバーヒート ............................................................P.296
オーバーヒート警告が表示されたとき ..........P.296
お子さまの安全のために ............................................P.29
お子さまを乗せるときに注意すること ..............P.29
オドメーター（積算距離計） ..................................P.40
音声操作表示 .....................................................................P.72

カーアラーム .....................................................................P.19
外気温度表示 .....................................................................P.39
外装のお手入れ ............................................................P.320
外装ランプが点灯しないときは .........................P.300
カギ
インテリジェントキー付車 ...............................P.76
リモートコントロールエントリー
システム付車 .............................................................P.80

各種設定画面 .....................................................................P.58
ガソリン ...........................................................................P.109
カップホルダー ............................................................P.233

カメラ
フロントビュー／サイドビューカメラ ...P.323
マルチセンシングフロントカメラ .............P.322
リヤビューカメラ ................................................P.323

ガラスアンテナ ............................................................P.120
ガラスのお手入れ（バックドアガラス） .....P.325
寒冷時の取り扱い .......................................................P.311

キー
インテリジェントキー .........................................P.76
インテリジェントキーに関する注意
事項 .................................................................................P.78
インテリジェントキーの電池交換 .............P.316
キー（リモートコントロール
エントリーシステム）の電池交換 .............P.317
メカニカルキー ........................................................P.76
リモートコントロールエントリー
システム .......................................................................P.80

キースイッチ .................................................................P.124
キー連動室内照明システム ........P.77, P.81, P.230

空気圧（タイヤ） ......................................P.312, P.330
くもり取り
デフロスタースイッチ ......................................P.296
リヤウインドーデフォッガースイッチ ...P.296

クラクション（ホーン） ........................................P.103
クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ ....................................................................P.137
点灯しないとき .....................................................P.300

車のお手入れ .................................................................P.320
グローブボックス .......................................................P.232

警告灯 ....................................................................................P.41
警告灯がついたときは .............................................P.268
警告メッセージ ...............................................P.55, P.278
警告メッセージが表示されたときは ...............P.278
警報音（ブザー）が鳴ったときは ....................P.294
けん引について ............................................................P.256

工具 .....................................................................................P.305
後席シート ......................................................................P.101
航続可能距離表示 ...........................................................P.39
後退灯
電球（バルブ）容量 ..........................................P.329
点灯しないとき ....................................................P.300

後部霧灯（リヤフォグランプ）
スイッチ ...................................................................P.143
点灯しないとき ....................................................P.300
リヤフォグランプ表示灯 ....................................P.42

故障警告灯（MIL）........................................................P.41
故障したときは ............................................................P.254
コンビニフック ............................................................P.249

サービスデータ ............................................................P.326
最高速度標識検知 ..........................................P.40, P.208
サイドアンダーミラー .............................................P.106
サイドミラー（ドアミラー） ..............................P.105
サイドレーダー ............................................................P.322
サンバイザー .................................................................P.250
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シート
後席シート ...............................................................P.101
前席シート ..................................................................P.99
チャイルドシート ...................................................P.30
ヒーターシート .....................................................P.246

シートベルト
シートベルト警告灯 ..............................................P.41
シートベルトの着用のしかた ..........................P.20
シートベルトの注意事項 ....................................P.21

室内灯 .................................................................................P.230
始動しない.......................................................................P.263
始動のしかた.................................................P.122, P.124
ジャッキ
ジャッキ ....................................................................P.305
ジャッキアップのしかた .................................P.307

車幅灯
スイッチ ....................................................................P.137
点灯しないとき .....................................................P.300

車両型式 ....................................................................................
車両重量 ....................................................................................
車両仕様 ............................................................................P.329
車両状態記録機能........................................................P.331
車両情報画面.....................................................................P.48
車両寸法 ....................................................................................
ジャンプスタートのしかた ....................................P.266
充電警告灯..........................................................................P.41
収納装備 ............................................................................P.232
乗車定員 ....................................................................................
心臓ペースメーカーなどをご使用の方の
注意事項 ...............................................................................P.18
進入禁止標識検知........................................................P.208

スイッチの操作
A/Cスイッチ ...........................................................P.111

SOSコールスイッチ...........................................P.235
TRIP RESETスイッチ ............................................P.40
アイドリングストップOFFスイッチ ........P.150
イルミネーションコントロール
スイッチ........................................................................P.73
ウォッシャースイッチ......................................P.146
運転席スイッチ
（オートスライドドア）.....................................P.93
エンジンスイッチ................................................P.122
オートドアメインスイッチ................................P.91
オートブレーキホールドスイッチ.............P.132
オーバードライブスイッチ............................P.129
キースイッチ..........................................................P.124
ステアリングスイッチ
（アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ）...........................................P.46, P.56
ステアリングスイッチ（オーディオ）...P.120
デフロスタースイッチ......................................P.296
電動パーキングブレーキスイッチ.............P.130
ドアミラースイッチ...........................................P.105
ドアロックスイッチ...............................................P.85
ドライブモードセレクター............................P.148
バックドアオープナースイッチ......................P.97
バックドアスイッチ...............................................P.83
パワーウインドースイッチ............................P.107
パワーウインドーロックスイッチ.............P.107
ハンドル支援スイッチ......................................P.168
ヒーターシートスイッチ.................................P.246
非常点滅表示灯スイッチ.....................................P.12
フォグランプスイッチ......................................P.143
ヘッドランプスイッチ......................................P.137
ヘッドランプレベライザースイッチ........P.144
方向指示器スイッチ...........................................P.143
ライトスイッチ.....................................................P.137
リヤウインドーデフォッガースイッチ...P.296
リヤフォグランプスイッチ............................P.143
ワイパースイッチ................................................P.145

ワンタッチオートスライドドア開閉
スイッチ .......................................................................P.93
ワンタッチスイッチ ..............................................P.94

水没したときは.............................................................P.299
ステアリング（ハンドル）....................................P.103
ステアリングスイッチ
アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ ................................................P.46, P.56
オーディオ .......................................................P.120, 
音声操作 ............................................................................
ショートカットメニュー ....................................P.56
ハンズフリーフォン ...................................................
プロパイロット .....................................................P.168
ボイスアシスタント ...................................................

ステアリングヒーター..............................................P.246
ステアリングロック（ハンドルロック）
ステアリングロック（ハンドル
ロック） ...................................................P.123, P.126
ハンドルがロックしエンジンの始動が
できないときは .....................................................P.264

スピードメーター（速度計）..................................P.39
スペアタイヤ
スペアタイヤ ..........................................................P.305
パンクしたときは ................................................P.259

スモールランプ（車幅灯）
スイッチ ....................................................................P.137
点灯しないとき .....................................................P.300

スライドドア
オートクロージャー ..............................................P.87
スライドドア .............................................................P.86
ワンタッチスイッチ ..............................................P.94

制動灯
点灯しないとき .....................................................P.300

設定（メーター）...........................................................P.58
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セレクトレバー
アダプティブシフトコントロール ............P.129
セレクトレバー ....................................................P.128

先行車発進お知らせ ..................................................P.210
洗車のしかた .................................................................P.320
前照灯（ヘッドランプ）
スイッチ ...................................................................P.137
点灯しないとき ....................................................P.300

先進事故自動通報システム ...................................P.235
前部霧灯（フォグランプ）
スイッチ ...................................................................P.143
点灯しないとき ....................................................P.300
フォグランプ表示灯 ..............................................P.42

走行 .....................................................................................P.135
走行支援機能 .................................................................P.157
走行支援グループ ...........................................................P.53
走行時間アラーム ...........................................................P.58
速度計（スピードメーター） ..................................P.39
ソナー
ソナー ............................................................................P.70
ソナー設定 ..................................................................P.58
ソナーの取り扱い ...............................................P.323

ソナー検知表示灯 ...........................................................P.42

タイヤ
アルミホイールのお手入れ ...........................P.321
タイヤ・ホイールを交換するとき ............P.313
タイヤ・ロードホイールサイズ .................P.330
タイヤ応急修理キット .....................................P.259
タイヤチェーンについて ................................P.314

タイヤの位置交換
（ローテーション） ...........................................P.313
タイヤの空気圧 ....................................P.312, P.330
タイヤの点検項目 ................................................P.312
パンク .........................................................................P.259
冬用タイヤについて ...........................................P.314

タイヤアングルガイド ................................................P.70
タコメーター（エンジン回転計） .......................P.39
正しい運転姿勢について ...........................................P.16
ダブルプリテンショナー機構 .................................P.20

チケットホルダー .......................................................P.251
チャージランプ（充電警告灯） ............................P.41
チャイルドシート ..........................................................P.30
チャイルドシート適合表 ...........................................P.32
チャイルドセーフティドアロック .......................P.87
着信表示 ..............................................................................P.71
駐車支援システム .......................................................P.212
駐車のしかた .................................................................P.136
チルトステアリング ..................................................P.103

通話表示 ..............................................................................P.72

定期点検 ....................................................................................
停止のしかた ................................................P.123, P.125
停車のしかた .................................................................P.136
低水温表示灯 ....................................................................P.42
ディスプレイ付自動防眩式ルームミラー .....P.104
低速加速抑制機能 .......................................................P.184
低速衝突軽減ブレーキ機能 ...................................P.185

テールランプ（尾灯）
スイッチ ...................................................................P.137
点灯しないとき ....................................................P.300

テールランプ表示灯 ......................................................P.42
手放し警告灯 .....................................................................P.41
デフロスタースイッチ .............................................P.296
電球（バルブ）容量 ..................................................P.329
点検整備について .......................................................P.304
電源ソケット .................................................................P.246
点検値／交換油脂類 ..................................................P.326
電池交換のしかた .......................................P.316, P.317
電動格納式ドアミラー .............................................P.105
電動パーキングブレーキ
電動パーキングブレーキ ................................P.130
電動パーキングブレーキ警告灯 .....................P.41
電動パーキングブレーキ注意事項 ............P.131

ドア
オートスライドドア ..............................................P.89
スライドドア .............................................................P.86
ドアが開かないときは ..................................... P.262
ドアを室内から開けられないとき
（チャイルドセーフティドアロック） ......P.87
バックドア ..................................................................P.96
バックドアスイッチ ..............................................P.83
フロントドア .............................................................P.85

ドアミラー ......................................................................P.105
ドアミラーヒーター ..................................................P.106
ドアロックスイッチ ......................................................P.85
灯火装置（ランプ）の点灯、点滅具合、
汚れ、損傷点検 .....................................................................
盗難防止装置
イモビライザー ........................................................P.19
カーアラーム .............................................................P.19
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時計.........................................................................................P.39
ドライブモードインジケーター.............................P.40
ドライブレコーダー...................................................P.238
ドライブ情報.....................................................................P.49
トラブルがおきたときは
インテリジェントキーで始動できない
ときは .........................................................................P.263
オーバーヒートしたときは ............................P.296
外装ランプが点灯しないときは ..................P.300
警告灯がついたときは ......................................P.268
警告メッセージが表示されたときは ........P.278
警報音（ブザー）が鳴ったときは .............P.294
故障したときは .....................................................P.254
水没したときは .....................................................P.299
セレクトレバーが動かないときは .............P.298
ドアが開かないときは ......................................P.262
発炎筒 .........................................................................P.255
バッテリーがあがったときは .......................P.265
パンクしたときは ................................................P.259
ハンドルがロックしエンジンの
始動ができないときは ......................................P.264
ヒューズが切れたときは .................................P.302
窓ガラスがくもったときは ............................P.296
雪道やぬかるみにはまったときは .............P.298

トランスファーオイル（規定量）.....................P.328
トリップメーター（区間距離計）........................P.40

内装のお手入れ.............................................................P.324
ナンバー灯（番号灯）
スイッチ ....................................................................P.137
電球（バルブ）容量 ...........................................P.329
点灯しないとき .....................................................P.300

日常点検 ....................................................................................

燃費情報表示 .....................................................................P.49
燃料
燃料計.............................................................................P.39
燃料タンク容量.....................................................P.109
燃料補給口...............................................................P.109

燃料残量警告灯 ................................................................P.41

パーキングブレーキ
電動パーキングブレーキ.................................P.130
パーキングブレーキ...........................................P.130

パーソナルテーブル ..................................................P.248
排気量 .........................................................................................
ハイビームアシスト ..................................................P.139
ハイビームアシスト表示灯 .......................................P.42
ハイマウントストップランプ
点灯しないとき.....................................................P.300

ハザードスイッチ（非常点滅表示灯） ..............P.12
挟み込み防止機構
オートスライドドア...............................................P.95
パワーウインドー................................................P.108

発炎筒 ................................................................................P.255
バックドア ..........................................................................P.96
バックドアガラスのくもりの取りかた ..........P.296
バックミラー（ディスプレイ付自動
防眩式ルームミラー） .............................................P.104
バックミラー（ルームミラー） .........................P.104
発進 .....................................................................................P.134
バッテリー
バッテリー...............................................................P.318
バッテリー液量の点検・補給................................

バッテリーがあがったときは ..............................P.265
バッテリーセーバー
ヘッドランプ..........................................................P.137
マップランプ..........................................................P.230

ラゲッジランプ .....................................................P.230
バニティミラー.............................................................P.251
バルブ（電球）容量...................................................P.329
パワーウインドー........................................................P.107
パワーウインドーが正常に作動しない
とき......................................................................................P.108
パンクしたときは........................................................P.259
番号灯
スイッチ ....................................................................P.137
電球（バルブ）容量 ...........................................P.329
点灯しないとき .....................................................P.300

ハンドル............................................................................P.103
ハンドルロック（ステアリングロック）
ハンドルがロックしエンジンの始動が
できないときは .....................................................P.264
ハンドルロック
（ステアリングロック） ................P.123, P.126

ヒーターシート.............................................................P.246
ヒーター付ドアミラー..............................................P.106
非常停止のしかた........................................................P.123
非常点滅表示灯
スイッチ .......................................................................P.12
電球（バルブ）容量 ...........................................P.329
点灯しないとき .....................................................P.300

尾灯
スイッチ ....................................................................P.137
点灯しないとき .....................................................P.300

ヒューズが切れたときは.........................................P.302
標識検知機能
一時停止標識検知 ................................................P.208
最高速度標識検知 ................................................P.208
進入禁止標識検知 ................................................P.208
標識検知機能 ..........................................................P.207
標識検知機能に関する注意事項 ..................P.209

表示灯....................................................................................P.42
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表示灯がついたときは .................................................P.43
ヒルスタートアシスト .............................................P.156

ブースターケーブルのつなぎかた ....................P.265
フード（ボンネット） .............................................P.309
フォグランプ
スイッチ ...................................................................P.143
点灯しないとき ....................................................P.300
フォグランプ表示灯 ..............................................P.42

吹き出し口 ......................................................................P.115
ブザー（警報音） .......................................................P.294
踏み間違い衝突防止アシスト
低速加速抑制機能 ...............................................P.184
低速衝突軽減ブレーキ機能 ...........................P.185
踏み間違い衝突防止アシスト ......................P.183
踏み間違い衝突防止アシスト警告灯 ...........P.41

フューエルフィラーリッド（燃料補給口）
フューエルフィラーリッド
（燃料補給口） ....................................................P.109
フューエルフィラーリッド
オープナー ..............................................................P.109

フューエルメーター（燃料計） .............................P.39
冬用タイヤ・タイヤチェーン ..............................P.314
ブレーキ液量の点検 ...........................................................
ブレーキ警告灯（赤色） ............................................P.41
ブレーキシステム警告灯（黄色） ........................P.41
ブレーキの効き点検 ...........................................................
ブレーキフルード .......................................................P.328
ブレーキペダルの踏みしろ ............................................
フロアカーペット .......................................................P.250
プロパイロット
車両情報画面 .............................................................P.53
プロパイロット ....................................................P.164

フロントガラスのくもりの取りかた ...............P.296

フロントドア ....................................................................P.85

ヘッドランプ
自動点灯ランプの消灯のしかた
（車両停車時） .....................................................P.139
スイッチ ....................................................................P.137
点灯しないとき .....................................................P.300
ヘッドランプ上向き表示灯 ...............................P.42

ヘッドランプの点灯、点滅具合、汚れ、
損傷点検 ....................................................................................
ヘッドランプレベライザースイッチ ...............P.144
ヘッドレスト
後席シート ...............................................................P.102
前席シート ...............................................................P.100

ホイールサイズ ............................................................P.330
ホイールナットレンチ .............................................P.305
方向指示器
スイッチ ....................................................................P.143
電球（バルブ）容量 ...........................................P.329
点灯しないとき .....................................................P.300
方向指示表示灯 ........................................................P.42

方向指示器の点灯、点滅具合、汚れ、
損傷点検 ....................................................................................
防犯装置
イモビライザー ........................................................P.19
カーアラーム .............................................................P.19

ホーム ...................................................................................P.48
ホーンの鳴らしかた ..................................................P.103
ポジションインジケーター ......................................P.40
ポジションランプ（車幅灯）
スイッチ ....................................................................P.137

点灯しないとき ....................................................P.300
ボトルホルダー ............................................................P.233
ボンネット ......................................................................P.309

マスターウォーニング .................................................P.41
マップランプ
キー連動室内照明システム ...........................P.230
マップランプ .........................................................P.230

窓ガラスがくもったときは ................................... P.296
マルチセンシングフロントカメラ ....................P.322

ミラー
サイドアンダーミラー ..................................... P.106
ディスプレイ付自動防眩式ルーム
ミラー ........................................................................P.104
ドアミラー ..............................................................P.105
バニティミラー ....................................................P.251
ルームミラー .........................................................P.104

メーター
アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ .............................................................P.46
アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ（ショートカット
メニュー） ..................................................................P.56
オドメーター（積算距離計） ..........................P.40
外気温度表示 .............................................................P.39
各種設定画面 .............................................................P.58
各部名称 .......................................................................P.38
警告灯 ............................................................................P.41
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「メンテナンスノート」をお読みください。
「自動車検査証」をご参照ください。
「NissanConnectインフォテインメントシステム取扱説明書」をお読みください。
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警告メッセージ .......................................P.55, P.278
車両情報画面 .............................................................P.48
スピードメーター（速度計） ..........................P.39
時計 .................................................................................P.39
トリップメーター（区間距離計） ................P.40
表示灯 ............................................................................P.42
メーターの明るさ調節のしかた .....................P.73

メンテナンス設定...........................................................P.58
メンテナンスデータ（サービスデータ）......P.326

油圧警告灯..........................................................................P.41
雪道の走行のしかた...................................................P.312
雪道やぬかるみにはまったときは.....................P.298

予約ロック機能................................................................P.94

ライトスイッチ.............................................................P.137
ラゲッジランプ.............................................................P.230
ランプ（室内灯）
マップランプ ..........................................................P.230
ラゲッジランプ .....................................................P.230

ランプ消し忘れ警報...................................................P.137

リモートコントロールエントリーシステム
機能・使いかた ........................................................P.80
電池交換のしかた ................................................P.317

リモコンによる施錠・解錠 .......................................P.83
リヤウインドーデフォッガースイッチ...........P.296
リヤシーリングファン..............................................P.113

リヤディファレンシャルオイル
（規定量） ......................................................................P.328
リヤビューカメラ .......................................................P.323
リヤフォグランプ
スイッチ....................................................................P.143
点灯しないとき.....................................................P.300
リヤフォグランプ表示灯.....................................P.42

リヤワイパースイッチ .............................................P.146

ルームミラー .................................................................P.104
ルームランプ
マップランプ..........................................................P.230
ラゲッジランプ.....................................................P.230

冷却水
寒冷時の取り扱い................................................P.311
規定量.........................................................................P.327
冷却水量の点検・補給...............................................

レーダーセンサー .......................................................P.322
レバー（セレクトレバー） ...................................P.128

ロードホイール
お手入れ....................................................................P.321
交換..............................................................................P.313
サイズ.........................................................................P.330

ロールサンシェード ..................................................P.248
路上で故障したときは .............................................P.254
ロックノブ ..........................................................................P.85

ワイパー
ワイパー・ウォッシャースイッチ.............P.145

ワイパーゴムの交換 ...........................................P.316
ワイパーブレードの交換 .................................P.315

ワックスをかけるときは.........................................P.321
ワンタッチオートスライドドア.............................P.93
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メーター内に警告灯や警告メッセージが表示されたときは、すみやかに適切に対処する必要があります。詳しくは、警告灯（ P.268）、
警告メッセージ（ P.278）をお読みください。表示灯については、表示灯（ P.43）をお読みください。

警告灯 例

警告灯は、車両故障などを運転者に知らせるためのものです。警告灯が点灯または点滅したときは警告
灯（ P.268）に記載されている「説明・対処方法」に従ってください。

警告メッセージ 例

警告メッセージが表示されたときは、警告メッセージ（ P.278）に記載されている「説明・対処方法」
に従ってください。

表示灯 例

表示灯は、何らかのシステムが作動していることなどをお知らせするものです。点灯または点滅してい
る理由は、表示灯（ P.43）をお読みください。
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